
















































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























訪れし平穏の時代。

されど人の世界に闇は消えず。

世界に残りし戦乱の、癒されることなき爪痕を、

勇者と皇女は目に映し、深く心に刻み込まん。

平和を願う二人の少女、されど動乱の兆しは迫り来る。

騎士となった青年は、二人を護りて帝都を発つ。

旅先に待ち受けるはいかなる試練か。

新たな戦いの物語が始まる。
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　帝都シムルグ、城壁にほど近い街角の一角。

　城壁周辺は、最も貧しい階層が住んでいる地区だ。

　小さな石造りの家。

　その土間に据え付けられた竈かまどに火を入れて、一人の男が不器用な手つきで昼ひる餉げの支度をしていた。

「おなか減ったか？」

「ううん、大丈夫」

　土間から続いた居間にいる十歳の娘に声を掛けると、そう返事が返ってきた。

　妻を亡くし、父一人娘一人。

　鍋をかき回しながら居間の方へと目を向けると、娘は慣れた手つきで繕つくろい物ものをしていた。

「いい子だ。もう少しでできるから待っていろ」

「うん」

　鍋の中身は麦で作った粥かゆだ。それに芋や人参といった根こん菜さいと豆を入れることで嵩かさ増ましをしている。

　貧しい食事だったが、事情があって表立って仕事をすることができない男には、贅ぜい沢たくは言えなかった。

「よし、できたぞ」

　居間へ鍋ごと持っていくと、お腹を空かせていた娘が顔をほころばせる。器に雑穀粥を注いでやったところで、トントンッと家の戸をノックする音が響いた。

　男は静かに立ち上がると、居間の隅に置かれていた剣を手に取る。

　娘が粥を食べる手を止めて不安そうに父親の顔を見上げるのを見て、安心させるように頭を撫でてやると、入口へと向かった。

　剣を鞘から抜いて右手に持ったまま、細く戸を開ける。

「……何だ、あんたか」

　見知った顔だった。

　ホッと表情を緩めて、緊張していた全身の力を抜く。

　その様子を見て、不安そうな表情を浮かべていた娘も粥を食べ始めた。

「今週分だ」

「ありがたい」

　訪れた客は男の手にジャラリと硬貨の入った袋を手渡す。

　中身は父娘が慎ましく生活できるだけの金。以前、男が稼いでいた金額に比べると、あまりにもわずかだ。

「それとあの方より伝言だ。『苦労を掛けてすまない。もう少し我慢を頼む』以上だ」

「もったいないお言葉だとお伝え願いたい」

　その言葉に客は神妙な表情を浮かべて頷いた。

「鍛錬はしているのか？　いや、愚問だったな……」

　男のシャツから覗く腕の筋肉を見ただけで、鍛えあげられているのが見て取れる。

　以前と変わらぬ──いや、以前にも増して鍛錬に時間を費やしていることもあって、男には仕事に割く時間が取れなかった。

「それと、これは俺からだ」

　客は腰にぶら下げていた袋の中から、包みを一つ取り出して男に差し出した。

　抜き身の剣を壁に立てかけて、男がその包みを受け取ってみるとずっしりとした重みがあった。

　中を見ると新鮮な肉。

「猪肉だ。娘に食べさせてやれ」

　その言葉に男は頭を下げた。

　肉は贅沢品だ。

　それも新鮮な肉は、ここ最近、まるで口にしていない。

「もう少しの辛抱だ」

　そう言って客は帰っていった。

　客が戸を閉めるまで頭を下げていた男は、戸に鍵を掛けると居間を振り返った。

　娘が父親の持つ包みを見ている。

　客が言った「猪肉」という言葉が聞こえたのだろう。

　どこか期待の色のある娘の顔を見て、男は言った。

「今夜はご馳走だぞ」

　娘の顔がパッと輝いた。
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　南門前の広場で開かれている朝市。

　朝の空気に満ちるのは肉の焼ける香ばしい匂いや、香辛料の香り、そして焼きたてのパンの香り。

　それらの匂いが通りを漂う中、大勢の人々が行ゆき交かっていた。

　天幕を張っただけの簡易な露店がいくつも並び、広げた布の上に肉や野菜、香辛料といった食べ物、怪しげな薬品、何に使用するのかわからないガラクタ、ところどころ欠けたり色褪せた装飾品などが、思い思いに並べられていて、店主が客の関心を呼ぶべく声を張り上げている。

「思っていたイメージと違って驚きました。賑やかで楽しいところですね」

　並べられている様々な商品を、コーネリアが物珍しそうに眺めながら呟いた。

「ここは場所代を支払うと、誰でも露店を開くことができるんだ。だから壁の外に住んでいる人たちで開いている店もあるんだよ」

「もっとも、朝早く起きないとダメだけどね」

　ウィンの言葉を継いでレティシアが笑って言うと、

「早起きしたかいがありました」

　コーネリアも楽しそうに笑って頷いた。

「ふふ、朝の活力に満ちた空気も悪くないでしょう？」

　レティシアとコーネリアの前を歩くセリが振り返る。

「まるでお祭りのようですね」

　店の呼び込みの声も、道行く客たちの雑談も、「売ってやろう」「良い物を仕入れよう」という熱気に溢れ、自然とコーネリアの身体の中からも活気が溢れてくるように感じられた。

「いつもこんな感じなのでしょうか？」

「大体こんな感じです。私もお使いで初めて来た時は、あまりの人の多さに、お祭りでもしているのかと思いました」

「お兄ちゃんも朝の鍛錬が終わった後に、いつも仕入れに来てたよね」

　レティシアが背後を振り返る。

　ウィンは女の子三人の後ろを歩いていた。

「そうそう。走り終わってから打ち込み稽古をした後にね」

「よく身体が動きますよね」

　厳しい訓練をした後に仕事をしていたと聞いて、セリが感心したように言う。

「運動した後だから、凄くお腹が空いてたんだよ。レティなんか、よく露店の前でよだれ垂らしてたし」

「ええっ!?　そんなことないよ！」

「じーっと物欲しそうに見つめてると、大体お店の人がその視線に負けて、食べ物をくれていたよ」

　まるで子犬が餌付けされているようだったとウィンが言うと、

「そういえばポウラットさんも、レティシアさんはいつも何かモグモグ食べていたと、おっしゃられていましたね」

「うう……」

　コーネリアにまで突っ込まれ、レティシアは何も言い返せなくなった。

　恨めしそうな視線を、この話題を提供したウィンへと送ってくるので、ウィンは誤魔化すように周囲へと視線を向けた。

　すると、ウィンたちを遠巻きにするように見ていた人々が目を逸らした。

　レティシアとコーネリアは、シャツにズボンという簡素な服装に身を包んではいるが、その抜群に整った顔立ちと、市し井せいの娘とは違う雰囲気のため、非常に目立っていた。またセリも、種族的に容姿端麗と言われるエルフの血が混じっているため、二人に比べても容姿にそう遜色はない。

　必然、歩いているだけでも視線を集める。

　それが、楽しげに笑顔でとなれば尚更だ。

　人と人がぶつかり合うほど混み合っている市場なのだが、彼女たちが近づくと人混みが勝手に割れてくれるので、非常に歩きやすかった。

　ウィンが後ろからついて歩いているのは、女性陣と一緒に歩くとやっかみの視線を集めてしまうということもあったが、後ろからついて行くほうが歩くのも楽だからという理由もあった。

「あ、あそこですよ」

　セリが急に露店の一つへと向かって駆け出した。

　彼女が向かって行った露店では、三十代半ばくらいの女性と、彼女の娘なのだろうか十歳くらいの子どもが手伝いをしていた。

「おばさん、おはようございます！」

「あら、セリちゃんじゃない。随分顔を見せなかったから、おばさん心配したわよ？　風邪でも引いたんじゃないかしらとか、もしかしたら例の誘拐事件に巻き込まれたんじゃないかって……」

「私、元気だけが取り柄ですよ？　でも、最近物騒だからあまり出歩くなって言われちゃいましたけど……」

　セリはちょっと困ったように笑顔を浮かべた。

「うんうん。セリちゃんは可愛いからねぇ。心配されるのもわかるわ」

　そう言って女性は頷いた。

「うちの子も人ひと攫さらいにあわないか心配してるのよ──って、リーナ、また服が乱れてるわ。こっちにいらっしゃい」

　女店主が天幕を張っただけの狭い露店の中をちょろちょろと歩きまわっている娘を捕まえて、ローブのように丈の長い服の裾の乱れを整えてやる。

「リーナちゃんは、しっかりしてるから大丈夫よね？」

「うん。お母さんは心配しすぎ」

　リーナと呼ばれた女の子は、口ではそう言いながらも大人しくされるがままになっていた。

　セリはそんな母と娘の姿を微笑ましそうに眺めていた。

「それで、セリちゃんは今日は何が欲しいの？」

「今日は買い物じゃないんです。実は、こちらの方たちが、誘拐事件のことについてお話を聞きたいそうで……」

「これで良し、と。話を聞きたい？　それよりも、何だか通りのほうが騒がしいね……」

　娘の服を整えてやり満足気に頷いた後で、訝いぶかしげな表情を浮かべながらセリを振り返った女性は、いつの間にか自分の店を取り巻くようにして人ひと集だかりができていることに気付いた。

　店の前には、朝日を浴びて金色の髪をキラキラと輝かせ、エメラルドの宝玉のような瞳が印象的な、恐ろしく整った容貌の少女と、どこか高貴な雰囲気を身に纏まとった少女が立っていた。

「うわ……ええっと……お、お客様ってこの方たち？」

　一瞬、二人の少女に見とれてしまった女性が、セリに向けて何とか言葉を絞り出したものの、その声は上ずっている。

　二人とも、どう見てもただの一般市民ではない。

　服装こそ簡素な物を身に着けているが、これはもしかして変装しているつもりなのだろうかと思ってしまう。

　女性もまた、娘のために二人の少女と同じような努力をしているから、尚更そう思ってしまうのだろう。

　ともかく、明らかに場違いな二人が、露店の店主である自分に何の用なのかと思い、彼女は少し緊張しながら二人の少女へと歩み寄る。

「え、ええっと……わ、私に聞きたいこととは何でしょうか？」

　恐る恐るそう尋ねた女性だったが、その問い掛けへの反応は、彼女の予想外のものだった。

「ローラさん？　ローラさんでしょう!?　それにリーナちゃんも！」

「え？　え？」

　女性──ローラは、金髪の少女に、急に自分の名前を呼ばれて目を白黒させる。その間に、同じく名前を呼ばれた娘のリーナが、店の中から飛び出して金髪の少女へと駆け寄った。

「レティちゃん！　レティちゃんだ！　わーい、ウィンお兄ちゃんも！」

　その時やっと、ローラは少女たちの後ろに一人の青年が立っているのに気付いた。人の良さ気な顔をした彼は、驚きで目を丸くしていた。

「お久しぶりです、ローラさん。それにリーナちゃんも」

　その声を聞いてローラの脳裏で、目の前で照れたように頭を搔いている青年と、娘であるリーナ──イフェリーナを抱きしめている少女が、かつて彼女が依頼した冒険者の小さな男の子と幼い女の子の姿へと重なった。

「あ、ああ！　ウィン君、レティちゃん！　あなたたちだったの？　本当に大きくなって……」
















　ローラは懐かしさに思わず涙ぐむ。

　そんな再会を喜び合う四人を見て、事情を知らないコーネリアとセリが顔を見合わせる。

　しかし、本当に懐かしそうに嬉しそうな四人を見ていると、二人も何となく温かな気持ちになれたのだった。
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「それにしても、こんな偶然があるのね」

　ローラは荷物を運ぶためのロバを引きながら、隣を歩くウィンに話しかけた。

「俺たちも驚きましたよ。こんなところで、まさかローラさんとリーナちゃんに再会するとは思いませんでした」

「ウィン君、荷物を持ってくれてありがとう。重くない？」

「いえ、全然大丈夫です」

　ウィンは、市場でローラが購入したパンなどの食べ物や、日用品などを、背中に担いで歩いていた。

　久方ぶりの再会だ。

　イフェリーナも大喜びしているし、どうせならローラの商売が終わってからゆっくり話をしようということになった。

　ローラの露店まで案内してくれたセリは、まだ仕事があるからと、店の仕入れを済ませた後、『渡り鳥の宿木亭』へと帰っていた。

　ウィンは時間潰しにセリの仕入れに付き合って荷物持ちをし、レティシアとコーネリアはリーナの相手をしつつ、ローラの露店で手伝いをしていた。

　愛らしいリーナに加え、気品漂う美しさを持つレティシアとコーネリアの二人が露店にいれば、ただそれだけで市場中に噂が飛び交い、彼女たちを一目見ようと人が集まる。おかげでローラの露店は、かつてないほどの賑わいを見せた。

　用意していた商品は、ウィンがセリを『渡り鳥の宿木亭』に送って帰って来た頃には、すでに完売してしまい、

「もっと商品を持って来ておけば良かったわね」

　と、ローラが残念がっていた。




「良かったらお昼も食べていく？」

「そんな、ご迷惑じゃないですか？」

「いいのよ、大勢で食べたほうが美味しいし、リーナも喜ぶわ」

　ローラは、レティシアとコーネリアと手を繫いで嬉しそうに先を歩くリーナを愛おしげに見つめた。

　二人に血の繫がりは無いのだが、ローラがリーナを見守る目は母親のもの。

「リーナを見ているとあまり実感が無かったのだけど、こうしてみると、やっぱり歳を取ったのね。小さかったウィン君が、今では私よりも背が高く逞しくなっちゃって……」

「アハハ、背だけじゃなくて中身も成長していると良いんですけど」

「レティちゃんも、本当に美人で大きくなったわね。時が経つのって本当に早いわ」

　リーナは、ウィンたちがローラと初めて会った頃から、僅かにしか成長していない。

　彼ら二人が成長しているのを見て、ローラはしみじみとした口調で呟いた。

　街道を外れて小道へと入り、いくつかの農園と放牧地を横切ったところに、ローラの家がある。

　帝都内にも両親と一緒に住んでいた家があるのだが、リーナを引き取ったローラは彼女と一緒にこの農園にある家で生活していた。

「狭い家だけど、さあ入って」

　懐かしいローラの家。

　ウィンたちが家の中に入ると、土間でうつ伏せになって眠っていた茶色の牧羊犬がピクピクと耳だけを動かした。

「懐かしい……」

「お昼を用意するから、くつろいでてね」

「お母さん、上着を脱いでもいい？」

　家の中に飛び込むなり、牧羊犬の頭を撫でていたイフェリーナが、ローラを振り返る。

「ええっと……」

　ローラが困ったような顔をしてコーネリアを見ると、それからウィンとレティシアを見た。

「大丈夫ですよ。彼女は信用できる人物です。決して口外しないですよ」

　ローラの懸念を察したウィンが言う。それを聞いて、ローラはリーナに頷いてみせた。

「？」

　ウィンとローラのやり取りを理解できなかったコーネリアが、ウィンに不思議そうな顔を向けた。




　上着を脱いでも良いとローラの許しを得たイフェリーナは、タタタッと小走りに土間から部屋に上がると、ゾロッとしたローブのような厚手の上着を脱いだ。

　途端、零こぼれ落おちるように現れたのは、イフェリーナの背中に生える一対の真っ白な翼──。

「綺麗……」

　コーネリアの口から感嘆のため息が漏れる。

「……イフェリーナちゃんのことはウィン君のお話で伺っていましたし、翼人種のことは伝承や物語に登場するので聞いたことはありましたが……。とても幻想的で綺麗です」




　イフェリーナは翼人種の子どもだった。

　姿形は人と同じだが、整った容姿と背中の翼がその特徴。

　人よりも遙かに長命種で成長が遅く、エルフ族の貴種ハイエルフをも上回る魔力を持つ。

　翼人たちは、高山か森深いところに里を作り、他種族と関わることは滅多に無い。

　ごく希まれに人里へと舞い降りることがあったらしいが、多くは伝承でその存在を知るだけで、実際に会ったことがある者は数えるほどしかいないという。

　大気を自在に操り、その中でも『天魔』の称号を与えられた最高位術者は、天候をも支配する。だが、その力ゆえに魔族によってほぼ全滅にまで追い込まれてしまい、生き残りはほとんどいないと思われていた。

　時には神や精霊と同列視して信仰する者も存在し、人はもちろんエルフ族、ドワーフ族、果ては獣人族といった他種族にまで、畏敬の念を抱かれている種族だ。

　しかし、悪意のある者はどこにでもいるもので、もはや滅びたとまで言われる幻の種族に生き残りがいると知られれば、とんでもない値をつけて手に入れようとする者も現れるだろう。

　成人していればそうした輩やからを返り討ちにもできようが、イフェリーナはまだ子どもであるため、身を守りきれるほどの力は無い。

　そこで、数年前の事件で魔族によって里を滅ぼされ、孤児となってしまったイフェリーナを引き取り、母親代わりとして育てているローラは、外出時にはしっかりと厚手の服を着せて翼を隠している。

　イフェリーナには窮屈な思いをさせてかわいそうではあるが、仕方のないことだった。




　お昼ご飯に、とローラが用意してくれたものは、子供の頃にウィンとレティシアが食べさせてもらった、鶏肉と野菜がたっぷりと入ったシチューに、市場で買ってきた小麦の柔らかいパンだった。

「お口に合うといいんだけど……」

「いえ、ご馳走になります」

　ウィンは礼を述べると、ローラから器を受け取る。

「このシチューも懐かしい」

　レティシアが器に注がれたシチューに目を細めた。

　みんな、早速食べ始める。

「お替わりはあるからね」

「だってさ、レティ」

「昔みたいに、そんなにたくさん食べません！」

「そういえば、あの時、レティちゃんが本当に美味しそうにいっぱい食べていたのを思い出すわ……」

「もう！　何でみんなして私が食いしん坊みたいに言うのかなぁ……」

　ウィンとローラに矢継ぎ早にからかわれ、がっくりと項うな垂だれるレティを見てみんなが笑う。

　笑いながらその様子を眺めて、ローラは二人と初めて会ったあの日の事を思い出していた。

　まるで雛ひなを育てている親鳥のように、甲斐甲斐しく幼いレティシアの世話をするウィン。そのウィンが一人で畑に調査へと出て行った時、レティシアの雰囲気は人が変わってしまったかのようにがらりと一変した。

　感情が抜け落ち、無表情になってしまっていた──。




　まるで人形のように。




　今の美しく成長したレティシアを見ると、あの頃の面影は微塵も感じられない。

　あの時と同じく、ウィンに寄り添うように腰を下ろして、友人たちと笑い合っている。

　幼い頃のレティシアに何があったのか、結局ローラは知ることはできなかったが、ウィンと共に過ごすうちに、レティシアの中でそれらを過去のものとすることができたのだろう。

　ローラは、そのレティシアの隣に座ってシチューを食べているイフェリーナへと目を移した。

　厚くて重たい服から解放されたイフェリーナは、伸び伸びと翼を伸ばして、美味しそうにシチューを食べ、久々に訪れたお客様たちと楽しそうに会話していた。

　まだまだ小さなイフェリーナの背中に生えている、大空を自由に飛ぶための純白の翼。

　レティシアが今を明るく過ごしているように、いつか彼女にも、また自由に大空を羽ばたける日が来るのだろうか──。

　種族の違いから、イフェリーナの成長は非常に緩やかなものである。

　それでもいつかは彼女も大人になるだろう。

　その時には、愛しい娘が自由に大空を飛び回れることを、ローラは願ってやまないのだった。
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「おい、本当に貴族の娘が通るんだろうな？」

「ええ、間違いありません」

「噓だったら、ぶっ殺すぞ？」

　帝都の外壁に沿って広がる貧民街をさらに抜けた先。

　街道から逸れて、畑や牧草地が広がる一帯。その中を延びる小道沿いに建てられた大きな倉庫。農具が置かれているところを見るとこの辺の農園主が使っているものなのだろう。

　開けて見通しの良いこの辺りで人を待ち伏せて襲うには、うってつけの隠れ場所だ。

　そして今、ケルヴィンが繫ぎ役へと漏らした──貴族の娘が護衛とともに農園を訪ねているという──情報に踊らされて、大勢の男たちが集まっていた。

「それにしても、どこからそんな美味しい話を嗅ぎつけてきたんだ？」

「簡単です。単に私が所属していた傭よう兵へい団だんからの情報ですよ。確かに私は上役と反そりが合いませんでしたが、そこにいる者たち全てと喧嘩別れしたわけじゃありませんからね。ちょっと酒に誘って、口の滑りを良くしてもらっただけです」

「そもそも、何でそんな貴族の娘が、こんなところをうろうろしているんだよ？」

「さあ？　それは私にも何とも。大した理由は無いと思いますけどね。ああいった高貴な生まれの方々というのは、我々下々の理解が及ばぬ考え方をしているんでしょうよ」

「ふん、まあいい。その話が本当なら、絶好のカモだ。貴族の娘は高値で売れる」

　禿とく頭とうの男はケルヴィンに頷いた。

「ところで、この件が成功したとしても、貴族のお姫様の話がどこから漏れたのか調べられでもしたら、簡単に私の元へと調査が行き着くでしょう。そうなると、私はもう二度と、傭兵ギルドでの仕事ができなくなります」

「ああ、わかってるよ。心配するな、きっちりお前のことは紹介してやるさ」

「ありがとうございます」

「傭兵ギルドで真っ当に働くよりも、同じ命をかけるなら、大金稼げるこっちの世界の仕事のほうが良かったと思わせてやるよ」

　丁寧に頭を下げると、そのまま踵きびすを返したケルヴィンは、暇潰しにカードゲームをしている男たちに声をかけて混ざる。

　早速小金を出して賭博を始めたケルヴィンを、禿頭の男は眺めていた。

　ケルヴィンの話を聞いて急きゆう遽きよこの仕事のために集めた男たちの大半は、貧民街を十歩も歩けば出会うだろう、人相の悪い金目当てのチンピラたち。暴力的な気配を撒き散らすだけの男たちだが、その中に数人ほど剣けん吞のんな雰囲気を持つ者たちも混じっていた。

　彼らはカードゲームに興じる男たちから離れた場所で、群れたりはせず、壁際でそれぞれに佇んでいる。

　仕事の前の緊張に焦りもせず、無駄口も叩かず、ただ己の心を抑制している。

　禿頭の男と繫がりのある組織から派遣されている男たちだ。

　その分、彼らへの報酬は割高だったが、その実力は保証されている。

　そして禿頭の男は、カードゲームに興じる新入りのケルヴィンもまた、そういった男たちと同種か、あるいは更なる化け物と見ていた。

　緊張感を誤魔化すためにカードゲームに興じているのではなく、何気ない風を装いながら周囲に溶け込んでいる。

　場慣れしていると言うべきか、時折見せる狂気に満ちたその目は、多くの戦場で死線を潜り抜けてきた者しか持ち得ないものだ。

　多くの命知らずを知る禿頭の男でも、実際に見たことは数少ない、本物という奴である。

（さて、こいつが本物なら……いい仲介料がもらえるぜ）

　目先の仕事もあるが、これほどの人材であれば高く売り込める。

　禿頭の男は早くも脳内で繫ぎを取る組織のリストアップを始めたのだった。
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「結構長居してしまったね」

「リーナちゃんが元気そうで良かったよ」

「また顔を出しに行こう」

「その時はぜひ私も誘ってくださいね」

　ローラの家を辞去したウィン、レティシア、コーネリアの三人は、放牧地と農園の間を延びる小道を歩いていた。

　遠くに見える山々の尾根の間には、傾いていく太陽が見える。

「だけど、やっぱり貧民街で攫われた人たちも、魔法が使える人たちだったな」

　ローラから聞いた、貧民街での行方不明事件の被害者は、やはりその多くが魔法を使える者だった。

　中には別口かもしれないと思われる事件もあったが、それでも発生頻度が高い。

　貧民街で暮らしている魔導師は、世捨て人か街で暮らせなくなった者、もしくは貧民街で生まれた者だ。

　彼らは街で仕事ができないため、身につけた魔法を食べていくために利用した。

　魔法による医療行為、占星術、時には用心棒といった荒事など。

　中にはわずかな金銭と引き換えに文字や算数──そして誰もが使える《点火》《光明》といった簡単な魔法を教える者もいた。

　魔導師は魔法と呼ばれる力を振るうため、貧民街に住む者であっても、ある程度の尊敬と畏れを持って遇される。その彼らが行方不明事件の当事者ともなれば、いくら人の失踪が日常茶飯事の貧民街であっても噂になろうというものだ。

　ローラは帝都の中と外を往来して商売しているためだけでなく、娘のイフェリーナが翼人種という、悪者にでも知られたら狙われかねない状況なため、そういう噂には特に敏感だった。

　そのおかげで、ウィンたちはローラから多くの情報を得ることができたのだ。

　もちろん、ローラの情報が全て正しいとは限らないため、貧民街でも聞き込みをして裏を取らなければならないが、前情報があるのと無いのとでは、調査の精度が変わってくる。

「ロックさんにこのことを伝えて、ローラさんから紹介してもらった人を訪ねてみる？」

　ローラは姿を消した魔導師の一人と近しい人物を知っているらしく、その人物が住んでいる場所の地図を描いてくれたのだ。

　レティシアの問いにウィンは頷いた。

「そうだね。貧民街に住んでいる魔導師は、良くも悪くも目立つ存在だろうし、姿を消せば噂にはなるだろうからね。ただなあ……」

　ウィンはそう言うと、レティシアとコーネリアを見た。

　ウィンは貧民街で生活することこそ無かったが、冒険者の仕事をしていた時に何度か出入りしていたことがある。

　大量の失業者にあふれ、廃材を利用した粗末な小屋に、多くの人々が住んでいる場所だ。

　住民は、着の身着のまま過ごしている者ばかり。

　ウィンとロックは良い。

　男二人は、元が平民なため、平服にでも身を包めば、街から買い出しにでも来たと思われるだろう。冒険者の格好をしてもいい。まず怪しまれることはない。

　しかし、コーネリアとレティシア。

　生きつ粋すいの皇族と貴族。

　帝都の街中ですら、二人の存在は目立つのだ。

　ウィンとロックと違って、平民服を着せてみたところで、その醸し出す高貴な雰囲気を隠し切ることはできないだろう。

「コーネリアさんには、貧民街は危険すぎるよ」

「危険ですか？」

　コーネリアはウィンを見た。

「貧民街は、ちょっとでも道を逸れて裏通りにでも入ったら、強盗、殺人、誘拐、その……性犯罪など何でもござれの無法地帯なんです。騎士や衛士でも、一人では歩けない場所ですよ」

　レティシアはまだ良い。

　レティシアには己を守れるだけの力がある。それも一国を余裕で相手取るだけの力。彼女に対し不ふ埒らちな真似に及ぼうとする者は、逆に手痛い教訓を与えられることになるだろう。

「あそこを歩くには、常に周囲に気を配らなければなりません。住民には決して心を許してはいけない。たとえ相手が子どもだろうと油断は大敵です」

「子どもにも……ですか？」

　ウィンは頷いた。

　多くの農村では、作物が不作となると、食くい扶ぶ持ちを減らすため、そしてとりあえずの金を手に入れるために、子どもたちが売られたり年寄りが捨てられたりする。

　貧民街の各所で、ここに流れ着いた、ボロ布のような服を着て虚ろな目をしてさまよう子どもの姿を見ることができる。

　そんな彼らも生きるために必死だ。

　わずかな食糧、金を得るために、スリ、置き引きといった犯罪行為に手を染め、時には子どもたちで徒党を組んで強盗団を作ることもある。

　貧民街で力のない子どもは、大人たちの暴力のはけ口となる。

　残飯を漁り、盗みを働く彼らは、町の人々の憎しみを買いやすく、大半の子どもは成人する前に命を落としてしまうことが多い。

　生き残ったわずかな者も、冒険者などで名を挙げたごく一部の者を除き、その多くが犯罪者として生きていくことになるのだ。

「誰もが犯罪者として生まれてくるわけじゃない。ですが、犯罪に手を染めないと生きていけないんです」

　ウィンは、「俺も少し運命が狂っていたら、そうなっていたかもしれない」と、軽く笑ってみせた。

「それでも……それでも、案内してもらうわけには参りませんか？」

「コーネリアさん？」

　コーネリアの口調に、どこか切実な響きを感じたウィンは足を止めると、彼女を振り返った。

「以前から考えていたんです。十八歳になれば、私も政務に携わります。そうなればきっと、今のように自由に動き回ることはできなくなるでしょう。誰も、私に陰を見せてはくれなくなる……」

　コーネリアは真っ直ぐにウィンを見つめた。

「今しかないのです。その陰を見ることができる機会。私には帝国の政務に携わる者として、それを見る必要がある……。貧しい場所でしか生活ができないほどの困窮を民に味わわせているのは、その陰から目をそらしている帝国の統治者である私たちなのです」

　集約させすぎた権力は、いつしか臣民を搾さく取しゆするだけのものに成り下がってしまった。

　一部の貴族を除き、自らの私腹を肥やすだけの為に、臣民に犠牲を強しいてしまっている。

　それを良い方向に変えるためには、今こそこの現状を見ておかねばならない。

「それだけじゃないよ……」

　その時、先を歩いていたレティシアが足を止めると、静かな口調で言った。

「それだけじゃない。魔物による被害を受けた地域、受けなかった地域の間での格差は、信じられない程に大きいよ」

　レムルシル帝国でも北の国境付近──そこは、魔物による襲撃によって、多くの町が焼け野原となっていた。田畑は失われ、数多くの村が離散した。

　さらに数年前から続く天候の不順が穀倉地帯である帝国南部を襲い、食糧不足が深刻となった。

　だが、皮肉にもそういった人々を救っていたのは軍隊でもあった。

　故郷を追われた人々は、軍隊に志願することで食べ物を得ることができた。

　国は、人類は、魔物との戦いに生存を賭ける必要があったため、軍には最優先で物資が補給されていたからだ。

　そのため、たとえ食い詰めても軍にさえ所属すれば、食うに困ることはなかったのだ。

　もちろん、魔物との戦いで命を落とす者は多い。

　だが、逃れようのない餓死と、運が味方をすれば生き延びることができるかもしれない軍であれば、選択肢は一つとなる。

　しかし──。

「魔王が倒されたことで魔物の統制がとれなくなり、対魔大陸同盟軍はその必要性を失った。でも、それは今ある軍事力がすぐになくなるという話じゃない。巨大な戦力を抱えたままの国はその矛先を向ける新たな場所を探し始めた。商人たちが戦争によって潤っていたのもまた事実。でも、終戦によって巨大な消費先が失われてしまい、物が売れずに経済が停滞し、失職者も大量に生まれている……。そしてその混乱はなお収まる気配は見られない」

　レティシアは沈みゆく太陽の方角に顔を向けていた。

　夕日に照らされたレティシアの金色の髪が、赤みを帯びて輝き、優しく草原を渡りゆく風に、ゆらゆらと遊ぶようになびいていた。

　その姿はウィンとコーネリアが思わずハッと息を吞むほど綺麗で、そしてどこか物悲しげな印象を与え──。

「魔王が支配していた北の地には、今でも不毛となってしまった大地が広がっている。受け皿であった軍に新しく人を受け入れる余地はなく、故郷を追われた人々が、仕事を失った人々が、僅かな希望に縋すがり付ついて南方にある国へと流れていく……」

　静かな口調で語るレティシア。

「ねえ、お兄ちゃん。私のことを世界中の人が勇者と呼んで、救世主だと讃えてくれているけれど、今のこの世界の混乱を生み出した元凶も私なんだよ」

　レティシアが振り返った。

　夕日が背後から射し込んでいるため、その表情はウィンとコーネリアには影となって窺えない。

　魔王を倒したことで救われた者は多い。

　仇を取ってくれたと喜ぶ者もいるだろう。

　その一方で、戦場が消え、不要となった兵士は大量の失業者となった。

　魔王──魔物と直接相対しなかった国では、消耗することなく蓄えられた軍事力を振るうべく、各地できな臭さを漂わせ、難民は各国の受け入れ許容量を超えて大量に発生している。

　これらの社会的混乱に、勇者であるレティシアが生み出したものもあるのは間違いない。

　しかし──。

　家を失った者たちは。

　職を失った者たちは。

　これから起こる戦争で死んでいくであろう者たちは。

　弱者である彼らは、その状況を生み出した元凶が勇者であることに気付きもせずに、ただただ心からの感謝の言葉をレティシアに贈り続けるのだ。




「私は、本当に世界を救えたのかな？

　私は、本当に感謝されるようなことをしたのかな？

　私は、本当は魔王と同じで、世の中の不幸を増やしただけなんじゃないかな？」




「それは違います、レティシア様！」

　そう問い掛けたレティシアに対して、強い口調でコーネリアが言う。

「確かに戦後の処理で世界は混乱しています。失業者と難民は街に溢れ、治安は悪化し、魔物との戦いで疲弊した国は、そうでない国の軍事力の矛先となっています。それは帝国も同じ──我が国もまた多くの人材を失い、ペテルシアは虎こ視し眈たん々たんと我が国へ侵攻しようと狙っています」

　コーネリアはそこで一度目を伏せたが、それからそっとレティシアを抱き寄せた。

「ですが、これらの問題はレティシア様が責任を負うべき問題ではありません。レティシア様は、私たちでは手に負えない大きな難問を取り除いてくださいました。それは私たち為い政せい者しやがどんなに頑張っても、決して解決することができなかった問題。ですが、今の状況は違うのです。確かに世界の混乱はとても大きい。けれど、これらの問題は私たちでも解決できる──いえ、次は私たちが取り組まなければならないことなのです」

「なあ、レティ」

　コーネリアに抱きしめられたまま、レティシアはウィンを見る。

「ポウラットさんが、『俺たちの子どもが、未来に希望が持てる世界になった』と言ってたのを覚えてる？」

「……うん」

「レティは、魔王を倒したことで社会の混乱を招いて、新しい不幸もまたたくさん生んでしまったと言うけれど、俺はポウラットさんの一言が全てだと思うんだ。世の中の混乱は少しずつ是正していけばいい。みんなが幸せになれる世界へと向かって前進していけばいい。それは非常に困難なことで、すぐにでも達成できるようなことじゃないのはわかる。でも、魔王がいた頃は、人はそんなことも考えられない状況にいた。明日が見えない人たちもいた。絶望に支配された人もいた──」

　そのうちの一人がサラ・フェルール。

　信仰を見失い、破壊神を召喚して世界を一度終わらせようとした人物。

「だけど、今は違うんだよ。魔王が倒されて、人には時間ができた。難しい問題も、今の世代で解決することができなくても、次の世代に託すことができる。レティはその機会を、そんな希望を世界のたくさんの人たちに与えてくれたんだよ」




（私は知らないことが多すぎる）

　心の中でコーネリアは独白する。

　ウィンたちについてきたのは好奇心。

　話に聞く活気に溢れて賑わうという市場を見てみたかった。

　帝都の外を自分の足で歩き、空気を、その広さを体験してみたかった。

　ロックは騎士隊の任務。ウィンとレティシアはロックの手伝いのために冒険者ギルドへと赴き、セリからローラを紹介してもらい事情を聞いた。

　自分一人だけ、ウィンが自分の従士だから彼が動けるためにという理由をつけつつ、本当は好奇心を満たしたいという自分勝手な理由でついて来ただけだ。

　コーネリアはそっと前を歩くレティシアを盗み見る。

　レティシアの独白──。

　多感な時期に勇者として祭り上げられ、世界を見てきた彼女には、どれだけのものが見えているのだろう。

　彼女はコーネリアよりも二つも歳下──だが、その小さな背中に背負うものは、帝国の皇女である自分より、遙かに重たい。

　魔王を倒し、世界を救い──誰も成し得なかった偉業を果たしてさえも、その後を襲う世界の混乱を自らが招いたものとして悩み続けている。

（私は何も知らない）

　兄であるアルフレッドに言われるがまま、騎士学校へと入学した。

　そこには大勢の騎士や魔導師を目指す学生が通っていて、学生は貴族だけではなく、ウィンのような平民もいた。

　皇宮の一番奥で大切に育てられていたコーネリアが、皇宮の外で初めて接した外の世界。

　友人となったウィンを訪ねて、街へも出るようになった。

　コーネリアの知る世界は、少しずつだが広がっていっているように感じていたのだが、それでもまだまだ狭いらしい。

　犯罪が多発するという貧民街──。

　魔物との戦いで故郷を追われた者、職を失い仕事を求め生きるために街を目指した者が寄り添い作り上げた町。そこでは飢え、病、暴力が横行し、力の無い子どもたちや年寄りは踏みにじられ、毎日のように命を落とす。

　コーネリアの足元ですら、すぐ近くにそんな世界が広がっている。

　帝国に住む臣民、それは貧民街に住む者たちも同じだ。帝国の導き手の一人として彼らを守る義務が自分にはある。

　ウィンと、その彼に寄り添うようにして歩いているレティシアの背中を見ながら、コーネリアは決意する。

　今までのように父であるアレクセイから、兄であるアルフレッドから言われて行動するのではなく、自らの意思で。

　来きたるべきその日には、帝国の皇女として何かを成せるように。

（──もっと、自らの目で世界を見ていこう）
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「おい、来たぞ」

　小屋の中へと飛び込んできた見張りの声で、倉庫の中がにわかに騒がしくなった。

「ようやくかよ～」

「待ちくたびれたぜぃ」

　暇つぶしにカードゲームに興じていた男たちが、その場にカードを放り投げると、各々の武器を手にして立ち上がる。その顔に浮かぶのは薄ら笑い。

「なあ、護衛はどのくらいいるんだ？」

「お忍びってんだから少ないんじゃないのか？　ゾロゾロとはいねーだろ」

「貴族のお嬢ちゃんだけ生かしておけばいいんだろ？　男は皆殺しでいいんだよな？」

「貴族の女か……俺たちも楽しみたいねぇ」

　男たちは、長時間座っていたために凝り固まった身体をボキボキと鳴らしてほぐし、手に持つ得物の重さを確かめていた。

　これから貴族とその護衛を襲撃するというのに、彼らの間に漂う空気には、まるで緊張感が無かった。

「おい、静かにしろ。気づかれるだろうが！」

　この集団のリーダー格である禿頭の男も、低い声で注意を促していたが、内心ではすでに、この仕事でどれだけの儲けが出るのかを計算していた。

　話を持って来たケルヴィンから、目標の人数が少ないことは聞いている。数は集団に属する者には安心感を与えてくれる。弱者でも徒党を組むことで、強者に対抗することができるからだ。

　それに、貴族とその護衛にも対抗できるだけの手て練だれを揃えていると、禿頭の男は自信を持っていた。

　禿頭の男の思考が部下たちと同様、すでに目標を制圧した後のことへと飛んでしまったのは、仕方がないのかもしれない。

　一方で、いかにも場慣れした雰囲気を漂わせている数人の男たちは、静かに倉庫の裏口から、手はずに従って外へと出て行く。集団に属さなくても、己の力だけで身に降りかかる火の粉を払える力を持った者は、チンピラたちと違って油断を見せない。貧民街へと流れ着く前は、どこかの軍で兵士か傭兵だったのではないか。彼らに続いてそっと倉庫を抜け出しながら、ケルヴィンはそう思った。

　魔物との戦争が終わり食い詰めてしまった者は、平和に慣れることができず、新たな戦場を求める者も多い。

　ケルヴィンは彼らの後に続いて身を屈め、草の陰を素早く移動する。

（結構な人数と、そこそこ手練れが混じっているようですから、ある程度はレティシア様に戦力を削減してもらう必要がありそうですが、あっさりと全滅させられても厄介──問題はタイミングでしょうかねぇ）

　目だけを出すようにして顔を黒い布で覆い、先を行く手練れたちの気配から大体の強さを読み取る。

　そしてケルヴィンは、手練れの男たちからさらに離れた場所に気配を殺して身を伏せた。歩いてくるウィンたちはまだ見えない。倉庫にいる禿頭の男とその部下たちもまだ姿を見せていなかった。

　ケルヴィンは潜伏しながら、かつてドリアの村で見たレティシアの姿を思い出す。

　ペテルシアの騎士たちの追撃から逃げるケルヴィンとウィン、ロックを援護するために、ロイズとともに駆けつけたレティシア。二百の騎士たちよりも、彼女一人のほうが遙かに極上の獲物として、ケルヴィンの目には映って見えた。

　ペロリと布の下で唇を湿らす。

　あの時ケルヴィンは、すれ違いざまにレティシアへと殺気を叩きつけたが、彼女は意に介した様子もなく先へと走って行った。それでもケルヴィンは、レティシアの持つ底知れぬ力を垣間見たような気がした。殺気を叩きつけたのはただ試したつもりだったのだが、思わず斬りかかりたいと思ってしまった。

　実際、ロイズがケルヴィンの異変に気づいて声を掛けなければ、そうしていただろう。

　ただレティシアと剣を交える──模擬戦闘であれば、ウィンを通せばその機会を得られるかもしれない。

　だが、それではケルヴィンは楽しめない。

　生と死の一瞬に味わえる高揚感を求めるケルヴィンには、模擬戦では物足りない。殺気の籠った剣を交える緊張感の中にこそ、ケルヴィンが求める境地があるからだ。

　今回の襲撃の件をレティシアは知らない。ゆえに身に降り掛かった火の粉を払うために、彼女は剣を振るうだろう。

　身を伏せながらも、湧き上がる強敵と相あい見まみえる期待感で、身体が震えた。

　ケルヴィンが、正体を告げるタイミングを少しでも間違えれば、レティシアによって叩き斬られ、死を与えられるかも知れない。しかし、レティシアと剣を交える機会はケルヴィンにとってこの上なく甘美な誘惑。

　それでも、最後まで殺しあいたいという思いを必死にこらえて、ひとまずは任務を完遂させることを優先することにした。

（ですが、味見くらいは許してもらいましょう）

　声を上げて笑いたくなる衝動を、ケルヴィンが必死にこらえていたその時、ようやく倉庫の中から禿頭の男とチンピラたちが、バラバラと外へ雪崩なだれ出でた。

　ケルヴィンの目から見た手練れが五人で、これに禿頭の男とケルヴィン、そしてチンピラたちをあわせて十五人だ。

（さて、殿下に怪我だけはさせないでくださいよ？　ウィン？）




「何だ、お前たち!?」

　ウィンが腰の剣に手を添えた。

　前方の倉庫らしき建物から、バラバラと出てきた男たち。揃って人相が悪く、顔には薄ら笑いを浮かべていた。

　彼らが手に持っているのはまるで統一感のない武器。粗末な棍つえのような棒や、その先に刃物を括くくりつけた手作り感あふれる安物の槍、手入れの良くない少し錆の浮いた剣や短剣。そして、やはりあまり手入れの良くない革かわ鎧よろいを身に着けていた。

「情報通りだぜぃ……おい、男は生きていようが死んでいようが構わん。女は生かして捕らえろ」

　首領格と思われる禿頭の男がそう言うと、他の男たちはジリジリと囲むように移動しようとし──。

　キンッという甲高い金属音とともに、ウィンの死角から飛んできた短剣を、そこへ割って入ったレティシアが剣を一閃して叩はたき落おとした。

「お兄ちゃん気をつけて！　あと数人潜伏している奴がいるよ！」

『我、火の理ことわりを識りて、光輝を放つ──烈光となりて、穿うがて！　我が意のままに！』

　レティシアの呪文の詠唱。周囲に瞬時に眩く輝く、十数個の光球が出現した。

「レティ！　手加減して！」

　呪文の詠唱に気づいたウィンが、レティシアに声を掛けるのとほぼ同時に、レティシアは高く掲げた剣を真っ直ぐに振り降ろした。

「ぎゃ！」

「ぐあっ！」

　緩やかな弧を描くように光の尾を曳ひいて飛んで行った光弾が、武器を振りかぶっていた五人の男の肩を、脚を貫いた。

　悲鳴を上げもんどり打って男たちは草むらへと倒れこむ。

　そこへレティシアが横一文字に剣を一閃。すると、レティシアの周囲を漂っていた残りの光弾が、背後から奇襲をかけようと草陰に潜伏していた三人の男と、短剣を投げつけた男へと飛来──正確に彼ら全員の利き腕の肩を射抜いていた。

　その間、わずかに一呼吸。

「な、何!?　あ、あ、ああ……!?」

　禿頭の男が信じられないというように、大きく目を見開いた。

（さすが、レティシア様。圧巻ですね──さて、これで残りは三下が三人と、多少マシなのが一人ですか。後はウィンと殿下のお二人でもどうにかなるでしょう）

　離れた場所で、気配を殺して様子を窺っていたケルヴィンは、緊張感で再び乾いてしまった唇を湿す。

　そして動き出した。

『我に力を！』

『我、風の理、剣の理、刃の理を識りて、千刃の刃纏いて、空を裂かん！』

　草むらに身を伏せるくらい身体を低くして走りだすと、ケルヴィンは矢継ぎ早に呪文を詠唱する。

『我、風の理を識りて、烈風を喚ぶ！　奔流となりて押し寄せ、塵芥となせ！』

　身を起こし、草陰から飛び出しざまにレティシアの死角から放ったケルヴィンの風系の攻撃魔法──命中すれば暴力的な真空の渦が、対象をズタズタに切り裂く──は、しかし、レティシアが無造作に振るった剣の一振りで、あっさりとかき消された。

　この中ではケルヴィンが一番の手練れと見て取ったレティシアが、そちらへ向き直った。

（さあ、一手ご指南いただきましょうか！）

　ケルヴィンは、とんでもない加速で間合いを詰めてくるレティシアを見据えながら、不敵な笑みを浮かべた。




　レティシアの周囲を取り巻くように出現した光球。

　剣を一振りするとともに、弾け散るように飛んでいった光弾は、あっという間に九人の男を無力化した。

　そして、横合いから強烈な風魔法を撃ち込んで来た、黒覆面の痩身の男を手練れと見たのか、レティシアが男へと走って行く。

「コーネリアさん、身を守ることを第一にして！」

「は、はい」

　ウィンは素早く周囲を見回した後で、背後にいるコーネリアを叱しつ咤たするように声を掛けた。

　もう幾度となく生死の修羅場を切り抜けた彼の声は、口調こそ強かったが落ち着いたものだった。

　相手は、暴力に慣れた空気を醸かもし出だしているものの、騎士のように魔法を使うわけではない。人数では敵に分ぶがあるものの、訓練で培つちかった普段通りの実力を出すことができれば制圧は可能。

　ウィンは鋭い視線を飛ばして、斬りかかろうとする男たちを牽けん制せいする。

　そのウィンと背中を合わせたコーネリアも、緊張で早鐘を打つ鼓動を感じつつ、右手で左の腰に帯びた剣を抜こうとしたが──。

（……あれ？　……あれ？）

　そこでコーネリアは、自身の身体が瘧おこりのように酷く震えていることに気がついた。

　手が震えて上手く剣の柄つかを握れない。

「落ち着いて、コーネリアさん。授業を思い出すんだ」

　コーネリアの動揺に気がついたウィンが、包囲する男たちを牽制しつつ、一瞬だけちらりとコーネリアを見て、再び彼女を励ますように声を掛ける。

　コーネリアは、心を落ち着かせるために一つ大きく深呼吸。そして、ようやく剣を抜くことができた。

　だが、両手の震えは止まっておらず、剣先がブルブルと震えている。

　そんなコーネリアの怯おびえを見て取ったのか、レティシアの一撃に怯んでいた男たちが気を取り直したように、ジリジリと間合いを詰めてきた。

　そして、ウィンの正面にいた男が槍を突き出す。

　ウィンは、槍を剣で受け流すように見せかけて、直前で身を躱かわしてみせると、伸びきった槍の穂先目掛けて剣を振るった。

　斬り飛ばされた穂先だけが、クルクルと勢い良く飛んでいく。

　穂先を失った槍を男は慌てて引き戻すが、その動きに合わせてウィンは間合いを詰めると、男の太腿へと剣を突き刺した。

　悲鳴をあげもんどり打って転がる男。

　そこに新手が横合いから切りかかってきたのでウィンは剣で弾き返した。

　同時に、コーネリアの方へも男が剣で切りかかってきた。狙いは彼女の足。足を傷つけて、動けなくなったところを、生け捕りにしようとでもいうのだろう。

　その一撃は何とか剣で弾くことができた。

　しかし、コーネリアはふらつきよろめいて体勢を崩すと、前のめりに地面へ倒れこんでしまった。

「あ……」

　咄とつ嗟さに身体を支えようとして、両手を地面に突いてしまったため、握りの甘かった剣を取り落としてしまう。

（剣……剣を……）

　取り落とした剣を拾おうと、コーネリアの注意が剣に向いたのを見て、男が彼女を押さえつけようと飛びかかる。剣を持っていない左手を、コーネリアの身体へと伸ばし──。

「っご……」

　短い悲鳴を上げて、男は地面に仰向けにひっくり返った。

　コーネリアを押さえつけようと低い体勢になっていた男の側頭部を、援護に駆けつけたウィンの容赦ない蹴りが撃ち抜いたのだ。

「コーネリアさん!?」

　ウィンの声に応えることもできず、コーネリアはうずくまったまま、ただ荒く息を吐くのみ。身体はコーネリアの意思に反して萎縮してしまい、足腰に力が入らず、立ち上がることさえままならない。

　初めての実戦の恐怖がコーネリアを縛り付けていた。

　訓練とは違う、悪意を持った相手からの攻撃。

「この野郎！　大人しくしやがれ！」

　怯えている相手に対し更に優位に立つには、荒々しい怒鳴り声をぶつけるのが一番効果が大きい。貧民街での生活でそのことをよく知っていた男は、コーネリアを大声で恫どう喝かつした。

　すると男の目もく論ろ見み通り、コーネリアの身体が完全に固まってしまう。そこを狙って男は槍を突き出した。

「ごめん！」

　ウィンは、一言コーネリアに向かって言うと、うずくまったままの彼女に覆いかぶさるようにして抱きしめて地面に転がった。一拍遅れて、二人のいた場所を槍の穂先が通り過ぎていく。

　ゴロゴロと二人は縺もつれるように地面を転がると、ウィンはすぐにコーネリアから離れて片膝立ちとなり、短剣を抜いて身構えた。

　騎士剣は、コーネリアを庇かばった時に手放してしまっていた。

　手にべっとりとしたものが付いていることに気づき、コーネリアが目を落とす。赤い血糊。

　コーネリアに怪我はない。

　ウィンの左の肩口が徐々に赤く染まりつつあるのが見えた。

　コーネリアを庇った際に、槍の穂先がウィンの肩を掠めていたのだ。

　思わず目を見開いてウィンの肩を見つめるコーネリアを、ウィンは左手で自身の背後へと引っ張りこみ、男たちを睨みつける。

　すでに襲撃してきた男たちの多くが地面に倒れている。

　レティシアの一撃で大部分が排除され、ウィンが三人を片付けた。

　残るは槍を構えた男と禿頭の男。

　左肩から伝わる灼熱感のある痛みに顔を少し歪めながら、ウィンは槍を持った男へと突進した。

　予想を上回る速さで迫るウィンに、槍を持った男が、慌てて穂先を突き出して牽制しようとする。それをウィンは軽く横へとステップするだけで躱してしまう。

　専門的な訓練を受けておらず、腰も入っていない、ただ突き出されただけの槍など、冷静に対処すれば簡単に避けることができる。

　いとも簡単に男の懐へと潜り込んだウィンは、突進した勢いのままに男の肩口を短剣で貫いた。

　残るは禿頭の男、ただ一人──。




　ギンッ！

　予想を遙かに上回る衝撃。

　ケルヴィンは、レティシアの振るった剣を何とか受け止めたものの、剣威によって真横へと吹き飛ばされた。

　地面に叩きつけられる寸前で、左手を突き、受身を取ってすぐに立ち上がる。

（ふぅ……ザウナス閣下が子供扱いされたと、話には聞いていましたが、実際に剣を交えてみますと、改めてその凄さを実感できますね）

　化け物としか形容のしようがない。

　最初に放った風の魔法は、ケルヴィンが使える攻性魔法の中では最大の威力を誇るもので、大型の魔物すらも屠ほふってきた魔法だ。

　それをいともあっさりと剣風だけでかき消され、さらには剣に纏わせていた真空の刃も、レティシアのカウンターの一撃を受けた際に、打ち砕かれてしまった。そのうえ魔法で身体能力を強化しているケルヴィンが、レティシアの一撃を受けて踏ん張りきることができず、右に左にたたらを踏み、時には吹き飛ばされてしまう。

　つまりは魔法による遠隔攻撃が通用せず、肉弾戦でも剣技、速さ、力全てにおいて、ケルヴィンはレティシアに圧倒されていることを表していた。

（……そうこなくては！）

　しかし、ケルヴィンは覆面の下で呟きながら笑みを浮かべる。

　幸いにして魔力を通した愛剣は、レティシアの攻撃で折れることはなかった。しかし、一撃を受ける度に体勢を立て直すのが精一杯で、反撃する機会を窺うことすらできなかった。

　レティシアの左肩少し上のあたりに光球が生まれた。

　それを目にした瞬間、ケルヴィンは咄嗟に《障壁》を張った。直後に飛来した光弾が、ケルヴィンの《障壁》に衝突して軌道が逸れる。

　覆面からわずかに覗くケルヴィンの顔を、光弾から生まれた熱がなぶっていく。

　軌道を外された光弾は、ケルヴィンの背後に着弾。轟音とともに、土つち塊くれと草が周囲へと飛び散った。

　咄嗟の判断だったが、光弾を《障壁》で逸らそうとせず、正面から受け止めていたら、《障壁》を貫かれて消し飛ばされていたかもしれない。

（面白い……！）

　背筋をゾクゾクとしたものが走り抜けた。

　湧き上がる歓喜の感情。

　相手はまだ本気どころか、本来の実力の片へん鱗りんをわずかに見せただけにすぎない。レティシアが手に持つ剣も、魔王を切り裂いた『聖霊剣』ですらなく、ただの騎士剣。

　しかもレティシアは、ことさらケルヴィンの隙を狙おうとしたりもせず、正面から攻撃を浴びせているだけだ。

　それで制圧できると考えているのである。

　余裕でもなく自うぬ惚ぼれでもなく、その程度の力でケルヴィンをあしらえるという厳然たる格の差。

　このまま戦い続けても、自分に勝ち目が無いことはわかっていたが、それで命を落としたとしても、悔いることのない生涯最高の戦いと満足できるとケルヴィンは確信した。

　殺す。殺したい。殺しあいたい。殺されたい。

　全力を尽くした自分が、目の前にいる『世界最強』にどこまで届くのか──。

　しかし、ギリギリのところで理性が飛びそうになるのを抑制する。

　チラリとウィンたちのほうを窺えば、すでにチンピラのほとんどが叩き伏せられてしまい、残っているのは槍を持った男と禿頭の男だけのようだった。

　大勢はすでに決しており、全て制圧されてしまうのは時間の問題。

（残念ですが、ここまででしょうかね）

　ウィンとコーネリアとの距離はかなり離れている。ましてやあちらも戦闘中で、少々会話したところで声は聞こえないだろう。

　ケルヴィンを叩き伏せるべく身構えるレティシアに対して、

「レティシア様！」

　ケルヴィンは小声でささやいた。

「!?」

　急に名前を呼ばれたことに驚き、一瞬動きが止まったレティシアに、ケルヴィンが剣を合わせて話しかける。

「ご無礼を働き申し訳ございません。私の任務のために、少々お芝居にお付き合い願いませんか？」

　レティシアは、ケルヴィンから大きく飛び離れて間合いを取ると、訝しむような視線を向けた。その彼女へ少しだけ顔の覆面をずらして素顔を見せる。

「どういうこと？」

　その見覚えのある顔がウィンの上官のケルヴィンと思い出したレティシアは、再び間合いを詰めると剣を合わせた。剣舞を踊るかのように切り結びつつ、ケルヴィンが簡単に事情を説明する。

　組織と接触を図るために、仲介人である禿頭の男に近づいていること。これからその禿頭の男の裏にいる組織に接触するべく、禿頭の男を逃がしたい。そこで一芝居打つので手伝って欲しい。

「でも私には本気で斬りかかっていたでしょう？」

「ええ、こういう機会でも無ければ、あなたとやりあえませんからね──と言っても、本気を引き出すことはできませんでしたが……」

　レティシアは頷いた。

　戦場では希にいる、戦いを好んでしまう性分なのだろう。他でもない仲間だった『剣聖』ラウルがそうだったように。

　眉根を寄せてしばし沈黙し、レティシアはふぅっと溜息を吐ついた。

「要するにあなたを上手く逃がせばいいのですね？」

「あの禿頭の男もですが、お願いできますか？」

「わかったわ」

　そう言うと、レティシアは再びケルヴィンと剣を合わせる。

　そしてケルヴィンごと剣を弾くように振るった。その動きに合わせてケルヴィンは、禿頭の男がいる方へと飛び退いた。

　そして、レティシアに背を向けて全速力で走りだす。

『我、地の理を識りて、土壁を立つる。行く手を塞ぎ、万物を遮る盾となせ』

　走りながら呪文を詠唱。

「な、なに!?」

「魔法!?」

　槍を持った男を倒し、最後の禿頭の男と切り結んでいたウィンの目の前で、地面が勢い良く盛り上がった。

　慌ててウィンと禿頭の男が離れるようにして飛び退いた。彼らを分断するようにして、三メートル程度の高さの土でできた壁がそそり立つ。

　ケルヴィンはその壁を回り込むと禿頭の男に叫んだ。

「今のうちに！」

　その声でこの魔法を使ったのがケルヴィンであると理解した禿頭の男は、この危地を切り抜ける千載一遇の好機と捉えて走りだした。

　倒れている部下たちを置き去りにしてしまうが、まずは己の安全が第一である。

　それに所詮は貧民街で雇っただけの仲間。見捨てることに何もためらいは無かった。

「ま、待て！」

　ウィンは叫びながら土壁を回り込んで追いかけるか迷ったが、その彼の目の前で突然土壁が爆発した。もうもうと土埃が辺りに撒き散らされ、飛んでくる砂礫からコーネリアを庇った。

（ありがとうございます）

　今の爆発はケルヴィンの仕業ではなく、レティシアが放った魔法である。

　どうやらケルヴィンたちを完全に逃がすべく、土壁を破壊し、さらには大気をかき回して土埃を上げ、逃げるための時間稼ぎをしてくれたらしい。

「すみません……あそこまで化け物だとは思いませんでした」

　走りながらケルヴィンは、横を走る禿頭の男に謝罪の言葉を口にする。

「ひとまずは貧民街に逃げ込みましょう。さすがにそこまでは追ってこられないと思います」

「お、おう」

　ケルヴィンの提案に、禿頭の男は素直に頷いた。これがケルヴィンの仕掛けた罠であるとは少しも疑っていないようだった。

（さて、この男は駒を失いました。私が助けたことに関しても恩義を覚えたはず。そして私の実力も確かめることができた。後は、首尾よく狙い通りのところに私を売り込んでいただけたら、計画通りとなるのですがね……）

　戦闘を楽しむ時間が終わったことを名残惜しく思いながら、ケルヴィンは貧民街を目指して走り続けた。




　視界を遮っていた土煙が風によって散らされた時には、襲撃者の姿は見えなくなっていた。

「お兄ちゃん！　大丈夫？」

　駆け寄ってきたレティシアが肩口を赤く染めているウィンを見て、サッと顔色を変えて息を吞む。そんなレティシアにウィンは「大丈夫」と返すと、座り込んだままのコーネリアを振り向いた。

「わ、私……」

　ただウィンを見上げてくるばかりのコーネリアに、ウィンは小さく頷いてやる。

　コーネリアの大きく見開かれた目から、涙が溢れだす。

　騎士学校の訓練で身に付けたはずの技術はまるで使えず、ロクに身を守ることすらできず、完全なる足手まといになってしまった。

　気がつけば、戦闘に臨む騎士としての基本である、身体強化の魔法を使用することすらも忘れていた。

　詠唱することを考える余裕すら無かった。

　戦うための覚悟が足りなかった。

　何もできなかった悔しさで胸が一杯になった。

「大丈夫？」

　ウィンの問いかけに何とか頷くものの、いまだに足腰に力が入らない。

　その様子を見て、思わずウィンは手を差し伸べる──が、未婚の皇族女性であるコーネリアは、異性の身体に触れることが禁じられていることを思い出して、躊躇った後に手を引っ込めた。

　先程のように命がかかった時など例外的な場面であれば、皇女の体に触れるというその禁忌を犯しても許されるが、危険が去った今の状況では規則が優先されるはずだ。

　しかし、その引っ込めようとした手にコーネリアが手を伸ばした。

　コーネリアもまた、一度躊躇うように一瞬だけ手を止めたが、震える指先を伸ばしてウィンの手を摑む。そしてウィンの身体に縋すがり付つくような体勢で立ち上がった。

　その様子を見ていたレティシアが、一瞬、何か言いたそうな顔をしたが、一歩足を踏み出しただけで何も言わなかった。

「……ありがとうございます」

　立ち上がったところで、コーネリアが俯いたまま小さな声でウィンに礼を言った。

「あ、うん……ごめん」

　だが、ウィンの口から漏れたのは、コーネリアにとって予想外の謝罪の言葉だった。

「え？」

「コーネリアさんの従士なのに、危険な目に──怖い目にあわせてしまった。申し訳ございません」

「そんなこと……そんなことはありません！」

　項垂れるように肩を落として謝罪の言葉を告げるウィンに、思わずコーネリアは大きな声を出した。

「そんなことはありません──ほら、見てください。私はまるで無傷なんですよ？　ウィン君はきちんと責任を果たしています！」

　ウィンの目を見上げて、コーネリアは思わずその右手を両手で包み込んだ。そして、強い口調でそう告げる。

　そして、言ってからコーネリアは、ウィンと思いのほか顔の距離が近いことに気づき赤面した。

「あ、ありがとう」

「い、いえ……」

　パッとお互い手を離すと、視線を彷徨さまよわせる。

　そこにレティシアがおずおずと近寄ってきた。

「……ねえ、この人たちどうするの？」

「あ、ああ。街の衛士を呼んで来るしかないんだけど」

　そう言うと、ウィンは途方にくれたように、倒れて呻うめき声ごえを上げている男たちを見回した。

　縛ろうにも、縄もなければ人数も多すぎる。

　衛士隊を呼びに行くにも、負傷しているとはいえこの人数だ。逃げられるかもしれないし、誰かを残して見張ってもらっても、レティシア以外の者では、逆に危険だ。

　どうするべきかウィンが考え込んでいたそこへ──。

「えっと、あたしたちが引きとるよ～」

　いつの間にか姿を現したリーノが、少しバツの悪そうな顔で、コリコリと頭を搔きながら立っていたのだった。
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「隊長の命令なの。犯罪組織同士って、横で繫がりがあったりするから、潜入して情報を得ようとして」

　リーノとウェッジの二人。それから黒を基調とした騎士服の、宮廷騎士団二個小隊と宮廷魔導師が一名。総勢二十三名もの人間が、身を潜めていたあちらこちらの草陰から次々と姿を現した。

　老齢の宮廷魔導師が同行していることから、《知覚遮断魔法》を使用していたのだろう。結界内の人物を隠蔽してしまう高度な魔法。戦場では兵を伏せる際に使用する魔法だ。

　負傷して呻く男たちを手際良く縛り上げていく宮廷騎士たちを眺めて、苦虫を嚙み潰したような顔をするウィンを、申し訳なさそうな表情を浮かべたリーノが覗きこんだ。

「俺たちを囮おとりに利用したのか……俺はともかく、殿下に何かあったらどうする気だったんだよ」

「もちろん、こっちも注意してたよ～。だから、隊長は宮廷騎士団と宮廷魔導師の人にもお願いして、万が一の際には、すぐに介入できるよう、準備はしてたんだよ」

「でも、どうして隊長は宮廷騎士団へ依頼を？　それにあの方、マイセン様だよね？」

　ウィンは、コーネリアがいる方へと目を向けた。

　宮廷騎士団は、帝都防衛と皇族以外の要人警護を主な任務とする騎士団だ。ロックやリーノが所属している中央騎士団より、構成人員等の規模は小さいものの、選抜された最精鋭の騎士が所属している。

　確かに精鋭揃いの宮廷騎士団であれば、貧民街のチンピラ相手には過剰な戦力なのだが、今回関わっているのは皇族であるコーネリア。となると皇族守護が任務である近衛騎士団が出で張ばってくるのが筋ではないか。また、宮廷魔導師の筆頭マイセン。真っ白な頭髪と髭、そして鷲鼻が特徴の彼は、帝国の重鎮中の重鎮だ。当然のことながらマイセンはコーネリアと顔見知りらしく、今は離れた場所で彼女と話をしている。

「近衛は貴族選抜だからねぇ。帝国随一の精鋭って言われているけど、実戦経験は無いに等しいし……隊長、わざわざ宮廷騎士団に伝つ手てをたよって頼んだみたいだよぉ？」

「ケルヴィン副長も何を考えてるんだ。レティに対して本気で攻撃してなかったか？」

　ウィンが少し呆れたように言うと、ケルヴィンと実際に剣を交えていたレティシアが、小首を傾げながらウィンを見た。

「うーん、でもね？　お兄ちゃん。本気だったらあの人、私と死ぬまで戦うんじゃないかな？」

「いや、そんなことは……」

　否定しかけてウィンは言葉に詰まった。あながち否定できない。言葉にはしないがリーノも同じ思いだったらしく、困ったような視線をウィンに向けたのだった。




　皇宮まで同行します、という宮廷騎士たちに囲まれて歩きながら、レティシアは前を歩くコーネリアを複雑な気持ちで見つめていた。

（コーネリアさんのあんな顔……初めて見た）

　クーデターの一件以後、コーネリアとは親しく付き合っているが、彼女は皇族という身分。ウィンたちとは、どこか一線を引いているように感じていた。

　しかしあの時──ウィンが差し出した手へ縋り付くようにしてコーネリアが立ち上がった時に浮かべていた表情。彼女が抱いている感情が、レティシアと同じものだとしたら──。

（そういうことも起こりうると思ってはいたんだけど……やっぱりやだなあ）

　他の女性がウィンに対して興味を持つことは、やはり面白くない。そしてウィンが他の女性に目を向けることも。

　従士となったウィンの意識は、以前よりもコーネリアへと向けられることが多くなった。従士という仕事上、それは当然のこと。

　ウィンにとって、コーネリアは守らなければならない存在。

　一方でレティシアに対してはどうか？　大切にしてくれているのは、レティシアにもわかる。だが、どこか兄と妹のような関係のままであることは否めない。彼に思う存分甘えることができるその関係は、確かに居心地は良いものだが焦れったさも感じる。

　レティシアは小さく溜息を吐く。

「どうしたんだよ？」

「う、うん……何でもないよ」

　溜息に気づいたのだろう、ウィンが気遣わしげに尋ねてくる。

　何でもないとは答えたものの、ウィンが気にしてくれたのがほんの少し嬉しくて、気持ちが明るくなった。

　六歳の時に、『渡り鳥の宿木亭』で初めて会ったあの頃から、ウィンと多くの時間を一緒に過ごしたいと願ってきた。しかし、望んでもいない『勇者』という神託のために、四年もの長い時間を離れ離れにされてしまった。

　だが、今は違う。

　傍にいられなかった四年間とは違い、今はいつでも会うことができる。

　悩んでいても仕方がない。

　今の関係よりも一歩先へ──。

　そう思いながら、レティシアはそれまでの懊おう悩のうを断ち切るように前を向いた。




　その夜。

　宮殿にある一室で、アルフレッドは、執務机の上に山のように積み上げられた報告書に目を通していた。

　父である皇帝アレクセイが、政務に精力を割かなくなって久しい。現在、皇帝の裁可がどうしても必要な案件以外の政務は、皇太子であるアルフレッドが捌さばいていた。

　書類に目を通し、次々に決裁の印を押していく。アルフレッドは順調に書類の山を減らしていたが、ふとその手が一枚の報告書で止まった。

　報告書の提出者はエルステッド伯爵。

　禿げ上がった頭に、でっぷりと肥え太った悪相という見た目通り、非常に食えない人物。そんな彼は、アルフレッドの腹心でもある。

　報告書は、昨年のペテルシアとの武力衝突を起こす以前から起こっていた、国境付近でのペテルシアの先遣部隊によると考えられている村落襲撃事件についてのものだった。

　ロイズが治めるエルステッド伯爵領も、ペテルシアと国境を接しているため、幾つかの村が被害にあっていた。

　読み進めていくうちにロイズが指摘する奇妙な点について同意できたアルフレッドは、従者に命じて皇宮にある図書館から幾つかの資料を持って来させた。

　皇宮の図書館には、帝国内外の発刊物から、公文書まで、ありとあらゆる文書が保管されている。

　数刻の後に、図書館の司書たちによって提出された資料と、ロイズの提出した報告書を照らしあわせたアルフレッドは小さな呻き声を漏らした。

「これは……」

　襲撃を受けた多くの村で、近くの町へ商いに出掛けていて難を逃れた者が数名ほど存在していた。

　その生き残った彼らの協力を得て調べた結果、どの村も本来住んでいた住民の数に対して、残されていた遺体の数が少ないという調査結果が出た。

　エルステッド伯爵領だけでなく、プレセア伯爵領、レンブラント侯爵領、クライフドルフ侯爵領の全てにおいても同様だった。

　略奪目的にも見えないペテルシアの襲撃。侵攻作戦の一環であれば、その土地に住む非武装の者たちを殺害したところで、何の利益もない。

　その後、その土地を治める気があるのならば尚更だ。

「ふむ……」

　眉間を揉みほぐしながらアルフレッドは小さく息を吐く。

（目的が見えてこないな。ペテルシアは敵性国民を皆殺しにするという方針の国じゃないし……）

　ひとまず、その件の検討は後に回すことにして次の書類へと目を落とす。

　次の文書は複数の貴族からの請願書だった。

　最近、何度もアルフレッドのもとへと届けられている請願書で、内容は一貫して皇女の従士ウィン・バードに対する不満だ。出自が不明な平民騎士であり、また皇族直属である近衛騎士、そして帝都防衛の要かなめである最精鋭騎士団員である宮廷騎士に比べて実力が劣ること。また、未婚の皇女に対して、年齢の近い異性の従士を付けていることに対する皇室の外聞を案ずるもの。

　これらの請願書は、ウィンを従士として着任させた時から頻繁に届けられていた。

　しかし、頑として受け付けないアルフレッドの態度に業ごうを煮やしてか、最近ではウィン一人を従士とするのではなく、貴族騎士の中からも数人従士を選抜して親衛隊を発足させてはどうかと記載されているものもあった。

　中にはご丁寧にも、親衛隊の構成案まで添えられているものもある。そして多くの場合、その構成案の中には提案してきた貴族自らの子息、および縁戚筋で皇女と年齢が近い男子の名前が従士候補として記載されてあった。

　あまりにも見え透いた意図に、逆に感心してしまうほどだ。まともに読むのも馬鹿らしいが、一応は目を通していると執務室の扉が軽く叩かれた。

　従者が客の来訪を伝える。

　アルフレッドはすぐに通すように言いつけると、扉からゆっくりとした足取りながらも凜とした態度でコーネリアが入室してきた。

「お呼びと伺いましたが？」

「うん。夕刻の騒ぎに関して報告を受けたよ。マイセン老が心配してたよ？　もう随分と歳を召されている方なんだから、彼の心臓に悪い真似はあまりしないでおくれ」

　マイセンは、皇帝アレクセイの祖父の代から仕え、宮廷魔導師筆頭として魔導師たちを束ねる傍ら、皇帝の相談役も務めている人物だ。アルフレッドとコーネリアが幼い頃には、二人の教育係を務めていたこともある。

　滅多に皇宮の奥にある執務室から出てこないのだが、この日は珍しくロイズの要請を受けて皇宮外へと出向いていた。そして皇宮への帰り道、コーネリアに同行したマイセンは、咄嗟の事態で魔法を使えなかったことに関してコーネリアへと二言三言注意をした。

　しかし苦言を呈したのは魔法を使えなかったことだけ。それ以後はその件に触れることもなく、ウィンとレティシアの二人に興味を移していたようだ。

　マイセンと聞いて、コーネリアはウィンの手に縋り付くように摑まってしまったことを思い出した。規律に厳しいマイセンも、その様子を見ていたはずなのだが、そのことに関して彼は何も言わなかった。

　いつ叱られるものかとコーネリアは内心で覚悟をしていたのだが──。

「──聞いてるかい？」

　考えにふけっていたコーネリアを、アルフレッドの声が呼び戻す。

「そんなお小言のために、私をお呼びになったのでしょうか？」

　その問いにアルフレッドは笑みを消すと、机の上に肘をつき両手を組んで前に立つ妹の目を覗きこんだ。

「いや、君にお願いしたいことがあるんだ。まだ随分先の話なんだけど、僕のかわりにリヨン王国へと行ってもらう」

　その一言にコーネリアは首を傾げた。

　一度はアルフレッドとコーネリアがリヨン王国を親善訪問する予定だったのだが、一部貴族の反対によって、アルフレッドだけがリヨン王国を訪問するという話になっていたからだ。

「表向きは僕が行くということになる。でも、実際には君が行くんだ」

「どういうことです？」

「今はまだ言えない。でも、とりあえずリヨンへと向かう心積もりだけはしておいてくれ」

　コーネリアは内心で呻きながらも頷いた。兄がこういう時は、何かしら企んでいるのはわかっていた。だが、こうも何も教えてくれないというのでは、まるで自分が子供扱いされているようで面白くない。

　露骨なまでに不満そうな表情を浮かべたコーネリアを見て、アルフレッドは先程の貴族から届けられた従士ウィン・バードに関しての請願書を渡す。

「これは？」

　怪訝な表情を浮かべて請願書へと視線を落としたコーネリアは、サッと顔を紅潮させると兄の執務机に書類を叩きつけた。

「歳の近い異性であることはともかく、彼の生まれが平民であることが、どうして帝国の、皇室の権威に傷をつけることになるのでしょうか！　まさか、これだけの理由で彼を罷ひ免めんするというのですか？　そのようなこと、彼を私の騎士として承認したこの私が認めません！」

　今日だってウィンは自らの身を顧みず、必死に自分を助けてくれたのだ。その思いを視線に込めると、コーネリアは身を乗り出すようにして訴える。

「わかってるよ」

　物静かな彼女にしては珍しく、興奮したように詰め寄ってくる妹に、アルフレッドは穏やかな声で頷いた。

「実力と人格に関して言えばレティシア殿の保証付きだ。彼を罷免する理由は僕にも見受けられないね」

　確かに魔法を使える状況であれば、ウィンの腕前は並の騎士と同等程度の実力でしかない。

　強い魔力を有する貴族で構成された近衛騎士、中央騎士団から選抜された最精鋭騎士で構成された宮廷騎士団に比べると、どうしても総合的な実力は見劣りしてしまう。

　しかし、クーデターの際のように、貴族騎士たちの強みである魔力が封じられてしまう状況に陥った時、ウィン・バードは無類の強さを発揮する。

　──あの勇者でも勝てないと言わしめるほどに。

　魔力を封じられてしまう場所はこの広大な皇宮内にも存在するし、例えば他国の使者が皇帝と謁見する間などは、暗殺などを防ぐために《封魔結界》が展開されている。そういった場所で万が一のことが起こった際にはウィンの活躍は十分に期待ができる。逆にそういった場所以外であれば、それこそ近衛騎士、宮廷騎士に任せておけば良いのだ。

　もっとも、帝国に忠誠を捧げているはずの騎士が、反逆に加担する可能性もある。

　そのためアルフレッドとしては、コーネリアの親衛隊はいずれ人数を揃えて発足させるつもりだが、その編成を貴族の好きなようにさせるつもりは一切なかった。

　とりあえず、正式な親衛隊が発足するまでは従士はウィン一人となるが、戦力的には心配することはない。

　何せ彼の傍には、それこそ帝国の総軍事力をも上回る絶対戦力がいるのだから。

「でも、年頃の近い異性というのは一理あるね。それで皇室の権威に傷がつくかどうかは別として」

「それは……」

　反論しようとして言葉に詰まるコーネリアに、アルフレッドは手を上げながら笑ってみせた。

「それこそレティシア様がいるから大丈夫だろう。むしろ、そういう問題なら皇室よりも公爵家のほうがより重大じゃないか。レティシア様はウィン従士と親しくされているんだろう？」

「……言われてみるとそうですね」

「皇女と公爵家令嬢が一人の男を巡って恋の争いか……うん、それはそれで面白い」

　面白そうに呟くと、ニヤニヤとした笑みを向けてくる兄に、コーネリアは一瞬言葉に詰まった。

「……何を言っているのですか」

　アルフレッドから視線を逸らして、弱々しい声で言い返す。しかし、すぐにアルフレッドに向き直ると目をあわせた。

「それよりも、兄上」

「なんだい？」

「リヨンの件は承りましたが、それなら私もお願いがございます」

　真剣な表情を浮かべるコーネリアに、アルフレッドもまた笑みを消して妹を見る。

「公務中はともかくとして、それ以外の場所では皇女としてではなく、以前と同じく騎士候補生という立場で扱って欲しいのです」




　翌日、アルフレッドは執務室へとエルステッド伯爵を呼び出していた。

「久しぶりだな、ロイズ。少し痩せて……はいないか」

「ええ、毎日きちんと仕事をしてはいるのですが、仕事の後の食事は大変美味しいですからな。やはり、人間食べ物が美味しい時が健康なのだと、つくづく思います」

「いや、それにも限度というものが……」

　アルフレッドは嘆息した。

　目の前に立つこのロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵は、見た目こそ頭髪は禿げ上がり、醜悪なヒキガエルのように肥え太った、まるで物語やお芝居に登場する典型的悪徳貴族といった容姿だが、人は外見では測れないという良い見本の男だ。伯爵家は巨額の借金を抱え、帝都にいる貴族や皇宮関係者の間では悪い噂も流れているものの、その領地は帝国有数の豊かな穀倉地帯で、領内でも反乱といった話は聞こえてこない。

「ところで殿下、今日はどのようなご用件で？」

「今度のリヨン訪問の件だよ」

「ふむ」

　ロイズは弛たるんだ顎に手をあてて一拍考える。

「君も知っての通り、表向きは親善訪問ということにしてある。だけど本当は軍事同盟の締結のためだよ。あちらのラウル王太子にはすでに内諾を得ているからね。後はこちらから皇族が出向いて誓約書に調印してくれば同盟が成立する」

　アルフレッドはここで言葉を切ると、急に口調をトーンダウンさせた。

「そこで、これを利用して罠を仕掛ける。ペテルシア側も額面通りに親善訪問と受け取ることはないだろう。確実に何らかの行動を起こすはずだからね」

「内通している者を炙あぶり出だすおつもりですか」

「うん。だから、表向きは僕がリヨンに行ったことにして、実際にはコーネリアを向かわせるよ」

「それでしたら何も今すぐに、皇女殿下が実際にリヨンへと赴おもむかれる必要はございますまい？　全てが終わってからでも十分に同盟を纏めることはできるかと。それに皇女殿下はまだ十七。公務に携わる年齢ではございませんぞ」

「内通者を炙り出すだけならね。でも、遅かれ早かれペテルシアとの交戦は避けられないだろう。それにコーネリアに外を見せておきたい。経験を積ませておきたいんだよ。どうせ向こうが用意した書類に調印するだけなんだから、僕じゃなくても別に良い。それに、お姫様というのは大衆にとても受けがいいからね」

「まあ確かに。隣国のお姫様の訪問は、大抵の場合、好感を得ることができるでしょうな」

　本来帝国の女性は、十八歳を迎えた時にようやく公人とみなされる。その歳までは皇女であったとしても、その発言が帝国を代表するものとはならない。

　だが、コーネリアが十八歳になっても、すぐに交渉の場へと出すわけにはいかない。様々な交渉の場におけるふるまい方や駆け引きなど、経験を積ませておく必要がある。

　今回の軍事同盟の件は、すでにアルフレッドとラウルとの間で話が進んでおり、後は調印するだけという簡単な仕事。コーネリアに求められるのは、リヨン王国の民たちに対する、帝国のイメージアップ。政治的な駆け引きは必要ないが、他国での公人としての振る舞い方を経験するには良い機会だ。

　ロイズは納得したように頷いた。

　だが、すぐにその悪人面を歪めるようにして笑みを浮かべる。

「ですが、その程度のことで私をお呼びになられたわけではないのでしょう？」

　アルフレッドは一つ頷いた。

「うん。事が始まったその時には、戦地は当然クライフドルフ領の近辺になるだろう。そうすると、クライフドルフ領と接するエルステッド領も戦地となる可能性がある。そこで君には指揮をとってもらいたい」

　アルフレッドから渡された作戦を記した紙に目を通すと、ロイズは小さく頷いた。

「なるほど。正直申し上げまして、あまり気乗りはしませんが。まあ、状況的には仕方がないでしょうな。私が指揮官として一番の適任者だというのは認めますよ。あとはうまく掛かってくれることを願いましょう」

「掛からなければ掛からなくても良い。こちらとしては何も痛手はない」

「それで妹君を囮にしてでございますか？」

「コーネリアの安全に関しては、そのために彼がいる」

「確かに彼が赴くと言えば、まず間違いなく勇者様も行かれるでしょうな」

「むしろ、今回はこちらからお願いしてみるつもりだよ。仲間だったラウル君の国だ。勇者が出向いても何もおかしいことはないだろう？」

「確かにその通りです。ですが、危険もありますぞ？」

「危険を冒すに足る機会だと思っているよ」

　アルフレッドがまっすぐにロイズの目を見つめると、ロイズは観念したように大きく息を吐いた。

「止めても無駄でしょうな。準備を急がせます。ところでそのコーネリア殿下から、現在私どもが担当している任務へと、正式に参加させて欲しいとの請願が来たのですが」

「コーネリアから？」

　アルフレッドは怪訝な表情を浮かべた。

「うーん……直じきにリヨンへ行ってもらうつもりなのにね。今、君は何の仕事をしているんだい？」

「今は誘拐事件の捜索ですな」

「誘拐？　それは騎士の仕事というよりも、衛士たちの仕事の気もするが」

「ベーモンド伯爵家のご令嬢が誘拐されたのですよ。それで私どもに仕事が回ってきました」

　その事件のどこが妹の琴線に触れたのだろうかというアルフレッドの内心が表情に出たのだろう。

　ロイズはニタリと笑みを浮かべた。

「どうやらウィン従士が別口で誘拐事件との関わりがあったらしく、皇女殿下も興味を持たれたようですな」

「それでか……」

　昨夜、帰ってくるなりコーネリアはアルフレッドに、クーデターが起こる以前のように騎士候補生という身分に相応しい待遇で扱うよう訴えてきていた。

　この事件に関わりたいがためにそう言ってきたのだろう。

「さっきも言ったけど、コーネリアが自分の目で色々見ておくのは良い経験になると思う。僕に何かあった場合、次代の皇帝になるのはあの娘だ」

　特に表情を変えることもなく、淡々と言うアルフレッド。

「ご冗談にしても、恐ろしいことを仰せになりますな」

「冗談なんかじゃないよ。実際、未来はどう転ぶかわからないし、もしかしたらコーネリアが僕以上の器を見せるかもしれない。どのみち、皇族は十八歳のお披ひ露ろ目めの後に公務に就くことなる。それがどんな仕事であれ、今のうちに色々と経験しておくことはきっと役に立つはずだよ」

　そう言うとアルフレッドは、目の前に立っている見た目とは裏腹に一筋縄ではいかない貴族に向けて、ニヤリと笑みを浮かべてみせた。

「大体、遠出した先で暴漢に待ち伏せと襲撃を受けることもあるくらいだ。僕だってどこかで襲われて命を落とすことは考えられるだろう？」

　ロイズは薄くなった頭をひと撫ですると、露骨なまでに視線を逸らした。

「やはり、君の仕し業わざだったか」

「さて」

　ロイズは自国の皇女すらも囮にしたことを悪びれもせず、すっとぼけて見せる。

　宮廷騎士団の団長と宮廷魔導師団の筆頭のマイセンは、ともにザウナスの旧友であると同時にロイズとも親交があることをアルフレッドは知っていた。

　そのマイセン老の話では、コーネリアは暴漢による襲撃を受けた際、ろくに魔法を使って戦うこともできず、ウィン従士によって庇われているだけだったという。

　そんな自分が許せないという思いもあったのだろう。コーネリアにはそういった一面がある。

　この事件に関わるためもあるのだろうが、騎士候補生として自らを鍛え直し経験を積みたいという気持ちも強いはずだ。

「まあ、君の下で経験を積ませるのも悪くない。でも、それならもっとマシな任務を僕から働きかけることもできるけど？」

「いえ、少し気になることがありますのでこのままで。それに、皇女殿下にも帝都の光と陰をお見せする良い機会かと」

「そうか。ロイズがそう言うのならそのままにしておくよ。もちろん、リヨンへ行く準備が整ったらそっちを優先してもらうことになるけどね。ところでその気になることって？」

　ロイズは頷くと、持参していた報告書をアルフレッドに手渡した。

　アルフレッドは報告書に素早く視線を走らせていたが、不意に手を止めた。

「ここに書かれているのは確かなのか？」

「貧民街に関しては、まだ確証は得られていませんが」

　それは、帝都市内に住んでいる市し井せいの魔導師が、数人姿を消しているという報告書だった。そして、つい昨日ロックが報告してきた、貧民街でも同様の事件が起きているという事も記されている。

「ふむ……」

　アルフレッドは口元に手を当てると唸った。

「そういえば、君の報告書に目を通したんだけど……」

「報告書？　ああ、村落襲撃事件の実際の住民の人数と、遺体の数が合っていない件ですな」

「目的を隠すために村人全員を殺したということか？」

「行方不明になっている者を攫さらうことが目的で、村人を殺したのはそれを隠すためだったとおっしゃるのですね？」

「君もそう考えているんだろう？」

　アルフレッドの問いかけに、ロイズは笑みを浮かべつつ頷いた。

「帝都での誘拐騒ぎが頻発し始めたのは、ペテルシアとの武力衝突の直後。何らかの関係があってもおかしくないと思っております」

「だが、それこそ村を全て犠牲にしてまで襲撃する意味はあったのか？」

「村を潰せば少なくとも、あの地方の貴族の力を削ぐこともできますからな。それに──」

　ロイズはまた別の報告書をアルフレッドへと手渡した。

「我が領内で、近年に報告のあった行方不明事件の報告書です」

「これは……」

　例年と比較して、一昨年から昨年にかけて急激に行方不明者の発生件数が増加していた。

「そしてこちらがプレセア伯爵領とレンブラント侯爵領での数字ですな」

　やはりエルステッド伯爵領と同様に、急激に発生件数が増えていた。

「しかし……どこの領地でもペテルシアとの武力衝突の半年前くらいから、発生件数が減少しているね」

「それは各領主が警備を強化したからでしょう。そして、実は警備を強化した後くらいから、村落の襲撃事件が起こっているのです」

「……なるほどね」

　アルフレッドは頷いた。

「その……行方不明者となった人物が全員魔法を使えた人物かどうか、調べてみる必要がありそうだね」

「残念ながら、村落襲撃事件の方は誰が行方不明になっているのかわかりませんが、街での誘拐事件であれば調べることが可能なため、現在調査させているところです」

「何かわかったら教えてくれ」

「かしこまりました」

　ロイズは恭うやうやしく一礼する。

　そして部屋を出ようと踵きびすを返した時、アルフレッドがふと思い出したような調子でロイズを呼び止めた。

「ところで、ロイズ。試みに問うんだが、もしも君がレティシア嬢に勝とうとするならどんな策をとる？」

　まるで世間話をするかのように、アルフレッドが聞いた。

　しかし、ロイズはその質問に驚きを覚えることは無かった。

　それは帝国に限らず、周辺諸国で軍事に携わる者であれば、多少なりとも検討しているだろう事案だからだ。さらに、一度でも前線に立ちその姿を目にしていれば、否が応でも意識せざるを得ない。

　──勇者を敵に回した時、どう対処するべきか。

　即答を避けたロイズは、少しだけ思案するふりをして口を開く。

「そうですね、私ならば何もしませんな」

「と言うと？」

「彼女も人ですから、放っておけばいずれ死にます」

「随分と気が長いな、君は」

　アルフレッドは笑った。

　確かに並外れた力を持つ勇者であっても、人である以上は寿命がある。

　いずれは死ぬ。

「だが、その時を待つことができなければ？」

「彼女も人です……心の拠りどころを奪い、精神的に殺し、その上で本懐を遂げたと思わせれば、後は自殺か何かで勝手に死んでくれるでしょう──とはいえ、私としてはやはり先の策をおすすめしますな。一番の上策は放っておくことだと思いますぞ」
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　その日その日を精一杯生きているという意味では、ここ貧民街に住む人々は、かつてケルヴィンが毎日を過ごしていた戦場に生きる人々とあまり変わらないのかもしれない。

　禿とく頭とうの男に初めに連れて来られた建物の中で、最も立派な一室に通されたケルヴィンは、外から聞こえてくる喧騒に耳を傾けながらそう思った。

　物売りや子どもたちの声に混じって時折聞こえる男たちの荒々しい怒声。

　戦場のそれとは多少種類が違うものの、それはケルヴィンにどこか懐かしさを感じさせるものだった。

「すまんな。先方の到着が遅れているらしい」

　目を閉じて外から聞こえてくる喧騒に耳を傾けていると、長時間待たされて機嫌を損ねたと思ったのか、木杯に葡萄酒を注ぎながら禿頭の男がそんな声をかけてくる。

「構いませんよ。偉い人が遅れてくることは、よくあることです」

　先日の一件以来、ケルヴィンの待遇は随分良くなっていた。

　口の中に流し込んだ葡萄酒は、酒精アルコールが強いだけの安物のようだ。渋みが強く味は悪いが、逆にそれが戦場でよく飲んでいた酒の味を思い出させてくれて、郷愁を感じてしまう。

　命の恩人とでも思ったのか、禿頭の男はケルヴィンにそこそこ立派な部屋を用意してくれ、こうして酒を振る舞ってくれる。

　住まいには監視がついている可能性もあったが、ケルヴィンの腕をもってすれば余程の手練れでもない限り尻尾を摑まれることはないし、何か情報を摑むまでは実際に動くつもりもない。そのためケルヴィンは、どこか戦場と変わらない空気の貧民街での暮らしを、彼なりに満喫していた。

　そして今日、ケルヴィンは禿頭の男の口利きで、仕事を紹介してもらえることになった。

　木杯に注がれた葡萄酒をチビチビと時間をかけて吞んでいると、扉が叩かれ禿頭の男の部下らしき男が入ってきた。男は禿頭の男に何やら二言三言耳打ちすると、退出していく。

　男が出て行くのと同時に禿頭の男はケルヴィンを振り返った。

「どうやら、先方が来られたようだ」

　部屋に入ってきた初老の男を見て、ケルヴィンは内心の驚きを必死で隠しながら立ち上がった。

（この男は確か、ドリアの村にいた……）

「申し訳ございません。お待たせしましたね」

「ケルヴィンです」

「クラウスです」

　握手を交わし、初老の男に勧められるままに再び腰掛けると、ケルヴィンはこのクラウスと名乗った初老の男を観察するように見た。

　一見、厳格かつ真面目そうな人物。背筋をピンと伸ばし、貧民街には似合わない燕えん尾び服ふくを着込んで、貴族の執事といった印象を与える。

　恐らくその印象は正しいのだろう。クラウスはどこかの貴族に仕える執事的な役割を持つ人物。

　だがケルヴィンの記憶に間違いがなければ、この男はドリアの村でペテルシア軍と思おぼしき騎士と山賊たちを纏まとめていた人物だ。ということは現在、レムルシル帝国とペテルシア王国が剣けん吞のんな関係となっている状況を作り出した側、それも恐らくは中核に位置する重要人物。

（ちょっと予定外ではありますが、思った以上に大物が掛かりましたかね）

「まさかクラウス殿自らがお出いでになるとは……」

　どうやら禿頭の男にとっても、予想外に上位の者が来たようだ。

　クラウスがとりあえずの世間話といった感じで、禿頭の男が持って来た葡萄酒──今度は先ほどのような安物ではなく、貴族でも滅多に飲めないような上等な物だった──の品評をするのに対して適当に相槌を打ちながら、さりげなく周辺の気配を探る。
















　部屋の中にはケルヴィンとクラウス、そして仲介人である禿頭の男。そして部屋の外には、少なくともケルヴィンがわかる範囲では人の気配はなかった。

（ここでこの二人を制圧するべきか──）

　このクラウスが誘拐事件に関わっているかどうかはわからないが、帝国の騎士としてはペテルシアとの緊張に関わる重要人物であるこの男を捨て置くことはできない。

　だが、とケルヴィンは考え直した。

　禿頭の男は軽く制圧できる。

《雷招》の魔法でも使えば、助けを呼ぶ間も与えず意識を奪うことは可能だろう。

　しかし、目の前に座って葡萄酒を舌の上で楽しんでいるクラウスが放つ雰囲気。

　今感じている気配から読み取れるクラウスの力量は並の騎士程度。もちろんケルヴィンならば、十分に勝てる自信がある。

　しかし、与えられる印象とは裏腹に、ケルヴィンの勘が「こいつはヤバイ」と激しく警鐘を鳴らしていた。人の皮を被った化け物──ケルヴィンの知己では、剣を交える機会を得た勇者と同じ匂いを感じたのだ。

「さて、あなたは雇い主から解雇されて、新しい職場を探していると聞きました」

　まず姿勢を正し、話を切り出したのはクラウスだった。

「ええ、お恥ずかしい話ですが、所属した傭よう兵へい団だんの上役とは価値観の違いがありましてね。ついに我慢できず殴り飛ばしてしまったところ、追い出されてしまいました。そこで、私の腕を高く買って頂けるところを探しているというわけです」

　ケルヴィンの返答を聞いたクラウスは、禿頭の男にちらりと視線を送る。

「君の腕が確かだということは、そこにいる彼から聞いています」

「それはどうも」

　禿頭の男へ一瞬目を向けると、お前との約束は守ってやったぞと言わんばかりに胸を張られ、ケルヴィンは苦笑を浮かべた。

「それで早速本題に入りますが、我々が求めている人材は──」

「こういう場所に来て、あなたのような方が求める人材は限られるでしょう。そして恐らく私は、あなたが求める人材だと思いますよ？」

「なるほど。ふ、ふふふ……これは頼もしい限りですね」

　喋っている途中でケルヴィンに遮られた形となったクラウスだったが、気分を害した様子もなくむしろ愉快そうに笑った。それから目を細めると、姿勢を正した。

「良いでしょう。君を雇うことにします」

「ありがとうございます。ところで、私のような正規ギルドから弾かれた者を雇ってまで戦力をかき集めるなんて、いったい私の飼い主となるお方は誰なんでしょうね？」

　現在レムルシル帝国とペテルシア王国の国境付近の情勢は非常にきな臭いものとなっている。そのため傭兵ギルドには続々と人材が集結しつつある。

　わざわざ貧民街へと足を運ばずとも、真っ当な手段でいくらでも人を集めることはできるはずだ。

　しかし、ケルヴィンはすぐに頭を下げると自身の発言を撤回した。クラウスの放つ雰囲気が微妙に硬質化したのを感じ取ったからだ。

「申し訳ございません。余計な詮索はしないほうが身のためでしたね」

　ケルヴィンがすぐに謝罪したため、クラウスが纏った不穏な空気は一瞬で霧散する。

「まあ、いいでしょう。あなたの言うとおり、私兵を集めて領地の防衛力を上げたければ、傭兵ギルドで真っ当な人材を集めたほうが手っ取り早い。ではなぜそうしないのかと、警戒するのは当然のことでしょう」

「つまり？」

「我々は真っ当な手段で集められる人材ではなく、あなたのような、技量もあり、金で黙って働いてもらえる人材を求めているのです」

　クラウスの口調は淡々としていたが、その目はケルヴィンを、試すか観察するかのようにじっと見据えていた。ケルヴィンは軽く笑みを浮かべて頷くと、手を差し出した。

「いいでしょう。私としては剣が振るえる場所と報酬さえ与えて頂けるのなら、それで結構ですから」
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　昨夜はどうやら雨が降ったらしい。

　朝早く、日課の鍛錬を行うためにウィンが起きだした時には、雨はもう止んでいたものの、分厚い雲に空が覆われていた。

　騎士学校男子寮の中庭は、石畳の舗装ではなく土で固められている。所々にできた水溜まりを避けつつ、身体をほぐしていると、レティシアも顔を出す。

「おはよう」

「おはよう、お兄ちゃん」

　朝の挨拶を交わして、鍛錬を始める。

　いつもどおりの朝。

　その後、寮の食堂で朝食を済ませた後、ウィンは皇宮へ出仕するのだが──。

「おはようございます」

「あれ？　コーネリアさん」

　鍛錬を終えようかという頃、コーネリアが護衛の近衛騎士と共にやって来た。

「お邪魔でしたか？」

「いや、ちょうど終わったところだから大丈夫」

　レティシアから汗を拭くための手拭いを受け取ると、素早く汗を拭う。

「お兄ちゃん、私は水浴びしてくるね」

「ああ」

　手を振るとレティシアは自分の部屋へと戻っていく。

　近衛騎士がさっと敬礼した。三十手前くらいの男だが、レティシアを見て、顔に緊張と憧れの色が浮かんでいた。

　汗を拭き終えてコーネリアに断ってから一度寮の自室へと戻り、身だしなみを整えて再び外へと戻ると、ウィンはコーネリアの傍で待機していた近衛騎士に向けて敬礼する。

　ここからはコーネリアの専属従士であるウィンが、彼女の護衛の任に就くという意思表示。騎士もウィンに返礼すると、コーネリアに敬礼してから踵きびすを返して戻っていった。

「皇宮の外で襲撃があったから、しばらくは出られないものと思ってたよ」

「あの……肩のお怪我は？」

「大丈夫、全然問題ないよ」

　レティシアとの鍛錬で確かめた。

　怪我を魔法で癒してもらった直後にあった肌の引き攣ったような違和感は、今朝のレティシアとの鍛錬ではまるで感じられなかった。

　ウィンが頷くのを見て、コーネリアがほっとしたような表情を浮かべる。だが、それでもまだ彼女の表情にどことなく暗いものを感じて、ウィンはそれが気になった。




　コーネリアも朝食がまだだと聞いて、レティシアが戻って来るのを待ってから学生用の食堂へと誘う。

　早朝だからか、まだ食堂に他の学生の姿はなかった。

　汗をかいたウィンとレティシアは水、コーネリアには熱いお茶を用意してもらい、朝食に粥かゆを人数分注文する。

　粥は米に玉子と野菜が煮こまれたものだった。

　ウィンはかき込むようにして、レティシアとコーネリアの二人は上品に匙で粥を掬すくって食べる。汗をかいた後なので、塩気のきいた粥が美味い。若い騎士学校の生徒たちのために量も多めだ。

「今日の調査の方はどうされるんですか？」

　食べ終えて人心地がつくと、コーネリアが今日の予定を聞いてきた。

「ロックの話を聞いてからだけど、俺としてはローラさんが紹介してくれた人を訪ねたいと思ってる」

　紋章院で調べ物をしていたロックは、昨夜遅くに寮の部屋へと戻って来た。

　しかし、そうとう疲れていたのか、帰ってくるなりベッドに倒れこむようにして眠ってしまった。

　普段であれば、ウィンとレティシアが鍛錬を終えた頃に顔を出し、食堂で朝食を一緒に摂るのだが、ウィンが着替えのために部屋に戻った時には、まだぐっすりと眠りこけていた。

「ということは、今日は貧民街に行くの？」

「うん……ただ、犯罪が多発する場所だし、前にも言ったけど、できればコーネリアさんは行かないほうがいいと思うんだ」

「私のことなら大丈夫です。皇女として、この国の姿を見ておきたいのです」

　コーネリアの目に、決意の色が浮かんでいるのを見て、ウィンは説得が難しいと感じた。

「わかりました。ですが、俺から絶対に離れないようにしてください」

「ありがとうございます」

　ただ、気になっていたのは襲撃後に見せたコーネリアの表情。

　戦闘時に動くことができず、足手まといになってしまったこと、そしてそのためにウィンが怪我をしたことを気にしているのは明白だった。

　昨日の帰り道から今まで、時折コーネリアの様子を窺っているのだが、角を曲がる時、声をかけるまで真っ直ぐに進んでしまったり、また、その曲がり角で肩を不用意にぶつけたりと、心ここにあらずとなっている。

　この朝食の席でも、粥を口に運ぶ手は遅く、たまにじっと匙を見つめては深い息を吐いていた。

（コーネリアさん、皇女としての責任感が強そうだからなあ。昨日のことが尾を引いて、無理をしないといいけど……）

　今もどこか思いつめた表情をしているコーネリアの顔を見る。

（立ち直るまで、気をつけておこう）




　ロックが起き出してきたのは、騎士学校の鐘が始業の時刻である午前九時を告げた頃だった。

「悪ぃ、遅くなった」

　謝りながらウィンたちと合流したロックは、食堂でパンにハムと玉子、野菜を挟んだものを注文した。

　すでに授業が始まったこの時間、朝食として用意されたメニューは完売し、厨ちゆう房ぼうでは昼の仕込みに入っている。

　そんな中無理を言って、簡単なものを作ってもらったのだ。

　記憶を頼りに目撃した紋章を、膨大な資料の中から見つけ出すのにはさすがに苦労したらしく、ロックの顔にはいまだ疲労の色が残っている。それでも食欲は失せていないらしく、あっという間にパンを平らげてしまった。

　ロックが食べ終わるのを待ってから、まずは彼が調べてきたことを聞く。

「調べてみたんだけど、俺が見たのはどうやらホフマイン子爵家の紋章だったみたいだ」

「ホフマイン？　それって、あの宮廷魔導師の？」

「ウィン、知ってるのか？」

「知っているというか、何度か皇宮で会ったことがあるんだよ」

　ウィンは自身がコーネリアの従士となった日に出会った、一人の若き宮廷魔導師の事を話す。

「そうそう、そのレイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子だ。この春に任官した宮廷魔導師なんだよな。昨日部屋に戻る前に隊長にも報告したんだけどさ、難しい顔をしていたよ」

「すぐに調べるわけにはいかないの？」

　ロックの思案気なつぶやきにレティシアが訝しげに聞く。それを見たウィンが、レティシアに教えた。

「騎士団と魔導師団は何かと反目しあうことが多いからね。俺たち騎士が魔導師団内部の事に関わるのを嫌うんだよ」

「でも、ロイズ隊長は、宮廷魔導師筆頭のマイセン老師にお力添えを頼んでいませんでしたか？」

　コーネリアが不思議そうに言った。反目しあっているのなら、中央騎士団に所属する騎士小隊長であるロイズの要請に応えるだろうか？

「あれは、コーネリアさんの事があったからだと思うんだ……騎士団としてではなく、隊長個人の要請なんじゃないかな。どうも隊長の人脈の広さは不思議でよくわからないんだよね」

　ウィンは首を振ってみせる。

　ロイズは貴族間の勢力争いでは、表向き大きな力を持っていないのだが、まがりなりにも伯爵だからか、皇太子アルフレッドを始めとして少ないながらも強力なコネを持つ。

　隊にしても人員補充が為されないにも関わらず、装備品などを充実させている。そのことから騎士団内部にも、地位に見合わない人脈を築き上げていることが窺えた。

　そんなロイズをしても、宮廷魔導師団の人間を調べることは、貴族に被害者が出た程度の理由では難しいようだった。帝国軍内部の不正を調査する専門機関である憲兵隊なら可能なのかもしれないが。

「隊長からは、ホフマインのことに関しては、慎重に対応してくれとのことだった。俺としても悔しいけど、従うしかないと思う」

　ロックの言葉に三人は頷いた。




　その後、事件に関わりがありそうな被害者が貧民街にいて、その関係者を訪ねてみたいと話すと、ロックもその意見に賛同した。

　場所が場所であるため、きちんと武装を整えてからその人物を訪ねることとなった。
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　帝都城門を出たところに広がる貧民街。

　その入口でコーネリアはしばし足を止めると、じっと街並みを眺めた。

　石造りを基本とする帝都市内と違い、廃材を利用して建てたと思われる木製の小屋が無秩序に建ち並んでいる。

　通路は剝き出しの地面。帝都市街のように石畳で舗装されてなどいない。そして整地もされていないため凹凸が激しく、幾つもの水溜まりができている。

　正午の鐘が鳴る頃には、どんよりとした雲に覆われていた空が晴れて日差しも強くなったため、日の当たる地面は多少乾いたところもあり、そこへ板だけを敷いて寝転がっている者もいる。通りでガラクタを売る者もいれば、やせ細った芋や豆、萎しなびた野菜が露店に並び、安物の酒を売る店もあった。

　食べ物を提供している露店では、表面が凸凹になった大きな鍋に、街で集めてきた残飯などを煮込んだシチューが売られている。

　帝都市内の市とはまるで違う様相を呈する闇市。

　そして、この光景すらもまだ貧民街では表の一面にすぎない。

　通りから一本裏へと入れば犯罪が横行する危険な区域だ。

「コーネリアさんは俺たちの真ん中にいるようにしてください。決して離れないように」

　ロックに声を掛けられて、貧民街の光景を目に焼き付けようとじっと見入っていたコーネリアが振り返った。

「レティも俺から離れちゃダメだぞ」

「うん、お兄ちゃん」

　レティシアがウィンの腕にそっと手を絡める。

　無秩序に小屋が建ち、通路が入り組む貧民街では、たとえこの町の住民といえども道に迷いかねない。はぐれてしまうと、合流するのは至難だろう。

　コーネリアはレティシアがウィンの腕を摑んでいる様子を見て、一瞬ウィンの空いている方の腕を見たが、すぐに前を向いて歩き出す。しかし、ウィンと肩が触れるか触れ合わないかぐらいの傍で。そしてその顔に一瞬、少しだけ羨ましそうな表情を浮かべていたことは、誰にも気づかれなかった。

　貧民街の表通りから裏へと入ると、そこはさらに別世界が広がっていた。表通りに広がる闇市では、残飯に等しいとはいえ飲んだり食べたりできる露店が並び、空腹を満たそうとする人々で賑わっていたが、裏通りではボロ布のような服を着て、生気のない虚ろな目をした人々が、地べたにしゃがみこんでいたり寝転がっていたりする。

　建物の陰では半裸に近い姿をした街娼が、真っ昼間から通りを歩く男たちに流し目を送っていた。

　一行の先頭を歩いているのはロック。

　しかし、その足取りは決して軽いものではなく、ローラの紹介してくれた人物が住んでいるという場所を記した麻紙に目を落として、しきりに周囲を警戒した目で見回していた。

「ロック……逆に目立つよ？」

　前を行くロックにウィンが突っ込んだ。

「俺が前を歩こうか？」

「後ろのほうがより危険だろう？　俺よりもお前が後ろを警戒したほうがいい。いつ後ろから襲われるかわからないんだからな。お前のほうが気配を探るの得意だろ？」

「いや、まあそうなんだけど……」

　腕に摑まって歩いているレティシアの頭を見下ろす。

（レティもいるし、そうそう不意打ちは受けないと思うけど）

　しかしロックが言うとおり、ここでは用心するに越したことはない。

　ウィンとロックは普通のシャツにズボン。

　貧民街をうろつくには少し小綺麗だが、周囲から浮き上がるような格好ではない。レティシアとコーネリアも、一応セリに見立ててもらって、ローブのような服を着て、さらに頭からフードを被って顔を隠している。しかし、背丈は小柄だし、女性であることを完全に隠しきれていない。レティシアやコーネリアのような若い娘がこの町で一人になれば、人さらいには絶好のカモだろう。

　もちろんレティシアの戦闘力は、人さらい程度がどうこうできるようなものではない。彼女に迂う闊かつに手を出せば、身を以てその選択が愚かなものだったと知ることになる。ただ、コーネリアに関しては、准騎士資格を得る程度には剣の腕も立つのだが、先の戦いでは、経験不足が露呈し、身体が萎縮してしまっていた。

（コーネリアさんの安全を第一に考えよう）

　コーネリアの方を見ると、彼女は真剣な眼差しで貧民街の街並みを見ながら歩いていた。彼女の身分では、縁がない世界だ。

　ふと、コーネリアがウィンに顔を向けた。二人の視線が合う。

　コーネリアは一瞬驚いたように目を丸くしたが、なぜか慌てたようにすぐに目を逸らした。

「うーん……地図とたまに路地が違うとこがあるな」

　コーネリアの仕草が気になったが、ロックの声でそちらに注意が向く。

　ウィンは後ろからロックが広げている地図を覗き込んだ。

「こういう場所の道は、昨日は通れたところが、今日は塞がっていることもあるからね」

「建物も簡単に取り壊せそうだしな」

　呟きながら麻紙に描かれた地図に、何度も視線を落としているロック。

　その時だった。

「おい、ロック」

　急にウィンがロックの腕を引っ張り、舌打ちした男の子が走って行く。

「ちぇっ！」

「うわっと……危ねえ、助かった」

「どうしたんです？」

　走り去っていく子どもの背中を見送るコーネリア。

　歳はまだ十にも満たないだろう。ボロボロの服を着て、顔も手足も薄汚れており、身体はひどく痩せていた。

「スリですよ」

「スリ？」

　コーネリアが不思議そうな顔をした。

「つまりこうやって……」

　ウィンがロックにトンッと軽くぶつかってみせる。

　その様子を、目をパチクリさせて見ていたコーネリア。

「ほら」

　ウィンの手にはロックの財布が握られていた。

「おまえ、ほんとになんでもできるよな……」

　ウィンの手にある、懐から抜き取られた己の財布を見ながら、ロックが呆れたように呟く。

「冒険者ギルドへ出入りしてた時に、この手の技術は色々教えてもらったんだよ」

　ロックの手に財布を返しつつ、ウィンはコーネリアを見た。

「とまあ、これがスリだよ。人の懐にある財布を狙うんだ」

「あんなに小さな子どもたちが……」

「悪いことだけど、ここで生きていくために必要な技術として覚えるものなんだよ」

　そう言うとウィンは子どもが走っていった方を見たが、すでにその姿は見えなくなっていた。

「前にも言ったけど、ここでは子どもだからといって油断できないからね。彼らも生き残るために必死だから」

　ウィンも孤児だ。

　幸い、『渡り鳥の宿木亭』のランデルに引き取られたおかげで、お腹を満たせるだけの食事には──レティシアが持ってくるお菓子も含め──ありつくことができた。ボロく小さな小屋ではあったが、雨風を凌しのぐことができる寝床も与えられていた。

　さらに幸運な事に、仕事をする上で必要だったとはいえ、ランデルから文字や算数を学び、レティシアと出会ったおかげで貴重な本を読む機会にも恵まれた。

　もしもランデルに引き取られていなければ、ウィンもまたあの子どもと同じようになっていただろう。

「子どもたちの中には真っ当な将来を夢見て、冒険者ギルドの門を叩く者もいるけど、成功する者は一握りなんだよ。多くの場合はああやってスリや置き引きの技術を磨き、または徒党を組んで強盗を働いたりするんだ」

　言葉もなくウィンの話に聞き入るコーネリア。彼女にとってまた新しく知る世界の真実。だが、確かにこの帝国の為い政せい者しやの一人として知っておかねばならない真実──。

　コーネリアはウィンと並んで歩きながら、貧民街を再び観察することにした。ここに住む人々の生活をその目に焼き付けるように、しっかりと見据えながら。

　公務に携わることができる十八の歳を迎えた時、何かができるように。

　ただ、時々ロックと地図を見比べているウィンの真剣な表情を盗み見ながら──。

　スリ被害にあいかけて、より一層せわしなく左右に首を動かしていたロックが足を止めた。何度も麻紙に目を落として確認している。

「あれかな？」

　ロックが指さした先、周囲に比較して少し大きめの木造の家屋。

　軒下には一枚の板を刃物か何かで引っ搔いて書いたのか、『薬くす師し』と書かれた看板が掛けられていた。

　ローラが栽培した薬草の納品先の一つ。

　診療代が高い正規の医師に診てもらうことができない者が多い貧民街では、薬師の需要が高く、多くの薬師たちが店を構えている。

　もっとも、シムルグに店を構えている薬師と違って、誰もが勝手に名乗ることができるため、その薬に本当に効能があるのか、それともただの雑草を煎じたものなのか、あるいは毒なのかもわからない。

　扉代わりの布をめくると、店の中は四人が入っても十分な広さがあった。

　土間に作られた歪いびつな棚には、小さな壷に詰められた丸薬や、木の実、何とも形容しがたい色の水薬、そして、トカゲや蛇、カエルの干物、薬草と思われるカラカラに乾いた草などが、所狭しと並べられていた。

「誰だい？　こんなまだ日が高い時間に……」

　店の奥から年老いた老婆が出てきた。

「うちは夕方から早朝にかけて営業しているんだけどねぇ」

「あら、それは申し訳ございません」

　ぎょろりとした目で睨みつける老婆に、コーネリアが思わず謝罪の言葉を漏らした。

「……素直な娘だねぇ。この町では、それこそ昼も夜も無いものじゃ。……あんたら、この町の人間じゃないね？　こんなババの店で何が欲しいんだい？　熱さましに腹痛に効く薬、それから傷や火傷に塗る薬はもちろん、あっちが良くなる夜の薬だってある。憎い相手に飲ませれば、数分であの世行きのものまで何でも揃えているよ」

　フヒヒ、と歯がない口を開いて笑う老婆。四人は顔を見合わせると、ウィンが代表して口を開いた。

「私たちはローラさんの紹介で、こちらに来ました。行方不明になったという、あなたのお知り合いの魔導師のことで話を聞かせて欲しいのです」

「ローラの知り合い？　……なんだい、客じゃないのかい」

　老婆はそう言うと、「ちょっと待っといで」と、奥の部屋へと一旦引っ込み、少ししてから戻って来た。

「待たせたねぇ、奥で薬や缶かんを火にかけていたんでね。それで何の話だい？」

　ウィンが手短に事件の概要を説明した。

「なるほどね……。それで、情報料は？」

　ずいっと手を出す老婆に、ロックが顔を引き攣らせたが、ウィンはさっさと銅貨を数枚取り出すと横からその手に握らせた。

「フヒヒ、そっちの若いのはよくわかってるね」

　銅貨を懐に仕舞いこみながら、老婆は口元をすぼめて笑った。

「ここ最近、行方不明者が多いことはこのババも知っておる。確かに、儂わしが懇意にしておった魔導師が最近姿を見せなくなった。いつから姿を見せなくなったかと言われても、はっきりとは覚えちゃいないが、あんたらの言う被害者たちと同様、何者かに攫さらわれたんだろうねぇ」

　老婆は顔の皺をよりしわくちゃにして顰しかめ面つらをした。

「この町では人の出入りは激しいですよね。昨日までいた人が、いろいろな事情で夜逃げしてしまったりとか。おばあさんのお知り合いの魔導師の方が、何かの事情でこの町から離れてしまったとかないですか？」

「ないね」

　ウィンの疑問に老婆は断言した。

「何がしかの事情があれば、貧民街を仕切っている連中が行方を追わないはずがない。逃げ出さなければならないほどの事情があれば、十中八九はそいつらが関わっているからね」

「こんな場所だと、人さらいとかも多そうだけどな」

「人さらいというのは、金になりそうな人間しか狙わんよ」

「魔導師なんだから、いくらでも利用価値があるんじゃねーの？」

「やれやれ……そっちの赤毛の坊やは、なんにもわかっちゃいないねえ」

　老婆はロックに指を突きつけると、首を横に動かした。

「この町の住人で、魔導師の家を襲おうなんて思う輩やからは、どこにもおらんわい。奴と懇意にしておったのも、このババを含めて十人にも満たぬ」

　立っているのが辛くなってきたのか、老婆は古ぼけた椅子に腰掛けた。

　その時、レティシアがウィンの袖をちょいちょいと引っ張った。

「お兄ちゃん。ちょっと私、外の空気吸ってくるね」

「大丈夫？　俺も一緒に行こうか？」

「大丈夫だよ、一人で。ありがとう」

　貧民街に漂う饐すえた臭いも酷かったが、店の中は薬や干物から漂う臭いが入り混じって更に酷いことになっている。

　気分でも悪くなったのだろうと思った。

　治安の悪い貧民街。

　いくらレティシアが強いとはいえ心配に思い、老婆との話はロックに任せて、ウィンもついていこうとしたのだが、レティシアはウィンに向けて笑いかけて、そのまま外へと出て行く。

　そうしている間にも、老婆はロックとコーネリアを相手に話を続けていた。

「変わったことといえば……あんたら以外にも、いろいろと話を聞いて回ってるのがいるよ」

「本当か!?」

　ロックから銅貨を何枚もせしめてホクホク顔の老婆が、ニヤリと笑みを浮かべた。

「儂が直接見たわけじゃないがの。何でも、フードで顔を隠して貧民街をうろつき、魔法を使える者を訪ね歩いておったそうじゃ。そういえば一度、そやつが一人でいるから金でも奪おうと思ったのじゃろう。襲った奴らがいたはずじゃ」

「その方たちはどうしたのです？」

「返り討ちにあったらしいのぉ。そやつは魔法を使えたらしい」

「その返り討ちにあった方々はどちらにお住まいか、ご存知でしょうか？」

「さてのぉ……そうじゃ、思い出したわい。口で言うてもわかるまい？　待て待て、そやつらがよく溜まり場にしている場所までの地図を描いてやろう」

　銀貨をちらつかせたウィンを見て、老婆はいそいそと椅子から立ち上がり、奥から麻紙を持って来ると、炭を使って道らしきものを描く。

「ありがとう、お婆さん！」

　銀貨を一枚渡して地図を受け取ったウィンは、老婆に頭を下げた。

「次は薬を買う用事で来てほしいねえ」

　ウィンに続いてロックとコーネリアも老婆に礼をすると、三人は揃って店の外へと出た。

「あ、お兄ちゃん。お話は終わったの？」

　入口の外で待っていたレティシアが振り向くと、ウィンに駆け寄ってくる。

「ああ、終わったよ。収穫もあった。ローラさんに感謝だな」

「そっか、良かった」

「レティは大丈夫？　気分でも悪かったのか？」

「大丈夫だよ。ちょっと新鮮な空気が吸いたかっただけだから」

「コーネリアさんは、よくあの臭いを我慢できたね」

「私もきつかったですけど、いつの間にか気にならなくなっていました。お鼻がおかしくなってなければいいですけど」

　鼻に手を当てて、コーネリアが笑う。

「あの店にいると、こんな場所でも外の空気が美味しく感じられてくるなあ……」

　店の中の澱よどんだ空気はロックにもきつかったのだろう。何度も深呼吸を繰り返すロックにならい、ウィンも胸いっぱいに空気を吸い込む。

　貧民街に入ったばかりの時は、屋外でも酷い臭いが立ち込めていて息苦しかったのだが、慣れてしまったのか既に気にならなくなっていた。

「まずはホフマイン子爵公子殿の似顔絵を作るか、肖像画を手に入れてこよう。そしてその返り討ちにあったという連中を捜しだして、魔法を使った人物がホフマイン子爵公子殿かどうか確認だ」

「ああ、そうだな」

　ロックの言葉にウィンは頷いた。




　ウィンたちが薬師の店を去ってまもなく。

「おい、婆さん！」

　老婆の店の中へ男が一人、転がり込んできた。

「おや、あんたかい？　どうだったい、首尾の方は？　若い娘が二人もいたが、どちらも上物じゃったろう？　あれはきっと、どこかの貴族か大おお店だなの娘さんに違いないね」

　ウィンたちが訪れた時に老婆が一度奥へと引っ込んだのは、火から薬缶をおろすためではなく、店の裏にいた金のためであればどんなことでもする顔見知りの男たちにウィンたちの事を教えるためだった。

　客の四人のうち、二人が若い娘。

　はじめは顔を隠していたので、男たちに教えた時には娘たちの容姿は分からなかったのだが、どんな娘であろうと若ければそれなりの値がつく。

　そして、話し始めてフードを脱いだ時、どちらも高値で──特に金髪の娘はとびっきりの高額で──売れそうなのを知って、老婆は年甲斐もなく小躍りしそうになるのを我慢するのに苦労したのだ。

　しかし──。

「婆さん、何ていう奴らを紹介してくれたんだ。ありゃあ化け物だ」

　そう言った男の顔は、血の気が引いて真っ青だった。

　男とその仲間たちは、老婆の報せに従って店の周囲に身を隠していた。

　客の四人が店を出たら、気付かれないように後を追い、人気のないところで襲撃するつもりだった。

　ところが身を隠していると、店の中から小柄な人影が出てきた。体形から女だとわかる。

　一人で外に出てきたのならば好機だ。

　男たちは、すぐにその出てきた娘を攫おうと考えた。

　後から出てきた仲間が、先に外へと出て行った娘の姿が無いことに慌てて捜し始め、人気のないところへ行ったり、分かれて行動などしてくれればなおさら良い。

　そして潜んでいる物陰から足を一歩踏みだそうとして──。

　全身から冷たい汗が噴き出した。

　中にはその場にへたり込んだ者もいる。

　男たちは知る由もないが、それは少し前に同じような場所で、ケルヴィンという男にとある組織の構成員たちが味わわされたものと同様のものだった。

　しかし、娘はその時のケルヴィンのように技を見せたわけではない。

　ただ静かに立っているだけ。

　だが、娘から放たれる気配に男たちは怯えていた。

　貧民街は、男であろうとも一歩踏み間違えると、命を落としかねない場所だ。

　男たちは徒党を組み、それなりに腕っ節には自信があったものの、この町で幅を利かせる程の組織でもなく弱い立場。自分たちよりも強い者、危険を避けて生きてきた。その経験が功を奏したのだろう。

　まるで狼の大群に出会ってしまったか弱い野うさぎのように、気配に圧おされてしまった男たちは、その場から動かず息を潜めて身を隠し続けることになった。

　やがて他の三人が店を出てきて娘と合流し去っていったのを見て、ようやく一息ついた。

　四人の姿が見えなくなると、男たちは一斉に詰めていた息を吐き出した。中には空を見上げてへたり込み、涙を流しながら神に感謝の祈りをささげている者もいた。

　そして頭かしらのような存在だった男が一人、事の顚末を伝えるべく、老婆の店の中へと入っていったのだ。

「あ、あいつに比べたら、先日の魔導師なんて赤子みたいなもんだったと思うぜ」

　まだ若干震えている手を見つめながら男が言う。

　老婆は男の報告を黙って聞いていたが、男が口を閉じると残念そうに首を横に振った。

「そうかい……そいつはしまったねぇ。儂、あやつらにお前さんたちのねぐらを教えちまったよ」

「なんだって！」

　再び真っ青になる男を見て、老婆は溜息を吐いた。

「仕方がないじゃないか。まさかそんな化け物とは誰が思うもんかい」

「いや、しかし……」

　ねぐらを変えるかと慌てている男に対して、老婆は椅子から立ち上がると、奥に向かって歩き出しながらゆっくりと言った。

「ねぐらを変えたところですぐに捜しだされるのがオチさね。もしもその娘がお前さんの言うとおり本当に化け物なんだとしたら、大人しく知ってることを全部喋っちまえばいい。もちろん、貰うものは貰ってな」

「あ、ああ、そうだな。命あっての物種だしな」

　急いで店から出て行く男に振り向きもせず、店の奥へと入った老婆は、小さな物入れを横に押しのけた。そこには小さな戸があり、老婆のささやかな蓄えが隠されている。

　隠し戸を開けて中にあった小さな壺の蓋を開けると、ウィンとロックから巻き上げた銀貨と銅貨を放り込み、フヒヒと笑うのだった。




　後日、再び貧民街を訪れたウィンたちは、手に入れたレイモンド・ヴァン・ホフマインの似顔絵を持って、老婆の地図を頼りに男たちのねぐらを訪れた。

　無法者の貧民街の男たちを相手にするということで、話を聞くだけでも相当の労力が掛かるだろうと覚悟して行ったのだが、男たちはウィンたちの質問に驚くほどスラスラと答えてくれた。

　言葉遣いすら大変丁寧なものだった。

「貧民街だからって先入観は駄目だな」

「そうだな。まともな人もいるんだよ」

「考えてみれば、商売に失敗して逃げ込んだ人とかもいるわけだし、うちの商会にも貧民街に住んでいて、納品している人もいるわけだしな」

「先ほどの人たちも、こちらに住みながらも、帝都で何かお仕事をされているのかもしれませんね」

　話を聞いた帰り道、ウィンたちはそんな事を話していた。

　男たちに宮廷魔導師団から持ちだしたレイモンド・ヴァン・ホフマインの似顔絵を見せると、確かに男たちが襲った人物によく似ているとの証言を得た。成果を得たことで、気持ちも前向きになっていた。

　その一方で、ウィンたちが去ったねぐらでは、ぐったりと疲れ果てた男たちが倒れこんでいた。
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　夜も更け、営業時間の遅い酒場ですら店仕舞いをして寝静まる時間帯。

　帝都の大通りから外れた裏通りを、一台の箱馬車がガラガラと車輪の音を立てて走っていた。

「こうしてただ座っているだけで、こんなにお給金を頂けるなんて、世の中には楽な仕事もあるもんですね」

　二人掛けの御者台に座っていたケルヴィンは、隣の席に座り馬車を操っている男へとしきりに話しかけていた。

「それにしても明るい時間にではなく、こんなにも遅い時間にこっそりと運んでいる物ってなんなんでしょうね？」

「…………」

「街の門でも、お役人さんはまるで荷物を検あらためる様子もないし、これは相当なお偉いさんが……」

「うるさいぞ。少し黙っていろ！」

　ケルヴィンがしゃべり続けるのを遮り、隣に座っている男が不機嫌そうに言い放つ。

「ですが、気になりません？　私たちみたいな脛すねに傷持つ人間を高給で雇って、コソコソと何を運んでいるのか？」

「俺たちは、黙って言われた物を、言われた場所まで運べばいい」

「運ぶのは君のお仕事で、私のお仕事は万が一の備えですけどね……でも、これだけ警戒しているということは、お荷物は実は結構なお宝？　どうです？　いっそのこと、この馬車を積み荷ごと二人で──」

　軽薄な口調で言うケルヴィンを男が睨みつけた。

「おっと……冗談──冗談ですよ。そんな怖い顔をされなくても、こんなにお金を頂ける楽なお仕事なんですよ？　わざわざ、やっと見つけた職を失う真似はしませんよ」

「……後ろにも二人腕利きが乗り込んでいる。下手な真似をすると、命は無いぞ」

「はいはい」

　ケルヴィンは、冗談だとおどけた様子で肩をすくめてみせた。

　男はしばらくケルヴィンの横顔を睨みつけていたが、ケルヴィンはそれを意にも介さず大きく欠伸をしてみせた。

「私、ひと眠りしていますので、到着したら起こしてください」

「おい！」

　御者台の背もたれにもたれ掛かるようにして、本当に寝る姿勢を取り始めたケルヴィンに男が声を荒らげたが、構わずケルヴィンは目を閉じた。

「大丈夫ですって。万が一にも何か起きた時には、ちゃんとお給金分はお仕事しますから」

　ひらひらと手を振ってみせるケルヴィン。

　その態度に男は腹立たしげに舌打ちしたが、諦めたようにため息を吐くと、手た綱づなを握り直した。

　ケルヴィンが黙ってしまったので、夜の帳とばりの下りた裏通りには、パッカパッカという馬の蹄ひづめの音と、ガラガラという車輪の音だけが周囲に響き渡る。時折、野良犬の吠え声、虫の音ねなども聞こえてきた。

　時間が時間であるため、人通りはまるで無い。

　馬車の進路を遮るものは何も無かったが、箱馬車の中の荷物を気遣ってか、男は慎重な手綱さばきで馬を駆っている。

　ゆえに気付かなかった。

　目を閉じて静かに眠ってしまったように見えるケルヴィンの身体に、妙な緊張感が漂っていることに──。

　箱馬車が通りの角へ差し掛かったその時──強烈な閃光が闇を峻烈に切り裂き、御者をしている男の目を灼いた。

「ぐあああああああ!?」

　閃光に驚いた馬が暴れ、箱馬車は路地を横滑りに振り回されて建物に盛大な音を立てながら激突。その衝撃を受けて御者の男は御者台から放り出されて、地面へと叩きつけられた。

「が……うう……」

　目を灼かれた痛みと、全身を打ちつけた痛みとで気を失った御者を横目に見ながら、衝突する直前に馬車を飛び降りていたケルヴィンは、受身をとってその場で身体を起こすと建物にぶつかって止まった馬車の中に聞こえるよう大きな声を出す。

「敵だ！」

　声こそきつい強めのものだったが、その反面、彼はひらひらと手を緩く振ってみせた。

　強烈な閃光が放たれた光源から、二つの人影がケルヴィンの元へ走り寄って来る。

「くっそ……何だ？」

「……襲撃か？」

　箱馬車の戸が開くと、中から男が二人、よろめくようにして外へと出てきた。

　黒い覆面で顔を隠し、服装も闇に溶けこむような黒衣。手にはまだ抜かれていない剣を持っていた。

「どうやら二人のようですね」

　ケルヴィンが駆け寄ってくる人影を指さすと、男たちは剣を抜いて鞘を投げ捨て身構える。それを見て、駆け寄ってくる人影もまた足を止めた。

「くっそ……頭がフラフラする」

　そうこぼす二人の黒覆面の背後へケルヴィンは音もなく忍び寄った。両手が覆面の男二人の肩に触れると同時に光が奔はしる。

　二人は一瞬ビクッと身体を引ひき攣つらせると、その場に崩折れた。

「……ふぅ」

　一息つくケルヴィンに、二つの人影が近寄ってくる。

「お、お疲れ様です。ふくちょ～」

「ご苦労さまです」

　リーノは倒れ伏している覆面の男二人を恐る恐るといった感じで覗き込みながら、にこやかな笑みを湛たたえたままの上司に尋ねた。

「今の……何だったんです？」

「魔法ですよ。拷問用のですけどね」

「……ご、うもん？」

　微妙に引き気味のリーノに、ケルヴィンはにこやかに頷いてみせた。

「電撃を加える付与魔法ですよ。威力の加減を間違えると殺してしまうのですが、使い方次第ではこのように気を失わせ、程よい痛みを与え続けることもできます」

　ウェッジが縛り上げようとしている黒覆面の男の口から泡が吹き出ているのを、引き攣った表情でリーノは見つめた。

　その時──。

「き……さま……こんなことを……して……」

　もう一人の黒覆面の男が、顔だけを上げてケルヴィンの方を睨みつけた。

「おや？」

　無表情にスタスタと男に歩み寄るケルヴィン。

「……ただで……すむと……がふっ」

　ゴッ！　という鈍い音。

　男が沈黙する。

「ふむ……結構タフな方でしたね」

　右足を振り降ろし、男の頭を石畳へと打ちつけた姿勢でケルヴィンは感心したような声音で呟いた。

「このようにこの魔法は、人によっては耐えてしまう方もいらっしゃるので、効果的に使用するには、なかなかの熟練が必要となるのですよ」

（別に熟練しなくてもいい）

　ケルヴィンが得意顔で語るのを聞きながら、リーノとウェッジは同時に思ったのだった。




「これと……あとこっちの薬っぽい物も、持って行ったほうがいいかなあ」

　馬車の箱へと潜り込んだリーノが、中に積み込まれていた荷物を物色する。

「急いでくださいね。御者の方が意識を取り戻す前にここから離れてもらいますので」

　周囲の様子を窺っているケルヴィンがリーノを急せかす。

「了解でーす。あ、ウェッジこっちの本も持って行こう」

　周囲の建物には住民も住んでいるはずなのだが、誰も顔を出さなかった。

　あれだけ激しく馬車が衝突したのだ。

　どんなに深い眠りについていたとしても驚いて目を覚ましたはずだが、関わり合いになるのを恐れたのだろう。

　衛士隊には裏から手を回して、ここへ駆けつけるのを遅らせるように計らってある。

　しばらくして、リーノが馬車から飛び出してきた。

「ふくちょ～、目ぼしいものは持ち出せたと思います」

　ウェッジの持つ袋を叩いてリーノがケルヴィンへと報告する。

「わかりました。では、また何かありましたら連絡しますので、二人とも気をつけて戻ってください」

　ケルヴィンは敬礼してから走り去る二人へと、手をひらひらと振って見送ると、意識を失っている御者を抱え起こして、活を入れた。

「……っぐ」

「大丈夫ですか!?」

　さも、心配しているような声こわ音ねで御者へと話しかける。

「い……いったい……？」

「襲撃を受けました」

「な、に？」

「心配ありません。襲撃してきた者は追い払い、現在私以外の二人が賊を追っていったところです」

「そうか……」

　御者の男はホッとしたように溜息を吐いた。

　実際には、覆面の男二人は馬車から見えない建物の陰に横たわらせている。

　後ほど、衛士隊によって回収される手筈だ。

「それで、荷物は？」

「大丈夫です。ただ、建物に衝突した衝撃で、荷物がバラバラになってしまったと思います」

　おかげで、リーノが物色した痕跡も誤魔化すことができる。

「く……それは仕方ない。馬は無事か？」

「ええ、見たところは足も折ってはいないようですね」

「お前、馬車は動かせるか？　衛士が来る前にこの場を離れよう」

「……追って行った二人は？」

「こちらが移動すれば、合流地点に向かうはずだ」

「わかりました。行先は？」

　今までにも三度程こうして護衛を行っていたものの、貴族街が近づいた所でケルヴィンはいつも降ろされていた。

　その先、雇い主がいる場所までは、信用できる使用人だけをつれていくらしい。

　用心のためだろう。

　しかし目を灼かれ、いつこの騒ぎを聞きつけて衛士が駆けつけてくるかわからないこの状況。

　御者の男は、ケルヴィンに荷物を届けさせる決断を下す。

「行先は俺が指示をする、馬車を急いで走らせろ」

「了解しました」

　男に肩を貸して御者台へと座らせながら、ケルヴィンはほくそ笑むと、男の指示に従って馬車を走らせる。行先には、皇宮が見えていた。
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「全然ダメだね！　この程度の素材でどうしろって言うんだい、君は」

　癇かん癪しやくを起こして怒鳴り付ける魔導師の男に、ジェイドは苦虫を嚙み潰したような表情を浮かべた。

　侯爵家の嫡男に対して、相変わらずの不遜な態度。

　主あるじに対して無礼な物言いをする魔導師に気け色しきばむ部下たちを、ジェイドは片手で制すると、部屋の隅に積み上げてある麻袋へと目を移した。

　麻袋の大きさは、ちょうど大人一人が入れるほど。

　燭台の明かりによって照らし出された麻袋は、どれも赤黒く染まっており、床には黒っぽい汚れが広がっていた。

　ジェイドが麻袋の方に目をやって部下たちを顎で促すと、部下たちはその指示にさっと従って幾つもある麻袋へと歩みよった。

　そして麻袋を肩に担ぎあげると、この地下の部屋を後にした。

　ちょうど、部屋の入口に立っていたジェイドの横を、袋を担いだ部下たちが通ることになる。

「うっ……」

　鼻から脳天に突き抜けるような凄まじい臭気に、ジェイドは思わず呻き声を漏らしながら鼻に手を当てた。

「ククク……」

　嘲あざけるような笑い。

　魔導師が口元を笑みの形に歪め、身体を震わせていた。

　その笑い声を聞きつけて、部屋を出かけていたジェイドの部下の一人が振り返った。魔導師へ怒りを込めた視線を向けるが、ジェイドがさっさと行けというふうに手を振るのを見て、ぐっと感情を抑える。それでも魔導師をぐっと睨みつけた。

　だが、フードの下から睨ねめあげる魔導師と目があった途端、部下の顔はさっと青ざめた。

　そして急ぎ足で部屋の外へと出て行く。

　いつまでもここにいると、この麻袋の中身と同様、忌まわしい被験体にされてしまいかねないとでもいうように。

「質が悪い」

　部屋を出て行く男たちの後ろ姿を、にたりと口元を歪めて見送っていた魔導師が、ぽつりと呟いた。

「ここ最近運び込まれてくるのはまるで使いものにならない屑ばかりだ。これではいつまでたっても、僕の研究は完成しないよ」

　魔導師がこぼす愚痴を黙って聞いていたジェイドが口を開いた。

「数は調達しているはずだ」

「ちっ、数を揃えれば良いというものじゃないんだよ。わからないか？　あと少し……あと少しなのに！」

「そう言い続けてどれくらい経つんだ？　揃えられるものは全て用意した。危険を冒し、あのコンラート・ハイゼンベルクの遺産をリヨンから奪取し貴様に見せた。貴様に期待し、成果を待っているからこそだ。そのことを忘れるな」

「だったら僕の言うとおりに、もっと質の良い実験体を用意してくれ。なるべく若い──そうだな、前に連れてきた貴族の娘などが良い。早く持ってこい」

「ちっ、簡単に言ってくれる」

「実験のためならば、質が悪い素材でもいい。でも成功したのか検証するためにはもっと質の良いものでないとダメだ。今まで僕が満足できるだけの素材と成功例は二体だけで、それじゃあ本当に成功したのかどうかはわからない。確実なものとするためには、さらなる実験を繰り返して検証する必要があるんだ。そもそも、成功すれば君の陣営は大幅に戦力が強化されるだろう？　君の派閥にいる貴族の中から適当に間引けばいいじゃないか。君の家が命令すれば、何人でも簡単に連れ出せるだろう？」

「馬鹿なことを……彼らは我々の支援者でもあるのだぞ？」

　ジェイドは思わず目を見開いた。

　声音にはあきれた響きがある。

　確かに以前、クライフドルフ家は自らの派閥に属していたフェイルという千騎長に、敗戦の責任を負わせて切り捨てたことがある。

　だがあの時は、派閥に対して益の無い人間を処分しただけだ。

　それも敗戦の責任を問うという、実際はジェイドが作り出したこじつけではあったが、一応明確な理由もあった。

　しかし、魔導師の被験体とするために、自分の派閥から行方不明者を出せば、下手をするとクライフドルフ家に対して疑いが持たれ、派閥が崩壊してしまう。

　どこに自らの派閥を弱体化させるようなことをする者がいるというのか。

「研究の完成が最優先であるが、我が派閥を支持してくれる同胞たちを差し出すつもりはない。貴様の研究には、彼らも莫大な費用を出してくれているのだからな」

「ちっ」

　魔導師が小さく舌打ちするのが聞こえた。

「なら、君に敵対している貴族たちのところから適当に見繕ってくればいいんじゃないのかね？　別に貴族である必要はなく、騎士でも良い。君のお父上は中央騎士団の将軍閣下だ。いくらでも騙してここに連れてくることができるだろう？」

「それで騎士団長の命令以後、姿を消した騎士のことはどうするつもりなんだ？　同じことだ。それに、すでに騎士団が我々の動きに気づき動き出している。予定通りとはいえ、ことさらに目立つ必要もないだろう」

「ちっ……そんなことは僕が気にかけることじゃないね。邪魔をするのなら、排除すれば良いじゃないか」

　ジェイドは思わず魔導師を睨み返したが、彼はジェイドに目もくれず、炉に掛けた鍋の中に何がしかの薬品を放り込むと、かき混ぜ始めた。鍋から刺激を伴った煙が立ち上り、部屋の中に強烈な異臭が充満した。

　たまらずジェイドは手巾ハンカチを取り出すと、鼻と口元を覆った。若干、目にも痛みを覚える。

　そんな中、魔導師は鼻歌混じりに鍋をかき回し続けていた。

「だが、貴様が成功したというその二体、本当に使えるものだろうな？」

「知らん」

　ジェイドの疑問に対して、鍋をかき混ぜている魔導師は振り返りもせず即答した。

「どのくらい使えるか試してみないことにはわからん」

「ふむ……」

　顎に手を当てて考えこむジェイドに、魔導師はさらに言い募る。

「騎士団が邪魔をしているのなら、そいつらにぶつけてみるのはどうだ？　性能を試す良い機会でもあるし、被験体の回収にもちょうど良いじゃないか」

「目立つ真似はしたくないと言っただろう」

「それでは証明のしようがないな」

　ジェイドはその返答を聞き、苛ついたように大きく息を吐いた。

「……強い魔力を持った素材に心当たりがある」

「ほう？」

「貴様の要求する強い魔力を持っているはずだ」

「ちっ、ならば早くそれを持ってこい！　すぐに！　今！」

「そう簡単に運び込めるものじゃないのだよ」

　ジェイドは吐き捨てるように言った。

「それはどういう？　君の家の名前であれば門を素通りできるだろう？」

「物が物だけに、万全の注意を払いたい」

「ふむ……帝都への持ち込みが難しいということかね？　それならば、前の場所に運び入れてもらって、僕が出向いても良いよ」

「ここでの研究はいいのか？」

「質の良い物が手に入るというのならば、そちらに運び込んでも構わない。それに、君の所領に近い場所で数を揃えたほうが、君としても後々助かるだろう？」

　魔導師が口元だけを歪めて笑うと、ジェイドを上目遣いに見た。

「そうだな。それにいくら貧民街でとはいえ、短期間で狩り過ぎたきらいがある。先にも言ったが、さすがに騎士団が鬱陶しい。貴様にもそろそろ手が伸びるかもしれない」

「ちっ……まあ、確かに。騎士団以外にも僕のことを嗅ぎ回っている者がいるみたいだよ」

「騎士団以外にだと？」

「私事だ。君は気にしなくていい」

　その言葉にジェイドは眉をひそめたが、魔導師はそれ以上何も言わずに再び鍋へと向き直り、そのまま、鍋の中身をゆっくりとかき混ぜる作業へと戻った。

「ふん……だが、私の配下に命じて、万が一の備えはさせてもらうぞ？　事を起こすまでは、貴様の存在が明るみに出ることは好ましくない」

「いつなんだい？」

「もう一月もせぬうちに、リヨンに親善訪問が行われる。もっとも親善訪問は名目でそんなこと誰も信じないだろう。ペテルシアも苛立ちを見せている」

「ちっ、国同士の事には、僕は興味が無いね。だけど……」

「使節が帝都を進発したその時が決行日だ。それまでに成果を出せ。これまでの投資に見合った働きを見せてもらうぞ」

「これまでの投資ね」

　魔導師がクスクス笑う。

「ちっ、まあ、実戦でそろそろ使ってみたいとは僕も思っていたんだ。いいだろう。存分に使ってみるがいいさ」

「そうさせてもらおう」

　ジェイドはそう言い放つと、踵を返して足早に建物の地下から外へと出た。




　皇宮の敷地内、宮廷魔導師たちの研究棟がいくつも存在する区画で最も外壁近く。皇宮内では最も人目に付かない場所で、深夜にもかかわらず物音がする。

　見ると一台の馬車が止まっており、先刻麻袋を担いで外へと出て行った男たちが中から荷物を降ろしているところだった。どうやら荷物を降ろした後、地下から運びだした麻袋を詰め込むつもりらしい。

　せっかく外へと出たというのに、魔導師の研究室よりはマシとはいえ漂ってくる臭気にジェイドは鼻筋に皺を寄せた。

「お疲れ様です」

「クラウスか」

　見るともなしにその作業の様子を眺めていたジェイドに、腹心の部下であるクラウスが声を掛けてきた。

「騎士と思われる者たちに襲撃を受けたと報告がありました」

「そうか」

「護衛の働きで撃退したようですが、二名ほどが行方不明となっています」

「行方不明？」

「居合わせた者の話では、襲撃した者たちを追撃したとのことから、逆に囚われの身になった可能性も。そこで念のため、私の方で彼に護衛を付けておこうと思うのですが、よろしいでしょうか？」

「許可しよう」

「かしこまりました」

　その言葉を残してクラウスの気配が消える。振り向けば、そこにはすでに誰もいない。

　馬車に麻袋を詰め込む男たちを背にしてジェイドは歩き出した。




　その後ろ姿を男が一人、見送っていることに、ジェイドは最後まで気付かなかった。




　帝都の南東に位置する街中に、リーノ・ヴァン・ハーレンの家がある。

　リーノの家は士爵位にある下級ではあるがれっきとした貴族の家柄。士爵家としての歴史は浅く、曽祖父にまで家系を遡ると薬くす師しの家柄だ。しかし、薬師を継がずに騎士となった祖父が、戦場で目覚ましい功績をあげたため、ハーレン家は貴族の末席に名を連ねることになったのである。

　もっともリーノの父は、祖父のように騎士となる道へは進まず、先祖代々受け継ぐ薬師の道を選択した。

　このまま一族の誰も帝国の騎士にも官職にも任官することがなければ、貴族身分を返上しなければならないところだったが、そのことを惜しんだ祖父によってリーノが騎士学校へと入学し、紆う余よ曲きよく折せつはあったものの正騎士となったため、ハーレン家は貴族の末席に名を連ねたままとなった。




　そんな泡沫貴族であるリーノの実家ハーレン家の屋敷は、街に並ぶ平民の家々と同じ普通の民家だった。

　表は店になっており様々な薬が並べられている。

　ウェッジを伴って実家へと帰ってきたリーノは、店の入口から飛び込むと店番をしていた母親に声を掛けた。

「お母さん、ただいま～」

「あら、リーノ帰って来たの？　ウェッジ君もいらっしゃい」

　ウェッジの家もこの近くにあり、二人は幼馴染だ。

　二人ともにリーノの祖父に鍛えられて騎士学校に入った。

　大きな身体を屈めるようにして店の中に入ってきたウェッジもペコリと頭を下げて挨拶をする。

「もう、二人とも帰ってくるなら手紙ででも報せてくれればいいのに」

「休暇で帰ってきたわけじゃないんだよ～。ねえ、お父さんは～？」

「作業部屋にいると思うわよ」

　言われたとおり、店先から続く居間を抜けて家の奥の作業場を覗いてみると、火を入れた竈かまどの前で何かを蒸留している父親の姿があった。

「お父さん、ただいま～」

「お帰り、リーノ。それとウェッジ君は、また背が高くなったなあ」

　作業の手を止めて立ち上がったリーノの父は、元気そうな娘の顔を目を細めて見た後に、続けて作業場へと入ってきたウェッジを見上げて驚いていた。

「二階にお祖父ちゃんもいるぞ。顔を出してこいよ」

「うん。後で顔出すよ～。でも、お祖父ちゃんにつかまると話が長くなるから～、先にお父さんにこれをお願いしに来たんだ～」

　そう言うと、リーノはウェッジに持ってもらっていた袋から幾つかの小袋と、何かの液体が詰められている小瓶を取り出した。

「何だいこれは？」

「今日帰ってきたのは～、この薬品や薬草を煎じたものが何なのか、お父さんに見てもらおうと思って～」

　袋の中から何本もの液体が詰められた小瓶、薬草を煎じた粉、その他にも様々な粉末状のものや固形物を取り出すと、卓の上に広げる。

　リーノが広げたそれらのものを見た父親は、慎重な手付きでまずは小瓶を取り上げると蓋を開けてしばらく匂いを嗅いだり、煎じられた薬草の手触りを確かめたりしていたが、徐々に厳しい顔つきとなっていった。

「多少見当がつくものがあるが……これは騎士団の任務かい？」

「うん。わかりそう～？」

「調べてみないことには断言できないが、どれも普通の薬品ではなさそうだ。どういった効能があるのか調べたほうがいいのなら、時間がかかるぞ？」

「うん。お願い。できるだけ早く～」

「母さんに、しばらく作業部屋に籠るから飯は置いておいてくれと伝えてくれ。それから、この部屋はしばらく立入禁止だ。どうも禁制の薬っぽいものも混じっていそうだ。そういった薬は取り扱いが難しいからな。母さんとお祖父ちゃんにも言っておいて」

「わかった～」

　リーノは頷いた。

　薬師としての父の腕前は一流だ。欲目なしに、帝都でも五本の指に入るだろう。

　官位を嫌っているため街の人たちを相手に店を開いているが、何度も皇宮から宮廷付き薬師として仕えるよう要請があったほどだ。

　その父がこれだけ厳しい顔つきとなったのは、娘のリーノも初めて見た。

　リーノとウェッジを作業部屋から外へと出し、部屋の中へと戻っていく父の背中を見送ると、リーノはウェッジを促して父の言葉を伝えるべく母の元へと戻ったのだった。




　そして後日、リーノの父親から調べた結果が届けられた。

　薬品はどれも劇薬であり、ある一定の調合を行い服用させることで、魔力と強い反応を示す効能があるかもしれないと記されていた。




　その効能とは、服用させることで魔力を抑制する効果だった。
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　分厚い雲が空を覆い、月明かりも星の光も隠していた。

　森の中を風が吹くたびに木々の葉がざわめくが、生き物の気配はまるで感じられず、虫の音ね一つ聞こえてこない。

　唐突にボッという音とともに、四つの炎が生まれた。

　森の中、わずかにできた広場──炎によって照らしだされたのは、広場一杯に描かれている巨大な魔法陣。その四方、東西南北正確な位置に配置された燭台で炎が揺らめいている。

『我が呼び声に応え来るがよい。冥府の底にて魂叫ぶモノよ。死人の肉より生まれし忌まわしき悪霊よ……』

　朗々とした声が森の中を響き渡った。

　初老の男が一人、魔法陣を前にして呪文を詠唱している。

　その呪文の詠唱に伴い、魔法陣に記された紋様が赤い輝きを帯び始めた。空気が振動し、まるで陽かげ炎ろうのように周囲の木々の影が揺らめく。

『……我が呼び声に応えるが良い。いざ来るが良い。冥府の扉開けて、我今、汝をここへと喚びつかわさん……』

　魔法陣の赤い光が一ひと際きわ強く輝く。

　突風、そして落雷を思わせる轟音が辺りに響き渡る。途端に風が吹き荒れた場所に生えていた草木が、みるみるうちに枯れ果てていく。

『我を喚び出した者は誰か』

　地の底から轟とどろくような声。

　魔法陣の中心に浮かぶように現れたのは、揺らめく影のようなローブを身に纏った皮膚も肉もない骨の身体を持つ骸骨。それも人の平均的な身長を上回る、巨大な骸骨。腰骨から下は存在せず空中を漂っていた。

『我を喚び出したのは誰かと問うている』

　眼がん窩かの赤い光が明滅し、再び骸骨は問うた。

　もしも死というものを具現化させれば、こういった姿になるのではないだろうか？

　しかし召喚者の初老の男は、まるで怯ひるむ様子もなく、喚び出した骸骨に向けて一歩踏み出すと口を開いた。

「久しいですね、ルフ」

　たった一言。

　だが、その一言で骸骨──ルフが纏まとう影のローブが揺らめいた。

　骸骨ゆえにその表情は窺えないが、もしも人ならば動揺の表情を浮かべていたかもしれない。

『おお……おお……その声、貴様は……いえ、あなた様は……』

　ルフは姿勢を低くすると、頭を下げた。

『まさか、あなた様がこちらの世界に顕現されていようとは。大変なご無礼を。それでは他の御三方もこちらへ？』

「ルーリーとダンクンの二人は存じませんが、フレウディンは魔王様と勇者の戦いで、大きく力を消耗しましたので、当面は何もできないでしょう」

『まさかあのフレウディン様までもが。では、魔王様の後継は……』

「そのためにあなたを喚びだしたのです。期待していますよ」

『おおおお……』

　ルフの声が歓喜の色を帯びて震えた。

『勿体無いお言葉にございます。しかし、そのお姿はいったい……？』

　かつて、ルフが初老の男──いや、自らの上位者である彼を見た時は、こんな人間の姿ではなかったはずだ。

「こちらの世界に顕現した時より、この姿を取るようになりました。意外と便利なのですよ」

『なるほど。それで、この度私を喚び出された理由は？』

「ある魔導師と契約したふりをして、その者の護衛をしてもらいたいのです」

『魔導師……。人間めのでございますか？』

「ええ、名付きであるあなたが、たかが人間程度に使し役えきされるのは屈辱でしょうが、そこを曲げてお願いしたいのです」

『お願いとは……なんと畏れ多い。命令とあらば人間にでも、このルフ、使役されてみせましょうぞ』

「感謝しますよ。ルフ」

『ところで……』

　ルフの両目の赤い光が再び明滅する。

『先程からこちらを窺っている下等生物の処分はいかがなさいますか？　ご命令とあれば、すぐにでも排除してまいりますが』

　その瞬間、陽炎のごとく揺らめく禍まが々まがしいオーラが周囲へと広がった。オーラに触れると、かろうじて立っていた木々がグズグズと腐り落ちていく。

「そうですね、あなたもせっかくこちらの世界へと来られたばかり。やっていただきたい仕事は別にあるのですが、この者たちで少し肩慣らししておくのもよろしいでしょう」

『かしこまりました。ご期待にそってみせましょう』




　吹き荒れる死の臭いが漂う風。

　エルフたちにとって何よりも大切な森の木々が、一瞬のうちに枯れ腐れ落ちていく。

　しかし今、死んでいく森を悲しんでいる時間は無かった。

　一刻も早く、里へと戻りエルフの都へ報せる必要がある。

　森の中の異変に気付き、里の戦士たちを率いて出発したリーズベルトは、邪悪な気配を追跡しているうちに、少し開けた場所で佇たたずむ一人の人間を見つけた。

　白髪混じりの初老の男。

　森に不似合いな、人間の世界では高貴な身分に仕える者が身に着けると聞く燕えん尾び服ふく姿。そして、彼の眼前には不気味な赤光を明滅させている、巨大な魔法陣が描かれていた。

　やがて魔法陣の中央に赤い光が溢れだすと、黒い影を纏った骸骨が姿を現した。負の生命力を与えられた高位妖魔、不死の魔物とも違う。背景が歪んで見えるほどの濃い瘴しよう気きを漂わせている。

「あ、あれは……」

「魔族か？　なんて禍々しい……」

「おのれ、人間め！　我らが領域の中でなんて邪悪な！」

「舐めた真似を……リーズベルトさん、私たちの力を思い知らせてやりましょう！」

「ま、待て！　は、は、早まるな……」

　しかし、逸はやるエルフの戦士たちが目にしたものは、里一番の使い手にして百戦錬磨なリーダー、リーズベルトの青褪めた顔。歯の根が合わない程震え、彼らの耳にガチガチという音が聞こえてきた。彼らを制するために上げた声も弱々しく、手はブルブルと震えている。

　信じられない光景。

　リーズベルトは勇猛果敢な戦士として、里の尊敬を一身に集めていた。

　魔物との戦争で多くの古強者を失ってしまった里に残った、経験豊かな戦士。

　今ここについてきた多くのエルフの戦士たちが尊敬する偉大な英雄だ。

　その彼が、取るに足らないように思える人間の男を見て、目を見開きみっともなく怯え、震えている。

「あ、あいつだ……間違いない。あの時の化け物だ……」

　リーズベルトの声は震えていた。

　背中を冷たい汗が滴り落ちる。

　濃い瘴気を漂わせる魔族をかしずかせる初老の男。

　かつて、リーズベルトが率いたエルフの部隊を壊滅させた一匹の魔族。

　エルフたちの全力の攻撃を意に介することもなく、ただ殺さつ戮りくの限りを尽くすと、やがて飽きてしまったかのように姿を消した。

　不意に初老の男にかしずいていた骸骨が、首を巡らせてエルフたちが潜む茂みへ目を向けた。

　風が吹いたわけではないが、死を感じさせる何かが身体を貫く。

「に……逃げ…………」

　しかし、リーズベルトが指示するよりも速く──。

「あ……」

　最も先頭に立って様子を窺っていたエルフの若者、その上半身が爆発したかのように吹き飛んだ。

　顔に降りかかる熱い液体。ぎこちない動きで首を巡らせてみれば、原形をとどめていた肉塊が枯れ木となった大木の幹にへばりついていた。

「さて、ルフさん。私があなたを呼んだ理由の一つに、彼らを狩る目的もあります。ただし、必要なのはその死体。殺してもやり過ぎないようにしていただけますか？」

『かしこまりました』

　その言葉を聞いた瞬間、リーズベルトは、

「各自、散開して逃げろぉぉぉ！」

　喉も裂けよとばかりに叫んだ。

　その声を合図にして、さっと森の中へ散り散りになってエルフたちが逃げていく。森の住人であるエルフだ。平地を走るかのように、樹上を疾駆する。

『申し訳ありません。下等生物を全て始末するには、少し時間をいただくかもしれません』

「いえ、どうやら私の事を知る者がいたようです」

　指示を出していたエルフ。他の者たちが仲間を殺したルフに注目している中で、ただ一人だけ初老の男から目を逸らさなかった。

「以前、どこかの戦場で見まみえたのかもしれませんね。敵対したもの全てを殺してきたわけではありませんので。そうなると、これは私の失態。ルフさんのせいではありませんよ」

『……は』

「この場所にエルフたちがいたということは、彼らの里も近くにあるはず。森の迷宮の魔法を見た時に、ある程度の見当はつけていましたが、ちょうど良い。彼らにそこへ案内してもらいましょう。誰か適当な一人の後を追って行けばよろしい」

『かしこまりました』

　恭うやうやしく頭こうべを垂れるルフに対して、初老の男は頷いた。

「先程も言いましたがやりすぎないように。五体満足で殺してきて欲しいですね。良い素材となりそうですから」
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　ホフマイン子爵家は、現在の中央騎士団のトップ、クライフドルフ侯爵家の一門に連なる名家。その所領もまたすぐ傍に位置している。

　元はクライフドルフ侯爵家の分家であり、家系図を遡れば繫がってはいるが、かの子爵家が本家である侯爵家と異なっている点は、子爵家は魔法の名門であり、幾人かは宮廷魔導師すらも輩出した、侯爵家の魔法部門を担当している家だということだ。

　宮廷魔導師団の主な仕事は、平時であれば新しい魔法、魔道具などの研究。また歴史上最大の版はん図とを誇った古代レントハイム王国が残した古代魔法やその遺跡から発掘される魔道具の解析。そしてレントハイム王国に勝るとも劣らない最高峰の魔導技術を誇っていた、旧セイン王国の遺産解析といったものだ。

　戦時には騎士団を後方から援護し、儀式魔法による戦略級大規模攻性魔法や大規模拠点防衛魔法などの展開が主な仕事だ。

　要するに敵の矢や面おもてに立つこと無く、後方での任務が主なため、どれも国策に関わる重要な仕事であるにもかかわらず、前線に立つ騎士団は彼らを頭でっかちの集団だとみなし、蔑さげすんでいる傾向がある。その一方で宮廷魔導師団の方でも、騎士団は戦うしか能のない集団と侮蔑する風潮が存在し、両者は対立とまではいかないものの、あまり仲が良いとはいえない。

　ただ、この構図は別段帝国だけに限ったものではなく、大なり小なりどこの国でも見受けられるものだった。

「ホフマイン子爵家か……」

　椅子に深く腰掛けて、ロックから受け取った報告書を読んでいたロイズは、机に両肘をつきつつ手を組むとその上に顎をのせてさらに思考を遊ばせる。

　クライフドルフ侯爵家。

　言わずと知れた、帝国南部に大領を有する武門の名門で、帝国を代表する大貴族だ。現当主の名前はウェルト・ヴァン・クライフドルフ。

　ウェルトは帝国三軍で最大勢力である中央騎士団の団長として将軍位を拝命し、軍内部だけでなく政治面でも絶大な発言力を持っている。そして一門の人間を次々と要職に就け、名実ともに貴族最大の派閥を築き上げ、権勢を誇っていた。

　ここまでクライフドルフ侯爵家が力を持つようになったのは、魔物との戦いで、他国にも知れ渡るほどの功績をあげた人物がいたからだ。

　ルクレツィア・ヴァン・クライフドルフ。

　ウェルトの妻だった人物であり、帝国によって併合された、とある小国の王族だった女性。すでに故人だ。

　武門として名門のクライフドルフ家の生まれなのに大した功績のないウェルトが中央で強い発言権を持つに至ったのは、対魔大陸同盟軍において多くの武勲をあげ、ロイズとケルヴィンのかつての上司ザウナス・ヴァン・レイフェス将軍と並び、帝国の双璧と謳うたわれた彼女のおかげだった。

　ロイズとケルヴィンの二人もルクレツィアとは面識があった。

　その輝かしい戦歴に反して、普段は穏やかな女性だった。しかし、一ひと度たび戦場に立つと、的確な指示で戦術を展開する。特に防戦や撤退戦では卓抜した指揮官で、ルクレツィアのおかげで多くの騎士、兵士たちが命を救われている。

　彼女の死を聞いた時には帝国軍のみならず、対魔大陸同盟軍全軍が喪に服したほどだった。

　帝国にとっては非常に重き名前であり、そしてロイズたち前線帰りの人間にとっても、特別な意味を持つ名前だった。それゆえに、反クライフドルフの勢力は、前線でルクレツィアと共に戦ったことがある貴族や騎士に多い。今のウェルトのやり方が、まるで彼女の名誉を汚しているようにしか思えないからだ。

　ルクレツィアの死後も、その功績を利用して軍内部での発言力を強めたウェルトは、さらに宮廷魔導師団内部でも発言力を強めようとする動きを見せている。その急先鋒が、ロックが報告書に上げた、ホフマイン子爵家だと見なされているのだ。

　ホフマイン子爵家は、騎士団とは反目関係にある宮廷魔導師団の人間。

　ロックが見たという馬車の紋章と、その貧民街に住む男たちの証言だけでは、憲兵隊でもないロイズ小隊が、宮廷魔導師でれっきとした貴族であるホフマイン子爵の屋敷に正面から踏み込むことはできない。

　ただでさえ、ロイズは先年のクーデターの首謀者、ザウナス将軍の元副官という立場だった男だ。一つ間違えれば、そこを突かれて所領であるエルステッド領にまで災禍が及ぶ可能性もある。

　貧民街に潜入させたケルヴィンから、ペテルシア国境付近の集落を襲撃した軍の指揮官と思われる男と接触したと報告があった。

　誘拐事件、そしてクライフドルフ侯爵家、ホフマイン子爵家、さらにはペテルシア王国へと結びつくかどうかは分からないが、皇女殿下を危険な目に晒しつつ、さらには宮廷魔導師筆頭と宮廷騎士団にまで頭を下げて潜り込ませたのだ。

　成果を摑む必要があった。

　ロイズは目を開けると、部屋の中を見回した。

　本来は小隊定員数の十名で使用する執務室。

　しかし、中央騎士団上層部の覚えが良くないロイズ小隊は、人員の補充が為されておらず、部下が四名しかいない。

（結局、人数が揃うことは無かったか……）

　ロイズは苦笑を浮かべると、一枚の書類を手に取った。

　アルフレッドのサインが記されたその書類を見た時、ロイズは来るべき時が来たかという感想を持った。

　ロイズとケルヴィンの上官だったザウナスは、元よりそのために二人をクーデターに参画させず距離をおいたのだから。それに、遅かれ早かれウィンが従士として引き抜かれた時に、こうなるだろうとは思っていたのだ。

　書類を投げ出すと、机の一番下の引き出しを開ける。中には大量の手紙が詰め込まれていた。全部領地の妻たちからの手紙だった。

　その手紙を一つ一つ手に取りながら、ロイズは大きくため息を吐く。

（どうやら、当分の間、領地での穏やかな生活は望めそうにないか……）




　貧民街での聞き込み調査を終えた翌日。

　ウィンとレティシア、コーネリアの三人はここまでの調査結果をポウラットに報告するため冒険者ギルドにやってきた。

　報告ついでに、ギルドの方でも何か新しい情報が摑めていればという思いもある。

　ロックは同行しなかった。

　ロイズ隊長に調査結果を報告したいということで、騎士隊のある騎士学校へ出かけていた。

　両手に花の状態のウィンに散々恨み言を言いながら──。

　三人がギルドの扉を潜ると、正面受付カウンターにポウラットの姿を見つけた。彼は数名の冒険者のパーティーと話し込んでいる。

　どうやら冒険者のパーティーに依頼内容を説明しているらしい。

　シムルグ冒険者ギルド東支部の受付カウンターには、夜間を除いて常時三名の職員がいるのだが、以前来た時とは違い、今日は随分混み合っていた。前に来た時はポウラットの両隣に座る、若い女性職員の前にだけ長い行列ができていた。

　そしてその時のポウラットは忙しそうな彼女たちを尻目に、別に仕事を手伝うでもなく、ただ暇そうに書類を眺めていたのだが、今日は先日とは異なり、さらに三組もの冒険者パーティーが順番待ちをしている。

「これはちょっと時間が掛かりそうだなあ」

　ウィンはそう言うと、ギルドの中を見回した。

　ちょうど朝あさ餉げを終えた頃合で、依頼書が貼られている掲示板の前には仕事を探す冒険者たちで人ひと集だかりができていた。

　その一方で、ギルドに併設されている酒場の方は、朝食で混雑する時間が終わったらしく、幾つかの卓に空席がある。

「レティ。列には俺が並んでいるから、コーネリアさんと酒場で何か飲み物でも飲みながら待ってて」

「そうね。三人が並んでいても仕方ないし、お兄ちゃんの言葉に甘えさせてもらうね」

「はい」

　レティシアはコーネリアを促すと、酒場へと歩いて行く。

　ホールをレティシアとコーネリアが横切って行くと、ギルドの中がざわめいた。

　金髪をなびかせて歩く容姿端麗なレティシアと、清せい楚そな気品を漂わせるコーネリアは、荒くれ者の集う冒険者ギルドでは異色の存在だ。そんな彼女たち二人と幸運にもすぐ近くですれ違ったウィンと同い歳くらいの冒険者が、その場でボーッと二人の後ろ姿を見送っている。そうした反応は何もその冒険者だけに限ったものではなく、ギルド内の至るところで見受けられた。

　レティシアとコーネリアが空いている卓に座っても、彼女たちをチラチラと見ている者が多い。だが、中にはチラ見している若い冒険者の男たちとは違う視線を彼女たちに向けている者もいる。

　彼らはレティシアの正体を知っているギルドの古株たちで、多くは遠巻きに見ているだけだ。初老の域にまで達しようかという熟練の冒険者もいたが、彼らでもレティシア・ヴァン・メイヴィスには畏敬の視線を送っている。

　中にはレティシアも顔を知っている者もいて、レティシアは彼らと軽く手を上げて挨拶を交わしたりする。同様に顔見知りの酒場の主人に果汁を絞ったジュースを自分とコーネリアのために注文すると、軽く会話を交わした。

　そうした様子をまた、若い冒険者たちが羨ましそうに眺めている。

　先ほどまで喧騒に包まれていた冒険者ギルドには、レティシアとコーネリアを中心に、少し熱のある空気が漂うことになった。




　列に並んでおよそ半刻が経過した頃、ようやくウィンに順番が回ってきた。

「よお、ウィン。待たせて悪かったな」

「おはようございます、ポウラットさん。今日は忙しそうですね」

「そうか？　いつもこんなもんだよ」

　立て続けに冒険者たちをさばき続けたためか、ポウラットの顔には若干の疲労の色が見られた。ウィンと話している間にも、依頼書の束を忙せわしなく捲めくっては目を落としていた。

「前に来た時のポウラットさん、暇そうに見えましたけど？」

「あの時はたまたまだろう」

　ポウラットがそう言ったとたん、左右に座っている若い女性職員が一瞬、彼を咎めるような目で睨みつけた。

　毎日忙しいのは自分たちで、どちらかと言えば今日がたまたまポウラットも含めて忙しいだけだ。そう言いたいらしい。

　ポウラットは苦笑いすると、一つ咳払いをした。

「それで、今日はギルドに何の用だ？」

「例の魔導師の誘拐事件に関して、こちらで調べたことの報告と、あれからギルドの方で何か新しい情報が入ってないか伺おうかと思って」

　ウィンの言葉を聞いて、依頼書の束を捲る手を止めたポウラットは顔を上げた。

「ふん……。だったらここで話さないほうがいいな。また上の個室を借りることにしたほうが良さそうだ」

　ポウラットは鼻を鳴らすと、それから左手の親指で酒場の方を示してみせた。

「この場所で話すには、あの二人はちょっと目立ちすぎるからな。内緒話するには向かないだろう」

　そしてポウラットがウィンにニヤリと笑い掛けたその時、

「いい加減にしてもらえます!?」

　レティシアの声がギルド中に響き渡り、ウィンはぎょっとして酒場の方へ向き直った。

「悪いけど、私たちはあなたたち酔っぱらいのお相手をしている暇は無いんです！」

　見ると、レティシアとコーネリアの二人に絡んでいるのは、革かわ鎧よろいを身に着けた三人組の冒険者。三人ともまだ若く、せいぜいが二十歳になるかならないかといった年齢だ。

　その中の一人が、レティシアとコーネリアの座っている卓へと近寄ると、声を掛けたようだ。

「いいだろう？　一杯くらい。俺たち、昨日大きな仕事を終えたばかりで金を持っているんだ。俺たちに付き合えよ、奢ってやるからさ」

「そうそう。何でも奢ってやるよ？　金ならあるんだ」

「俺たちに付き合えば、良い気分にさせてやるぜ？」

　彼の仲間の二人が、椅子に座ったまま言う。手には麦酒の入った木杯を持ったままだ。

　言葉通り、彼らの囲む卓上には料理がふんだんに並べられていて、すでに幾つもの空いた酒瓶が転がっている。どうやら仕事の打ち上げで夜通し飲み続けていたらしい。

　酒精アルコールが回ると今度は性欲が募り、女を抱きたくなったのだろう。

　三人とも、レティシアとコーネリアの頭からつま先までを粘ねばつくような視線で見ては、下劣な笑みを浮かべていた。

「ギルドの酒場を利用しているということは、君たちも冒険者か何かなのかな？　いや、君たちみたいな品のある女性には、冒険者という荒事は似合いそうもない。もしかしたら、冒険者に憧れたどこか名のある家のお嬢様なのかな？」

　酔っ払った勢いで、レティシアとコーネリアに口を挟ませる隙を与えず、まくし立てる若者。

　少しずつ椅子に座っているレティシアと距離を縮めて、顔がだらしなく崩れていた。そんな彼らとは対照的に、レティシアの表情はだんだん剣けん吞のんなものになっていく。

「そうだ！　何なら俺たちの冒険譚を話して聞かせてあげるよ。きっと、君たちには興味深いお話ができると思うよ」

　若者は言いながらレティシアの肩に手を回そうとする。

　パシッ！

　レティシアがその手を払い落とす。

「おいおい、振られてんじゃねえか！」

「さっきまでの大言壮語はどうした!?　軽く口説き落とせるんだろ？」

「うるさい、お前ら。黙ってろよ！」

　離れた席から茶化す仲間の二人に振り向いて怒鳴り返すと、彼は再び顔に軽薄な笑みを貼り付けた。

「ハハハ、失礼。なあ、そう邪険にすんなよ。ほら、俺の顔を立てると思って、ちょっとだけでも付き合ってくれよ。そっちの彼女もこの子に何か言ってやってくれないか？」

　若者に話を向けられて、コーネリアはびっくりしたような顔をした。

　皇宮育ちの彼女はこうした体験はしたことがない。

　先程から、どこか他人事のような様子で男たちに口説かれているレティシアを見ていた。それが急に自分にも男が声を掛けてきたのでびっくりしたのだ。

「え、えっと、あの……」

　戸惑っているコーネリアを見て、まずはこちらから言いい包くるめようと考えたのか、若者が更に口説き文句を言おうとした時、

「失礼。この娘たちは俺の連れなんだ」

　そこへようやくウィンが彼女たちの卓に辿り着いた。

　若者の肩を摑むと、くるりと彼と場所を入れ替えて、レティシアとコーネリアの前に立つ。

「な、なんだよ、お前は！」

　いつの間にか、若者たちの卓とレティシアたちの卓の周囲を囲むようにして、人の輪ができていた。騒ぎに気づいたギルド中の冒険者たちが集まってきていたのだ。

　若い冒険者や、他の街から訪れた冒険者たちは先を越されたという思いがこもった視線を、そして、古参の冒険者たちは若者たちに憐れみと、どこか面白がるような視線を向けていた。

　放置していたところで彼女たちがどうこうされることはないだろうが、あのままにしておくわけにもいかない。

　ウィンにとってレティシアは肉親のように大切な存在で、コーネリアはウィンの守るべき主人だ。

　それに、ウィンも何となく面白くない。

「……お兄ちゃん」

　ウィンの背中を見てレティシアが嬉しそうに呟く。コーネリアもほっとした表情を浮かべた。

「おい、なんだよあんたは？　女を横取りしようってのか？」

「横取りも何も、この娘たちは俺の連れなんだって」

　レティシアとコーネリアの態度がウィンの登場であからさまに和らいだ。女性たちの見せたその様子が、余計に若者たちの気に障ったのだろう。

　ウィンを強く睨みつけてきた。

「ふざけんなよ、この野郎！」

「俺たちが先に声をかけているんだ。邪魔をするなよ！」

「俺たちを誰だと思っているんだ！」

　座っていた若者の仲間たちも席を立つと、ウィンに詰め寄ってくる。

　それを見てレティシアとコーネリアが腰を浮かせかけたが、ウィンがそれを制した。ウィンも怯むことなく睨み返す。

　力量からして、三人合わせてもウィン一人で軽くあしらえそうだ。

　様子を見守る野次馬の反応は色々だ。

　ウィンたちの事を知っている者は、やれやれといった具合に肩を竦すくめているし、知らない者たちは、女性を巡っての喧嘩騒ぎに発展しそうな状況に期待して、無責任にも若者たちを煽り立てていた。

　レティシアもコーネリアも、冒険者では手が届きそうにない高たか嶺ねの花といった雰囲気をまとっている。そんな彼女たちを二人も連れているウィンをやっかみ、野次馬たちの声援は若者たちの方に多かった。

　一触即発の雰囲気。

　しかし──。

「はいはい、そこまで！」

　野次馬たちに揉みくちゃにされながら、ようやくの思いで人の輪を抜け出したポウラットがパンパンッと手を二回叩いた。

「ギルド内での喧嘩はご法はつ度とだぜぃ？　除名処分……とまでは行かなくても、罰を受けたくなければ、双方それまでにしておけよ」

　ひどく疲れた顔でポウラットが言う。

　不自由な足を引き摺り、揃って体格の良い冒険者をかきわけて進んできたので、想像以上に体力を消耗したらしい。

「しかし、ポウラット。こいつ、俺が先に声を掛けてた女を横取りしようとしたんだぜ!?」

「横取りねぇ……」

　若者の主張にポウラットはため息を吐いた。

「横取りといっても彼女たちの様子を見れば、どちらが彼女たちの連れなのか一目瞭然なんだがな」

　レティシアとコーネリアも立ち上がると、ウィンの左右に立っている。

「それに、まだこの街に来て日が浅いお前らは知らんだろうけど、ウィンはここのギルドに所属している冒険者だ。それも結構な実力者だ。そして、その娘たちが連れだということを俺は知っている。いや、俺だけじゃない。このギルドの古株の連中ならみんなが知っている事だ。なあ？」

　ポウラットの言葉に、笑みを浮かべた幾人かの古株の冒険者たちが頷いた。

「な？　せっかく大きな仕事を成功させて帰って来たんだ。これ以上恥をかく前に、この辺で止めておけって」

　若者たちはまだ不満の表情を浮かべていたが、ポウラットの言うとおり、ここが引き時だと悟ったのだろう。

「ちっ、まあポウラットがそう言うのなら……」

　渋々といった様子で席へと戻る。

　それを見て、ウィンも安堵の息を吐いたのだった。




「レイモンド？　宮廷魔導師のレイモンドと言ったか？」

　騒ぎとなった冒険者ギルドの酒場からウィンたちを連れ出したポウラットは、ギルドの二階の個室へ三人を案内した。そして話し始めたウィンの口から出てきた名前に驚いたように声を上げた。

「ポウラットさん、レイモンド──レイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子の事、ご存知なんですか？」

「そのホフマインなんちゃらかんちゃらの事に関しては知らないが、レイモンドという宮廷魔導師の事なら知っている。俺だけじゃない。お前たちも知っているはずだぞ？」

　ポウラットはウィンとレティシアを見た。

　ウィンとレティシアは思わず顔を見合わせてみたが、互いに心当りがない。

「レイモンド魔導師とは、コーネリア殿下の従士として初出仕した時が初対面だったと思うんだけど……」

　ウィンは腕組みをして天井を見上げて考え込んだ。

　どう考えてもレイモンドとはあの時が初対面だったはず。それ以前に彼と会った記憶が無い。レティシアに至っては、ロックが持って来た似顔絵でしかレイモンドの顔は知らなかった。

「初出仕の時ということは、最近の話だよな？　なら、俺が知るレイモンドとは別の人物なのかな……」

　二人の反応を見て、ポウラットは自信が無さそうに小声でつぶやいた。

「あの……ポウラット様と面識があるというそのレイモンド魔導師は、どのような御仁なのでしょうか？」

「ええっと……かれこれ七、八年前になるのかな？　ウィン、レティちゃん。お前たち、俺と初めてパーティーを組んで挑んだ仕事を覚えているか？」

「ローラさん、リーナちゃんと出会った時の仕事だね」

　ウィンがそう言うと、ポウラットは頷いた。

　コーネリアも、以前、ウィンからその話は聞いていた。

　幼い頃のウィンとレティシアが、暗躍していた魔族を人知れず倒したという話。

　当時の帝国上層部の危機意識のなさから危うく帝都を危機に陥れるところだったという。その記録は、自分たちの怠慢が発覚することを恐れた上層部によって改かい竄ざんされてしまっていた。

「あの時、派遣されてきた騎士たちと魔導師がいただろう？　その魔導師の名前がレイモンドだよ」

「うそっ！」

　ウィンは驚きで声を上げ、レティシアは目を見張った。

「二人は名前を聞いてなかったのか？　そういえばウィンは怪我を負って寝ていたし、レティちゃんにいたってはウィンにべったりで人見知りが激しかったからなあ……。オールトさんたちの事とか覚えているか？」

「オールトさんたちの事は覚えてるよ」

　ウィンは頷いたが、レティシアは困った顔をしている。

　オールト、ルイス、イリザ。

　幼い頃のウィンとレティシア、そしてまだ冒険者だったポウラットと共に、犬頭の魔族と闘うことになった冒険者たちだ。本当に実力がある冒険者にしか認められていない、遺跡、秘境の探検をメインに仕事をしていた熟練の冒険者パーティー。

　あの事件の後、彼らは旅立ってしまい、その後会うことは無かった。

「ハハハ……やっぱりレティちゃんは覚えていなかったか」

　ポウラットに笑われてレティシアが赤面する。

　本当に幼い頃のレティシアは、ウィンにべったりだった。

　ウィンにくっついて冒険者として仕事をするうちに、ポウラットを始めとしてそれなりに親しくなった人々はいるが、それでも基本的にはウィンと共に行動していた。いや、それは今も変わってはいない。

　さすがにあの頃のように無邪気に抱きついたりはできないが──いや、できればそうしたいとは思っているが──。

　考えているうちに子供の頃の行いを思い出し、レティシアは顔だけでなく首筋まで赤くなってしまった。

「あのヴェルダロスとかいう魔族との戦いでは、俺たち冒険者の音おん頭どはオールトさんが取っていたからな。あの人がほとんどレイモンドさんと話していたし、子どもだったお前らは、さすがにレイモンドさんの事は覚えてなくても当然だ」

　あの時のウィンは九歳。およそ七年前の事だ。たとえその時に魔導師の名前を聞いていたとしても、忘れてしまっていて不思議ではない。

　しかし、たとえ名前を忘れていたとしてもウィンには気になることがあった。

「でも、ポウラットさん。ポウラットさんの言うレイモンド宮廷魔導師と、レイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子はきっと別人だと思うよ」

　あの時の魔導師──レイモンドがどのような人物だったか、ウィンには正確に思い出せなかったが、それでも二十代にはなっていただろう。

　そして皇宮で知り合ったレイモンドは二十代半ばくらいの線の細い青年だった。同一人物とは思えない。

「うーん……そう聞くと、確かに別人のようだな」

　ポウラットも腕組みをすると、唸った。

「あの事件のあと、レイモンド魔導師は辺境の貴族領へ異動させられたと聞いたし、やはり別人かもしれないな」

「あの……それでしたら人事局で記録を調べてみてはいかがでしょう？」

　黙って話を聞いていたコーネリアが口を挟む。

「人事局？」

　尋ねたウィンにコーネリアは頷いた。

「はい。帝国の貴族、そして帝国に仕えた者なら、全て人事局に記録が残されているはずです。ポウラット様の言われるレイモンド宮廷魔導師がレイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子閣下と同一人物なのかそうでないのか、人事局で調べればわかると思います」

「なるほど。でも、人事局が俺たち騎士団の人間に、宮廷魔導師の資料を見せてくれるかな……って、ああ！」

「はい。私が申請すれば、人事局の大抵の記録は全て閲覧することが可能だと思いますよ？」

　任せて下さいとでも言うように、レムルシル帝国第一皇女コーネリア・ラウ・ルート・レムルシルは微笑んでみせたのだった。
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　帝国宮廷魔導師団の人事局を訪れたコーネリアは、局長以下総出で歓迎する局員たちに軽く労ねぎらいの言葉を掛けると、宮廷魔導師たちの経歴などを記した資料を見せて欲しいと申し込んだ。

　十八となり公務に携わる前に、帝国に仕える者たちのことを知っておきたいと言えば特に疑問に思われることもなく、局員総出ですぐに資料は集められた。

「お待たせして申し訳ございません、殿下。こちらの書類が宮廷魔導師団の人事関係をまとめたものにございます」

「この資料、こちらから持ち出しても大丈夫でしょうか？」

「もちろんでございます。これらの資料は全て皇帝陛下の、ひいては皇族方の物でございます。殿下にとってこの資料がお役に立つのであれば、これらを編へん纂さんした我ら一同、これ以上に光栄なことは無いでしょう」

「ありがとうございます。では」

　コーネリアが頷き、背後に控えていたウィンと騎士隊から戻ってきたロックが書類を受け取ると、局員総出の見送りを受けた。

　皇宮に戻るとコーネリアは、適当な一室を借り受けてそこで資料を閲覧することにした。部屋を借りたのは、コーネリアの私室がある後宮にはロックは入ることができないからだ。

「俺が紋章院で資料を貸してくれと言った時には、物凄い数の部署をたらい回しにされ、何枚も書類を記入させられた挙句に勝手に探せという態度だったのに……」

「それはそうだろ。皇女殿下とロックじゃ、比べること自体がおかしい」

「ふふ……少しでもお役に立てたのなら嬉しいです」

　少し嬉しそうにコーネリアが言った。

　コーネリアの侍女メアリが、四人のためにお茶を用意してくれる。それからウィンとレティシア、コーネリア、ロックの四人は言葉も発さずに、レイモンド・ヴァン・ホフマインに関して記された書類を探した。

　間もなく、

「見つけたぞ。多分、この人かな？」

　ウィンの正面に座って資料を調べていたロックが声を上げた。そして、一枚の紙をウィンに抜き出してみせる。

　その紙には七年前に宮廷魔導師団にレイモンドという人物が在籍していたことを確かに証明するものだった。彼が宮廷魔導師として叙任した年月日、出自などが書かれている。

「──ポウラットさんが言ってたとおりだ。この人もレイモンド・ヴァン・ホフマイン。七年前の事件の直後から、地方の貴族領を転々と異動しているね」




「あ、私も見つけました」

　ロックの隣に座って現宮廷魔導師団の名簿と経歴等を調べていたコーネリアもまた、卓の中央に資料を一枚広げてみせた。

「こちらにもレイモンド・ヴァン・ホフマインの名前があります。宮廷魔導師として新任というわけではなく、地方領から帝都への異動という形でこのたび辞令が下りたようです」

「……どういうことなんだ？」

　コーネリアの話を聞いてロックが頭を抱えて唸る。

　ウィンとレティシアが子供の頃に出会ったレイモンドは、確かに宮廷魔導師に相応しい力量を持つ魔導師だった。

　五名もの騎士の指揮官として応援に来ていたのだから、彼が宮廷魔導師の地位を騙かたっていたはずもない。四名の騎士がヴェルダロスとの戦いで戦死しているが、彼らもまた騎士に相応しい実力だった。

　そのレイモンドが宮廷魔導師として叙任されたのは帝国暦二七〇年。弱冠十八という若さだったようだ。ヴェルダロスと戦った時のレイモンドの年齢は二十七歳。現在三十五歳ということになる。

「俺が皇宮で会ったレイモンド魔導師は、とても三十五歳には見えなかったぞ」

「私にも、せいぜいが二十代半ば程度に見えました」

　ウィンと同様、レイモンドと直接会ったことのあるメアリも頷いた。

「前に貧民街に持っていった似顔絵はどこへやった？」

「これですね」

　コーネリアがロックへと麻紙をさしだす。

　宮廷魔導師団に保管されている魔導師たちの似顔絵。

　入団する際に描かれるもので、貧民街で調査する際に借り受けたものだが、その絵を見てもレイモンドの顔は若々しく、とても三十五歳には見えない。

「でも、皇帝陛下直属の宮廷魔導師団だぞ？　身元の調査はしているだろうし、経歴の詐称なんてできるのか？」

　ロックの指摘はもっともだ。

　宮廷魔導師団が、出自の明らかでない者を登用することはありえない。

「お兄ちゃん、こっち。これ見て」

　レティシアがウィンに一枚の書類を抜き出して差し出した。それは貴族院が所蔵する、ホフマイン子爵家の家族構成や資産等の目録だった。

「レイモンドには歳の離れた妹がいるの。名前はモニカ・ヴァン・ホフマイン。年齢は二十四歳──」




　皇宮内に建てられた大図書館。

　書架の前に立ったまま猛烈な速度で頁をめくり続けていた彼は、背後から突然女性に名前を呼びかけられた。

「レイモンド魔導師殿」

「うん？　何だい、このボクに何か用事でも──」

　ちっと小さく舌打ちをしつつ、頁をめくっていた本を閉じて振り返ったレイモンドは、立っていた女性を見て言葉を切った。

「レイモンド──いえ、モニカ・ヴァン・ホフマイン殿ですね？」

「皇……女殿下」

　コーネリアを先頭に、ウィンとレティシア、ロックがその背後に立っていた。

「お伺いしたいことがあります。よろしいですね？」

「……はい」

　コーネリアの言葉に、モニカは肩を落とすと、全てを悟ったかのように笑って頷いた。




　モニカ・ヴァン・ホフマインにとって、歳の離れた兄レイモンドは憧れの存在だった。

　十歳以上も離れた兄は、モニカが物心ついた頃にはすでに宮廷魔導師に任命されることを期待された英才だった。

　宮廷魔導師としてだけでなく、魔導師としての名門と呼ばれるホフマイン子爵家の史上でもいまだ一名しか輩出できていない席官の位にも、間違いなく選出されるであろうことは確実と周囲から見られていた。

　そんな兄の影響を受けて、モニカもまた宮廷魔導師を目指すべく猛勉強をした。

　モニカは特に書物を読む速度が速く、その才は兄を凌りよう駕がしていたために、周囲からの期待も高かった。本人もまた、兄と同様に宮廷魔導師となれることは疑っていなかったのである。

　シムルグ騎士学校に入学し、准騎士の資格を取得。そしてそこからは宮廷魔導師の資格を取るべく死に物狂いで勉強した。

　五度、試験に落ちた。

　それもどれも一次試験で。

　知識はあった。

　筆記試験は完璧と言って良い。

　しかし、実技では、魔法の威力、精度ともに、宮廷魔導師となるための合格ラインには到底届かなかったのだ。

　五度目の試験に落ちたモニカは、帝都のシムルグから故郷のホフマイン子爵領へと帰ることにした。

　幸いにもホフマイン子爵家には兄レイモンドという英才がいる。モニカ一人が脱落したところで、ホフマイン子爵家が魔導師の名門であるという立場は揺るがないからだ。

　モニカは故郷で私塾を開き、将来魔導師を目指す子どもたちに魔法を教える日々を過ごしていた。

　そんなある日──。

　風と日差しが気持ち良い日の事だった。

　木陰に椅子を運んでいつものように書物を読んでいると、不意に影が差した。

「よ、モニカ。元気そうじゃないか」

「兄さん！」

　クライフドルフ侯爵領にある大学で講師をしている兄、レイモンドが一年ぶりくらいで帰ってきたのだ。

「相変わらず本ばかり読んでいるなあ、モニカは」

「兄さんも、元気そうね」

　レイモンドはちちっと小鳥が鳴くように小さく舌打ちをしてから笑った。

　この舌打ちはレイモンドの癖だ。

　そういえば、父親も似たような癖を持っていた。

　モニカが幼い頃、母親が家の書庫を覗いた時に、父親と兄の二人が、ちっ、ちっ、と舌打ちをしているのを聞いて、「親子揃って変な癖ね」と笑っていたのを思い出す。

　モニカはクスリと小さく笑った。

　怪訝そうな表情をしたレイモンドに何でもないと手を小さく振る。

　レイモンドはモニカの対面にあった椅子に腰掛けると、手に持っていた二つの杯と陶器の瓶を取り出して中身を注いだ。

「お土産。オレンジの果汁だよ。冷やされていたから美味しいよ」

　注いでくれた杯に口をつけると、冷たくて後味の良い爽やかな酸味と甘みのあるジュースが口の中に広がった。

「美味しい」

「ちっ、だろ？　ちょうど家の前に果汁売りがいてさ、美味しそうだったから買ってきたんだよ」

　ジュースを飲みながら満面の笑みを浮かべたモニカに、レイモンドも美味しそうに喉を鳴らして一気に飲み干す。

「私塾を作って、子どもたちに魔法と学問を教えているんだって？」

「うん。家に籠っていても、やることがないから」

「いや、良いことだと思うよ。民たちが知識を身につけることは、決して悪いことじゃない。子どもたちも学問を身につけていれば、将来色んな道が拓けてくるからね」

　そう言うと、レイモンドはモニカの空いた杯にジュースの残りを全部注いでくれた。

「ところで兄さん、今日はどうしたの？　大学は？」

「今度、シムルグに呼び戻されることになったんだ」

「本当に！」

　モニカはパッと顔を輝かせた。

　宮廷魔導師として帝都で順調に出世の道を歩んでいた兄から、ある日突然地方の貴族領に異動したという手紙が届いた。左遷でもされたのかと心配もしていたが、席官となる魔導師であれば地方領を回ってコネを作ることも重要な仕事だ。兄ならばきっと後者だろう、大丈夫と信じていたのだが、果たして信じていたとおりに地方領を回って帝都へと呼び戻されることになったようだ。

　つまり、出世コースに乗ったということだ。

「ここ数年地方回りで左遷されたものと思っていたけど、筆頭宮廷魔導師のマイセン様が僕を呼び戻してくださったんだ」

「おめでとう、兄さん」

「はは、ありがとう」

　照れたように笑う兄の顔を見て、モニカは自分を振り返り急に情けない思いにとらわれた。

「兄さんに比べたら、私って何でこんなにだめなんだろう。五度も試験を受けて落ちて、期待にも応えられないし……」

　深々と溜息を吐いた。

「そうかな？」

　小さく舌打ちをしながらレイモンドは首を傾げた。

「僕は逆にモニカのほうが凄いと思うね。確かに僕は魔導師としては成功しているのかもしれないし、その分野においてはモニカよりも優れているのだろう。でも、それ以外の分野だと僕はモニカに敵かなわないと思っている」

　憧れている兄の口調が愚痴めいたものになって、モニカは驚いた。

「そんなことないよ。兄さんが本気になって勉強したら、私が身につけた知識なんて──」

「僕が本気になって勉強しても、多分モニカの実力の半分にも及ばないよ。僕が一冊の書物を勉強し終わる前にモニカは多分、その三倍もの知識を身につけてしまうんだから」

　レイモンドからして見れば、人の数倍の速さで書物を読み記憶してしまう妹のほうが、遙かに出来が良いと思っていた。ただ、宮廷魔導師となるには魔力が僅かに不足していただけの話。

「モニカが子どもたちに魔法や学問を教えていると聞いて、僕は逆に感心したよ。宮廷魔導師を目指すよりも、そっちのほうがよほど有意義だし似合っていると思う」

「そうなのかな？」

「ちっ。子どもたちに将来の夢を見させることができる仕事だからね。僕にはそういう生き方は許されなかったから」

　モニカは驚いていた。

　憧れていた兄がそのように考えていたとは思わなかった。

　これでは、まるで兄は宮廷魔導師にはなりたくなかったようではないか。

「あの、兄さんは──」

「レイモンド」

　モニカが兄にそう聞こうと口を開いた時だ。

　少し離れた場所から、兄に向けて声を掛けてきた者がいた。

　声を掛けてきたのは灰色のフードを目ま深ぶかに被った男──父親であるレイナード子爵である。

「おっと、父さんが呼んでいるから、僕はそろそろ行くよ」

「うん」

　レイモンドは小さく舌打ちをして立ち上がると、妹の頭を撫でた。

「ところで子どもたちの相手ばかりしているけど、どうなんだ？　そろそろいい人でも見つかったか？」

「っ！　ちょっと兄さん！」

「ハハハ、冗談冗談」

　ちちっ、舌打ちを交えつつ朗らかに笑うとレイモンドは、父親と並んで屋敷の方へと歩き出す。

「じゃあ、また食事の時にでも話そう」

　一度振り返ると、レイモンドは大きくモニカへと手を振った。

　モニカも小さく手を振って微笑を返す。

　そして──それがモニカが最後に見た、生きているレイモンドの姿だった。

　夕食の席に現れない父と兄。

　宮廷魔導師にはなれなかったものの、父レイナードもまた名門ホフマイン家の才能を受け継ぐ、優秀な魔導師である。

　研究に没頭して食事など忘れてしまうことはこれまでも度々あったので、モニカは兄と食卓を囲めなかったことを残念に思いながらも、母と二人で夕食を摂った。

「モニカ？　悪いけど、これお父さんとレイモンドに運んであげてくれない？」

　母は地下の研究室に籠ったままの二人のためにサンドイッチを作ると、モニカに運ぶように言いつけた。

　サンドイッチならば、研究の合間に食べることができる。

　モニカはサンドイッチと喉を潤すための葡萄酒の入った壷と杯を二つ盆に載せて、地下にある研究室へと降りていった。

　そして扉を開けて──。

　そこから先は、よく覚えていない。

　むせ返るような血の臭い。

　寝台のような台の上に仰向けに寝かせられ、苦悶の表情を浮かべて、心臓を抜き取られていた兄レイモンドの姿。

　モニカが取り落とした壷や皿の割れる音を聞きつけて、駆け下りてきた母が、中を覗きこんで悲鳴を上げ──。

　そして父、レイナード・ヴァン・ホフマインはその夜から姿を消した。




「父の研究室からは多くの貴重な魔導書が無くなっていました」

　モニカは宮廷魔導師となれるほどの才能は無かったが、人並み外れた記憶力があった。

　父の部屋に並んでいた書物の題名はほとんど覚えていたのだ。

　だが、それらの書物は一般の書店では手に入れることができなかった。

　地方の領主や金持ちの経営する図書館でも見つけられなかった。

　しかし、それらの魔導書について触れている書物は何冊か見つけ出すことができた。そしてそれらの書物から、父であるレイナードが、禁忌の魔法を研究していたのではないかとの疑惑を覚えた。

　兄、レイモンドはそのレイナードの実験の被験体として殺されたのではないか。

　その確証を得るために、モニカは長かった髪を切って男装し、レイモンドになりすましてシムルグへと赴いた。宮廷魔導師であれば、皇宮にある帝国最大の蔵書量を誇る大図書館を利用することができるからだ。

　それに、子爵家当主が息子を殺してしまったという事態を隠す必要もあった。

　宮廷魔導師団より招しよう聘へいされているのに、レイモンドがいつまでも皇宮に出仕しなければ、いずれ人が遣わされて事態が発覚する恐れもある。

　幸い宮廷魔導師団に潜り込むことには、騎士学校時代の友人が協力してくれた。

　帝国に所属する宮廷魔導師は総勢三百名を数える。

　そのうち、帝都に詰めているのは五十名程度であり、それ以外の者たちは出向という形で帝国の各貴族領や、各地に建てられた私設の学校で講師の任に就いている。

　レイモンドも地方の領主たちが建てた学校で講師をしていた。帝都へ戻る直前には、本家筋であるクライフドルフ領の大学で講師をしていた。

　七年という歳月が経てば、レイモンドの顔を覚えているものは少ないだろう。

　席官と呼ばれる席次を与えられ、皇帝の御前会議への出席が認められた上位十名の宮廷魔導師であればともかく、それ以外の宮廷魔導師は多くの場合、研究のために各自与えられている研究室に籠りがちであり、面識のある者は限られてくる。

　そしてモニカは、協力者のおかげもあって、宮廷魔導師団にレイモンドとして潜り込むことができたのだ。

　旧皇宮を利用した騎士学校を初めて見た時、その建物と敷地の広さに感動し、圧倒されたものだったが、皇宮に初めて出仕した時もモニカは感動を覚えた。

　白亜の大理石に、高い天井。

　高位の貴族と思われる豪勢に着飾った人々や、皇宮に仕える官僚や使用人、要所に立つ宮廷騎士。

　男装してレイモンドになりすましているモニカの心臓は、いつ変装が見破られるかもしれないという不安から、激しく鼓動を打っていた。

　皇宮はとにかく広大だった。

　レイモンドとしてモニカに与えられている研究室までは遠い。

　パンパンに膨れ上がった大きな革の鞄。

　さほど裕福ではないとはいえ、それでも子爵家の姫であるモニカの腕は、鞄の重さですっかり痺れてしまった。

　使用人は兄の無残な死体を見て倒れてしまった母を世話してもらうために、故郷に残してきたため、誰一人連れてきていない。

　疲れと不安と緊張で泣きだしたい気持ちだった。

　誰かに手伝ってもらおうにも、正体が露見しそうで頼みづらい。

　廊下に一度鞄を下ろし、大きく息を吐く。

　少し休憩しようと思い、痺れてしまった手を擦っていたその時、モニカは大きく目を見開いた。

　懐かしい騎士学校の制服を着た青年。皇宮の中では、明らかに周囲から浮いていた。

　よく見ると顔立ちも柔和で、素朴な印象を受ける。

　貴族には見えない。

　年齢もモニカよりも歳下で、間違いなくレイモンドの顔も知らないだろう。

　それなら──。

「ちょっと、そこの君！」

　モニカは思わず声をかけてしまった。

　──申し訳ないのだけど、鞄を運ぶのを手伝ってもらえないでしょうか？

　言葉を続けようとして、モニカは口を開いたまま凍りついた。

　振り返った青年の傍には、高位と思われる侍女が控えていた。青年の陰に隠れてしまい、モニカの位置からは見えなかったのだ。

　声をかけた後で侍女の存在に気づいてしまったモニカは、内心で焦りを覚えた。

「宮殿の奥にまで入って来られるということは、この宮殿に勤めている者なのだろう。ちょうどいい。ボクの従者が逸はぐれてしまってね。難儀していたところなんだ」

　騎士学校に通っていた時、帝都でよく見た上級貴族の男子たちの口調を思い出し、必死の思いで演技をする。

「ちっ。見てくれ。この広大にして壮麗な宮殿を。さすがは皇帝陛下がお住まいになられている場所だ。だが、この広大さが今のボクには少々マズイ状態を引き起こしているんだ」

「はぁ」

　突然モニカに話しかけられて、青年と侍女の二人は面食らった表情を浮かべていた。

「ちっ。ボクはこの春から宮廷魔導師として任官するのだが、部屋まで重い荷物を運ぶのに疲れていたところだ。見ての通り、ボクは学究の徒だからね。力仕事には慣れていない。そこで君の従僕を貸していただきたい」

「従僕……え!?　従僕って、ええ!?」

「申し訳ございません。こちらは皇女殿下の従士で、いくら貴族の方であっても、他の方のご命令は……」

「いやぁ、君が通りかかってくれて助かったよ。さすがに初日から遅刻はマズイだろうからね」

　不愉快そうに顔をしかめた侍女によって、この人の良さそうな青年の正体が、皇女殿下の従士だということに驚いたものの、聞いてないふりで一気呵成にまくし立てた。

「ちっ。というわけで、ボクの荷物を運んでくれたまえ」

「ですから……」

「ちっちっちっ。うんうん、わかっているよ」

　自分でも大袈裟なんじゃないかと思うほど、大きな動作で頷いてみせる。

　モニカの心臓は先程から二人に聞こえてしまうのではと思うほど、激しく鼓動を打っていた。

　足が大きく震えていた。

　誤魔化すために跪ひざまずき、侍女の手を取った。

「もちろん、ただとは言わないさ。自己紹介が遅れたね。ボクの名前はレイモンド・ヴァン・ホフマイン。こう見えてもこのボクの家は、あのクライフドルフ侯爵家に連なる子爵の家柄だ。ボクと親しくなっていれば、とっても有利になるよ。君はとっても綺麗だし」

　クライフドルフ侯爵家という、ホフマイン子爵家にとって主筋の家名も出す。

　子爵家は田舎貴族だが、クライフドルフ侯爵家は帝都でも権勢を誇る大封の領主の家柄。

　余計な詮索もされないだろう。

　虎の威を借りるようで、本心では嫌だったが仕方がない。

　侍女の顔がしかめられる。

　緊張で手の平に汗をかいていた。

「わかりました。ホフマイン子爵公子閣下。お荷物をお運びいたします」

「え!?　ウィン様？」

「構いません。コーネリア殿下もまだお戻りにはなられませんし、子爵公子閣下のお荷物をお運びしましたらすぐに後宮へと戻ります」

　祈るような気持ちだったモニカは、安堵感に思わず全身の力が抜けてしまいそうになった。

　だが慌てて、緩みそうになった顔を引き締めて立ち上がると、高慢な態度を取り繕いながら、ウィンと呼ばれた青年に申し付ける。

「丁重に扱うように。中の物を盗ろうと思うな？　下々の者は、手癖が悪いからな」

「ホフマイン子爵公子閣下、それは少しお言葉が過ぎるかと。この宮殿内にそのような不ふ埒らちを働くような人物は存在しません！」

（しまった……ちょっと言い過ぎた？）

　侍女の厳しい口調に、モニカはやり過ぎたかと思ったが、

「平気ですよ」

　ウィンと呼ばれた青年は笑顔で言った。

「ちっ。君は従僕なんかに礼なんてするのか。付け上がるから止めたほうがいい。それにしても、ボクの従者は何をしているんだか。これだから平民は使えないんだ」

　やり過ぎと思い始めてはきたが、もうここまで来たら演技を止める訳にはいかない。

「そういえば君の名前を聞いてないね」

　内心でビクビクしながらも、さも女性に慣れているかのような手付きで侍女の肩に手を回そうとするが、あっさりと身を躱されてしまった。

「あ、おい……」

「それではホフマイン子爵公子閣下。私も仕事がございますので、失礼させていただきます。彼も早めに解放していただけますと助かりますわ」

　それだけを言うと、侍女はモニカに軽く会釈して廊下を戻っていく。

（やり遂げた！）

　心の中で快かい哉さいを叫びながら、ウィンに向き直る。

「それで、どちらへお運びすればよろしいでしょうか？」

　真面目そうな彼は、モニカの度重なる不愉快な態度にも、怒りを表すこともなく、重い鞄を持って待っていてくれた。

　ちっと舌打ちをするとレイモンドは「こっちだ」とウィンの前に立って歩き出した。

（ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……）

　心の中で謝罪を繰り返しながら。

（後で彼には絶対謝りに行こう）

　そんなことがあってから、モニカのレイモンドとしての皇宮での暮らしが始まった。

　目的である皇宮にある大図書館には、この帝都で出版されている書物のほぼ全てが網羅されている。

　毎日のようにモニカは大図書館へと通い、記憶から呼び起こした書物を探し出しては、片っ端から読み漁る日々が続いた。




「それで俺に声を掛けてきたのか……」

　コーネリアの私室へと場所を移し、静かに語るモニカの話を聞いてウィンは呟いた。

　フードを被り、ゆったりとしたローブに身を包んでいたのは、体形を隠すためだったらしい。フードを取ったモニカの素顔は、貴族の子女らしく整った優しい顔立ちだった。
















「あの時、おかしいとは思ったんだ。皇宮には、参さん内だいした貴族を世話する使用人がいる。初出仕なら案内してくれる人も用意されるはずだから」

「その人が兄の身上書を読んでいないとも限りませんから。できるだけ、避けるように行動していました」

「モニカさんに協力してくださったという方はどなたなのです？」

「それは……」

「僕だよ」

「お兄様……」

　コーネリアの問いに答えたのは、静かに部屋に入ってきたアルフレッドだった。

　控えていたメアリが深々と一礼し、ウィンとロックも慌てて立ち上がって敬礼をする。

「僕とモニカは騎士学校の同期なんだ」

　モニカが目を伏せて小さく頭を下げる。

　その彼女に頷いてやるアルフレッドの目には、優しい光が宿っていた。

「だから簡単に宮廷魔導師団に潜り込めたのか……」

　ロックが小さな声で呟いた。

　皇太子殿下が力添えをしてくれるのであれば、確かに潜り込むのは容易に違いない。

「とは言っても、レイモンド・ヴァン・ホフマイン魔導師には、僕からの特命により会議等の出席義務を免除すること、騎士団から上がってくる情報を教えてあげることくらいしか僕にはできなかったけどね」

　申し訳無さそうに呟くアルフレッドに、少しコーネリアが目を見張る。

　兄が素直にこういった感情を言葉に込めるのは珍しかった。

「いえ、そのお力添えだけで十分でございます。殿下……」

　モニカが口元に手を添えて礼を言った。その瞳にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「なるほど。だから貧民街で彼女の姿が見受けられたのか」

　帝都市内だけでなく、貧民街でも誘拐が多発しているという情報を聞き、彼女は自らの足で調査していたのだ。

　モニカは頷くとウィンに向き直る。

「……ウィン従士。以前、あなたが私にどんな本を読むのかと質問された時、こう答えましたね。私は魔王、そして魔族の事について研究をしていると」

　ウィンは頷いた。

　確か皇宮内にある練武場で会った時の話だ。

「書庫から消えた本の多くが魔王、そして魔族に関して記された本だったのです。ご存知でしょうか？　魔王がかつて人の体の中に入る事で顕現したということを」

「確かセイン王」

　以前にレティシアから聞いた話だ。

「父はその件に関して調べていた可能性があります。人の肉体という器の中に、より高位次元の生命体を注ぎ込む──」

「それは、あのサラ・フェルールの……」

　コーネリアが驚きで口元に手を当てた。

　ウィンとレティシアの二人が視線を交わす。

　リヨン王太子『剣聖』ラウルの言っていたコンラート・ハイゼンベルクの遺産強奪と無関係とは思えない。

「僕もそう考えた」

「どうして対処されないのです？」

「ホフマイン子爵家はクライフドルフ侯爵家とも繫がる名家だからね。魔王や魔族の研究は、魔導師の研究としてはそう珍しいものじゃない。裁くには、明確な証拠が必要なんだ」

「明確な証拠ということでしたら、ご子息を殺害された容疑などは？」

「そうすると、確かにホフマイン子爵家は取り潰しとなるが、その背後にいる者たちには手が届かない」

　そうコーネリアに答えると、アルフレッドは全員の顔を見回した。

「身柄を押さえる必要がある。どうせロイズから知らされるとは思うが、コーネリアも含めて君たちに命令が下ることになる。いや、レティシア殿にはお願いというべきだな。だけどその前に──せめて帝都の闇に潜む者は掃除をしておくとしようか」
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　レイナード・ヴァン・ホフマインが潜伏するという塔の急襲は、ロイズ小隊ではなく宮廷騎士団によって行われた。

　ケルヴィンによって突き止められたレイナードの潜伏する塔のある場所が、皇宮内の宮廷魔導師たちの研究塔が多く建てられている区画に存在したためだ。

　宮廷騎士団の主導で作戦が行われると知らされた時、ロイズの部下たちからは不満の声も漏れたが──特に戦闘する機会を奪われた形の副長が一番機嫌を損ねていた──皇宮内のことは宮廷騎士団の管轄であるため、これは仕方がないことだった。

　アルフレッドの命を受けた宮廷騎士団は、結果として手柄を奪われる形となったロイズ小隊に対する彼らなりの誠意として、二個小隊からなる戦力を用意した。指揮官となった百騎長は、ロイズともケルヴィンとも知己の人物で、魔物との大戦でも活躍した騎士だった。

　本来であれば百騎長よりも、十騎長であるロイズのほうが階級は下なのだが、かつてはロイズとケルヴィンが千騎長だったことを知る百騎長は、ロイズ小隊にも塔の包囲を任せる形で作戦に参加させる配慮もしてくれた。

　そのロイズ小隊の中にはウィンの姿もある。

　コーネリアが騎士候補生としてロイズ小隊に帯同しているためだ。

　ウィンの上官はコーネリアなのだが、コーネリアが親衛隊の指揮権をロイズに委譲する形で、ウィンもロイズの指揮下に入ることになった。

　そしてウィンの隣には当然のようにレティシアの姿もある。と言っても、実際に突入するのは宮廷騎士団で、戦力も十分用意されているし、ロイズ小隊の面々は作戦に参加したという実績だけを得るはずだったのだが──。

「全滅した？」

　アルフレッドの発した一言が、重苦しい空気に包まれた部屋の中で妙に響き渡った。

　皇宮内に用意された一室。

　長い机が用意されたその部屋には、皇太子アルフレッドを始めとして幾人かが集まっていた。

　騎士団の幹部、魔導師団の幹部、そして高位の官僚。年齢は二十代から四十代とまだ若い。

　彼らはみな、アルフレッドの腹心たちだ。彼が見出し、地位に就けた者たち。そしてこの作戦に関わった人物たちでもある。

「宮廷騎士団の二個小隊が？　そんなまさか一個人の魔導師にか？　それとも、それらを凌駕するほどの戦力がそこにいたのか？」

「はい」

　アルフレッドの問いに一様に険しい表情を浮かべた一同は、沈黙を保ったまま席に座っている。そんな彼らを代表してアルフレッドの問いに答えているのはロイズだ。

　集まっている人物たちの中ではただ一人、中央騎士団の制服。階級章も十騎長と低いが、元千騎長で故ザウナスの幕僚だった男だ。ロイズが一同を代表して話すことに異を唱えるものはいない。

　ロイズは唯一人席を立ち、淡々とした口調でアルフレッドに事実だけを述べていく。

「塔の周辺の制圧自体は簡単容易なものでした。しかし、内部にて想定外の戦力と遭遇したらしく、そこで応援部隊として我々が突入することになりました」

　外周部に配置された警備の傭よう兵へいたちの制圧は、静かにそして迅速に行われた。貧民街、傭兵たちから高給で腕利きを集めたと言っても、帝国最精鋭と呼ばれる宮廷騎士団の二個小隊とは、基礎的な戦闘能力に大きな差があった。

　宮廷騎士たちは見事な手際でいともあっさりと塔の周囲を制圧すると、塔の入口から一個小隊が突入して行った。

　ロイズ小隊は周囲を警戒しつつ残った一個小隊と指揮官の百騎長と共に、その突入の様子を見ていたのだが──。

　塔の内部からと思われるくぐもった爆発音が響いたのは、宮廷騎士たちが突入してしばらく経ってからのことだった。

　異変に気づいたロイズ小隊は、作戦指揮官の百騎長の命令で塔の内部へと応援に向かうこととなった。

　レイナードの研究室は塔の地下室。

　突入したロイズ小隊の面々が、塔の通路で見たものは──。

　むせ返るような血臭と臓物の臭い。

　天井から床に壁に鮮血が滴り落ち、床には騎士たちの臓物がぶち撒けられていた。

　そこかしこに転がっている騎士たちの軀。

　その死体は、騎士剣も盾も、そして鉄の胸当てもろとも真っ二つに切断されていた。

「これは……」

　幾多の戦場を歩き、死体を見慣れているはずのロイズでさえも顔色を変えた。

　これほど凄惨な光景は、魔物との戦場でしか見受けられない。

「隊長。私が前に──」

　先頭を歩いていたロイズと入れ替わりに、機敏に動けるケルヴィンが前に立つ。ピチャピチャと血だまりの中を歩き階段を降りると地下最さい奥おう部ぶにある部屋の扉を開けた。

　そこは薄暗い部屋だった。

　四方の壁が石造りのためか寒々としている。

　地下のため当然光が差しこむ窓もなく、明かりといえば壁に幾つかの松明たいまつが燃えているだけだ。

　重厚な書架が壁一面に並び、床には何の用途に使われるのかわからない小瓶や壷のような物。水晶のような宝玉や、何かの鉱石のようなものまで転がっていた。

　そして奥にある執務机には灰色のフード付きのローブを身に纏った、六十歳前後と思しきギョロッとした目の老人と、その彼を囲むように十人ばかりの人影。

「ちっ、まだいたんだね」

　外見年齢の割には軽い口調で、老人は部屋へと侵入してきたロイズ隊の面々を見た。

「お勤めご苦労さんなことだね。それでこの僕に何の用事かな？」

「レイナード・ヴァン・ホフマインだな？」

「そうだよ」

「レイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子殺害及び多数の誘拐事件の容疑者として、拘束させてもらおう」

　ロイズの言葉にレイナードはクックックと小さく含み笑いをする。

「証拠があるのかな？」

「あなたのご息女であるモニカ嬢の証言と、それから宮廷騎士たちの斬殺に関しては現行犯で拘束できそうですな」

「隊長、あれを……」

　ロックが指差す方向を見る。

「ベーモンド伯爵家令嬢」

　ウィンが小さく呟いた。

　誘拐されたとされるイザレア・ヴァン・ベーモンド嬢。ウィンは似顔絵でしか彼女のことは知らないが、間違いなくその本人が立っていた。しかし、その表情はまるで人形のように固く、目には生気が感じられない。

「ククク……」

　再び、レイナードの忍び笑いが薄暗い部屋の中に響き渡る。

「さすが帝都だよ。少なくとも田舎よりは、それなりに実験が捗はかどった。まあ、不満もあったが素晴らしいよ、ここは……」

「その実験についての自慢話や愚痴は、できれば明るい詰所の方で聞かせてもらたいね。私は暗いところが苦手なのだよ。貧民街に住む多数の魔法使いが、誘拐されてここへ運び込まれていることも突き止めてある」

「お断りだね。それに、もう遅いんだよ……。ちょうどいい。実用試験も兼ねて、最近何かと嗅ぎ回っている君たちにもともとあてがうつもりだったんだ。お前たち、こいつらも殺せ。それができなければ、僕が逃げるだけの時間足止めしろ」

　老人が右手を挙げると、ざっと人影が動く。

　それぞれが抜いた武器が、壁際の松明に照らされてギラリと輝き──。

　咄嗟にケルヴィンがロイズを横に突き飛ばし、自身は反対側へと飛んだ。

　弾けるような速さでロイズへと接近したがっしりとした体つきの男が振るった戦せん斧ぷ。ケルヴィンによって目標を失ったその刃は、石畳を叩き、驚くことに亀裂を生み出していた。

　火花と甲高い金属音が響き、先んじられた形のロイズ小隊が一瞬見せたその隙に、レイナードは執務机の奥にあった書架を横にずらすと、その奥から現れた階段へと向かった。そして階段に一歩足をかけたところで振り向きざまに炎の魔法を放ち部屋の書物へと火を放つ。

「クソ！　隠し階段かよ！」

　ロックが罵り、踵を返して元来た通路を走って戻って行く。その後をウィンとコーネリアが続き、

「ここは私が！」

　殿しんがりに付いたレティシアが男と切り結ぶ。

（この感覚──っ？）

　細腕に見えても、魔力によって自己強化を施しているレティシアの腕力は、本気を出していなくても大の男を軽々と十数メートルも吹き飛ばすほどだ。

　しかし、男はレティシアの剣を一度は足を踏ん張って受け止めてみせた。さすがに神速で閃いた第二撃には体勢を整えることができず、斬り裂かれてしまったものの、その手応えにレティシアは戸惑いを覚えた。

（──この感じ、何だろう？）

　血を吹き出すこともなく崩れ落ちた男に目を落としながら、レティシアも踵を返して後を追う。




　一方、外に出たロイズ小隊の目に飛び込んできた光景は、蹂じゆう躙りんされていく宮廷騎士たちの姿だった。

　外に残っていた残りの一個小隊が、為す術すべもなく殺されていく。

「いかん！　リーノ、救援要請！」

　ロイズは瞬時にリーノに応援を呼ぶように指示を出す。

「ウィン、殿下を連れて逃げろ！　こいつはマズイ！　ロックとウェッジはその援護に──」

　しかし、その指示は間に合わない。

　ウィンの前に傭兵風の格好をした女性が立ちふさがり、身長ほどもある大剣を振るった。

　突風のような風がウィンの髪をなびかせる。

　かつて「ジーニャ」という名前だったその女傭兵もまた、生気の無い目でウィンを見る。

　その身体からは、レティシアが力を発した時に纏う黄金の光とは違い、どこかどす黒い靄もやのようなものが立ち上っていた。

　ウィンの背中にゾッと寒気が走った。

「くっ……コーネリアさんは俺の後ろに！」

「お兄ちゃん！　この人たちからは妖魔に近い気配を感じる！　それもかなり強力な！」

　人外の膂りよ力りよくを持つ六人に囲まれながらも、それらをものともせずに軽々と捌いているレティシアの姿に、塔の地下から別の階段で外へと出て来たレイナードも驚きの表情を浮かべたが、すぐにニタリとした笑みを漏らした。

「ちちっ、そちらのお嬢さんはかなりの使い手のようだね──なら、これならどうかな？」

　レイナードが頭上高くに手を掲げると同時に、塔を中心にして巨大な魔法陣が浮かび上がった。




『我が呼び声に応え来るがよい。冥府の底にて魂叫ぶモノよ。死人の肉より生まれし忌まわしき悪霊よ。我が呼び声に応えるがよい。いざ来るがよい。冥府の扉開けて、我今、汝をここへと喚び遣わさん』




　赤光が魔法陣を奔はしり、赤黒い靄が魔法陣から溢れ出す。

　靄に触れた草花が瞬時に枯れ果てていき、周囲の温度が一気に下がったように感じられた。

　魔法陣の中心に、揺らめく影のようなローブを身に纏った肉も皮もない骸骨の身体を持った魔物。平均的な人よりも巨大なその骸骨の腰骨から下はない。暗闇しかない眼がん窩かには赤い光が明滅していた。

　当然ながらこのような生物が存在するはずはない。

　死してなお、邪悪な命を与えられた不死の魔物あるいは──。

「魔族!?」

「我が呼び声に応えし魔よ、契約に基づき奴らを殺せ」

『承知』

　喚び出された骸骨の魔族は、召喚者であるレイナードを見ることなく小さく返事した。その声を聞くと同時にレイナードは走りだす。

　しかし、レティシアはレイナードを追いかけることができなかった。骸骨の魔族から漂う気配が、彼女の足をその場に縛り付けたのだ。

　レティシアは大きく息を吐くと、手に持っていた剣を鞘に戻した。

　右手を天にかざす。

　頭上高く掲げた右手の平に光点が生まれた。

　最初は小さな光だったが、徐々に輝きを増す。そして一際強い光を放つと、次の瞬間には光が収束して剣の形を取りレティシアの手に収まった。

『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスの持つ『聖霊剣』。

　創世の女神アナスタシアが与えたとされる、魔王を滅ぼした聖剣。

『──その力、覚えがあるぞ。「世界樹の聖霊」の力を宿す剣。貴様が勇者か？』

　カタカタと骸骨の魔族が歯を鳴らして笑う。

『運が良い……。こちらの世界へ顕現してすぐに勇者と見まみえることができようとは……』

「……名前持ちかしら？」

『いかにも……我が名はルフという。魔王様より名と伯爵の位を賜たまわっている』

　伯爵位の魔族。

　一匹で都市一つ、下手をすれば小国を一匹で滅ぼしうる力を持つ。

『さて、勇者よ。魔王様に比べると随分と役不足ではあるが命令である……しばし付き合ってもらうぞ』

　赤黒いオーラに包まれた骨だけのルフの手に、奇怪に捻くれた杖が現れる。同時に、レティシアの身体もまた薄っすらと黄金色の光に包み込まれた。そして、ルフの持つ杖の先端に埋め込まれた宝玉から生まれた赤い光とレティシアの聖霊剣が激突した。




　レティシアとルフが対峙している場所から少し離れたところ。

　ロイズ、ロック、ウェッジの三人は一体と切り結び、ケルヴィンはベーモンド伯爵令嬢であるイザレアと一対一で戦っている。そしてウィンとコーネリアの二人は──。

　ウィンはコーネリアを背後に庇いながら剣を振るった。牽制のつもりだ。しかし、ジーニャはそのウィンの振るった剣を気にすることもなく、懐に飛び込んでくる。

　当然のごとく、剣はジーニャの身体に食い込むがもともと牽制のつもりで振るったウィンの剣は、わずかに胸元を浅く切り裂いただけだった。逆に剣を振り切ったところへ間合いを詰められてしまう。

　飛び退くか──間に合わない。

　片手に持った大剣を地面に引き摺るようにしながら、ジーニャが左手を喉元へと貫手で突き込んで来る。

　ウィンは左腕で喉元を咄嗟に防御。

　見た目はウィンよりも軽そうなのにその一撃は重く、ウィンの身体は衝撃で浮き上がる。

　そこに右脇腹に向けて回し蹴り。

　防御が間に合わない。

　伸ばした左足で何とか地面を蹴って威力の相そう殺さいを試みる。が、まともに左脇腹へと蹴りが入りウィンはふっ飛ばされた。

「がふっ……」

　地面に叩きつけられて、肺の中にあった空気を一気に吐き出してしまい、むせる。そこへジーニャが右手に持った大剣をウィン目掛けて振り下ろした。

　大地を叩く地響きとともに、大剣が叩きつけられた地面には深い亀裂が生まれ、その横をウィンが転がるようにして避けていた。

　間一髪のところで避けるのが間に合った。

　まともに大剣の一撃を喰らえば、魔力で強化している騎士剣ですら叩き切られるかもしれない。しかし攻撃そのものは重量のある武器ゆえに動作が大きく、まだ躱しやすい。そうは言っても、それでも異常に強化された腕力で振るうその剣の速さは、並みの剣士が振るう剣よりも鋭い。

　そして、何よりも怖いのはジーニャの体術だった。

　ウィンはこの大剣を振るう女性が、セリの言っていた女傭兵のジーニャであることを知らなかったが、この傭兵の女性の体術が実戦で培ってきた動きであることは容易に知れた。

　恐らくは、レイナードによって操られる以前は、きっと名のある傭兵だったのだろうと思えるくらいに。

　そして、その太刀筋と攻撃の破壊力から、最初に突入した宮廷騎士たちを斬殺したのは彼女であるとウィンは悟った。

　痛む左の脇腹を押さえながらウィンは立ち上がる。




　コーネリアの目の前で、ウィンが苦戦している。

　大剣を振るう女性に接近戦を仕掛けられ、脇腹を蹴り飛ばされた後、ウィンは攻めあぐねていた。

　ダメージがまだ残っているのか、ウィンは大剣を躱してはいるものの、そこから攻撃へとつなげることができないようだった。

　先程見せつけられた体術を警戒しているのかもしれない。

　ロイズとロック、そしてウェッジの三人は、二人を相手にして互角に戦っていた。

　ロックとウェッジはそれぞれ一人ずつと切り結んでいるが、力量は敵のほうが上だ。しかし、ロイズが合間合間に撃ちこむ攻撃魔法が良い支援となって、互角の戦いとなっていた。

　接近戦を繰り広げている最中に攻撃魔法を使えば味方にあたる危険もあるが、そこはロイズの持つ豊富な戦闘経験でうまく目標を定めているのだろう。

　一方でイザレアと戦うケルヴィンは、嬉々とした表情で戦っていた。力では上回られているようだが、それを補って余りある技術と経験がある。駆け引きで圧倒している彼は優位に戦闘を進めている。

　そしてレティシアは、すでに五人の人影のうち四人を切り倒し、魔族と残る一人と戦っている。

　レティシアが全力を出せば、瞬時に魔族も倒せるのだろうが、全力を出すには場所が悪い。彼女の本気の一振りは、大地を割り、天を引き裂く。皇宮はおろか、その外に広がる帝都にまで被害が及んでしまう。そしてまた、魔族もレティシアが本気を出せないことを逆手に取り、無差別に魔力の弾丸を放出するので、それらが周囲に被害を及ぼさないように防ぎつつ戦わねばならなかった。

（──私がやらないと……）

　コーネリアは震える足を叱しつ咤たして、ウィンが戦っている相手を見据える。

　しかし、コーネリアの剣の腕はウィンよりも劣る。

　たとえ自己強化魔法を使ったところで、あの大剣を弾き返すどころではなく、それどころか剣もろとも真っ二つにされてしまうだろう。

　ウィンを助けたい。

　でも、何もできない。

　無力感に苛さいなまれる。

　何もできない自分に焦れているコーネリアの目の前で、ウィンが大剣を躱し切れずにかすり傷程度ではあるが徐々に傷を負っていく。

　自分を守ろうとする人が目の前で傷つくのを、ただ見ているだけ──。

（私にできること──っ！）

　また目の前でウィンの腕を大剣が掠めた。

　すでに彼の身体の至るところから血が流れ、容赦なく体力を奪っていく。息は切れつつあり、ウィンが斬られるのは時間の問題かと思われた。

（そんなのダメです！）




『我、魔の理ことわりを識りて、汝に命ず！　我が力！　此方に宿りて、力を示せ！』




　コーネリアが得意とする付与魔法。

「これは……？」

　ウィンの戸惑ったような呟き。

　通常、他者から掛けられた魔法は、対象者が持つ魔力によって抵抗が発生するため効果が減じられる。

　しかし──。

　生来、魔力の量が少ないウィンは他者と比較して付与魔法への抵抗が少なく、結果──ウィンはジーニャが振り下ろした大剣を弾き返すと、小さく「ごめん」という言葉を呟き、その胴を薙ないだのだった。




「魔力の封印？」

　ロイズから発せられたその言葉に、アルフレッドは思わず書類を書く手を止めて、顔を上げた。

「はい。薬師の話では、決められた分量を調合することができれば、服用したものの魔力を封ずる効能があるということです」

「ふむ……」

　頰に手を当ててアルフレッドは考えこむ。

「それは、どのくらいのレベルでだ？　例えば、勇者殿に服用させれば、その魔力を抑えこむことが可能になると？」

　それが可能であれば、強大な力を持つレティシアの暗殺が可能となってくる。

　しかし、ロイズは首を振って否定した。

「理論上はできるそうです。まあ、ですが無理でしょうな」

　ロイズはアルフレッドに、リーノの父親から聞いたことを話した。

「その個人が持っている魔力量によって服用量が異なってくるそうなんですが、少なければ効能は発揮されないそうです。そして、例として、普通の騎士クラスの魔力であっても、服用量はお手元の紅茶並みに必要とのことでした」

「……なるほど。それは無理だな」

　手にした紅茶のカップに目を落としてアルフレッドは呟いた。

　レティシアが内包している魔力の量を鑑かんがみると、彼女の体積の数十倍から数百倍もの薬が必要となる。

　物理的に不可能。

「それから、公女の協力で、ホフマイン子爵の研究書を幾つか解読することができたのですが、どうも彼はコンラート・ハイゼンベルクの魔法式ではなく、サラ・フェルールの魔法式を研究していたようです」

「サラ・フェルール!?　あの『背教者』のか！」

「ですが、ほとんどの魔導書や研究資料は火を放たれて失われてしまい、それがどのような魔法式だったのかまでの解析は困難を極めるとのこと」

　ロイズの言にアルフレッドは唸りながら、右手の人差し指を執務机にコツコツと叩きつけた。

「確かリヨンにはそれらの資料が多少なりとも残されているんだったな？」

「はい」

「リヨンへの訪問時期を早めよう。軍事同盟の条約締結とともに『背教者』の情報提供を要請する」
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　森の中に、イフェリーナの歌声が響く。

　ローラの少し前を歩いている彼女の左手には採集用の籠、そして右手には手頃な長さの棒切れを持って茂みをかき分けていた。

　しばらく雨の日が続いて外へと出られなかったため、イフェリーナは鬱憤が溜まっていたのだろう。楽しそうに茂みを棒でかき分ける娘の姿を、ローラは愛いとおしげな眼差しで見守っていた。

　彼女が歌っている歌は昔、魔物の襲撃で両親と里の仲間たちを失い、冒険者たちに保護されたイフェリーナを元気づけるために、まだ幼かったレティシアが教えたものだ。

　イフェリーナはあの頃より少し大きくなった今でも、この歌をよく歌っている。街の市に露店を出しに行った時など、隣近所の彼女よりもまだ小さな子どもたちによく歌ってあげていた。

　人目につかない森の中なので、いつもはゆったりとした服の下に隠している背中の翼を服から出してぱたぱたとさせながら、上機嫌に歌いながら歩くイフェリーナに、昔ウィンと一緒に歩いていた幼い日のレティシアの姿が重なる。

（レティちゃんも歌が上手だったけど、リーナのほうが上手いわ）

　ローラは初めて会った頃の幼いレティシアとイフェリーナを比べてしまい、ついついイフェリーナのほうが才能があると思ってしまうのは、親馬鹿なのかなと苦笑した。

「どうしたの？　お母さん」

「何でもないわ。さあ、この辺りでいいかしら」

「うん」

　雨後に芽吹いた草を選より分わけていく。

　イフェリーナも森の中での採集作業は、何度もローラの手伝いをしていたため慣れたものだった。枯れ木の根元に生えた茸きのこを探し出し、薬となる草などをむしり取っていく。

「あまり遠くに行っちゃダメよ」

「はーい、大丈夫だよ」

　歌いながら茂みをかき分けている娘に背を向けて、ローラも山菜を採り始めた。

　二人が入り込んでいるこの場所は、それほど人里から離れていないが、それでも安全という訳ではない。

　野生の獣も存在するし、希まれにではあるが魔物だっている。

　イフェリーナの本当の両親も、魔物に殺されている。騎士団による大規模な魔物討伐作戦や、冒険者たちによる討伐なども度々行われているが、それでも魔物による被害はなくならない。

　それに魔物以上に恐ろしいのが、毒を持った蛇や昆虫だ。気づかれないうちに刺されたり、嚙まれたりする。

　そのため、

「お、お母さん！」

　イフェリーナの悲鳴のような叫び声を聞いた時、ローラの心臓はドキリと跳ね上がった。

「リーナ!?」

　立ち上がると娘の名前を呼びながら、先ほどまで歌声が聞こえていた方向に目を向ける。少し移動すると、白い翼の生えたイフェリーナの小さな背中が、茂みの向こうに見えた。

「リーナ！」

　叫んでローラが慌てて駆け寄ると、イフェリーナはローラを振り返った。

　イフェリーナはびっくりしたような表情を浮かべていた。特に泣いたりもしていない娘を見て、ローラは全身から力が抜けるような思いをした。

「お母さん、あそこ」

　イフェリーナがとてとてとローラに歩み寄ると、右手の袖を引っ張った。

「あそこ、誰か倒れてるよ？」

「え？」

　驚いてイフェリーナが指差すほうへと目を向けると、茂みの陰から人の手が見えた。

「大変」

　慌ててローラは茂みへと駆け寄って覗き込み──倒れている男に声を掛け、身体へ手を伸ばしたところで息を吞み込んだ。

「……お母さん。その人、死んでるの？」

　ローラの腰に手を回し、恐る恐る背後から覗き込んでいるイフェリーナが聞いてくる。

　その時、わずかに男が呻うめき声ごえを上げた。

「生きてる！」

　興奮したように叫んだイフェリーナに頷き、

「大丈夫ですか？」

　声をかけながらローラは男の上半身を抱え上げようとしたその時、ぬるっとした感触を覚えた。

「大変、大怪我をしてるわ！」

　仰向けになって倒れていたため、背中に裂傷を負っていることに気づかなかったのだ。

　よく見ると左腕も赤黒く腫れて膨れ上がり、不自然に変形している。骨折しているようだった。背中の傷口からはまだ血がジュクジュクと流れ出ている。

「早く止血しないと！」

　採集用に持っていたナイフで男のシャツを切り背中の傷を露出させると、持って来ていた鞄の中から取り出した水筒の水でひとまず傷口を洗い流す。

　水が傷口にしみて男が呻いたが、構わずに洗っていく。

「リーナ、上着を脱いでちょうだい」

　手巾ハンカチを折り畳んで傷口に押し当てると、肌着姿となったリーナから受け取った貫頭衣で縛る。それから骨折している左腕に添え木をあてると、縛り付けた。

「ハアハアハア……」

　無我夢中で応急処置を施し終えると、ローラは地面にへたり込んだ。

「お母さん。大丈夫？」

　息を切らしている母親を心配したイフェリーナが顔を覗き込んできたので、安心させるように微笑む。

　それから、男へと目を向けて、

「この人……エルフだわ」

　ローラはようやく、倒れていた男が人間ではなく、森の民エルフだったことに気づいた。

　怪我の処置に必死になるあまり、特徴的な耳に気づかなかったのだ。

（これからどうしよう……）

　服を切り裂いて脱がせたことで露あらわになったエルフの男の身体は、痩身だが筋肉質でとても女一人と少女一人の力では人里まで運べそうにない。しかし、このままここに寝かせておくわけにはいかない。とりあえずの応急処置は施したものの、早さつ急きゆうに医者に診てもらう必要がある。

　イフェリーナの翼と魔法を知られてしまうことになるが、家に彼を連れて帰るしかないだろう。

「リーナ、魔法は使える？」

「やってみる」

　イフェリーナは翼を一度だけはためかせると、眉間に皺を寄せて集中した。

　成人した翼人種は大気を自在に操り、時には天候すらも支配する。

　鳥が空を飛ぶことが当たり前のように、イフェリーナもまた呪文の詠唱を必要とすることなく大気を操ることができた。

　ふわりと風がイフェリーナを包み込み、続いて倒れていた男を周囲の枯れ葉ごと巻き上げるようにして宙へと浮かばせた。

「ありがとう、リーナ。お家まで運べそう？」

「ゆっくりでいいなら、多分大丈夫だと思う」

　ローラはイフェリーナの魔法が維持できる程度に急ぎつつ、家へと急いだ。
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　シムルグ騎士学校では、高位貴族の女子のみが入ることを許される寮がある。

　元は客人が宿泊するための施設として使用されていたその寮の内装は、他の寮と比較して一部屋一部屋が広く、天井も高く作られていて、柱の一本一本に精緻な細工が施され、廊下には季節の花が活けられていた。

　現在、この女子寮に住まう高位貴族の娘は四名。そのうちの二名は他国からの留学生であり、もう一名は侯爵家の令嬢。

　そしてもう一人が、公爵家令嬢にして高名なる勇者、レティシア。

「うん。これで良し！」

　大きな姿見の前で、レティシアはくるくると回りながら前と後ろ姿を確認して頷いた。

　純白に青の縁取りがあり、金糸で装飾が施された、まるで貴族の着る礼装のような従士隊の儀礼服。実用性は皆無で、ヘタな者が身に着ければ、まず間違いなく浮いてしまうその服装も、容姿端麗でスラリとした体形のレティシアが身に着ければ、凜とした雰囲気が漂う。

　実のところ、いつものように夜明け前に起きだしたレティシアは、もう何度もこうして鏡の前で儀礼服姿をながめていた。

　別段、どこかが気になっているわけではないのだが、何となくこうして姿見の前に立ってしまう。

　レティシアは少し気分が浮ついているのを自覚していた。

　勇者として旅をしている最中は、自身の姿格好には無頓着で、実用性を重視した服を身に着けていたものだが、ウィンとの再会を果たした後はおしゃれにも気を遣うようになった。

「まあ、本当に美しいですわ。レティシア様」

「本当に、よくお似合いでございますよ」

「……ありがとう」

　ため息を吐くようにレティシアの美しさを讃たたえたのは、数日前からレティシアに付くことになった二名の侍女だ。その二人の賛辞に対してレティシアの返事が渋いものとなったのは、彼女が侍女たちの存在を歓迎していないからだった。

　元々、レティシアは侍女を付けずに寮でひとり暮らしを送っていたのだが、つい先日、実家へと戻った際に姉であるステイシアによって付けられる事になったのだ。




　帝都シムルグの北西区域。

　帝都に滞在している貴族たちの別邸が建ち並ぶ一角に、メイヴィス公爵邸が存在する。公爵という爵位に相応しく、周囲に建ち並ぶ屋敷に比べてもかなり大きな屋敷だ。

　普段寝泊まりしている騎士学校の寮から、メイヴィス公爵邸へと帰ってきたレティシアは、門前から少し離れた場所で立ち止まった。

　いつ帰ってきても、この家の敷地に入るのは躊躇する。

　少し離れているとはいえ、門前でいつまでも立ち止まっていたからか、不審に思ったメイヴィス家に仕えている騎士が二名、近づいてきた。

　帝都の北西区画は貴族街。道路は石畳で舗装され、道脇には花壇が造られ、街路樹が植えられている。

　一般市民には入り難い区画。

　その中でも、皇位継承権すら有するメイヴィス公爵邸に、徒歩で近づくものは滅多にいない。使用人であれば、専用の通用門から出入りするし、公爵家を訪問するような客人であれば、豪華絢爛に飾り立てられた馬車で訪れる。

　レティシアの事を怪しんだのも仕方がない。

「ご苦労様です」

　近づいてきた騎士に、レティシアが声を掛けた。

　途端に彼女がこの屋敷の末姫であることに気づいた騎士たちは、さっと顔を強ばらせて一礼した。

　そして門を開けるように合図を送る。

　鉄製の重厚な門が左右に開き、門番の詰所から五名の騎士たちが出てくると、敬礼した。

　門を潜り中へと進む。

　玄関へと続く広い通路を進んで行くと、幾人もの使用人とすれ違った。

　レティシアはすれ違う度に使用人たちを労ねぎらう言葉を掛けるものの、彼らはみな一様に目を伏せて礼をするだけである。

　態度だけは丁寧に。

　しかし、決してレティシアと目を合わせないように。

　過去に、レティシアに対して取った態度を思い出しているのかもしれない。

　失敗を怖がるようになり、勉強に魔法にと、集中できなくなってしまった幼いレティシアを、家庭教師は毎日のように怒鳴りつけた。主である公爵夫婦は彼女にまるで期待を掛けなくなった。

　そうした主の態度は使用人にも伝わってしまう。

　いつしか屋敷中の人々から、レティシアは空気のような扱いを受けるようになっていた。レティシアがウィンの元へ通うため、早朝に屋敷を脱け出すようになっても、鼻はな摘つまみ者ものの末姫の奇行としか思っていなかった。

　ところが、その鼻摘み者のレティシアが、『勇者』として神託を受け魔王を倒し、地上に並ぶ者なき存在となった。

　使用人たちは恐怖を覚えることになった。

　かつて自分たちが取った態度を思い出して。

　それ相応の報いを受けるかもしれない。

　そしてもし、本気でレティシアが復讐を望むことがあれば、誰もそれを阻はばむことはできない。

　父親である公爵はもちろん、帝国であろうとも──。

　実際のところ、レティシアには彼らに対して報復といった考えは一切ない。

　心に深い傷を負ったことは確かだが、ウィンという彼女にとってかけがえのない存在と出会ったことで、それらは取るに足らないこととなった。

　もちろん、過去のレティシアへの扱いについて、彼女自身思うことがないわけでもないので、屋敷へと帰ってきた時には、彼女が不在だった四年間の間に雇われた新しい侍女に世話を頼んでいた。

　家の玄関を入ると連絡を受けたのだろう、レティシア付きの侍女が出迎えてくれた。

「お帰りなさいませ」

　その侍女の挨拶が、この屋敷に帰ってきたレティシアに初めて掛けられた言葉だった。

　レティシアは少し苦笑すると、侍女に労いの言葉を掛けて自室へと向かう。彼女の部屋は、大きな寝台に机と椅子、小物入れが一つあるだけの簡素な空間だった。ただ、机の上には花瓶が一つ置かれ、季節の花が活けられていた。清掃も行き届き、寝台のシーツも、いつこの部屋の主が帰って来てもいいように、皺一つなく丁寧に整えられていた。

　レティシアの背後に控えている侍女が、毎日のように管理してくれているのだろう。滅多に寄り付かない、主のために。

　レティシアは少しだけ彼女に対して、悪いことをしたなと思った。

「お父様は？」

「旦那様は奥様とご一緒に、陛下よりお招きを受けて皇宮へと参さん内だいされております。現在、このお屋敷にいらっしゃるのは、ステイシア様だけでございます」

「そう……姉上だけね」

　レティシアは顔を僅かに曇らせると、ほうっと息を吐いた。

　家族とはいえ、できれば顔を合わせたくはない。長姉には良い思い出がない。

　父と母は皇帝アレクセイの趣味である絵画を見せられに行っているのだろう。

　レティシアと一つ違いの次姉フェレシアは、エメルディアに留学中。兄のレイルズは騎士学校を卒業後、中央騎士団に配属されて、今は何処かに駐ちゆう屯とんしているはずだ。

　大貴族の嫡ちやく男なんらしく、簡単な野盗の討伐任務か魔物の討伐任務で功績を積むためだ。功績を上げて帝都に戻れば近衛騎士団に配属され、任期終了後には公爵位を継ぐことになるのだろう。

　そして長姉、ステイシアは──。

「あら、帰っていたの？　レティシア」

「ステイシア姉様……」

　気乗りはしないがステイシアの部屋に挨拶に行かねばと廊下へ出たところで、当人と出くわした。

「本当に久しぶりね。元気そうで私も嬉しいわ」

「はい、ステイシア姉様も。ただいま、挨拶に伺おうとしていたところでした」

「そう」

　言葉では末妹との再会を喜ぶステイシアだが、その口調はどこか余よ所そ余よ所そしい。

　レティシアとステイシアが会話を交わすのは、レティシアが勇者として帝都に凱がい旋せんしてから、これが初めてのことになる。

　帝都の華やかな雰囲気を好むステイシアは、レティシアの凱旋後もメイヴィス公爵領都であるメールへ帰ったことは一度もなく、シムルグに滞在していたはずだが、一度たりとも顔を合わせることはなかった。

　もっとも、レティシア自身が家に寄り付こうとしなかったことにも原因はある。ただ、二人共に招待された夜会でも、顔を合わせることを互いが避けていた。

　レティシアはこの長姉が苦手だったし、ステイシアは昔から末妹の事を無視していたからだ。

　次姉のフェレシアとは、まだ姉妹の交流が少しあったものの、兄と長姉の二人がレティシアへ何がしかの興味を示したことはこれまでほとんど無かった。

　だからレティシアが凱旋した時に、兄のレイルズが彼女へ親しみを見せつつ話しかけてきた時には、彼女は戸惑いを覚えたものだ。

　しかし、避けていたとはいえ、同じ家にいる以上挨拶はしておくべきだろう。

　そう考えて、姉の部屋を訪ねるつもりだった。

　それがレイルズ以上に末妹に対して興味を示さなかったステイシアと、部屋を出たところで出くわしたとはいえ、彼女から話しかけてきたのでレティシアは驚きを覚えた。

　しかし、レティシアとしてはステイシアと話したいことなど何もない。

　挨拶も済ませたことだし、「それでは失礼します」と、さっさと部屋へ戻ろうとしたのだが──。

「そういえば、あなたには教えていなかったわね。今度私、ノイマン皇子殿下と結婚することになったの」

「それは……おめでとうございます」

「ありがとう。皇族であらせられるノイマン様とのご縁ができたことは私にとっても、メイヴィスの家にとっても光栄なこと。お父様もお母様も大変喜んでいらっしゃって、盛大な婚約披露宴を開いてくださるそうよ。その日にはレイルズ兄様も帰るようにと手紙を送ったらしいわ」

　ステイシアは冷たく醒めた微笑みを浮かべると、レティシアを見つめた。

「そういえばレティシアは、皇太子殿下とともにリヨンに向かうのでしたわね。そうすると、私とノイマン様の婚約披露宴への出席は難しいのかしら」

「申し訳ございません、姉上。リヨン王国の王太子であるラウル殿下とは、共に旅をした仲間ですので、アルフレッド様より同行をお願いされているのです」

「いいのよ、レティシア。大事なお務めですもの。そういうことでしたら仕方がありませんわ──ところで、あなた。リヨンへ赴く際に同行させる従者はもう決めているの？」

「いえ、あいにくと。ですが、私は一人でも十分ですし……」

「まあ！」

　ステイシアはレティシアの返事に驚いたように目を丸くした。

「末姫とはいえ、このメイヴィス公爵家の娘ともあろう者が、従者の一人も連れずに外国へ行くなんて考えられません。とはいえ、あなたに付いている侍女は一人だけでしたわね」

　ステイシアは少し思案するような素振りを見せると、すぐに口元に微笑を浮かべた。

「そうね、私の侍女を貸しましょう。それで少しは格好が付くでしょう」

「いえ、姉上。私は……」

　しかし、レティシアの反論を遮るようにステイシアが手を振ると、彼女の背後から二名の侍女がスッと前に歩み出る。

「この者たちは私が最も信頼している者たちです。この娘たちをあなたに付けますわ。二人共、私がメールから帝都に旅して来た時にも同行した経験があるから、旅の間のあなたの世話もしてくれるでしょう。よろしいですわね？」




　せっかく盛り上がっていた気分に水を差されてしまった。

　侍女たちの言葉で、ステイシアとの事を思い出したレティシアは、気を取り直すために、机の上に置かれてあった小さな宝石箱から銀のネックレスを取り出すと、両手ですくい上げるようにして見つめた。

　細い鎖の先には、小さな、小さなアクアマリンの指輪。子供用に細工が施されている指輪だ。

　レティシアが旅立つ前にウィンから贈られた大切な宝物だ。

「レティシア様。胸元をお飾りになられるのでしたら、こちらのネックレスなどいかがでしょう？」

　侍女が差し出してきたのは、精緻な装飾の施されている金剛石のネックレス。装飾自体に派手さは無いが、それでレティシアの胸元を彩れば、彼女の魅力を見事に惹き立てるだろう。

「おそれながら、そちらの品はレティシア様の格式にはとても相応しい物ではないかと」

　石自体も小粒で決して高価な品物ではない。

　公爵家第三公女が身に着けるに相応しいとは思えず、裕福な平民ですら身に着けないかもしれない。そう少し渋い表情で苦言を呈する侍女に、しかしレティシアは首を振って微笑む。

「いいのです。これは着飾ることを目的とした物ではありませんから。この指輪は私に力と勇気を与えてくれた、とても思い入れのある品なのです。それにいまさらこの私の評価が、身に着けている品物一つで変わることは無いと思いますよ」

「……そういうことでしたら」

　侍女は一礼して引き下がる。

　何か魔力の込められた魔道具とでも思ったのかもしれない。

　侍女のアクアマリンに向けられた視線が、どこか値踏みをするようなものになっていて、レティシアはクスリと笑った。

　確かに魔法が込められているのかもしれない。

　レティシアにだけしか効果の無い魔法だが──。

　貧しい孤児みなしごだったウィンが、騎士学校に入るために文字通り身を粉こにして働いて貯めた金の中から、無理をしてレティシアに贈ってくれたものだ。

　この小さな石がレティシアに与えてくれた力は、とてつもなく大きなものだった。

「おーい」

　扉が叩かれて外から声が掛けられた。

「支度できた？　みんな待ってるぞ」

「はーい」

「なんと無礼な」と、憤る侍女たちを制しつつ、レティシアはいそいそと扉へ向かう。

　侍女たちはまだ彼女の側に仕えて間もないので知らなくても仕方がない。レティシアは自らの手で部屋の戸を開けると、声の主、ウィンを迎え入れる。

「おはよう、お兄ちゃん。私も準備できたよ」

「おはよう、レティ」

　レティシアは部屋の戸の前に立つウィンを眩しげに見つめた。

「うん。よく似合ってるよ、お兄ちゃん」

「そうかな？　従士の制服にも増して、なんだか服に着られてる感じが凄くするんだけど？」

　ウィンの姿は、純白に青の縁取りと金糸の装飾が施された、まるで貴族が着る礼服のような装いだった。純白は高貴な色とされ、帝国内では基本的に皇族にしか身につけることが許されていない。しかし今回、アルフレッドは従士隊の制服と同様、儀礼服においても純白を使用することを許可した。皇女の傍に仕えるものとして、純白が最も相応しいだろうという考えからだ。

　赤の儀礼服の近衛騎士団、黒の儀礼服の宮廷騎士団、青い儀礼服の中央騎士団。

　そしてウィンが身に着けたコーネリア従士隊の白い儀礼服。レティシアもまた同じ儀礼服を着ている。

「うーん、レティが着たほうが同じ儀礼服でも似合ってるな」

「うふふ、ありがとう。でも、お兄ちゃんで似合わないって言ってたら、隊長さんはどうするの？」

「そうだよね」

　レティシアが笑いながら言うと、ウィンも噴き出す。

　ぽっこりとお腹が突き出したロイズの姿が思い浮かぶ。汗っかきの彼が、窮屈そうな儀礼服に身を包み、息切れをしている姿が鮮明に。

　アルフレッドはロイズ小隊をそのままコーネリアの従士隊に昇格させた。指揮官はそのままロイズ。階級は百騎長待遇だ。

　貴族たちの中からは反対の声も多く上がったが、アルフレッドは押し切った。

　実際に従士隊を付けられるコーネリアが賛同の意を示したこと、彼女が騎士候補生としてロイズ小隊のもとで研修をしていた実績が、反対の声を抑える理由となった。未婚の皇女に子息を近づけたかった貴族たちも黙らざるを得なかった。

　ちなみにレティシアが従士隊と同じデザインの服を身に着けているのは、彼女が望んだためだ。従士隊の徽き章しようこそつけていないものの、それ以外は同じように作られている。

「リヨン王国、剣聖ラウル様の国か。遊興や観光が目的じゃないけど初めての長旅だから、ちょっと楽しみだな」

「抜け出せる時間があるといいね」

　本当に楽しみなのだろう。明るい表情のウィンにそう言いながらレティシアも微笑む。

　レティシアも旅立ちがこんなに楽しみだったことは、魔王討伐を終えて帝都へ戻る日の朝以来だ。

　レティシアの住む女子寮から外に出ると、ウィンたちと同じ儀礼服に身を包んだコーネリア、ロック、ウェッジ、リーノの四人が待っていた。

　彼らと同じ、何よりもウィンと同じ服を着ることができたのが嬉しい。

　アルフレッドの話では、旅の道中にもいろいろと厄介事が待ち受けているようだが、それでも楽しい旅になるといいな、と心の中でレティシアは願った。




　午前九時の鐘が鳴らされる頃。

　商店であれば既に忙しさに追われ、職人であれば現場で汗にまみれている時間帯だ。

　だが、今日は皇宮の城門前から帝都正門前までの大通りの両側は、大勢の人で賑わっていた。

　彼らの目的はもちろん、これからリヨン王国へ親善訪問に向かうアルフレッド皇太子と、それ以上に勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスを一目見ること。滅多に見ることができない自分たちの国の皇太子と高名な勇者の姿を見るために、わざわざ仕事を休む者、店を閉める者もいた。

　通りのあちこちに警備の騎士たちが立ち、人々を整理しようと大声を張り上げている。そしてそんな彼らの声をも打ち消すように、この機会に儲けを出してやろうという商魂逞しい商人たちは、露店を広げて客の呼び込みを行っていた。

　帝国で最も大きな祭りである建国祭にも劣らない賑わいだ。

　それもそのはず。帝国討伐以後、勇者メイヴィスが民衆の前に姿を現したのは、ザウナス将軍によるクーデターを鎮圧した時の一度きり。

　それ以来の登場なのだ。

「だから、少しは民に手を振ってあげて欲しいかな」

「殿下、面白がっていませんか？」

「まさか」

「こうして注目を浴びるのが嫌で、私は殿下の御料馬車に同席するのを一度はお断りしたのですよ？」

「皇室と勇者殿の関係が良いことを内外にアピールするのは、レティシア殿にも悪いことじゃないよ。多少なりとも他国からの無用な干渉を防ぐことができる」

　レティシアは、アルフレッドの御料馬車に同乗していた。

　通常、御料馬車は箱馬車、もしくは御み簾すなどで中に乗る貴人が見えないように作られている。弓矢や魔法による暗殺を防ぐためだ。

　しかし、この御料馬車は、華美な装飾が施された台車の上に、背もたれ付きの座椅子を取り付けたようなものだ。帝国の臣民にアルフレッドとレティシアの姿がよく見えるような作りになっているのだ。

　あまりにも無防備すぎるのではないかと、この御料馬車を使用すると決めた際に反対の意見が出たのは当然であろう。だが、その意見を抑え込んだのは他でもないアルフレッドだった。

「私とともに勇者メイヴィス殿が同乗されるのだ。これ以上、安全な場所がほかにあるかい？」

　もちろん、周囲の弓矢で狙撃が出来そうな場所には徹底的に騎士たちが配備され、行列が進む道中は幾人もの腕利きの宮廷魔導師たちが《魔力探知》の魔法で精査していた。

　そのうえで万が一にでも、この警戒網を突破した暗殺者がいたとしても、最後は人類最強、いや『神に限りなく近づきし者』がいる。

　その『神に限りなく近づきし者』であるレティシアは、先程から大勢の注目を浴びて固い表情を浮かべていた。

　それでもアルフレッドに促されて、ようやく民衆に笑顔を向け手を振って見せた。

　その瞬間──どうっと民衆の歓声で大気が震えた。

「さすがに勇者様の人気は凄いな。僕一人じゃここまではならないね」

「そうでしょうか？」

「確かに民たちが僕の顔を見る機会はそうそうないだろうけど、それでも僕や陛下は、新年祭や建国祭で顔を見せることはあるからね。前の方の列に並ぶことができれば、見られないこともない。ところが君ときたら、帝都に凱旋して以後、公の場に出てきたのは数える程しか無い。それも民衆の前にともなれば、クーデターを止めた時以来だ。民たちがこれだけ盛り上がるのもわかるよ」

　アルフレッドは隣に座るレティシアと同様、手を振りながら、後半は少し非難するような口調で言った。

「実際に君の姿を見て、その美しさを讃えている声も大きいね。たくさんの画家によって君の絵姿は国内外に広まりつつあるけど、実物の美しさを描ききるのは無理だと思う。勇と美を兼ね備えた勇者メイヴィス。それに僕も、ドレス姿の君はまた格段に美しいと思う」

「それはどうも」

　レティシアの返事は素っ気ない。

　アルフレッドは苦笑する。

　大抵の貴族の娘であれば、彼にここまで言われれば頰を染めて喜ぶものだが、レティシアにはまるで喜ぶ様子も見られなかった。

「あれが勇者様か。噂に聞く以上の美しさだ」

「アルフレッド殿下と仲がおよろしいのかしら？　お二人で親密そうにお話しされているわ」

「陛下は殿下の妃にと、望んでおられると聞くが……」

「お二人が結ばれれば、帝国の繁栄は約束されたようなものだ」

　群衆の間から聞こえてくるそうした噂話は徐々に広まって行き、やがて──。

「お二人の未来に祝福を！」

「帝国万歳！」

　大歓声が上がった。

「まさか……扇動者などを」

　レティシアは隣に座るアルフレッドの横顔を半はん眼がんで見た。この皇太子であればやりかねない。

　アルフレッドはレティシアに笑みを返しただけだった。

　貴公子然としたアルフレッドと、美しいレティシアが並んで手を振る姿は、とても絵になって見える。

　その様子を見て更に沸く民衆。

　御料馬車を中心とした行列は、帝都の大通りをゆっくりと進んでいく。やがて帝都シムルグ正門前広場へと到着した。

　この正門前広場は、朝には自由市が開かれ、市が終わった後には旅の商人たちが露店を広げている巨大な広場。

　しかし、今日は商人と買い物客の代わりに、騎士たちが人の流れを制限し、たくさんの花や帝国の国旗と貴族たちの紋章が入った旗が翻っていた。そして正門の左右には、大きな幕が張られ、背もたれのある高級そうな装飾が施された椅子が並び、帝国の貴族や重鎮たちが起立して待っていた。

　行列はその幕の中に並んでいる彼らの前まで進むと一度停止した。

　向かって左側の上座には、爵位の高い貴族たちが並び、右側に騎士団、魔導師団の幹部、そして神殿の神官たちが並んでいる。その上座である左側の人々の中から二人の人物が、アルフレッド、そしてレティシアの乗る御料馬車の前へと進み出てきた。

　帝国第一皇女コーネリア・ラウ・ルート・レムルシル。そしてもう一人はノイマン・エルツ・ルート・レムルシル。

　皇位継承権第位二位と第三位の二人だ。

　慣例に則のつとった、帝都正門前での皇族代表者による見送りだ。

「私が留守中、陛下をよく補佐しこの国のことを頼む」

「は。国のことはお任せください。兄上も、長い旅の道中は何が起こるか知れませぬ。くれぐれも身辺にはお気をつけくださるよう」

「道中の無事をお祈りいたします」

　頭を下げて表情の窺えないノイマン、そして旅の無事を祈る妹にアルフレッドはうなずきを返す。

　続いて、大臣、騎士団、魔導師団の幹部それぞれが挨拶をし、最後に帝国の大神官と神官団による旅の無事を祈る祝福の祝詞のりとが捧げられると、一行は帝都シムルグの正門を潜ったのだった。
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（何やら、人の声と犬の鳴き声がする）

　リーズベルトがゆっくりと目を覚ますと、目に飛び込んできたものは木造小屋のさほど高くない天井と、犬にのし掛かられている女の子の姿。

　先程から聞こえてきていた人の声は、彼女のもののようだ。

　他にパチパチという薪が爆はぜる音と、囲い炉ろ裏りの鉄鍋から聞こえるクツクツという音。

　起き上がろうとして、背中を走った痛みに顔を顰しかめる。

　いや、背中だけではない。足からも腕からも、全身痛みを感じないところが存在しないようだった。

　その時に漏らした呻き声に気づき、女の子がリーズベルトへと顔を向ける。

　エルフから見ても恐ろしいほどに整った顔立ち。

　白銀の髪に赤い宝玉を思わせる瞳。

（ん？　この特徴、どこかで……）

　ハッキリしない頭で考えているリーズベルトを尻目に女の子は立ち上がると、

「お母さん！」

　走って家の外へと出て行った。エルフ語ではない人間の言葉だ。

（ここは人の里か……そうか、俺は……生き延びたのか）

　この傷を負った時の事を思い出す。

　燕えん尾び服ふくに身を包んだ白髪混じりの初老の男。

　不気味な赤光を明滅させている巨大な魔法陣。

　そして赤黒い光を纏った骸骨。

　内部から弾け散るという凄惨な死に方をしていった仲間たちの姿。

　里は燃え落ち、彼らが守るべき大切な世界樹の若木は、濃密な瘴しよう気きによって枯死した。あの辺り一帯は、精霊力の枯渇した土地──忌まわしき魔疎の地となるだろう。

（ぐ……一刻も早くこのことを本国に報せないと……）

　しかし、その思いとは裏腹に彼の身体は動いてはくれず、リーズベルトは耐え難い痛みにのたうち回る羽目になってしまった。

『動いちゃダメですよ！』

　エルフ語。

　リーズベルトたちが話すエルフ語よりも、随分と訛なまりの強いものだったが、間違いなくエルフ語だった。

　痛みに閉じていた目を開くと、一人の娘が彼の身体を支えていた。

『お医者様に診てはいただきましたが、無理をしたらまた傷口が開いてしまいます』

『あ、ああ……すまない』

　娘の手を借りて、再び寝床へと戻り、楽な姿勢を取る。

『熱は大分下がったようですね……』

　リーズベルトの額に手を伸ばした娘はそう言って立ち上がると、囲炉裏のある部屋から土間へと行き、陶器の杯を手に戻ってきた。

『お水は飲めそうですか？』

　水！

　その途端、リーズベルトは抗い難い程の喉の渇きを覚えた。

　娘が身体を支えて上半身だけ起こしてくれる。

　左腕は骨折し、右腕もひどい裂傷を負っていたため、娘が口元まで陶器の杯を持って来てくれた。

『ゆっくりと飲んでくださいね。一息に飲むと身体がびっくりしちゃいますから』

　美味い。

　水が乾ききった身体に染み渡っていくかのようだ。

　ゆっくりと飲み干して一息つく。

　それから、再び娘の手で床に寝かされたところで、リーズベルトは気がついた。

『ん？　君はあの時の……確か、セリと言ったか？』

『はい』

　エルフの父親と人間の母親を持つハーフエルフの娘──セリは、小さく微笑んだ。

『水をありがとう。そしてすまない……あの時、私たちは君をあんなに酷い目に遭わせてしまったというのに』

『いいえ、過ぎたことです。それにあなたを助けたのは私ではありません』

　その時、先程外へと出て行った女の子が一人の人間の女性を連れて戻ってきた。

「セリさん、エルフの方がお気づきになったとか」

「ええ。熱も大分下がっているようですし、もう一晩も眠れば食事も大丈夫ではないかと」

『セリ殿、こちらのご婦人は？』

『ローラさんとその娘さんのイフェリーナさん。森で倒れていたあなたを、自分たちの住む家へ連れて帰って治療してくださったのは、このお二人ですよ』

『そうか』

　重傷を負ったリーズベルトを家へ連れて帰ったローラたちは、すぐに帝都から医者を呼んできて治療してもらった。そして傷からくる高熱によってうなされるリーズベルトを、ずっと看病してくれていたのだという。

『そうか。それは世話になった』

　話を聞いたリーズベルトは礼を言おうとして、自分がセリにすら名乗っていないことを思い出した。再び上体を起こすのをセリに手伝ってもらうと、セリの顔を見て言った。
















『助けてもらったというのに、名前すらも名乗らずに大変失礼した。私の名前はリーズベルトと言う。どうやら私を助けてくださった恩人のお二人には、エルフの言葉が通じないようだ。申し訳ないが、君の口から私のありがとうございますという感謝の言葉を伝えてはもらえないだろうか』

　セリは頷くと、ローラとイフェリーナに彼の言葉をそのまま伝えた。

　イフェリーナがにっこりと笑い、ローラは「困った時はお互い様ですよ」と彼の御礼の言葉を受け入れてくれた。

『それで、私はどのくらい眠っていたのだろうか？』

『およそ……三日というところでしょうか』

『……三日？　三日も俺は眠っていたのか！』

『どうかされたのですか？』

『クソ！　こうしてはいられない。早く本国に報せないと！』

『ダメです！　傷口が開きます！』

　痛みを訴える右手で身体を支えて無理にでも立ち上がろうとするが、ローラとセリの二人がかりとはいえ、あっさりとリーズベルトは押さえこまれてしまった。

　それでもどうにか二人を押しのけようともがきながら、悔しげに声を漏らす。

『こうしている間にも……魔族が！　一刻も早く姫様にお伝えしないと…‥…』

『姫様？』

『お前たちの間では大賢者様で名が通っておられる方だ』

『大賢者様？　あの、それなら……』

『大賢者』と聞いた途端、セリのリーズベルトを押さえ込む力が弱まった。その変化があまりにも急だったために、リーズベルトは前につんのめって骨折している左腕を床に打ち付けてしまった。

『────────っ！』

　声にならない悲鳴。

　脂汗がだらだらと流れ落ちる。顔は土気色になり、しばしの間、リーズベルトは歯を食いしばって痛みと闘わねばならなかった。

「ほら、まだ動くのは無理ですよ。熱も下がってきたとはいえ、まだあるのですから、安静にしてください」

　言葉は分からなかったが、ローラが何を言っているのかは大体理解できた。

　悔しいが少しの衝撃でこれほどの痛みを覚えては、報告しようにも半日と持たずに行き倒れてしまうだろう。そもそも焦って動いたところで、今の彼には本国へ情報を報せる手段も無いことに気が付いた。

　寝床に戻ったリーズベルトは無力感に打ちのめされる。

（里のみんなが死んで、俺だけが生き延びたというのに……）

『あの……』

　そんな彼にセリがおずおずと話しかけた。

『大賢者様ってティアラ様のことですよね？』

「ティアラ」というエルフにとっての王族、ハイエルフの姫の名前を聞きリーズベルトは顔を上げた。

『私、レティシア様に相談してみましょうか？』

　リーズベルトは目を見開いた。

『そ、そうか！　確かに勇者様──そうだ、それよりも君にお願いしたいことがある。ケルヴィンという男を知っているだろう？　君が囚われていた時に私たちの里へやってきた騎士の一人だ』

　言われてセリはウィンたちの上官だった細い目をした優男の事を思い出す。

『あの男に何とか連絡を取ってもらえないだろうか』




　アルフレッドのリヨン王国訪問は、随分以前から予定されていたのだが、その出発は非常に急なものだった。それでも自国の皇太子、そして自国から生まれた史上最高の英雄である勇者を見るために、大勢の人々が帝都へと集まった。

　人が集まればそこに商機が生まれる。

　一時的に財布の紐が緩んだ人々を狙い、商人たちは声を張り上げる。職人たちは仕事を早めに切り上げると、そんな街の賑わいを肴さかなにして一杯を楽しんでいた。

　人が集まれば起こるのが様々なトラブルで、そこで重宝されるのが冒険者ギルドだ。シムルグ冒険者ギルド東支部は、普段よりも忙しさを増していた。

　街の衛士だけでは対応できない様々な雑務も引き受ける冒険者ギルドには、今日も多くの依頼が舞い込んでいた。しかし現在、冒険者ギルド東支部ではある大きな仕事を受注していて、古株たちはみな出払ってしまっていた。

　次々と飛び込む仕事は、残った新人、新人に毛が生えた程度の者、もしくは町の外から来た者でどうにかやりくりをしていたのだ。

　朝からギルドの受付ではずっと人の波が途切れることがなく、多くのギルド職員たちが目が回る程の忙しさだった──一人を除いて。

「ちょっと、仕事してくださいよ、先輩」

　受付カウンターに座る三人の職員。その中の一人であるポウラットは、忙しさでてんてこ舞いの同僚たちを尻目に、ただ一人暇そうに新聞を眺めていた。

　そんな彼に、横に座っている同僚の女の子から苦情が入る。

「そんなこと言ってもさあ、俺の前に誰も並んでくれないんだから、どうしようもないじゃないか」

　横から小声で言ってくる女の子に、ポウラットは新聞をめくる手を休めることなく答えた。

　事実、ポウラットの左右に座る女の子の前には、冒険者たちが並んでいるのだが、ポウラットの前には誰も並んでいなかった。

　なぜなら冒険者たちは男性比率が高く、男のポウラットよりも、若くて可愛らしい女の子の受付のほうがいい。

　しかも、このギルド東支部の受付嬢は、他の三支部よりも粒ぞろいと評判なのだ。

　冒険者とギルドの職員が結婚する例は、珍しいことではない。仕事にかこつけて、彼女たちと関わりを持ちたいという思おも惑わくもあって、ポウラットの前には誰も並んでいないのだった。

　ポウラットが女の子たちの間に挟まれていながら、彼らむくつけき男どものやっかみの対象とならないのは、彼が妻帯者だからだ。

　愛妻家であるポウラットは、仕事が終わると真っ直ぐに家に帰ってしまうため、女の子にちょっかいを出すことは無い。そのことをギルド中が知っているからだ。

「新聞を読むのだって、ギルドの重要な情報収集の一環なんだぜ？」

「どうせ怪しげな噂の類の記事ばかりじゃないですか」

「最近の新聞は社交界の噂なんかも載せたりしているからな。結構侮れないんだ。ほお……クライフドルフ侯公子とメイヴィス公の第一公女が深夜の密会か……ふむ」

「メイヴィス公爵様の第一公女といえば、ノイマン皇子様の婚約者の方でしょう？　無責任な噂ですよ。やっぱり流言飛語ばかりじゃないですか」

「バカ！　こういった情報の中に真実の種が紛れていたりするものなんだ」

「……今度ルリア先輩がギルドに顔を出したら、言いつけてやりますからね」

「さあ、仕事しようか！　何から手伝えばいいかね、後輩君！」

「まったく……あっ、良かったですね、先輩。丁度お客様ですよ」

「ん？」

　女の子に言われてポウラットが前を向いてみると、一人の娘の姿があった。

「やあ、セリちゃんじゃないか。どうしたんだい？　一人で冒険者ギルドになんて」

「こんにちは、ポウラットさん」

『渡り鳥の宿木亭』で働いているというハーフエルフの娘だ。

　ウィンやレティシアとの縁で最近知り合ったばかりのセリは、雑然としたギルドの雰囲気に少し緊張気味だった。

「何かお使いでも頼まれたのかい？」

「いえ、ウィンさんが顔を出されていないかなと思って」

「ウィン？」

「はい。ちょっとお願いしたいことがあるんです」

「ウィンか……」

　ポウラットはウィンの名前を聞くと、困ったようにため息を吐いた。それからどうしたものかとガシガシと頭をかく。

「ちょっとこっちへいいかい？」

「はい」

　ポウラットは不自由な足を引きずって、二階へと上がる階段の横の扉を開けて、ギルドの訓練場へセリを誘った。

　ギルドの訓練場は、ギルドのホールと同程度の広さ。ここでは冒険者たちが基本的な剣や、格闘術を訓練できるようになっている。普段であれば数人の冒険者たちが訓練をしているのだが、今日は人手不足から仕事に出払ってしまって誰もいない。

　ポウラットは人がいないことを確認すると、

「ええっとな、すまん。ウィンの奴は今、極秘任務ってやつで帝都にいないんだよ」




　少し時は遡さかのぼり──。

　リヨン王国親善訪問団。

　一行の構成は近衛騎士二十名、宮廷騎士六十名、歩兵兼雑ざつ役えき夫ふ二百名、文官、従者、それから非戦闘員の雑役夫が合わせて二百名。

　総勢五百名規模だった。

　親善訪問の最終目的地はもちろんリヨン王国なのだが、先頃のペテルシアが手引きしたと思われる盗賊団の被害を被こうむった南側国境付近の村や町も訪問する予定だった。

　リヨン王国はシムルグから見ると西方の国なのだが、わざわざ遠回りをすることにしたのは、ペテルシアとの緊張が高まりつつある南側国境地帯をアルフレッドが訪問することで、付近の領民、南方面騎士団の士気の高揚をはかる狙いもある。

　これは中央騎士団長ウェルト・ヴァン・クライフドルフ侯爵の発案だった。

　帝都を進発した一行は、貧民街から平原部を通り抜けると、森に差し掛かっていた。

　この先は山と密林が街道の左右に広がっている。

　街道沿いを進んでいけば、山や森の動物たちを狩り、畑で採れた作物で生計を立てているのだろう、木造の家が十棟程度の小さな村が幾つも点在していた。

　道中の滞在地はこうして森を切り開いて作られた村となる。

　宿泊が予定されている村々には、一行の先触れが走っており、家を数棟ほど借り上げ、食材の提供を求めることになっていた。

　日が傾きかけた頃合に、一行は行程通りに逗留予定の村へと到着した。

　レティシアは自身に割り当てられた馬車から降りると、ほっと息を吐いた。

　道中、馬車の馬の交換等で何度か休憩はしてきたが、ずっと座りっぱなしなのは腰に来る。

　帝都を出立する際に、式典のために皇宮でドレスへ着替えた後、そのまま侍女から華美な服を強要されていたレティシアは、狭い馬車の中からようやく解放されて、周囲に気付かれない程度に腰を伸ばしつつ、村の中を見回した。

　貴族が珍しいのか、村の幼子がポカーンとした表情で、案内される貴族たちを眺めていた。歳はまだ五つかそこらだろう。

　レティシアがにっこり笑って手を振ると、幼子は慌てたように走り去って行った。ちょっと残念に思う。

「まあ、何ていうみすぼらしい……」

「このような馬小屋にも等しい場所、殿下やレティシア様が宿泊するに相応しいとは思えませんわ。後ほど、提供したこの村の者たちに処罰を下さねば……」

「雨露が凌しのげれば十分です」

　レティシアは、ステイシアによって付けられた侍女二人が文句を言うのを一言で黙らせると、さっさと割り当てられた家の中へと入って行く。

　家はアルフレッド、レティシア、文官たちで一軒ずつ借り上げている。

　レティシアは野宿でも全然構わないのだが、帝国の皇太子を擁する一行だ。そういうわけにもいかない。

　上級貴族出身の文官たち、そして身の回りの世話をする侍従たちの態度は、レティシアの侍女たちと同じようなものだ。

　絹の服に腕を通し、綿がたっぷりと詰まった暖かいベッドで普段眠っている彼らには、藁わらの敷布団に毛皮の毛布はちょっとした衝撃だろう。

　これでも村人たちにとっては贅沢な寝床なのだ。

　公爵令嬢という身分ながら、時には洞穴で、時には集めた枯れ葉の上で、時には柔らかい草を敷き詰めた地面の上で眠った経験を持つレティシアには、彼らが周囲をはばかること無く愚痴をこぼすのを見て、村人たちに申し訳なく思っていた。

　贅沢に慣れている貴族だからしかたがないのかも知れないが、そもそも帝国の貴族階級は、たとえ文官といえども准騎士の資格を取得することが義務づけられている。シムルグ騎士学校、もしくは地方領の私立の騎士学校では、必ず野戦訓練が行われ、野宿を経験しているはずなのだが、彼らの様子を見ると、本当に訓練が行われていたのか疑わずにはいられなかった。

　夕食を侍女二人と無言で摂り終えたレティシアは、一人外に出ようと立ち上がった。

「少し外を歩いてきます」

「それでは私たちも」

「大丈夫。少し歩いてくるだけだから。それに旅はまだ始まったばかりです。休める時にはしっかりと休んでおかないと、後の行程に支障が出ます。私のことは気にせず、ゆっくりとおやすみなさい」

　そう言って、ついてこようとした侍女二人には遠慮してもらう。

　外で警備に立っている騎士に労いの言葉を掛けると、レティシアは村の中をゆっくりと歩いた。

　空はすでに暗い。

　一行が借り上げている三軒の家の周囲には警備の騎士が立ち、赤々と篝かがり火びが焚かれている。それ以外、村のほとんどの場所は闇に包まれ、間隔を空けてポツン、ポツンと家々の明かりが浮かんで見えた。

「お一人では暗くて危険です」

　村の中で警備のため巡回している騎士たちから、幾度か呼び止められ同行の申し出を受けたが、レティシアはその全てを断った。

　畑の作物を踏まないよう注意しつつ、村の出口を目指して畔あぜ道みちを進んでいく。

　村の外では警備当番外の騎士たち、従者、雑役夫たちが天幕を張って野営している。彼らも丁度夕ゆう餉げの頃合で、いくつもの炊煙が上がっていた。

　心配そうに見送る騎士たちの視線が届かなくなった事を確認すると、レティシアはすっと建物の陰に入り呪文を唱えた。

　次に明るい場所へと出てきたレティシアは、地味な服装に身を包んだ下働きの女性の姿となっていた。

《幻装》の魔法。

　ロイズ隊のリーノによく似せている。そのままレティシアは雑役夫たちが食事をしている輪の中へ入って行くと、彼らの天幕が配置されている場所、その中央に設置されている一つへと歩いて行った。

　途中、雑役夫の男が天幕に向かって歩くレティシアの行く手を遮ったが、レティシアが彼に向かって一言小さくささやくと、彼は再び仲間たちの元へと戻っていく。

「こんばんは」

《幻装》の魔法を解除しつつ天幕へと入ったレティシアを迎え入れたのは、帝都に残ったはずのコーネリアとリーノだった。




「うめえ！　マジこれ、本当にうめえぞ!?」

「声大きいよ、ロック……恥ずかしい」

「ガハハ、そうだろ！　騎士様たちと違って、俺たちは自分たちで食事の支度をしなければならんからな。こうして空の下で食べる事に関しちゃ、俺たち以上の専門家はいないってもんだぜ」

　ロックの背後で同じように食事をしていた雑役夫の男が大笑いしながら、ロックの空いた椀に鍋の中身をよそった。

「そら、たんと食えや。若いの」

「おお、ありがとうおっさん！」

　椀の中身を口の中にかき込むようにして食べ始めたロックを見て、ウィンはわずかに苦笑すると食事を再開する。

　リヨン王国親善訪問団が旅立ってすぐに、コーネリアの従士隊は皇宮へと戻ると、急ぎ旅立ちの支度を整えて帝都を進発した。

　そしてゆっくりと進んでいた一行に追いつくと、雑役夫や下働きの女の中に紛れ込んだ。

　合流は何者にも見み咎とがめられることは無かった。

　コーネリアの天幕周辺にいる雑役夫と下働きの女性たちは、アルフレッドの意を受けたウィンが、ポウラットに手配してもらった冒険者たち。それも冒険者ギルド東支部の古株たちばかりで、ウィンとも面識がある者ばかりだった。

　彼らは兵士として同行している者たちよりも腕利き揃い。

　注意深く観察すれば、夕食を摂り、酒を吞んで雑談に盛り上がりながらも、隙の無い身のこなしに気づくだろう。

　先ほど、レティシアの行く手を遮った酔っぱらいもまた冒険者の一人だ。

「ああ、食った食った」

　結局あの後、三杯もおかわりをしたロックは、膨れた腹をさすりながら食後のお茶を啜すすっていた。汁物は麦と豆、イモ類と何かの肉がぶち込まれ、塩と香草で味付けされた簡単なものだったが、味はとても良かった。

　少なくとも、以前ウィンたちがペテルシア国境付近へ遠征した際に食べた騎士団の糧食よりも美味かったのは確実だ。

　それも当然。

　輜し重ちよう部隊によって輸送される軍用の糧食は、保存が第一で、味付けのことなど二の次だ。

　帝国の騎士団は腹さえ膨れればそれで良いという考え方だった。

　対して長期の旅に出ることの多い冒険者たちは、旅の間、つかの間の癒しとして食事にこだわるものは多い。

　もちろん、長旅ゆえに持ち歩ける荷物などに限りはあるが、塩以外にも嵩張らない香草などで味付けに工夫をする。

　ほんの少しだけだが、干し果実などの甘い物や高価な砂糖菓子などを、長い旅路のささやかな楽しみとして携行する者も多い。

　冒険者として活動していたウィン、そして冒険者としての経験は無いが、前線にいた頃に傭兵との交流もあったケルヴィンはともかく、騎士団の糧食しか知らないロックとウェッジの二人には新鮮な驚きだった。

　薪がパキンと一際大きく甲高い音を立てて、火の粉が飛び散った。

　焚火を囲むのは副長のケルヴィンと、ウィン、ロック、ウェッジの男四人だった。

　隊長のロイズは一行とは別行動をとっている。そしてもう一人の隊員、リーノはコーネリアの天幕に残っていた。

　四人がいるのは雑役夫に変装している冒険者たちより少しだけ離れた場所。

　周囲の見張りは彼らの正体をある程度知らされている冒険者たちで交代で行われているため、四人が周囲に気を配る必要が無いのはありがたい。

　事情を知らない騎士や兵士たちは、身分の低い雑役夫たちが陣取るこの場所へは近寄ってこないのもおあつらえ向きだった。

　ウィンがゆらゆらと燃える炎を見つめながら干し葡萄を袋の中から一粒つまんで口の中に放り込んでいると、ロックが話しかけてきた。

「なあ、ウィン」

「うん？」

「一度聞いてみたいと思っていたんだけど、レティシア様とコーネリア様、どっちにするんだ？」

「ぶふっ！」

　口の中から吹き出た干し葡萄が焚火の中へと飛び込んだ。

「どっちって何がだよ！」

「いや、レティシア様がウィンの事を好きなのはよくわかってるとして、最近ではコーネリア様もウィンと一緒にいることが多いだろう？　ウィンはどっちが好きなんだろうと思ってさ」

　最近、コーネリアが結構な時間、ウィンのことを目で追っていることがある。

　ロックが気づくくらいなのだから、当然レティシアも気づいているようだった。ウィンとコーネリアが二人で会話している時、レティシアは微妙に落ち着きを失っているように見える。

　レティシアからしてみれば、家族よりも親しかった男の近くに魅力的な女性が現れたのだ。様子がおかしくなるのも当然のことだ。

「ああ、ウィン君とお二方の関係は私も気になりますね」

「……副長まで」

「当然です。レティシア様、コーネリア様。お二方の結婚相手は、この帝国の民にとって重大な関心ごとですからね」

　真顔で言うケルヴィン。

「コーネリア様もレティシア様も、結婚を考えても決しておかしくはない年齢ですから」

「そこでなんで俺の名前が上がってくるんですか!?」

「他に親しい異性の方がいらっしゃらないからですよ」

「お前だってもう騎士だし、それに『勇者様のお師匠様』だ。レティシア様でなく、皇女様のお相手としても不都合は無いんじゃないか？」

「それはレティがそう言ったから呼ばれているわけで、俺自身が何事かを成し遂げて手にした呼び名じゃない。レティもコーネリア様も、今の俺では幾らなんでも釣り合わないよ」

（他国から見るとそうでもなさそうですけどね……）

　食後に冒険者たちから分けてもらった酒を呷りながら、ケルヴィンは薄く笑みを浮かべる。

　レティシアだけでなく、彼女の師匠であるというウィンに価値を見出している者たちは、帝国外にこそ多い。

　実際、騎士となった彼に縁談を持ちかけようと働きかけている国は幾つもあった。

「何にしても、今の俺は任務をこなすのが精一杯で、そんなこと考えている余裕は無いよ」

　足元に積んである薪を一つ取り上げると、ウィンは乱暴に焚火の中へと突っ込んだ。

　火の粉が舞い上がり、夜空を赤く染めて昇り、消えていった。

「レティシア様にしたらお前以外の誰と結ばれたとしても、きっと不本意な結婚になるのは間違いないのに」

（ウィンが結婚を申しこめば、レティシア様は二つ返事で承諾するだろうに）

　ロックはウィンの顔を横目で見て思った。

　レティシアであれば嫁ぎ先は、どんな大国の王族、貴族でも、選より取どり見み取どりだろう。名声だけではなく、レティシアは美しさにも定評がある。

　そして最近では身体つきも大人びてきて、女性としての魅力も更に磨かれていた。メイヴィス家当主レクトールの元には、多くの見合い絵が持ち込まれているとも聞く。

　しかし、どんなに高貴な家柄で、好感の持てる人物だったとしても、レティシアが他の男性にウィン以上の好意を抱くことはないだろう。

　だが、残念ながら高位貴族の家というものは、本人たちの意思だけでどうにかなるほど甘いものではない。レティシアが意思を通すことは可能だろうが、それではウィンが納得するはずもない。

　ウィンがレティシアと共に帝国で生きていくのであれば、周囲を納得させるだけの功績が必要なのだ。

（興味本位で聞いてはみたものの、ウィンにとってもレティシア様にとっても難儀な道のりだ）

　一方、焚火を挟んで反対側に座って部下たちの様子を眺めていたケルヴィンも、ロックと同じようなことを考えつつも、自分たちの役割について思いを馳せていた。

（なるほど……今回のこの作戦に私たちが参加する理由は、ウィン君に実績を上げさせようという狙いもあるわけですね）

　顎を撫でながら直属の上司、ロイズの顔を思い浮かべる。

（コーネリア殿下に関しても、アルフレッド殿下は本気で考えていらっしゃるということか……隊長もなかなか厄介な事を）

　アルフレッドの立場に立って考えてみれば、帝国にとって最も悪い展開は、レティシアが他国へと流出してしまうこと。

　そのレティシアの動向の鍵を握っているのがウィンだというならば、帝国としては皇女を与えても構わないと考えているのだろう。

　他国であれば大国の姫が一家臣、それも一代の騎士身分程度の家に降嫁することはない。王族が許しても、貴族を含めた周囲が許さない。

　しかし、帝国は他国と違って皇族の女性の結婚には本人の意思も尊重される。幸いな事に、コーネリアはウィンに対して好ましい想いを抱いているようだ。だが、周囲からの反対の声は大きいだろう。表立って批判の声は出ないかもしれないだろうが、ウィンが周囲を黙らせるためには明確な実績も必要なのは確かだ。

（どうやら私たちに期待されている役割は……）

「いいよなあ……俺も彼女が欲しいぜ。ウェッジにだって、リーノがいるしなあ……」

「レティもコーネリアさんもそういう関係じゃ……」

「俺もリーノとはそういう関係じゃ……」

「黙れよ、横から見てるとそういうふうにしか見えないっての」

　ウィンに続いて、先程から黙って三人の話を聞いていたウェッジも反論の声を上げたが、ロックは切って捨てた。

「そう言うロックだって、街の色んな店で女の子に大人気じゃないか」

「あれは俺が大人気なわけじゃないの！　俺の後ろにあるマリーン商会という看板が大人気なの！　言わすなよ、悲しくなるから……」

「そんなことはないと思うけどな」

「そういうことなんだよ。ああ、ウィンやウェッジみたいに、俺も幼馴染で優しくて可愛い彼女が欲しい。ウィンなんてお姫様で両手に花だろうが！　どんな物語に出てくる英雄だよ！」

「英雄、色を好むと言うからな」

「お、ウェッジもなかなか言うね。クソ、隊長も確か結婚されているんだよなあ……独り者は俺と副長だけか」

「何を言っているのですか。私にも妻子がいますよ？」

「「「え!?」」」

　目を見張って、三人は常に微笑を湛たたえている優男風の彼らの副長の顔を見た。

「ちょうど君たちの年頃にはすでに結婚していました。帝都には連れてきていませんが、隊長──エルステッド伯爵の屋敷の近くに家を持っています」

「マジっすか……ってことは、独り者は俺一人ってこと？」

「いや、俺もまだ彼女がいるってわけじゃ……」

「黙れウィン！　少なくとも、お前とレティシア様が一緒にいる姿は、誰がどう見ても恋人同士なんだよ！　畜生め！」

「はいはい、ロック君。ウィン君とレティシア様のお仲が大変よろしいのは、我々帝国にとっても喜ばしいことなのですから。一部、そうお考えではない輩やからもいるようですが、ね」

　ケルヴィンの言葉の後半は、ほとんど聞き取れないほど小さなつぶやきだった。

　うつむき加減に口元を歪めて笑みを浮かべたケルヴィンの顔は、炎で照らされるとなんとも言えない迫力を醸かもし出だす。

　ゴクリとつばを吞み込む部下たちを見回すと、ケルヴィンはロックを手で差し招いた。

　立ち上がって目の前にやって来たロックに、ケルヴィンはしゃがみ込むように手振りで指示すると、彼の耳元に小声で囁く。

「さて隊で唯一、独り者かもしれないロック君」

「は、はい？」

「一つ良いことをお教えしましょう。ウィン君の傍へ配置された我々に期待されている役割は、彼が功績を上げるためのサポート役です。これは帝国の国益にとって非常に重要な役割ですよ？　そこで万が一失敗でもしたら……」

「……したら？」

「辺境に左さ遷せんされて、一生涯そこで過ごすことになるでしょう。辺境、山奥のお年寄りしかいない村で、出会いもなく一生涯独り身で……」

　ひぃっと顔色を青くするロックに薄く笑みを見せてケルヴィンは膝に付いた土埃を払いながら立ち上がった。

「さて、そろそろ女性の方たちも準備が整った頃合でしょう。コーネリア様の天幕まで戻るとしましょうか」




　男性陣四人は、周囲の冒険者たちに礼を言うと、コーネリアの天幕へ向かって歩き出した。

　決して広いとは言えない、村の入口前の細い道の両脇で、焚火を熾おこし、天幕を張って野営している。その間をすり抜けるようにして、ウィンとロックは歩きながら話していた。

「さあて、リーノが上手くやってるといいけどな」

「レティとリーノじゃ、身長差が結構あるからバレるんじゃないかな？」

　今回の作戦、リーノの役割はレティシアの影武者だった。

　リーノがその役に選ばれた理由は大きく二つあげられる。

　一つは、レティシアと接したことがある人間が極めて少ないこと。そして任務の内容から任せられる人材が他にいなかったという理由だ。

　リーノはこの任務に関してひどく抵抗を示したが、命令されたとあれば仕方が無いと、天幕を訪れたレティシアと衣服を交換し渋々着替えているはずだ。

「身長は靴を上げ底にすれば大丈夫だろう。胸だって詰め物をしていれば、レティシア様は旅装だから十分その辺はごまかせると思うぞ。ただなあ……」

「ただ、何だよ？」

　ロックは首だけで振り向くと、後ろを歩くウェッジの顔を見上げた。

「ウェッジ、怒るなよ？　リーノも世間一般的に見れば、十分可愛い顔だちをしているんだけど、さすがにレティシア様と比較したら……」

「……怒りはしない。というか、レティシア様と比較するのがかなりの無茶だからな」

「だよなあ」

「そ、そうなの？」

　ロックとウェッジは、呆れたような目でウィンを見た。

「普段から見慣れている奴はこれだから……死ね」

「ぐ……」

「こらこら、ロック君」

　ウェッジの隣を歩くケルヴィンが、苦笑混じりに言った。

「容姿に関しては旅の道中程度なら、《幻影》の付与魔法と化粧で十分に誤魔化せるでしょう。幸いな事に、レティシア様は社交界など人前へ出ることに積極的ではありません。おかげでその御姿をよく見られたことがある人は少ないですからね。問題は、ステイシア様から付けられたという侍女二人ですが、レティシア様は元々お家の方を好まれていないようですから、一人にしてくれと強く申せば、彼女たちが常に傍に控えるといったことも無いでしょうね」

「レティの家嫌いが、こんなところで役に立つのか」

「もっとも、そのためにリーノさんが面倒な役割を与えられたことは否定できませんけどね」

　ケルヴィンが苦笑して言った。

　皇族、高位貴族の家では嫡子のために影武者を育てていることはよくあることだ。

　しかし、レティシアは末姫という立場のため、そうした存在はいない。それ以上に、幼い頃の彼女は、鼻つまみ者の扱いを受けていたため、傍に仕える侍女もいなかった。

『勇者』として名声を得た後、公爵家は慌てて侍女をあてがおうとしたが、レティシアは一名だけ部屋の維持のために付けただけだった。

　この旅では半ば強引にステイシアから付けられた侍女が二人同行しているが、レティシアが一人にしてくれと言えば、無理に付こうとすることはないだろう。

　そしてこのステイシアから付けられた侍女二人だが、ロイズはただ、メイヴィス家の面目を保つためだけにレティシアに付けられたとは考えていないようだった。

　恐らくその目的は、レティシアの監視と場合によっては排除及び拘束といったところか。

　アルフレッドとロイズは、この旅路のどこかで襲撃を仕掛けてくるように仕向けさせていた。その場合、邪魔になるのはレティシアだ。

（しかし、あれをどうやって無力化するのでしょうね。おそらくは薬を使うとは思いますが……）

　リーノがレティシアの身代わりに選ばれたもう一つの理由がこれだ。

　薬くす師しの一人娘であるリーノは、家業こそ継ぎそうには無かったが、それでも食べ物の中に混入された毒物を判別することができる程度には、知識を叩きこまれている。

　レティシアの身代わり役として、その点でもうってつけの人物といえた。

（それとも、力ずくとか浅はかなことを考えてはいないでしょうね）

　レティシアと軽くとはいえ剣を交えたケルヴィンは戦ってみたいと思うものの、本気で彼女を武力で無力化できるとは思っていない。

　だが、まさかとはいえ、高位貴族たちであればそうした手段を取る可能性がある。彼らは騎士学校で剣を習得するが、前線へと出てくることは滅多にない。魔物をその目で見たことがない者も多いだろう。そんな彼らが、レティシアの姿を数回宴うたげの席で見たことがある程度で、彼女の実力を計り知ることはできないかもしれない。

　普段のレティシアは際立って美しいだけの少女なのだから。

　かつて存在した強国セイン王国は、ただ魔王がそこに顕現しただけで滅びた。

　そんな魔王を滅ぼした少女が、ただの美しいだけの存在ではないことは少し考えればわかることなのだが、実際に魔物の恐ろしさを目の当たりにしたことがない高位貴族たちには、本当に理解できていない可能性もあった。

　彼らにとって魔物との戦争は、遙か遠くであった出来事。彼らは安全な場所で日常を面白おかしく過ごしていれば、誰かがどうにかしてくれる。その程度のことだったからだ。

　ケルヴィンが考え事をしている間に、四人はコーネリアの天幕へとたどり着いていた。

「さて、リーノが上手く化けられているか楽しみだな」

　ロックが楽しそうに言いながら、天幕の外から中に一言声を掛けると、入口の幕を持ち上げ、中に入りその場で立ち止まった。

「どうしたんだよ、ロック」

　後に続いて天幕に入ろうとしたウィンは、急に立ち止まったロックにちょっとぶつかったため、文句を言った。それから彼を避けて中に入り、そして同じように立ち止まる。

　二人して目を見開いて、まじまじとレティシアとコーネリアの間に立つ少女の姿を見つめた。

「……え？　もしかしてリーノ？」

　しばらくの間まの後にウィンがぽつりとつぶやき、その言葉を合図にして、

「ぶ、ぶははは！」

　ロックは腹を抱えて笑い出した。

　長い金髪の鬘かつらをつけ、先程までレティシアが身につけていた旅装に身を包んだリーノが、プルプルと身体を震わせながらロックを睨みつけた。

「いきなり笑うなんて失礼だよぉ～！　私だって好きでこんなかっこしてるんじゃないんだからねぇ～！」

　リーノは怒りでまなじりを吊り上げてロックに迫る。

「いやいやいや、リーノ。よく似合ってる。似合ってるけどなあ、身長どうすんだ？　予想はしてたけど、やっぱりちっこすぎ。胸は詰め物でも入れればどうにかなるだろうけど、身長は靴で誤魔化すと言っても、ちょっと無理がないか？」

　言いながら爆笑し続ける。

「ちょっと、ウェッジぃ～。こいつ黙らせてぇ～！」

　ウィン、ロックに続いて天幕の中へと入ってきたウェッジが、リーノの訴えに応えてゴツッと拳をロックの脳天に落とす。鈍い音ともに床へと崩れ落ちるロックに、リーノはベーッと舌を出した。

「……よく似合ってる」

「うん、ありがとぉ～」

　ウェッジが言うと、少し溜りゆう飲いんが下がったのかリーノははにかんだ。

「いや、リーノさん。十分によくお似合いですよ」

　最後に入ってきたケルヴィンは手を叩きながら笑って言った。

「《幻装》の魔法と化粧を使えば、十分に誤魔化せそうです」

「ふくちょ～……本当に大丈夫だと思ってますぅ？」

　ウェッジの巨体に半ば隠れるようにしながらリーノは、上官を恨めしそうに見上げる。

「そうですねぇ、胸に詰め物をもう少し……ちょっとリーノさん、何ですかその目は？　私は上官ですからね？　あと、まじめに言っているのでウェッジ君をけしかけないように。まあ身長は靴で誤魔化すとしても、レティシア様と全く同じ身長にしなくても大丈夫でしょう。例の侍女二人とは、背比べするほど親しい関係ではないのでしょう？」

　ケルヴィンの後半の言葉は、レティシアに向かって言ったものだ。

「ええ、そうですね。私は屋敷では一人でいることを好んでいましたから、常に傍にいさせなければ違和感に気づくことは無いかと」

「まあ、いざとなればその侍女二人を排除してしまえばいいだけですしね」

　さらりと物騒な発言をすると、ケルヴィンは天幕の奥にいるコーネリアの元へ行ってしまう。

「お兄ちゃん」

　ロックを抱え起こしていたウィンの傍へレティシアがやって来た。

「あ、ああ。レティ」

　焚火を囲んでいた時の会話を思い出し、ウィンはどぎまぎした。

「……？　ポウラットさんが上手く人を手配してくれたおかげで、簡単に抜け出すことができたよ。帝都に戻ったら、お礼を言いに行かないとね」

　男性陣の会話内容を知らないレティシアは、どこか焦った感じのウィンの様子を見て不思議そうに首を傾げながら言った。

「ああ、いてて……。ウェッジめぇ、本気で殴りやがって……」

「その件に関しては、ロックに非があるから何も言わない」

「畜生……ああ、レティシア様。お疲れ様です」

　ウィンの横にレティシアがいるのを見て、ロックは挨拶。それからウィンがどこか慌てている様子を見てニヤリと笑う。

　ウィンがどうして慌てているのかを見抜いている。

「ウィン君、ウィン君」

　完全に楽しんでいる様子の親友にどう反撃してやろうかと、半眼で睨みつけていたウィンの元にリーノもやってくる。

　そして、ちょいちょいっと手振りで身を屈めるようにウィンへ指示をすると、耳元で囁いた。

「ウィン君、喜んでいいよぉ～。レティシア様、どんどんおっきくなってるよぉ～」

「なにがだよ!?」

　思わず声が大きくなった。

「何がってもちろん──」

「言わなくていいよ！」

　リーノの発言を遮ると、ウィンは二人に背を向けてケルヴィンの元へと歩き出した。

　レティシアは隣でびっくりしている。ロックはゲラゲラと床を叩いて笑っていた。

　ケルヴィンの方へと行けば、そこに今度はコーネリアがいるわけで、ウィンは一瞬足を止めそうになってしまった。

　コーネリアがしずしずとした足取りでウィンの前に歩み寄ると、はにかんだような笑みを見せる。

（ロックがあんなことを言い出すから……）

　レティシアとコーネリア。

　二人とも素敵な女性であることは間違いない。

　そんな二人から好意を抱かれている。

　あえて意識をしないようにしていたというのに、ロックに言われてしまい無視できなくなってしまった。

　正直、今の自分ではとても二人と釣り合いが取れるとは思えない。

（レティの横に並び立てるくらいの功績を上げれば、そんなことを考えなくてすむようになるんだろうか）
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　クライフドルフ侯爵領、領都ルドルフ。

　およそ百年前、帝国によって滅ぼされた、クライフェル王国の首都だった都市で、人口はおよそ三万人。

　帝国の南部では最も大きな都市だ。

　そのルドルフのほぼ中央に、かつての王宮跡に建設された城館がある。

　領主であるクライフドルフ侯爵の館だ。

　館の敷地には、かつて王宮だった名残として、石造りの幾つもの離れが残っている。

　その中の一つの塔に向かって、ジェイドは歩いていた。

「わずか数日だというのに、中の住人が戻ってきただけで、こうも雰囲気が変わるものなのか……」

　一歩一歩塔へと近づくにつれて、空気が纏わりつくように重くなった。

　嫌な汗が吹き出てくる。

　城館の敷地内は、侯爵家に仕える者たちによって、隅々まで手入れが行き届いているはずなのだが、その塔のある一角だけは不思議と荒涼としているように感じられる。

　その一角だけ鳥も虫の気配も感じられない。

　離れの扉を潜り、廊下を進んで行くと地下へと降りる階段があった。

　壁の燭台に灯された明かりだけを頼りに、ジェイドは一歩一歩慎重に階段を降りて行った。

　最深部の扉を開く。

　途端に、ツンと来る刺激臭に、思わずジェイドは鼻を覆い、目尻からにじみ出た涙を手布ハンカチで拭った。

「ち、ち、ち、やあ、ジェイド。遅かったね」

　声を掛けてきたのは相変わらずゾロリとしたローブを身に着け、フードを目深に被った老齢の魔導師レイナード・ヴァン・ホフマインだった。

　机の上に立てられた燭台の灯火が逆光となって、ジェイドからはレイナードの表情を窺うことができない。

「……いい気なものだな。シムルグの研究塔を襲撃された上に、ノコノコとここまで逃げた身で……。よくもそこまで堂々とした態度でいられるものだ」

　騎士たちに、皇宮内に建てられた塔の地下研究室に踏み込まれたレイナードは、追撃を逃れて行方をくらませた後、クライフドルフ家から与えられていた研究施設に戻ってきた。

　そして、何くわぬ顔で以前と同じように過ごしているのだ。

　ジェイドの糾弾にも、レイナードはクスクスと笑うだけで悪びれもしない。

「ち、ち、確かに帝都での研究を妨げられたことは、残念至極だったけど、研究自体は随分と進んでいたからね。帝都での研究を望んだ理由は、ここでの素材調達が厳しくなったことにあった。だが研究にある程度満足できる結果が見られた今、あの場所に拘こう泥でいする理由はないよ」

「満足できる結果だと？　騎士たちによって、貴様の木で偶く人形が全て斬り伏せられたにも関わらずか？」

「ち、十体で騎士小隊二つを全滅させたよ？」

「たった二個小隊だけを全滅させただけだ！　貴様の触れ込みでは、コンラート・ハイゼンベルクの遺産を用いれば、木偶人形一体で、騎士団一個小隊以上を相手にできるということではなかったのか!?　あれだけの金を使い、この体ていたらくに対して、何か反論はあるか？」

「ククク……」

　しかしレイナードは、ゆったりとした動作でジェイドを一瞥すると、椅子に腰を下ろした。

「ち、ち、ち、まあ、落ち着きたまえ」

　椅子に座ったレイナードがスッと手を上げると、壁に備え付けられた燭台に、一斉に火が灯った。部屋の中が一気に明るくなると、闇が隠していた部屋の中の凄惨な様子が、ジェイドの目に飛び込んできた。

「うっ……」

　ジェイドは思わず口元に手を当てると、こみ上げる吐き気と戦わねばならなくなった。

　気勢をすっかり削がれてしまったジェイドの様子を見て、レイナードが笑う。

「ち、ち、コンラート様の生み出されたこの魔法は、本来は魔王を相手にするためのもの。本来であれば、一体で騎士団一つを相手にするどころか、国一つを滅ぼすことも余裕のはずなんだ。ただし、それは最高の素材と長い儀式を用いての話だ。残念ながら、帝都で用意した素材は、確かにこれまで使用した中では質の良い物だったが、それも限界はあるね。所詮は試作品だ」

「……貴様が豪語する程の性能を発揮できない原因は、素材のせいだと？」

「ち、まあ、それだけじゃない。遺産に欠けている部分もあって、そこの解析が進んでいない。まあ、魔王を相手にしようと思わなければ、別に必要がないんだけどね」

　肩を竦めてみせたレイナードは、一冊の分厚い本を広げる。

「ち、ち、ち、コンラート様の魔法に必要とした素材は、あの『聖女』だよ？　わかる？　それに匹敵する素材を用意してくれれば、今の僕でも相当な強さの木偶人形を創り出すことはできると思うね。さすがに魔王を倒せる程の強さとは言えないだろうけど」

「今ある素材では、そこまでのものはできないと？」

「ち、ち、ああ、無理無理。ずっと弱いよ。でも、君の部下の、ええっと、何て言ったっけ？　……まあ、いいや。狩って来てくれた素材を使えば、前よりもずっと強い木偶人形が創れることだけは保証するよ」

「……確かに強いものができるに越したことは無い。だが、時間も資金も無制限にあるわけではない。そしてすでにその結果を見せるべき時は来ている。貴様には大金を投資しているんだ。そして貴様は、その大金に見合うだけの成果を、我々に見せる必要があるとは思わないか？　いい加減、試作品ではない、我々が納得できるだけのものを見せてもらいたいものだ。そうでなければ……」

「……わかったよ。さっきも言ったけど、今ある素材を使えばそれなりの木偶人形はできるだろう。きっと君も納得できるだけのものに仕上がっているはずだよ」

「そうあってほしいものだ。お互いに……」

　返事を聞き、ジェイドは鋭い視線でレイナードを睨みつけると、バタンと大きな音を立てて部屋を後にした。

　レイナードは鋭く舌打ちをすると、扉を睨みつけた後に、再び本へと目を落とした。

（やはりコンラート・ハイゼンベルクの遺産が全部揃っていない状況では、完全な魔法の再現は難しいか）

　レイナードは本を広げたまま立ち上がると、壁際に山と積まれた書物の山から何冊か手に取って机の上に積み上げた。そして再び椅子に腰掛けると、凄まじい勢いで書物に目を通していく。

（コンラートは魔王の肉体であるメルヴィック四世の血を引く、セイン王国の王女を器として使うことにした。『聖女』として列聖されるくらいだ。器として優れているのは、それだけでもわかる。しかし、器とする条件が魔力の強い者であるとするなら、わざわざ王女を使わずとも良かったのではないか？　例えばエルフや翼人。絶滅したとされる翼人はともかく、人よりも魔力があるとされるエルフ族を使わなかったのはなぜだ？）

　リアラ・セインは『聖女』として名高いが、勇者の仲間だったから列聖されたわけではない。勇者メイヴィスの仲間となる前から、彼女はすでに列聖されていたのだ。それは、リアラの治癒魔法が、奇跡と呼ぶに相応しい域にまで達していたからだ。

　彼女の治癒魔法は失った四肢を蘇らせ、死の淵にいる重傷者をも回復させた。

　己自身ではなく、他者の傷をだ。

　本来、魔法は他者へ行使するのがひどく難しい。被術者の魔力が、掛けられる魔法に対して抵抗してしまうためだ。

　しかし、リアラの治癒魔法はその魔力抵抗を受けてなお、絶大な効果を発揮する。

　伝え聞くところによると、リアラは、己自身の傷であれば、即死でないなら、自己治癒魔法で大抵の傷を癒すことができるという。

　治癒魔法だけなら、『大賢者』の称号を持つティアラですら、彼女には及ばない。

　だが、リアラが天才的に優れているのは治癒魔法だけだ。魔導師としても確かに優秀なのだが、魔力自体は、人間の中では優れている、という程度だ。

　例外はあるが、種族的には人間よりも魔力が強いとされるエルフ族。その中でも特に優れた者には、リアラの魔力は到底及ばない。

　エルフの貴種、ハイエルフとなら比較にすらならないだろう。

　もちろんエルフの都、世界樹の麓へと侵入を果たし、ハイエルフを攫さらって来るよりも、まだ人の領域であるエメルディアの修道院からリアラを攫ったほうが、簡単なのは確かだ。

　しかし、ただのエルフならば、リアラを攫うよりももっと容易いことだったはずなのだ。

　人の身で『大賢者』の候補となったコンラート・ハイゼンベルクならば、抵抗するエルフの里を一つ、正面から焼き払うことも可能だろう。

　そんなコンラートがリアラ・セインに拘こだわり、贄にえとした理由。

　コンラートにとってリアラは主筋であって、敬愛すべき存在だったはずなのだ。残念なことにレイナードは、コンラートがリアラに拘る部分を記した遺産は、手にしていなかった。

（ならば、『背教者』はどういう方法を試みたのか）

　書物の頁をめくる手を速めながらも、レイナードは思考を巡らせる。

　レイナード以外にも、コンラートの魔法を復元させようとした者がいた。

　サラ・フェルール。

　列聖の候補に挙がりながら、その忌まわしき邪法の研究で、『背教者』の烙印を押された者。

「ち、確か……リヨンだったかな？　足を伸ばしてみる必要がありそうだ。だけどその前に、ジェイドの注文を片付けるとしようか」

　本をひとまず机の上に放り出すと、更に奥へと繫がる扉に向かう。




（形だけとはいえ、クライフドルフが飼い主だからな。少しは働いておかねばならないか。ペテルシアからもそう言われているしね……）
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　レムルシル帝国の南方国境にそびえるマジル山脈。

　その中腹にあるミンガル湖を水源とし、帝国を東西に分断して北の海へと流れこむ大河の名前をルーム川という。帝都シムルグ市街の中にも流れるこの川は、古くから沿岸地域の物流の大動脈だった。

　水上運輸が可能となる豊富な水量は、肥ひ沃よくな大地を育はぐくみ、豊富な鉱脈を持つマジル山脈から鉱物資源と森林資源を都市部へと運ぶ。

　薪が豊富に採れる森林、豊富な水量、良質な鉱山と揃えば、鍛冶かじ産業が発展するには十分な理由となる。それらを背景にした良質な鉄から生み出された武具は、周辺諸国を圧倒する精強な騎士団を生み出した。

　帝国が大国へとのし上がるために、ルーム川が果たした役割は非常に大きい。

　そのルーム川を含むマジル山脈の麓一帯を治めているのが、エルステッド伯爵家だ。

　伯爵領の領都エルツの人口は五千人。

　十四、五万という人口を抱える帝都シムルグと比較すれば随分小さいが、五千人の人口を抱えるエルツは、大陸諸国の主要な街と比較しても、かなり大きな都市だ。

　その領主であるエルステッド伯爵こそ、ウィンたちの上官であるロイズだった。

「だから、隊長さんは一緒にいなかったのね」

「ああ。騎士じゃなくて伯爵領の領主として出迎えるために、エルステッド領へ先に行って待ってるらしいよ」

「エルツか。鉄鍛冶が盛んなところなんだよね？　私がエメルディアにいた頃、エルツ製の剣を持っている人をいっぱい見かけたことがあるよ」

「良質な鉄が取れるらしいからね。あ、レティ。この辺りでいいかな」

　森の中を延びていた街道は、クレナドの町を抜けたあたりで川沿いに続くようになり、ほどなくしてリヨン王国親善訪問団の一行は、エルステッド領内へと入った。

　まだ日が暮れないうちに逗留予定の村に到着した一行は、これまでの旅路でずっとしてきたように野営の準備を始める。

　村から借り上げた家屋には、アルフレッド、レティシアに紛したリーノ、そして貴族の文官、近衛騎士たちだけが入り、兵士や雑役夫たちは村の外に天幕を張った。

　そしてルーム川から早速水を汲んでくると、煮炊きの準備を始める。

　そんな彼らに混じって、ウィンとリーノ──に姿を変えたレティシアがいた。

　二人は背中に背負っていた籠を、川べりに下ろした。

　籠の中には大量の芋が詰め込まれている。

「さ、ここなら水が汚れても大丈夫だろう。さっさと洗っちゃおう」

「うん」

　上流では飲み水、鍋に張る水を汲んでいるため、二人は、一行が野営している場所よりも随分下流に来ていた。

　二人の左右では同様に、食事担当の下働きの女性たち、下っ端なのだろう年若い兵士が野菜を洗っている。ウィンとレティシアの二人も川べりにしゃがみ込むと、さっそく仕事に取り掛かった。

「レティは洗ってくれる？　俺は皮を剝くよ」

「はーい」

　レティシアが次々と芋を洗い、彼女から芋を受け取ったウィンが皮をナイフで剝いていく。二人の手つきは非常に慣れたもので手際がよく、隣の下働きの女性も手を止めて少し見ていた。二人は作業する手を止めること無く、小声で話していた。

「中身はレティだとわかっているんだけど、リーノと一緒に仕事しているようで、何だか変な感じだな」

「私はいつも通りなんだけどね」

「魔法を使いっぱなしだけど、疲れないのか？」

「付与強化魔法を自分に掛ける場合の維持は、それほど魔力を消費しないから大丈夫。それにお兄ちゃん、私の魔力は人よりも随分と多いから、このくらいなら呼吸をするくらいに簡単だよ。それよりも、私はリーノさんが心配かな」

「ああ、そうだな。リーノは大丈夫なのかな」

　付与強化魔法の一つ、《幻装》。自らを幻覚で覆って違うものに見せる魔法だ。騎士や兵士が潜伏する際に、周囲の自然物に偽装する目的で開発された。

　自己へ付与するため魔法の持続時間も長い。また、リーノがレティシアに化けているように、外見を変えるのにも使用できる。

　リーノは《幻装》の持続時間を長くするために、効果範囲を化粧で誤魔化すのが難しい、目鼻立ち周辺のみにとどめている。しかし、魔法維持を簡単にできるようにしているとはいえ、長時間の使用は疲れるはずだ。

　村に到着した際にウィンは、レティシアに化けたリーノが馬車を降りてくる姿を見たが、その足取りはどこか力ないように見えた。

　化粧をやや濃くして誤魔化してはいたが、疲れの色は隠せていないようだった。

　うつむき加減で歩くその姿は、本来のレティシアを知る者からしたらバレたりしないかとハラハラするものだったが、ステイシアの侍女を含め、一行のほとんどがレティシアとそれまで接したことがない者ばかりだ。

「お労いたわしい、旅の疲れが出たのだろう」

　おかげでリーノは、馬車の中と寝る時には一人にして欲しいという望みを簡単に叶えられた。寝ている時はさすがに《幻装》の魔法を維持できないのだ。

「私とリーノさん。こんなに早く入れ替わる必要があったのかな？」

「レティとリーノが入れ替わる時期が遅くなれば遅くなるほど、周囲に与える違和感が大きくなるからね。旅に出たらすぐに入れ替わったほうが気づかれにくいって、隊長が言ってた」

　レティシアよりも身長が低いリーノだが、周囲がレティシアを見慣れる前に入れ替わったおかげで、背丈までは誤魔化さずにすんだ。

「さ、芋も剝き終わったし、戻ろうか」

「うん」

　両隣の女性に挨拶をしてから、上流に向かって歩き出す。

　まだ日は地平へと隠れてはおらず、西日が二人の横顔を照らす。

　ウィンはルーム川の雄大な流れを眺めていた。一隻の大きな川船が、下流へと向かって進んでいる。

「あの船は、エルツから来たのかな？」

「エルツから出て、クレナド、シムルグを経由して海まで行くのかも」

「海か……ルーム川も大きいけど、海って更に大きいんだろう？」

「うん。こんなものじゃないよ。船ももっと大きいよ」

「レティは、海で船に乗ったこともあるんだ」

「カシナートっていう遠い国から、リヨン、レムルシル、クイーンゼリアの沿岸沿いを航海して、更に北へと行ったから」

「海か……見てみたいな」

「リヨン王国の首都リヨンは、海に面しているから、そこで見られるよ」

「へえ！　楽しみだ！」

「うん、きっとびっくりするよ！」

　弾んだ声を出したウィンに、レティシアは楽しそうに笑顔を向けた。

「海の食べ物って、とっても美味しいんだよ。お魚も貝もいっぱい種類があって、焼いてもスープにしても美味しかったなあ」

「はは、レティは食べ物には目が無いからな」

「そ、そんなことないよ。もう、ひどいなあ」

　レティシアが拗すねた表情を浮かべる。

　リーノの姿をしているが、その仕草は確かにレティシアのそれで、ウィンは笑った。

　そんなウィンの顔を下から見上げて、レティシアは目を細めた。

（あの頃でも美味しいと思ったけど、お兄ちゃんと一緒ならきっと、もっと美味しく感じるだろうな）

　レティシアがリヨンを初めて訪れたのは十歳の時。

　ラウルは旅の連れになったばかりでまだ余所余所しく、ティアラも一緒に旅して大分経ったとはいえ、心から信頼している訳ではなかった。

　そんな状況で街へと出た時のことだ。

　リヨンの港前の通り。

　市場では見たことのない海の魚や貝が売られていた。

　露店の鉄板の上で焼かれる新鮮な巻き貝が、ぶくぶくと泡を吹き、食欲をそそる匂いを周囲に振りまいている。

　王宮の宴でも碌に食べ物を口にせず、それ以上に普段から食が細くなっていたレティシアですら、その匂いには抗えず、先に買って食べていたラウルの真似をして、焼かれていた巻き貝を食べた。

　あの時の巻き貝の味は、鮮烈な思い出として残っている。

　いつかウィンにも食べてもらいたいと思っていた。

（リヨンに行ったら、絶対にお兄ちゃんを誘ってあそこに行こう）

　楽しそうな表情を浮かべているレティシア。

　リーノの外見をしているが、中身はレティシアなのだとホッとしたウィンは、背中に担いでいる籠をグイッと背負い直す。

「さあ、日が暮れて暗くなる前に食事の支度を終えなくちゃな。急ごうか」

「うん」

　しかし、二人が足を速めようとしたその時──。

　まずはレティシアが、そして一拍遅れてウィンが足を止めた。

　何者かの気配。

　二人は川とは逆の茂みに向かって身構えた。




「待て待て！　敵意は無い、敵意は無いんだ！」

　茂みをかき分けて、一人の男が出て来る。

　年の頃は五十に近いといったところか。革かわ鎧よろいを着こみ、手にはナタを持っている。茂みを大きくかき分けているのは、ウィンとレティシアに敵意が無いことを示すためなのだろうか。

「手に持っている刃物を捨てて、ゆっくりと道にまで出てきてください」

「わかったよ。ほれ」

　男はウィンに言われたとおり、手に持っていたナタを放り出す。

「これでいいんだろう？」

「そのまま、手を頭の上で組み、膝立ちになりなさい」

「わかったよ。なあ、そっちの兄ちゃんがコーネリア皇女付きのウィン従士だろう？　そしてそちらのお嬢さんがリーノ従士」

「……お前は何者だ？　どうして俺たちの名を？」

「その質問は簡単だ。お前さんたちの似顔絵を貰っていたからだ。お前たちの隊長さんからね」

「隊長？」

「その人はロイズ隊長の知り合いですよ。ウィン君」

「ケルヴィン副長……」

　ウィンが振り向くと、ケルヴィンが立っていた。

　息が少し荒い。

「いやあ、驚きました。突然、空気が変わった気配を感じましたからね。急いで駆けつけて来て良かった」

「空気？」

　ウィンのつぶやきには答えず、ケルヴィンは男の所へと歩み寄ると、膝立ちになっている男の手を取って立ち上がらせた。

「よお、ケルヴィン。久しぶりだな」

「再会の挨拶を交わしている場合ではありませんよ。ひとまず、ここから離れましょう。あなたの姿を見られるのは色々とまずい」

「あ、ああ。そうだな」

「ウィン君。私たちと同行してください。それと……」

「お兄ちゃん。お芋が地面に散らばっちゃったから、私がもう一度川で洗っておくね」

「ありがとう」

「気にしないで。じゃあ、またあとでね」

「申し訳ございません」

　芋を拾い始めたレティシアにケルヴィンは軽く頭を下げる。そして、ウィンと男を振り返った。

「人が来そうです。こちらに」

　そう言うと、ケルヴィンは二人の先に立ち森の中へと分け入った。




「改めて久しぶりだな、ケルヴィン」

「ええ、あなたも。レドウィックさん」

「副長、こちらの方は？」

「自己紹介が遅くなって申し訳なかった。ウィン従士。私はレドウィック。そこのケルヴィンやロイズとは腐れ縁の仲だ」

「よろしく」とレドウィックが差し出した手を、ウィンは握り返した。

（雰囲気がどこか隊長に似ている）

　しかし、ロイズの樽のような体形と二重顎とは違って、精せい悍かんな顔立ちに顔には鋭い爪のようものでできたと思われる三本の傷があった。

　背丈もウェッジに迫る高さだ。

　ロイズやケルヴィンの戦友にしては、二人よりもかなり歳上の人物だったが、ケルヴィンはレドウィックに対して対等の態度を取っていた。ということは、対魔大陸同盟軍での戦友なのかもしれない。

「レドウィックは対魔大陸同盟軍派遣騎士団で、私やロイズ隊長と肩を並べて戦った男ですよ」

　ウィンが感じていた疑問に答えるように、ケルヴィンがそう言った。

「よしてくれ。昔の話だ」

　ケルヴィンの言葉にレドウィックは照れて鼻の頭をかいた。それから顎に手を当てると、ウィンの顔を感心したように眺める。

「気配は完全に隠していたつもりだったんだが……。俺ももう、随分と前線には出ていなかったからなあ。鍛錬はしていたつもりだったが、もう歳かな？」

「いつまで現役のつもりでいるのだか……。まあ、その二人が特別なのですよ。ウィン君の気配察知の能力は私よりも優れていますからね。森の中のエルフの気配にすら気づきますから」

「そいつは大したもんだ」

「そしてもう一人に関して言えば、我々の理解を超えています」

「リーノ従士じゃなかったのか？」

「レティシア・ヴァン・メイヴィス様。姿を変えていらっしゃいましたが、勇者様、ご本人ですよ」

「ほう……」

　レドウィックは口笛を吹くと、得心がいったように頷いた。

　確かに、レドウィックの気配にはウィンよりも少女のほうが早く反応していた。その際、彼女がわずかに発した気。すぐに抑えこまれたため、ケルヴィンほどの使い手でようやく気づけるといったものだったが、確かに強大な力を感じさせるものだった。

（言われてみれば、魔物どもと戦っていたあの頃、最前線で何度か感じたことがある気配だった。となれば──）

　レドウィックは半眼でケルヴィンを見た。

「……お前、悪い病気を出したんじゃないのか？」

「軽くあしらわれましたよ」

　レドウィックの予想通り、ケルヴィンはレティシアに戦いを挑んだようだ。（あのケルヴィンをあしらうか……敵に回したくはないねぇ）

「それよりもレドウィックさん。そんなことを言うために、わざわざあなたほどの方が出向いてきたわけではないでしょう？」

「ああ、そうだった」

　ケルヴィンに言われて、呆れた表情を浮かべていたレドウィックが姿勢を正す。

「密偵からの情報だ。目論見通り、クライフドルフ侯爵領から一部の部隊が動き出した。その動きに呼応して、ペテルシアも動き出したようだ」

「動きましたか」

　ケルヴィンの声が厳しいものとなった。

　これで敵性国家である隣国ペテルシアと祖国の大貴族、それも騎士団長を務める男が通じあっていることがはっきりとした。

　レムルシル侯爵領とペテルシア王国は国境を接している。国境を接する貴族が通じてしまえば、帝国内への侵入は容易だ。いつから通じていたのかは分からないが、周到さから考えてここ一、二年の間ということはないだろう。

　もしかしたらすでにクライフドルフ侯爵領内には、結構な数のペテルシア軍が内密に駐屯しているのかもしれない。

　アルフレッドがウェルトの提案に乗って、わざわざクライフドルフ侯の影響力が強い南方まで来たのは、自らをエサとして叛心を燻くすぶらせている彼らを炙あぶりだすためだとは聞いていた。

　いずれ何らの形で反乱を起こすのならば、アルフレッド側から機会を作ってやり、相手の行動を予測の範囲内に収めるつもりだった。ウェルトがアルフレッドの撒いたエサに飛びつかなければ、そのまま南方の貴族領、騎士団を視察して、リヨン王国へと赴く予定だったのだが、そうは問屋がおろしてくれないらしい。

「エルツに入れば警備が厳しくなりますから、襲撃が行われるのは今夜あたりでしょうか？」

「ええ、おそらく」

　ウィンの問いかけにケルヴィンが頷く。

「エルツは数年前の水害から来る流行はやり病やまい、作物の不作による飢饉等で大きな被害を被りましたが、それでも国内有数の鉄鍛冶と穀倉地帯を誇る豊かな土地だからな。伯爵家を失脚させることで、隣領のクライフドルフ侯がその土地を手に入れる。十分に考えられる筋書きだな」

　吐き捨てるような強い口調でレドウィックが言う。

「しかし……一行の中には勇者メイヴィスがいます。確かに彼らは勇者メイヴィスの力を過小評価しすぎているようですが、それでも夜襲を仕掛けたところで失敗する確率が高いのは分かりそうなはず……」

「襲撃が失敗したとしても、領内で皇太子殿下が襲撃されるようなことがあれば、領主であるエルステッド伯爵の責任を問うことはできますよね？　そのついでにレティの名声にも傷をつけようとしているのでは？　いくらレティでも、夜の闇の中、全ての敵を防ぎきれるわけじゃない」

「なるほど」

　ウィンの意見にケルヴィンは頷いた。

　確かに、同行していたアルフレッドが暗殺されれば、いくら勇者メイヴィスといえども、その名声に綻ほころびはできるだろう。

　少なくとも帝国内での発言力は弱まるはずだ。

　アルフレッドを排除して政権を握った後のことも考えて、勇者の権力を削いでおくのはあり得る話だ。

「で、どうするよ？　ケルヴィン。何なら増援の兵士を送ることもできるぜ？」

「……いえ、我々と一緒に来ている冒険者の皆さんに働いてもらいましょう。襲撃が行われることが予あらかじめわかっていれば、対策は可能です。隊長の私兵といえども、クライフドルフ侯の息が掛かっている者が紛れ込んでいないとも限らない。だったら、我々が手配した冒険者たちのほうが確実でしょう。それに夜の活動は我々よりも彼らのほうが慣れているはず──」

　そこでケルヴィンは言葉を切ると、額に手を当てて考えこむ。そして口を開いた。

「やはりリーノを身代わりにしておいたのは正解でした。レティシア様にはコーネリア様の護衛として、そのままついていてもらいましょう。レドウィック、このことをロイズ隊長には？」

「もちろん伝えてある」

「では、あなたも準備をしておいたほうがよろしいでしょう。こちらのことは我々で対処しますから」

「了解した」

　レドウィックと別れると、ウィンとケルヴィンは急いで野営地へと戻った。

　大まかな方針を決めるとケルヴィンは迅速だった。

　事情を知る雑役夫に変装している冒険者たちに指示を出して、暮れ行く闇に紛れて宿営地から抜けださせ、森の中に潜ませた。

　ウィンたちもまた野営地を抜けだすと、アルフレッドの宿泊している建物が見える位置に潜伏した。




　夜半。

　レティシアが借りている家屋から二つの人影が忍び出てきた。ステイシアがレティシアに付けた侍女二人だ。

　二人は、警備のために焚かれている火が作った影を渡り、騎士の目を搔い潜るように移動した。それは、彼女たちが明らかに特殊な訓練を受けていることを示す動き方だった。

　影から影へと移動していった二人の侍女は、やがて村の外に出た。そこでは一人の兵士が歩哨に立っていた。

　侍女の一人が明かりの中へと歩み出た。

　兵士は突然闇の中から現れた侍女の姿に驚いたようだが、身分の高い侍女が自分に何か頼み事があって来たのかと怪しむ様子もなく近づいて行った。そして次の瞬間には背後から忍び寄ったもう一人の侍女によって首を搔っ切られる。悲鳴を上げる隙も与えない。

　倒れかかってくる兵士の身体を、音を立てないように静かに地面へと横たえると、兵士に声を掛けた方の侍女が、焚火から一本薪を抜き取って森の奥に向かって大きく円を描くように回した。

　一度、二度、三度。

　明らかに不自然な火の動き。

（来た！）

　茂みの中に潜伏していたウィンは、光を反射して気付かれないよう落ち葉の下に隠してある剣を握りしめた。合図が送られた先の森の中から、幾つもの人影が出てくるのが見えた。

　村へと侵入を果たした人影は、明らかに訓練を受けた素早い動作で、残りの見張りの騎士や兵士へと迫り剣を振るう。

「敵襲！」

　襲撃者の中には兵士だけではなく騎士も混じっているようだ。

　身体強化魔法の輝きがあちこちで確認できた。

　リヨン王国親善訪問団の戦力は、近衛騎士二十名、宮廷騎士六十名、そして兵士二百名だ。

　もちろん深夜なので近衛騎士と当直の騎士、兵士を除いた者たちは村の外の野営地で休息を取っているはず──なのだが、男たちを出迎えたのは、予想していたよりも多い武装した騎士、兵士たちだった。

　襲撃者たちが動揺する気配が見える。しかし、引く様子は見られない。

　数では未だ襲撃者たちのほうが多かった。

　襲撃者たちの目的はアルフレッドの首、もしくはエルステッド伯爵領内で襲撃があったという事実。

　アルフレッドの宿営する家屋まで、数で押し切るつもりだ。

（させませんけどね！）

　ケルヴィンは舌なめずりすると茂みから立ち上がり、剣を頭上に大きく掲げた。それを合図にウィンも、枯れ葉の下に隠していた剣を握ると茂みの中から飛び出した。

　襲撃者たちが把握していた戦力は、近衛騎士二十名、宮廷騎士六十名、兵士二百名。たとえ夜襲を警戒していたとしても、武装した者たちの数は多くて二、三十名程度と見積もっていた。

　実際、襲撃が判明した時に出てきた騎士、兵士の人数は三十名程度だった。

　それが押し切れるという誤った判断に繫がった。他の者たちが武器を持って駆けつけるまでには片が付いているか、付いていなくても、村から脱出することはできると見誤ってしまったのだ。

　しかし──。

　襲撃者たちが気づいた時、彼らは三百名もの戦力によって完全に包囲されていた。

　彼らは知らなかったのだ。

　戦力外と考えていた雑役夫たちのほとんどが、熟練した冒険者たちだったことを。

　夜襲といった戦闘に関しては、普通の兵士よりも冒険者たちのほうが慣れている。

　襲撃者たちは逃げ出す隙を見いだせず、切り捨てられるか捕虜にされた。

　森の中に潜んでいた者も、探索を得意とする冒険者によって一人残らず捕らえられるか、始末されてしまったのだ。

　襲撃者の後始末を終えると、アルフレッドはすぐに一行に出立を命じた。

　襲撃のことを知らされていなかった文官、そして冒険者でない下働きの女性たちは、突然の事態に驚き怯えながらも、言われるがままに慌てて出立の準備を終えた。

　襲撃者の手引きをした侍女二人は、合図を送り終えた後にレティシアの借り上げていた家に戻ったところを、待ち構えていたリーノとウェッジの二人に取り押さえられている。

　いくら彼女たちが特殊な訓練を積んでいても、満を持して待ち構えていた騎士二人には敵かなわない。

「ようやく解放されるよ～。ほんといつ、寝首をかかれるか怖くて夜も寝られなかったんだから～」

　侍女二人を縛り上げたリーノが、合流したウィンたちの顔を見るなりそう愚痴った。

　リーノが消耗していたのは、レティシアになりすますための気苦労のせいだけではなかったらしい。

「ああ、でも本当にきつかったよ～。こんな物を着けていてよく平気でいられるよね～」

　ドレスのコルセットもきつかったようだ。

「コルセットだけは、私も慣れませんね。お疲れ様です、リーノさん」

「あわわ……いえ、レティシア様のお役に立てましたのなら……」

　レティシアにお礼を言われて、リーノが慌てている。

　その様子を見て笑っていたウィンに、ロックが近寄ってきた。

「捕虜たちの扱い、どうするんだろうな？」

「多分、エルツで情報を聞き出すことになるみたいだよ。一人残らず捕まえたから、隊長辺りが何か企んでいるのかもしれない」

「情報を聞き出すことに関しては、得意そうな人がいるしねぇ……」

　二人は同時にケルヴィンの顔を思い浮かべて、顔を見合わせて苦笑した。

「尋問はともかく拷問みたいなことは、俺には無理だ……」

「俺もだよ」

　ロックの言葉にウィンも頷く。

　捕虜を痛めつけることに関しては、ウィンもいい気はしなかったが、現実に兵士にも犠牲が出ている。事が事なだけに、アルフレッドは捕虜を拷問することも辞さないだろう。

　肉体的・精神的に痛めつけて情報を聞き出す拷問は、時として偽りを真実にしてしまうこともあって、滅多に行われることは無かったが、それでも拷問官という役職は存在している。拷問はする方にも相応の知識と精神力が必要とされるからだ。

　しかし、この一行には拷問官はさすがに同行していない。

　そうすると、二人が思い付く適当な人物は一人しかいない。

　騎士たちの中にそうした行為が平気な者がいるかもしれないが、生かさず殺さずの絶妙なテクニックを持ち合わせていると思われる者はケルヴィンしかいない。

　そして実際にケルヴィンは今、ウィンたちから離れて、遙か後方の兵士と冒険者に囲まれた捕虜を護送するための馬車へと出向いている。

　馬車の中ですでに尋問を始めているのかもしれない。

　捕虜たちが後方の馬車に集められたのは、前方を歩いている文官を始めとした荒事に慣れていない貴族たちに、悲鳴などを聞かせないためだろう。




　ウィンは歩きながら空を見上げた。

　夜明けが近いのか、薄うつすらと空が明るくなってきている。

　日が昇る頃にはエルステッド領都エルツに到着する予定だった。
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　街道は、右側にルーム川、左側に巨木や灌かん木ぼく、鬱蒼と茂った蔓草の森が続いていたのだが、やがて木々の間隔がまばらになると、ぽっかりと空間が開けて丘陵地帯が広がった。

　夜明けを迎えて緑が映える草原で、遠くに見える白い点々は、朝早くから羊や山羊を追う牧童だろう。

　草原が広がる丘の向こう側には、空にまで届こうかという高峰が連なっている。快晴だったおかげで、夏でも解けない白い雪に覆われた山頂が、とても美しく、くっきりと見えた。

　マジル山脈だ。

「まるで壁のようだな」

　雄大な景観に感動して思わず呟いたウィンだが、マジル山脈の麓まではまだ二日もかかると聞いて驚いた。それだけの距離があるにも関わらず、マジル山脈は目の前に迫ってくるような迫力があった。

「エルツも見えてきたぞ」

　山に見とれているウィンに、隣を歩くロックが指差す。

　先程、羊たちが群れていた丘の陰から、確かに幾つかの塔のような高い建物の先端部が見え始めていた。

　エルツへと近づくにつれて大型の川船が停泊しているのも見える。

　マジル山脈麓の鉱山街から運ばれた鉄は、船でこの街に運び込まれると、様々な用途の道具──特に武具に加工されて、再び船を使って運ばれていく。

　鍛冶に必要な大量の水を供給するルーム川と、燃料源となる木材が手に入る街の周囲の広大な森林が、エルツの町を発展させてきたのだ。

　丘の麓をぐるりと回る街道を進むと、やがてエルツの町の外壁と門も見えてきた。

　門の上には、帝国旗が朝の風を受けて翻ひるがえり、門の前には、エルステッド家に仕える騎士たちが並び一行を出迎えた。

　出迎えの者たちに連れられて、一行は町の中心部へと進んでいく。

　ウィンたちは雑役夫の中に混じっていたため、先頭の状況がどのようになっているのかわからなかったが、どうやらアルフレッドと文官を始めとした官吏、そして近衛騎士と宮廷騎士団の高級武官といった面々以外は、街に幾つかある広場で天幕を張ることになるようだった。

　街の係官が兵士、雑役夫の代表者を集めるとそう告げた。

「やれやれ。せっかくの街だっていうのに、柔らかい寝台じゃなくて野宿か」

「仕方ないだろう。結構な大人数だし、宿は騎士様から優先的にあてがわれるに決まってる。ただ、飯と水にだけは困らなくて済みそうなのが救いだな」

　長い旅路を経て、ようやく大きな街に辿り着いたというのに、旅の間と同様に天幕での野営と聞いて不満の声も聞こえたが、その後の通達で、見張り等当番の者以外は街での飲酒、飲食の許可が下りたため、歓声が上がった。

「意外だな」

　その通達を聞いてロックが首を傾げていた。

「いくら皇太子殿下のお付きの一行だといっても、雑役夫や兵士は街の外の人間で、そんな連中が大挙して押し寄せるのは、街としては普通歓迎できないものなんだけどな」

　騎士はともかく、帝国に仕えている兵士たち、雑役夫たちが品行方正な者ばかりとは限らない。結局彼らは武器を持った他所者なのだ。街の住民たちは、彼らを恐れて、息を潜めるばかりだと思っていたのだが、意外なことに、街の住民たちは彼らの事を歓迎しているようだった。

　街の係官が天幕等の設営場所、井戸、食糧及び物資の調達場所等を伝えてその場を去ると、大勢の街の人々が広場にやって来て早速客引きを始めたのだ。

　酒場、食堂、そして鉄を扱うエルツの町らしく、様々な武具の店などの店主たちが、商機と見て我先にと押し寄せてきた。

「さすが隊長が治めている街といったところかな？」

「帝都で聞いていた噂とはまるで違いますね」

　コーネリアがウィンの隣にやってくると、そう言った。

　帝都でコーネリアの聞いていたエルステッド伯爵領の噂は、聞くに耐えない酷いものだった。民たちは伯爵家の屋敷改築のために課せられた重税に苦しみ、その額は、帝国の法で定められている税金の額をはるかに上回っている。税を払えない家は、男であれば労役を課せられ、若い娘がいれば、税の代わりに娘を伯爵家に召し上げられる。そんな噂だった。

　召し上げられた娘の多くが、エルステッド伯爵の妾とされているらしい。

　そのエルステッド伯爵こそ、コーネリアの親衛隊従士長となったロイズ・ヴァン・エルステッドだ。

「え～？　たいちょーってば、そんな酷いことをしていたの～？」

　若い娘を妾にしていると聞いたリーノが自分の身体を抱きしめると、顔に嫌悪の表情を浮かべる。

「そういえば、ふくちょーもたいちょーには奥様方が大勢いるって言ってたね～」

「ああ、言ってた。その奥様方というのが、借金のかたとして召し上げたという女性たちなのかな？」

「あの顔と身体つきだからな～。……隊長、お嫁さんが来なくて、借金のかたに女の子たちを召し上げたとか～？」

「ありそうだ」

　本人がいないのをいいことに、ロックとリーノは言いたい放題だ。

「お兄ちゃん！」

　コーネリア、ウェッジの二人と共に、ロックとリーノの話を聞いていたところへ、レティシアがやって来た。

「レティ、隊長の家に行ったんじゃなかったの？」

「抜け出して来ちゃった」

　リーノと入れ替わる必要がなくなったレティシアは、アルフレッドと共にロイズの屋敷に招待されていたはずなのだが、アルフレッド殿下たちに断って抜け出してきたらしい。

　主しゆ賓ひんともいうべき人物が、訪れた地方の領主の歓待を断って抜け出すなど、領主の面目を潰す行為なのだが、ロイズは許してくれたらしい。

「ちゃんと晩餐会には参加するつもりだけどね。あの襲撃事件のことに関して、アルフレッド殿下とロイズさんとで会議をするから、お昼は出なくてもいいみたい」

「そっか。じゃあ、俺たちと一緒にいよう」

　ケルヴィンは捕虜とした襲撃者を連れて、エルステッド伯爵家の騎士詰所に行った。そこで尋問の続きが行われるのだろう。捕虜たちから情報を聞き出した上で、アルフレッドとロイズは何らかの対策を講じるようだった。

「うん。あ、それとロイズさんから伝言」

　レティシアはそう言うと、コーネリアに、夕刻くらいに屋敷に来て欲しいというロイズからの招待を伝えた。

「わかりました。それではエルツの町を見て回りましょうか。私たちがこの場所にいてもお邪魔になるだけですし」

　広場ではすでに大勢の兵士、雑役夫たちが天幕の設営を急ピッチで行っていた。彼らは、ここでの作業を早く終えて、街へと繰り出したいのだ。

　そんな彼らの邪魔にならないよう、ウィンたちは広場を抜けだした。

　コーネリアを中心にして、前を歩くのがウィンとレティシア。左右にロックとリーノ。後ろをウェッジが歩く。

「街の連中の歓迎の意思は伝わってきたけど、やっぱりそれなりの警備体制はとられているようだな」

　ロックが一同にだけ聞こえるような声で言った。

　街角の至る場所に、エルステッド伯爵家に仕える騎士、兵士が立っていた。歩いていると、巡回している街の衛士隊と頻繁にすれ違う。

　違う土地の者同士、何が原因で喧嘩等が発生するかわからない。

　今はまだ、広場で作業中のため、街の中で争いの声は聞こえないが、天幕設営の作業が終わって、彼らが街の繁華街へと繰り出せば、少なくない諍いさかいが起こる可能性を考えているのだろう。

「この街の人たち、騎士や衛士隊に対して悪い感情を抱いてないみたいね」

　レティシアがその様子を眺めながらポツリと言った。

「悪い感情？」

「うん。ほら、エルステッド伯領って悪い噂が流れていたでしょう？」

「ああ、さっきもその話をロックとリーノがしていたところだよ」

「住民に重税が課せられている街に行くと、大抵は領主の騎士や兵士の人たちに、恐怖や怒りといった住民の悪い感情が向けられているから」

「ああ、そっか」

　レティシアの説明にウィンも頷いた。

　領主が強権を発動している場合、騎士や兵士は体制側として住民から税を徴収し、強制労働などに酷吏として加担することになる。

　悪政が行われているならば、街の人々の視線は、怯えや怒りの混じったものとなるはずだ。

「確かに、そんな様子は見られませんね。こうも警戒態勢が取られているなら、もっと街全体が物々しい雰囲気に包まれそうなものなのに、この街の人たちはいつも通りの姿でいる……」

　コーネリアが感心したように頷いた。

「物々しいといえば、さっきから気になってたんだけど。あの鐘楼は見張り塔だったんだな。上に人影が見える」

　ウィンが近くに見える鐘楼の上を指さした。

　エルツの町が他の街と違っているのは、こうした鐘楼が幾つもあるところだ。

　街の技術力と富を誇示しているのか、鐘楼は全て石造りのようだ。

　街に入る前、丘陵の陰から真っ先に見えていた建物がこの鐘楼群だ。

　十階分くらいの高さがあるのではないだろうか。そこに人影が立って街を見下ろしていた。




「ああ、あの鐘楼はねぇ。火事をいち早く発見するためのものなのさ！」

　昼の刻を回った頃、休憩も兼ねて適当な食堂へと入ったウィンたちが、食堂のおばさんに鐘楼について尋ねると、そう教えてくれた。

　鐘楼には、普段は兵士ではなくて役人が詰めているらしい。エルツは火を扱う鍛冶工房が多いため、火事の早期発見のためにこうした鐘楼がいくつも建てられたのだ。

　帝都と違い、多くの建物の高さが二階か三階までに制限されているのも、鐘楼からの見晴らしを妨げないためだった。

「同じ帝国なのに、所変われば街の作り方とかも変わるもんだね」

　ウィンは卓の真ん中の大皿に盛られた巨大な魚の身を、自分の取り皿へと取り分けながら言った。

　全長が一メートル強もあるこの巨大な魚は、ルーム川の源流となるミンガル湖で取れるらしい。マジル山脈の中腹から船で送られてきたのだ。

　腸はらわたを取り出した後、葡萄酒とバター、香草と香辛料で味付けした後、パイで包み込み、窯かまで焼いたこの魚の料理がエルツの名物料理の一つらしい。

　ホロホロと口の中でほぐれる魚の身は、葡萄酒にとても良く合いそうだ。

「鐘楼も凄いなって思ったけど～、それよりもあたしは街が思ってたよりも綺麗だったことに驚いたよ～」

「確かにな。もっと、体格の良いおっさんがウロウロしているのかと思っていたよ」

「そりゃあ、あれだ。この街はあくまで鉄を加工する工房が主だからだろ。リーノやウィンが想像しているような街は、マジル山脈の麓の鉱山街に行かねーと見られないぜ？」

　豚肉の腸詰めを頰張りながら、ロックが教えてくれた。

「街の中に張り巡らされている水路沿いに、水車がある石造りの建物が幾つもあっただろう？　あれが工房さ。このエルツで鍛えられた武具は魔物との戦いでも大活躍してたんだ。俺の実家でも、このエルツで作られた武具を取り扱っている。武具を買い付けた商人は、川に浮かんでいる船でクレナド、更にその先の帝都へ、そして海へと出て外国へと売るんだ」

「へぇ」

　ウィンは頷いて見せたものの、話の規模の大きさにいまいち想像が働かず、曖あい昧まいな返事になってしまった。

　目の前に迫ってくるかのような雄大なマジル山脈の麓から削り取られた鉱石から、鉄が製錬されて、エルツで加工され、そしてそれらの品がルーム川を下って、帝都、果ては見知らぬ異国へと運ばれていく。

　生まれてこの方、帝都からほとんど出ることがなく、この旅が現在進行形で最長距離の旅路となっているウィンが、すぐには理解できなかったのも無理はない。

「ウィンの腰にある騎士剣。それもここエルツで作られた物かもしれないな」

　ロックが付け足すようにそう言って、ウィンの腰の剣を指し示した時、ウィンの顔が少し明るくなったのは、仕方がない話なのかもしれない。人は自分が理解できない話を聞いても反応のしようがないし、逆に自分でも理解できる話であれば、良い反応を示すのは当然のことだ。

　ロックの言葉にしっかりと頷いてみせた。

「それにしても、帝都で聞いていたエルステッド伯爵家にまつわる悪い噂は、やはり噓だったようですね」

　ルーム川で採れるという、これも名物であるエビを油で揚げて塩をまぶしたものを食べていたコーネリアが、食堂の中を見回していった。

　食堂にいる者たちの表情も、噂で聞いていた搾取されている民たちとはかけ離れたものだった。

　客の多くは街で商いをしている商人と、工房の職人たちなのだろう。彼らはパンとスープの他に肉か魚の一品、それと麦酒を頼み、急いで腹ごしらえを済ませると慌ただしく仕事へと戻っていく。

　のんびりと食事を摂っているのは、ウィンたちが囲んでいる卓と、奥のほうで商談をしているらしい二人組の商人ぐらいのものだった。

　商人も職人も、慌ただしさこそ漂わせているが表情は暗いものではなく、仕事に対する情熱と誇りを感じさせるものだ。

「でもなあ、隊長の家、エルステッド伯爵家は、俺の実家、マリーン商会に多額の借金をしていることだけは間違いないんだぜ？」

「そうなのか？」

「ああ。隊長と皇宮で初めて会った時に、俺が親父に直接聞いた話だから間違いない」

　ロックの実家、マリーン商会は帝国でも有数の規模を誇る大商会。外国にも多くの支店を持つ。会長であるロックの父親は、財界の大物だ。

　並の貴族では会うことも出来ないと言われるほどの力を持っている。その人物が言うのであれば、確かにエルステッド伯爵家には莫大な借金があるのだろう。

「返済が滞っているといったことは無いようだから、実際に結構な税金が課せられているとは思う」

　そう言うと、ロックは口の中にパンを放り込んだ。

「そもそもその噂って、貴族や上流階級の間に流れている噂なんだよね？　『渡り鳥の宿木亭』で働いていた時、エルツのそんな酷い噂は聞いたことがなかったよ」

「そういえば、あたしたちも聞いたこと無いよね～？」

　リーノがウェッジに尋ねると、無言で魚をフォークで口に運んでいたウェッジが手を止めて首を横に振った。

「まあ、シムルグに住む人々からしたら、エルツなんて遙か遠方の縁のない街だからじゃないか？　せいぜいが鍋釜、包丁の産地として聞いたことがあるくらいで、実際にエルツって街がどんな街で、人々がどんな暮らしをしているかなんて、普通は興味ないだろう？」

　そうロックに言われて、考えてみればそうかもしれないとウィンは思った。

　鍋釜、そして刃物などの品質、産地、工房など、ランデルのような料理人なら、こだわりを覚えるのかもしれないが、普通の人は気にしないものだ。

　武具にしたって、その品質の良し悪しが生死を分かつ傭兵、冒険者でもあればともかく、騎士となったウィンは、基本的に官給品で済ませているため、産地等にこだわったことはない。

　いずれ金を貯めて自分だけの一点物の剣を買い求めたいとも思っていたが、その時でも産地などにこだわらず、自分で見て勘を頼りに剣を購入するだろうと思う。

　しかし、ウィンと違いリーノはロックの説明だけでは納得できなかったらしい。リーノは、ウェッジと一瞬顔を見合わせると、口の中の食べ物を飲み込んでから口を開いた。

「う～ん、でもね～？　エルツに住んでいる人たちに重税が課せられているとか～、女の子たちがたいちょーの妾にされているとかいった話があれば～、あたしの耳にも入ると思うんだよね～」

「そうか。リーノの実家も薬くす師しだからか」

「そう～」

　マジル山脈で採れるものは、何も鉄鉱石などの鉱物資源だけではない。魔物や危険な幻獣種が跋ばつ扈こするマジル山脈の奥地は、貴重な薬の原材料となる草や木の実、木の根等を求めて冒険者が分け入る有名な場所でもあった。

　更に冒険者たちの目的は、そうした薬の原材料だけでもない。マジル山脈の中腹付近にあるドワーフ族の集落を目指す者もいた。

　襲い来る魔物と幻獣、野生の獣といった試練を乗り越えて険しい山中の道を踏破し、ドワーフ製の武器を求めて。

　ドワーフ製の武器は一点で、一財産が築ける程の価値がある。

　人間よりも優れた鍛冶技術を持つという彼らが作った武器は、すぐれた魔導技術でアルファーナ大陸全土を支配したレントハイム王国の遺跡から見つかる魔剣、そして近代最高峰の技術力を誇ったセイン王国製の武器に優るとも劣らない品質だ。

　強力な魔剣が眠るレントハイム王国の遺跡、そして遺失技術となってしまったセイン王国製の武具を手に入れるよりも、ドワーフ製の武具を手に入れるほうがまだ難易度は低い。

　エルツという町は、そうした目的を持ってマジル山脈を訪れる冒険者や傭兵たちにとっての中継点的役割を持った街なのだ。

　そうしてマジル山脈に分け入った冒険者たちが持ち帰った物は、エルツの町を経由して帝都へと持ち込まれる。

　そうした過程を経てくる以上、帝都で薬師として店を構えているリーノの実家に、エルツの悪い噂が入ってこないのはおかしい。

　所々、ウェッジに補足説明をしてもらいながらも、リーノがそう指摘した。

「マジルのような高山地帯にはね～、煎じて飲めば解げ熱ねつ剤ざいや鎮痛剤として効果が高い貴重な薬草が生えているから～、うちの店でも冒険者に採集依頼を出してるんだよ～。だからエルツで何かあれば、あたしの耳にも入って来ると思うんだよね～」

「そういえば昔、冒険者ギルドの掲示板でマジル山脈での薬草採集の依頼を見たことがあるよ。ポウラットさんが受けようとしてて、リッグスさんに止められてたな。報酬が高い仕事には、それに見合う危険があるんだって」

「ドワーフ製の武具が高価な理由も、品質の良さだけじゃなくて、流通が難しいことも要因だって親父が言ってたよ。まあ、そんな話はともかくとして、見た限りでは、この町にはそうした暗い印象は感じられないな」

「ああ、でもさ～」

　リーノがついでに何かを思い出したとでも言うような感じで口を開いた。

「エルツって、何年か前に熱病が流行したことがあるんだよね～。その時に天候不順も重なって不作の年も続いて、多くの死者を出したことがあるんだよね～」

「あ……」

　リーノがそう言った時、レティシアが声を上げた。

「どうしたの、レティ？」

　自分が思ったよりも大きな声を上げてしまい、注目を集めてしまったレティシアが、少し恥ずかしそうにして口を開く。

「私がまだ魔物と戦っていた頃、対魔大陸同盟軍に参加していた帝国軍から、指揮官の一人が領地で起こった禍わざわい事ごとに対処するために帰るって話があったことを思い出したの」

「じゃあ、その領地に帰った人が隊長なのかな？」

「多分そう」

　ウィンが聞き返すとレティシアは自信が無さそうに頷いて見せた。

「ロイズさんのことだと思うけど、彼が前線から下がるだけだったらまだしも、帝国はそれに合わせて他にも何名もの上級武官を含めた、一部の軍を後方へ下げることを決定したの。その事で対魔大陸同盟軍の間で、帝国軍への不信の声が大きくなってたことを覚えてる」

「あの頃、魔物との戦いでは多くの貴族も指揮官として赴かれていたはず。その指揮官となった貴族が、任務中に領地で起こった出来事に対処するため、一時的に軍務を解かれることは珍しいことではなかったはずです。レティシア様、その事をよく覚えていらっしゃいましたね」

「うん。その指揮官が抜けて領地へと戻ったすぐ後に、彼が支えていた戦線が破られてしまって、残された帝国の軍が大きな被害を受けたから」

「たった一人が抜けただけなのに!?」

「大陸北部が完全に制圧されて、東部、そして中央部にも食い込み始めた魔物たちとの戦いは、戦線が広がる一方だったから、各前線で指揮官の不足も顕著だったの。前線では戦闘できる騎士、兵士はまだまだたくさんいたけれど、その人たちを指揮できる人材を、神出鬼没な魔族が集中的に狙って殺害していたから」

　レティシアはそう言うと、当時の各地の状況を説明した。

　大陸西部ではクイーンゼリア女王国が敗北して、レムルシル帝国の北部に戦火が迫りつつある状況だった。

　帝国の上層部は、対魔大陸同盟軍に派遣していた軍を、一人の貴族の事情にかこつけて、呼び戻し始めた。

　大陸でも列強の一つとされ、対魔大陸同盟軍でも大きな軍事力を背景に存在感を示していた帝国が軍を引き始めたものだから、すでに交戦状態だった大陸東部と中央部の小国の多くから、帝国は自国を守るために同盟諸国を見捨てる気なのかと、帝国への不信の声が上がった。

　そこで帝国は同盟国からの非難を回避するために、軍全体を引き上げずに一部を残すことにしたのだが、その撤退を始めた直後に魔物による大規模な侵攻が行われた。

　撤退中だったために、他国との連携がうまく取れなかった帝国軍は惨敗を喫した。その戦いで司令官だった帝国の将軍が一人、命を落とした程だ。

　亡くなった帝国の将軍は、帝国軍の撤退後も対魔大陸同盟軍に残って司令官を務める予定だった人物だ。その司令官が亡くなってしまったため、指揮系統が混乱し、帝国軍を含む対魔大陸同盟軍の戦線の至る所が壊乱状態となり、戦線が魔物によって後方へ押し込まれてしまったのだ。

「あの戦いは、四十年近く続いた人と魔物の戦いの歴史の中でも、最悪に近い程、無残なものだった。私も含めた全軍が、一時的に後退せざるを得ない程の惨敗を喫した戦いだった。だからよく覚えていたんだよ」
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「ほあー、たかーい！」

　強い風に吹かれて、髪を押さえながらリーノが言った。

「へえ！　ここからならエルツの町が一望できるな。火の手が上がっても確かにすぐに発見できそうだ」

　エルツの町の特徴である鐘楼は、街の住民だけでなく、訪れた者たちが自由に登ることも出来るらしい。その話を食堂のおばさんから聞いたウィンたちは、昼食を終えて鐘楼の一つに登っていた。

　鐘楼の中に入ると、螺旋状の階段が上に向かって伸びていた。

　人一人がやっと通れる狭い階段を登って行くと、頂上付近で扉に行き着いた。

　どうやら部屋があるらしい。

　見張り番を務める者が詰めている場所なのだろうか。その推測通り、扉を叩くと中から人の良さそうな一人の老人が出てきて、ウィンたちが街の景観を見るために登ってきたと聞くと、笑顔を浮かべて歓迎してくれた。

「お前さん方は、帝都から来なさったのかい？」

「はい、シムルグから。今朝、エルツに着いたばかりなんです」

「おお、おお、上から見えていたからのぉ。それは遠いところからよう来なさったわい」

　老人は皺深い顔をクシャクシャにして、問い掛けに答えたレティシアに笑いかけた。

　部屋の中には、小さな卓が一つと椅子が二脚、棚と物入れの箱、そして老人のものだろう寝台が一つある。

　季節は夏を迎えたが、エルツはマジル山脈に近い位置にあるため標高が高く、昼でも建物の陰や室内にいると肌寒い。そのため壁際には小さな暖炉もあって、薪がくべられていた。

　そのおかげか、四方の石壁に四角く切り取られた換気用の窓から冷たい風が吹き込んでも、部屋の中は暖かく保たれていて過ごしやすい。

　寝台とは逆の壁際には、外に出られるように扉が作られている。

　ウィンたちはその扉から外に出て、街の様子を見せてもらうことにした。

　鐘楼の外側に作られている展望用の通路は、階段と同様に人が一人やっと通れる程度の狭さだった。ウィンの腰より少し高い位置に、転落防止用に石で壁が作られている。
















「ああ～、俺は高いところはダメみたいだ。背筋がゾッとする。というか、ここは少し高すぎるよ。よく皆平気だな」

「皇宮には、ここより高い塔が幾つもありますよ？」

　壁から下を覗き見て半眼となったロックが、へっぴり腰で壁にへばりつくのを見て、コーネリアが言う。

　皇宮は山を削って作られた小高い丘の上に建てられている。一番高い塔は、この鐘楼よりもまだ高い。

「皇宮は一生縁がないところだと思っていました」

「あら、私の従士に選抜されてしまった以上、私が高い所に登ってもついて来ていただきませんと」

　コーネリアがいたずらっぽく笑って言うと、

「……できればそうした場所にはなるべく近づかないようにしてください」

　肩を落としてロックはそう言って、コーネリアと共に鐘楼の部屋の中へと戻って行った。

　リーノとウェッジはウィンとは反対側に回っていた。

　帝都の方角の街並みを眺めているようで、ウィンのいる場所から二人の様子は窺えない。

「お兄ちゃんは何を見ているの？」

「マジル山脈だよ」

　転落防止用の石壁の上に両手を組んで、ウィンは間近にまで迫って見えるマジルの山々を眺めていた。鐘楼からは、山の裾野に広がる森までしっかりと見える。素晴らしい眺望だった。

　街の中から見上げるよりも、山の全貌が見えて迫力が増していた。夏を迎えて平地の草木はより一層緑を濃くし、小動物や虫たちも活発に活動しているというのに、マジルの山の中腹から山頂は未だ雪化粧が施されていた。

「凄いな。山頂が空に突き刺さっているようにみえる」

「うん」

「今日は特に天気が良いからのぉ。空の青にマジルの山々が綺麗に映えておるじゃろ」

　ロックとコーネリアと入れ替わりに、鐘楼の部屋の中から出てきた老人が、ウィンの隣に立って言った。

「お前さん方は、運がええ。こんなにくっきりと見えるのは、年に数回も無い」

　マジル山脈の山頂部が晴れ渡るのは、年間でも数えるほどしか無い。山の天候は変わりやすく、山頂部にはほとんど雲が掛かっていて、滅多にその全貌を見ることが出来ないらしい。

　老人はそう言うと、肩を揺らして笑った。

「おじいさんは、ずっとこの鐘楼の上で暮らしているのですか？」

「年に数回程、息子夫婦の住んでいる家に帰るよ。それ以外は、大体ここにおるなぁ」

　エルツの町にある鐘楼は、その全てに部屋があって、街の役人となった年寄りが住んでいると老人は語った。

　食糧等は、係の役人が運んで来て、見張り役に就いた年寄りたちが昼夜街の中を見張り、火事や事件を見つけた際には、鐘楼の天てつ辺ぺんに取り付けられた鐘を鳴らして、下の衛士へ知らせる決まりとなっていた。

　各鐘楼で週毎に見張る時間も交代で決められていて、それぞれの時間に合わせて生活しているという。

「本当にええ景色じゃろう？　これが夜になるとな、今度は町の明かりが水路に反射して、また違った風ふ情ぜいの景色になる。それから、マジルの麓に、岩肌が露出しておる所が、何箇所か見えるじゃろ？」

　老人が指差した方、木々が生い茂っている麓で、その場所だけは岩肌が露出して茶色い土の色が見えている。

「ええ、あの場所だけ木が無くて何だろうと思っていたんです」

「あそこが鉱山の入口があるところじゃよ。あの岩肌が見えている所にポッカリと横穴、もしくは縦穴があってな。鉱山の中に入れるようになっておる。坑道の入口じゃな。あの周囲には鉱夫共の街、鉱山街があって、夜になるとぼうっと光って見えるんじゃよ」

「へぇ、見てみたいですね」

「うむ、時間があれば見に来るがええ。深夜じゃなければ起きておるじゃろう」

「ええ、時間が取れるようでしたら、ぜひお伺いしたいと思います」

　しばらく外を眺めてから部屋の中へと戻ると、老人が身体が冷えたじゃろうと、お茶を淹いれてくれた。

「狭いところですまんのぉ。椅子でもあればよかったんじゃが……」

「いえ、十分ですよ。ありがとうございます」

　椅子には老人とコーネリアが、寝台にレティシアとリーノが腰掛けて、男三人は床の上だ。

　床は板張りの上に、熊の毛皮で作った大きな敷物が敷かれていて、床から伝わってくる冷気を遮断していた。

「上から眺めていて思いました。ここは本当に平和な街ですね」

　温かいお茶の入った木椀を両手に持って、ゆらゆらと立ち上る湯気を見つめてコーネリアが口を開く。

「儂わしらが交代で見張っておるからのぉ。鐘楼の上からなら、街の中だけでなくルームが増水したことも分かるからのぉ」

「夜の見張りは辛くありませんか？」

　ウィンが尋ねると、老人は呵々と笑ってみせると、

「昼はともかく、夜の見張りなど楽なもんじゃよ。何せ、火が付けば夜空が煌こう々こうと照らされるからのぉ。ここからなら、部屋の中におっても気がつくわい。ここに暮らしているだけで給金が貰えるんじゃ。これで文句を言うたら罰ばちが当たるわい」

「へぇ、お給金も貰えるんだ～。いいなあ」

「まあ、お嬢ちゃんのような若い人には退屈な仕事じゃし、給金が貰えるとは言っても儂一人が食べるには十分な程度じゃよ。それでも、数年前の流行はやり病やまいと食糧難の時に、儂らみたいな年寄りを口減らしに見捨てずに、それどころか仕事まで与えてくださった伯爵様には、感謝しておるよ」




　夕刻。

　鐘楼で時間を潰したウィンたちは、エルステッド伯爵家へ赴いた。

　伯爵家の屋敷は街の南側に位置し、ウィンたちが訪ねた街の北側の鐘楼からでもわかる大きさだった。

　日の入りの時刻が迫り、道路は仕事を終えて家路につく人々で溢れかえっていた。そんな中にあって、楽しげに歩いて行く武装した男たちは、ウィンたちと一緒にシムルグから来た者たちか。自由時間を与えられて、彼らは夜の酒場へと遊びに行くのだろう。

　そんな彼らとすれ違って進んでいくと、少しずつ繁華街から少し大きめの家が建ち並ぶ閑静な住宅街へと、街並みが移り変わっていった。

　エルツの町では、伯爵家の周囲に街の役所等を固めて建てているようだった。

　伯爵家の門前には広場があって、向かって左には騎士団と兵士の兵舎、そして街の役所が、右にはアナスタシア教会が建てられていた。

「随分と立派な門構えだな、これは」

「ええ。私も多くの貴族のお屋敷に招かれましたが、これほど立派なお屋敷は数えるほどしかありません」

　鉄格子の門の向こうには庭園、その奥には大きな建物が見えた。

　金持ちの屋敷を見慣れているコーネリアとロックが驚くほどに、エルステッド伯爵家の屋敷は大きかった。

　門の前には警備の兵士たちが大勢いて、屋敷を囲む塀の周囲にも、巡回警備をしている兵士たちの姿があった。

　レムルシル帝国の皇太子、アルフレッドを客人として招いているからこその警備体制なのか、それとも普段からこうなのか。

　判断は付け難いが、伯爵家の敷地面積から考えても、相当数の兵士が警備にあたっているのだろう。

　ウィンたちが近づくと、門前に立っていた兵士たちが殺気立った様子で視線を向けてきた。アルフレッドが滞在しているため、警備の兵士たちはかなり神経質になっているようだ。

「そこの六名、それ以上近づくな。許可あるまで、一歩も動かないように！」

　足を止めると二名の兵士が小走りに走り寄ってきた。

　ウィンたちの不審な動きを僅かたりとも見逃さないよう、緊張した面持ちで視線を注いでいる。

　コーネリアの身分を明かして説明しても良かったが、とりあえずウィン、ロック、リーノ、ウェッジが持つコーネリアの御印、桔き梗きようの花の徽き章しようを見せて身分証の代わりとした。

　コーネリア皇女付き親衛隊長であるロイズがつけている徽章も、ウィンたちと同じ桔梗の紋様が刻まれたものだ。

　兵士は徽章を確認すると、途端に丁寧な物腰となって六人を門へと案内する。

　門の横の詰所から一人の伯爵家付き騎士が出てきた。

　彼が警備担当責任者らしい。十騎長の徽章を付けている。

　彼はコーネリアとレティシアの素性を知らされていたらしく、まず二人に対して非礼を詫び、それからウィンたちにも謝罪をすると、すぐに鉄格子の門を開き、中へと迎え入れてくれた。

　庭園の中、白い玉砂利の道を進んでいくと、庭木に隠されていた屋敷の全容が見えてくる。

　二階建ての屋敷は、左右対称の形に作られているようだ。ただ、正面から見て右手側は、噂で聞いていたように改築中らしく、職人用の足場が組まれている。

　屋敷の扉を開けると、エルステッド伯爵家に仕える侍女たちがウィンたちを出迎えた。

「コーネリア皇女殿下、メイヴィス公爵公女閣下。従士の皆様。ようこそお出いで下さいました。殿下と閣下に、我が主君からの歓迎をぜひ受け取っていただきたく、恐縮ではございますが、私めが晩餐の席までご案内させていただきます」

　侍女長なのだろう、最も年長と思われる侍女が一人進み出ると先に立って歩き、それ以外の侍女は廊下の端に控えた。

「ねえねえ、若い女の子ばかりだよ～？　たいちょー、ほんとに女の子を囲っているのかな～？」

「さあ？　まだそうとは限らないだろう？　仮にも伯爵家なんだ。女性の使用人がいること自体はおかしいことじゃない」

　案内に立った侍女長も、まだ三十に届いていない年齢だ。ロックとリーノが、廊下の端に並んで頭を下げている侍女たちには聞こえないよう、小声でやりとりを交わしている。

　二人がそう思うくらい、エルステッド伯爵家に仕えている使用人は若い女性が多かった。客たちの先頭を歩く二人の女性が、帝国の皇女コーネリアと勇者レティシアだと知らされているのか、彼女たちは一様に緊張した表情を浮かべていた。

（こっちまで息苦しさを感じてしまうな……）

　そう思うウィンだったが、立場を逆にしてみれば自分もきっと同じような態度になるだろうと思い、彼女たちに同情の念を覚えた。

「皇女殿下、公爵令嬢閣下。こちらの部屋が晩餐の会場となります」

　侍女たちが通した部屋は、伯爵家が客を饗もてなすために使う部屋なのだろう。

　扉を入って正面の壁には、レムルシル帝国の国旗と伯爵家の紋章旗が張り付けてある。

　二十人が軽く着席出来るだけの長い卓が置かれ、その上には季節の花が活けられていた。

　その部屋で、アルフレッドと、ロイズ、ケルヴィン、そして八名の女性が待っていた。

「ようこそお出で下さいました。皇女殿下、公爵令嬢閣下。本来、当主であるこの私がお迎えに上がらねばならないところ、家か中ちゆうの者に案内させたことをお詫び申し上げます」

　そう言ってロイズが頭を下げてみせた。

「お飲み物は何を召し上がられる？」

　一同に着席を促した後、ロイズは侍女たちに飲み物を運ばせる。

　それぞれの手に飲み物の注がれた銀杯が渡ったことを確認すると乾杯し、エルステッド伯爵家主催の晩餐会が始まった。




「話には聞いていたけど、君は本当に恋多き男だねぇ……」

「いえ、別にそのつもりはなかったのですが。結果的にはこういうことになってしまいまして……」

　晩餐会が終わると和やかな空気の中で歓談へと移っていた。

　アルフレッドが早速話題にしているのは、晩餐会に同席していた八名の女性の事だ。彼女たちはみな若く、十代後半から二十代といったところ。八名全員がロイズの妻だと紹介されて、ウィンたちは驚いた。

　すでに彼女たちは全員、この部屋から下がっていたため、部屋にいるのはアルフレッド、コーネリア、レティシア、ロイズ、ケルヴィン、そしてウィンたち従士の四人だけだ。

　ロイズが八名もの妻たちを娶めとることになった経緯は、エルツを含めたこの地方一帯を襲った作物の不作と、流行病に関係があった。

　当時、対魔大陸同盟軍で千騎長としてザウナス将軍の幕僚を務めていたロイズは、エルステッド伯爵家当主だった父が流行病に倒れて急逝したとの報せを受け、急ぎ所領へと戻ることになった。

　戻ったロイズは、エルステッド伯爵家を継ぐと、代々の家宝、家屋敷、全ての財産を処分して、食糧と薬を買い込み、飢えと病苦に喘あえぐ領民に放出した。

　治安も悪化していた。

　人心の荒廃の原因は飢えと病苦だけではなく、魔物の被害を恐れて大陸北部と東部から疎開してきた難民たちにもあった。

　エルツの町の住民は飢えと病苦から解放されれば仕事を再開し生計を立て直すことができたが、疎開してきた人々には仕事の当てがあるはずもない。

　そこでロイズは悪化した治安の回復も兼ねて、仕事を失った男たちを街の衛士として雇い、年寄りには鐘楼に登って街を見張る仕事を与えた。

　当座の生活費のために、娘や子どもを人買いに売ろうとした者には、伯爵家が買い取ると布告した。

　つまり、伯爵家に仕えている侍女の多くが、人買いに売られようとしていた娘たちなのだ。

　やがて、伯爵領の領民たちの生活は持ち直し、多くの者が元の生活に戻るか新しい生活を始めたが、帰るところのない者たちはそのまま伯爵家で働き、娘たちの中には、ロイズに好意を抱き結ばれた者たちもいたのである。

「なるほど。君の近辺に流れていた噂の要因がようやくわかったよ。売られそうになっていた娘を大量に引き受けた話が歪められて、近隣の町や村から若い娘を召し上げて囲っているという話になったんだな」

「正直申しまして、我が伯爵家の財政は火の車ですから。そのようなことをして遊んでいる余裕はございません」

「その割には、随分と大きな邸宅じゃないか？」

「この家屋敷は一度手放したものを、街の者たちが取り戻してくれたのです。屋敷を売った後、街に小さな家を借りて住んでいたのですが、領主を小さな家に住まわせていては領民の肩身が狭いのだそうです。余計な経費も掛からず、私はそこでも良かったんですがね……」

「なるほど。だが民たちの気持ちもわかるかもしれないな。領主が自分たちよりも質素な暮らしをしていては、領民たちも贅沢をしづらいだろう」

「街の者たちは改築までしてくれています。この屋敷は我が伯爵家にとって、家宝となるでしょうな」

　照れくさそうに、ロイズは大きな身体を揺すって笑った。

「さて殿下、我が家のことは置きまして、そろそろこれからのことを話しましょうか」

　真面目な顔に戻ると、ロイズが話を切り出した。

　先ほどまでの和やかな部屋の空気が一変し、張り詰めた緊張感に包まれた。

　ロイズは席を立って歩いてきたケルヴィンに書類を渡すと、目頭を揉んでいる。その横に立ったまま、ケルヴィンは上座に座るアルフレッドを見て、報告を始めた。

「我々を襲撃してきた者の背後にいるのはクライフドルフ侯、それとノイマン皇子殿下、レティシア様の姉君であるメイヴィス公爵家のステイシア嬢でございます」

「うん。ステイシア嬢に関しては、襲撃に関与した侍女を直接レティシア様に付けた時点で、無関係とは考えられないからな」

　アルフレッドが頷いて、レティシアを見た。

　ウィンはレティシアの反応が気になって、彼女をちらりと見た。幼少の頃から疎遠だったとはいえ、同じ血を引く姉が妹に明確な危害を加えようとしていたのだ。姉との間にある亀裂がレティシアにはどうしようもなく深く、それを思い知らされた彼女の辛い気持ちは如何いか程ほどだろうか。

　レティシアは口を引き結んで表情を変えず、話しているケルヴィンに目を向けている。ただ、彼女は隣に座っているウィンの手に自分の手を重ねてきた。

　コーネリアが痛ましげな視線でレティシアを見る。

「狙いはレティシア殿の暗殺か？」

「いえ、少し違いますね」

　アルフレッドの問いにケルヴィンはリーノを見て、彼女に発言を促す。

　リーノは立ち上がると、アルフレッドに向き直って口を開いた。

「あたしの見立てでは、眠り薬とか幻惑薬の類じゃないかなと思います。朝食と昼食には何も混入されていませんでしたが、夕食の時に出された幾つかの食べ物に仕込まれていました」

「レティシア様を正面戦力で打ち破ることはまず不可能だ。だが、敵に回したとしても、その力を失ってしまうのは惜しい。だからこその生け捕り。眠らせて意識を奪った後で、言いなりにしてしまう薬を使う方法は、古典的だが実に有効な方法だ」

「はい、あたしにもそうした用法に使う薬に関して、幾つか心当たりがあります」

　ロイズの言葉にリーノは神妙な表情で頷く。

「だが、あらかじめ薬に詳しいリーノ従士がレティシア殿と入れ替わっていたおかげで、敵の目もく論ろ見みは外されたわけだ。ふむ……騎士でありながら、合わせて薬師としての才能も持つ、か。お手柄だな、リーノ従士」

「はぅ……はっ、いえ……光栄でありますです」

　アルフレッドから称賛の眼差しを送られて、リーノは目を見開くと、顔を赤くしてしどろもどろになって縮こまってしまった。

　アルフレッドが言う通り、リーノが食事に含まれた薬を見破ったからこそ、敵は方針を変更して、ステイシアの侍女二名の手引きの元、夜襲を仕掛けざるを得なかったのだ。

「ロイズ隊長──エルステッド伯爵の領内で皇太子殿下の身に危害を加え奉れば、領主である隊長の責任が追及されるということでしょうか？」

　発言を終えてようやく腰を下ろしたリーノに代わり、身を乗り出して言ったウィンに、ロイズは顎を撫でて言った。

「そのとおりだ。私の失脚に加えて、勇者メイヴィスが同行していたにも関わらず、皇太子殿下が弑しい逆ぎやくされたとなれば、それを防ぐことができなかったレティシア様の失脚も、狙えるだろう」

「では、その夜襲を完全に防いだので、後はこの件を企てた奴らを告発してやれば良いわけですね！」

　しかしそう勢い込んで言ったロックだが、アルフレッドは逆に愉快そうに笑みを浮かべて口を開いた。

「ロック従士の言うように、話がそう簡単に進んでくれたら良かったんだけどね。だけど、そういうわけにもいかないらしいよ」




　帝国の第二皇子ノイマンと、メイヴィス公爵家第一公女ステイシアの婚約披露宴は、リヨン王国親善訪問団が出立してから丁度三週間後に催された。

　皇族と帝国でも屈指の貴族、その二つの家が結ばれる。

　ノイマンの母方の家であるガウナヘルツ伯爵家もまた、クライフドルフの門閥で大きな権勢を誇る家。派閥の勢いを証明するかのように、大勢の貴族たちが披露宴に列席した。

　婚約披露宴が行われたのは、メイヴィス公爵領の領都メールにある、公爵家の居城の大ホールだった。国内外の珍味、高級料理がふんだんに盛られた卓が幾つも並び、集まった貴族の間を従僕や侍女たちが飲み物を持って回っている。

　その様子を壁際に立って、ジェイドは眺めていた。ジェイドはクライフドルフ領に戻っていたのだが、メイヴィス公爵家の招待を受けてメイヴィス公領へと赴いたのである。

　保守派であるメイヴィス公爵家と、軍閥のクライフドルフ侯爵家の結びつきは、平民を積極的に登用する皇太子アルフレッドに対抗するためではないかとの噂が立っていた。

　この披露宴が、アルフレッドが帝都を留守にしている間に催されたことも、噂に信憑性を持たせている。

　披露宴に参列した貴族たちは、その盛大さと、訪れている多くの有力貴族の顔を見て、興奮した面持ちで囁き合っていた。

　今日の主賓であるノイマンとステイシアの二人は、大ホールの中央付近で祝辞を述べる貴族たちに囲まれている。そのすぐ脇にはメイヴィス公レクトールとその夫人、そしてジェイドの父であるクライフドルフ侯ウェルトとガウナヘルツ伯爵夫妻が立っていた。

　主賓の二人に挨拶を終えた貴族たちは、次にレクトール、ウェルトに挨拶をし、それからガウナヘルツ伯に挨拶をする。

　レクトールはともかく、ウェルトが挨拶を先に受けるのは変に映るかもしれない。だが、皇子の母方の生家であるガウナヘルツ伯家よりも先に、その親族でしかないウェルトが先に挨拶を受けることこそが、派閥の中での力関係を示していた。

　招いた貴族の人数はそのまま派閥の力だ。この披露宴の規模を見れば、どちらの閥に所属することもなく、日和ひより見みを決め込んでいる貴族たちも、雪崩を打つようにジェイドたちの派閥に加わることになるだろう。

　そう、ジェイドが待ち続けている一報が届けばすぐにでも──。

　その一報は宴もたけなわとなる頃に届けられた。

　貴族たちの元へ、外で宴が終わるのを待っていた従者たちが駆け寄っていく姿が方々で見られた。

（来たか……）

「ジェイド様」

「クラウスか」

　燕尾服に身を包んだジェイドの従者、クラウスが耳打ちをする。

「皇太子殿下の御料馬車が、エルステッド領に入ったところで、手はず通りに夜襲を。ですが、アルフレッドの殺害と勇者の拘束は失敗に終わったようです」

「そうか」

「そのため、第二の策を進めております」

　それはアルフレッドがたとえ生きていたとしても、生死不明であると各方面に通達すること。

　努めて冷静な態度を取りつつ、ジェイドは会場を一瞥する。

　皇太子の生死不明。

　連絡を受けた貴族たちが青ざめた表情で近くにいるものと囁き始める。

　小さな囁きが波のようになって、ホールの中はざわめきでいっぱいとなった。

　事が事だけに、誰もが大きな声で口にすることが出来ない。貴族たちは互いの出方を窺うように、自らの親族、従者とのみやりとりを交わしている。

　万が一誤報であれば、皇太子の生死不明という流言飛語を口にしたとして、不敬罪となりかねない。

　うろたえている貴族たち──冷静に落ち着いているようにみえるのは、ジェイドも含めウェルトとステイシア、そして──。

「うろたえるな！」

　野太いノイマンの声がホール中に響いた。

「まだ兄上が生死不明という情報が確かなものなのかは定かではない！　それで、賊による襲撃を受けたと聞いたが、それは何者の手によるものなのか？」

「い、いえ……まだそこまではなんとも」

　ノイマンに問いかけられた貴族が小さな声で答える。

「まずは情報を集めよ！　帝都におられる父上とコーネリアの体調が優れない以上、この件に関しては私が指揮を取る。クライフドルフ卿！」

「は！」

「すぐに卿の中央騎士団を帝都各所に配備！　情報の真偽について情報収集させよ！　そしてすぐに現場に騎士を派遣！　偶発的な事故か、考えたくもないがあるいは外国の手の者による暗殺も考えられる！　それから現場の領主であるエルステッド伯爵家にも召喚状をしたためよ！　エルステッド伯の所領内で起きたことだ！　エルステッド伯爵の責任は追及せざるをえないだろう！　要求に応えない場合は、兄上の暗殺について第一の嫌疑が掛かると思え！　良いか、各自最悪の事態に備え、最大限の警戒に当たれ！」

「拝命いたしました」

　ウェルトはすぐに踵を返すと、ホールの外へと出て行く。

「陛下には私から報告する！」

　ノイマンはそう言って馬車を表に回すよう指示を下すと、小太りな体形に合わない颯さつ爽そうとした足取りで、ウェルトに続いてホールの外へと出て行った。

　後には予想外の事態に呆然としていた貴族たちが取り残された。

　誰もがノイマンの見せたキビキビとした態度に驚いていた。

「あれが、アルフレッド様に比べて凡庸だと言われていたノイマン様なのか？」

「不測の事態に陥って、初めて能力を発揮されるお方なのかもしれない」

　あちこちからそう言った話が聞こえてくる。

「アルフレッド殿下がお亡くなりになられた場合、次の皇帝は第二皇位継承者のコーネリア様となるのか？」

「いやいや、ノイマン様とステイシア様のこの披露宴の規模を見ろ。皇族とメイヴィス公が後ろ盾となるんだぞ？　これはノイマン様が至尊の座に就かれるやも知れぬ」

「ガウナヘルツ伯爵家の本筋はクライフドルフ侯だ。三軍のうち、近衛、中央の両騎士団と、最近では宮廷魔導師団の中でも力を増していると聞く。対してコーネリア様の母方、ラウ公爵家は子飼いだったザウナスらの失敗で風向きが悪い。これはひょっとするとひょっとするかもしれん」

「どうやら我々も、態度を決めねばならないようですな」

「勝ち馬を逃すわけには参りませぬ」

　笑いが止まらない。

　ジェイドは内心では嘲笑しつつ、表面上は深刻さを取り繕いながら、悠々とした足取りで大ホールを後にした。

　すでに手はず通り、ウェルトの私兵化した中央騎士団たちが、帝都の重要箇所に配備されているだろう。

　クライフドルフ領からも私設騎士団が進発し、ペテルシアもまた軍事行動の用意を始めたはずだ。

　隣国レムルシル帝国の皇太子を弑逆したエルステッド伯爵家は、先の遭遇戦を偶発的にではなく故意に導いた疑いがある。ペテルシアの名目は、隣国皇太子殿下の弔いも兼ねて、帝国騎士団の長にして有力貴族であるクライフドルフ侯の下で、懲罰のために参戦する、というものになるだろう。

　後は一刻も早く皇帝とコーネリアの身柄を押さえなければならない。

「我々も帝都に向かうぞ」

　迎えの馬車に乗ったジェイドは、大きく息を吐いた。

　夜襲では皇太子を始末はできなかったが、たとえ生きていたとしても替え玉であると主張すれば良いだけである。

　社交界に流れたエルステッド伯爵家の悪い噂が、その主張を後押ししてくれる。悪徳貴族であるエルステッド伯が、所領内での皇太子暗殺事件の責任を逃れるために悪あがきをしていると。

　子飼いの新聞社等も使って、そうした噂を流して真実にしてしまうのだ。




「もっとも、父上は現在、帝都を離れて別邸におられるはずだ。それにクライフドルフ侯が押さえておきたかったコーネリアは、こうしてここに無事でいるのだけどね」

　今頃、空の部屋に踏み込んで焦っているだろうな、とアルフレッドはクククッと小さく笑う。

「それにしても、兄上。遠く離れた帝都の様子が、よくお分かりになりますね」

「僕くらいになれば、帝国内で起きている事柄を見通すくらい、わけないんだよ」

「まさか……」

「なんてね」

　アルフレッドはコーネリアに笑ってみせると、懐から水晶の欠片を取り出して見せた。

「答えはこれさ」

　通信用の魔導水晶。魔法を付与した後に水晶を二つに割ったもので、それぞれの欠片を持つ物同士で会話をすることができる、貴重な魔道具だった。

　これを使って帝都に潜ませている部下とやりとりを交わしていたらしい。

「さて、恐らくはクライフドルフ侯に踊らされているとはいえ、我が不肖の弟は、どうやら勝負に出たようだ。ノイマンはロイズに召喚状を出すつもりのようだが、こちらに応じるつもりはない。何しろ私は死んではいないのだからな。まあ、私が生きていることを伝えようが偽者に仕立て上げる気でいるようだけどね」

　アルフレッドは目を細めて、口元を笑みの形に歪めた。

「いずれ、エルステッド領へ軍が派遣されるだろう。中央騎士団を掌握しているクライフドルフ侯が命令を下せば、街道も封鎖されてしまう。そこで、エルツが完全に包囲されてしまう前に、君たちにはここから脱出してもらいたい」

　アルフレッドはそう言うと、コーネリアから順番に卓に座っている面々の顔を見回し、最後に再び自分と同じ血を引く妹へと目を向けた。

「前にもいったように、コーネリア。君とレティシア殿にはリヨン王国へ向かってもらう。このエルツからマジルの坑道を抜けてリヨンとの国境にね」
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　エルステッド伯爵家で一夜を明かしたウィンたちは、前夜晩餐会が行われた部屋で朝食を摂ると、屋敷を後にすることにした。

　エルツをクライフドルフ侯の軍勢が包囲する前に、マジル山の坑道からリヨン王国へと抜けなければならない。

　アルフレッド、ロイズ、ケルヴィンの三人は、これからのことを話し合うべく、エルステッド伯爵領私設騎士団の兵舎へと赴いているらしい。

　玄関まではロイズの妻たちが見送ってくれた。

「これからエルツの町が戦火に包まれるかもしれないというのに、皆様は怖いと思わないのでしょうか？　それとも何か、この街がこの難事を無事に切り抜けられるという確証でもあるのでしょうか？」

　昨日の話を聞いて、コーネリアは気になっていたことをロイズの妻たちに尋ねた。彼女たちがこれからエルツを襲う苦難を、夫であるロイズから聞いていないはずがない。だが、今朝の朝食の席でも、彼女たちにはまるで怯えや不安などが見られなかったからだ。

　コーネリアの質問に、ロイズの妻たちが顔を見合わせた。そして彼女たちを代表して、妻たちの中で最年長であるライラという二十代後半くらいの女性が答えた。

「さあ、私たちもそこまでは存じません。ですが、きっと旦那様が何とかしてくださるでしょうから、私たちは旦那様が何か仰せになるまではいつもと同じ日常を過ごすつもりです」

「信頼されていらっしゃるのですね、伯爵閣下を」

「もちろんでございますとも。ですから殿下、閣下。どうぞわたくしどものことはお気になさらず、リヨンへいらしてくださいませ。旅のご無事を、心よりお祈り申しあげます」

　玄関の門の前で頭を下げた時、彼女たちが浮かべた微笑みは、決して偽りのものではなく心からのものだった。




「まずは、坑道の地図がいるね」

　エルステッド伯爵家の屋敷を後にしたウィンたちは、その足で鉱山労働者ギルドを訪ねた。

　鉱山労働者ギルドにはあらかじめロイズから連絡が行っていたらしく、何事も無く坑道の地図を渡してもらえたのだが──。

「うわ、なんじゃこりゃ……」

　ウィンがギルドの職員から受け取ってきた地図の写しを見て、ロックが思わずというふうに呟いた。

　そこに描かれている坑道は、まるで糸が絡まっているかのように複雑に入り組んでいた。

　無数と思えるほどの交差路が描き込まれているが、その交差路が同一平面上で交差しているのか、それとも上層と下層とで立体交差しているのかもわからない。それが何層も重なっているのかもしれないのだ。そうした地図が何枚も渡された。

「仕方ないよ。これが一番正確な地図だって言うんだから。それに、こうしている今も坑道はどんどんと掘り下げられていて、坑道の様子は日々変わっているらしいよ」

「そんなのでリヨンにちゃんと行けるのかよ……」

　ウィンが言うと、ロックは片手で目を覆って天を仰ぐ。

「これ……私たちだけじゃ、道に迷っちゃうかも？」

　ロックと同様地図に目を落としていたレティシアが、ウィンを見て困ったような表情を浮かべる。

　ウィン、レティシア、コーネリア、ロック、リーノ、ウェッジの六名の中で、最も旅慣れている彼女がそう言うのだ。

「地下深くで迷子なんて、ゾッとしないよ～」

　リーノが頭を抱えると、彼女の横に立っていたウェッジも頷いた。

「一応、リヨン王国の国境付近に繫がっている坑道は、もうすでに廃坑になっているそうだから、今現在も掘られていて道が変わってるってことはないらしい。でも、確かにレティの言う通り俺たちだけじゃあ、ちょっと不安だな」

「鉱山労働者ギルドに道案内をお願いしては？」

　コーネリアの提案に従ってギルド職員に道案内の可否を訪ねてみる。だが、鉱山労働者ギルドからの返答は、廃坑に関しての道案内なら、冒険者ギルドに行って廃坑に詳しい冒険者を探したほうが良いというものだった。

「冒険者？」

　坑道を通るのに、どうして鉱山夫に道案内を頼むのではなく冒険者となるのか。戻ってきたウィンに、レティシアが不思議そうに聞いた。

「一度廃坑が決まった坑道には、鉱山夫は降りることが無いらしい。それにリヨンに繫がっているというこの坑道は、もう六十年近くも前に廃坑になったらしくて、今潜っている鉱山夫でこの坑道を知っている者はいないんだとさ」

「それで、どうして冒険者が良いって話になるんだよ？」

「廃坑に魔物が住み着くことがあって、数年に一度大規模に魔物の討伐が冒険者によって行われてたらしいよ。だから冒険者ギルドのほうが、当時の討伐で実際に使われた地図が残ってたりしていて、廃坑道に関して詳しいんだって」

「ええ？　魔物がいるの～？」

　ロックにウィンが答えると、リーノが嫌そうに顔をしかめた。

「魔物って何がいるんだろ……あたし、アンデッドとかやだよ～？」

「アンデッド……ありうるかも」

　レティシアが言う。

「鉱山事故などで犠牲者が出てたりしたら、そこに魔物の瘴しよう気きが絡めばアンデッドが現れる可能性はあるよ」

「レティ、他にはどんな魔物を思い付く？」

　ウィンが尋ねると、レティシアは小首を傾げて考え込んだ。

「うーん……私も洞窟みたいな場所ではそんなに戦ったこと無いの。アンデッド以外で考えられるのは、妖魔のゴブリンとコボルトは洞窟や廃坑跡を住処にしていることが多いね。魔獣だと蛇や蜥蜴とかげといった爬は虫ちゆう類るい系かな？　あと他には虫系の魔物？　ワームとか蠍さそりとか……。中でも特に出会いたくないのは蟻かな。とにかく数が多くて……」

「ワームって？」

「ミミズの魔物」

　リーノの質問にウィンが答える。

　ワームは土だろうと岩だろうと嚙み砕いて地中を移動する魔物だ。地中にいる虫や小動物、大きなものになると大型動物だけでなく魔物すらも食らってしまう。

　地中に伝わる振動や音で獲物を探しているのか、時には人里を襲うこともある。

　ただ、岩をも嚙み砕く歯、岩肌のように硬い皮膚は厄介だが、それらの攻撃を躱かわして硬い皮膚を砕けるだけの実力を持った冒険者なら、一いつ攫かく千せん金きんを狙える魔物でもあった。ワームの体内には往々にして、鉱物の結晶が溜まっていることがある。特に金鉱脈がある鉱山に住むワームならば、金塊が腹の中から見つかることもあるのだ。

　リーノはウィンのワームについての説明を聞いて、巨大なミミズへの嫌悪感のほうが勝ったようだ。鳥肌を立てて、

「虫も勘弁して欲しい……」

「その意見には同意するぜ……リーノ」

「でも、虫系の魔物って地下だけじゃなくて、他にも結構いるよね？　お兄ちゃん」

「うん。森や低い山にも虫系の魔物は多いかな。個人的に出会いたくないのが蚊の魔物。蜂の毒針なんかも厄介だけど、蚊の魔物に襲われると生きたまま体液を吸われちゃうからね」

　ウィンが冒険者ギルドに通っていた頃、帝国がシムルグ冒険者ギルドを通じて所属している冒険者たち全てに緊急依頼を発令したことがある。

　とある村の住民が、一夜にして皮と骨だけの死体となって見つかったのだ。

　その原因が蚊の魔物。

　飛行能力を有し、本能のみで活動する虫型の魔物は、放置しておけば次々と村や街道を往く旅人を襲いかねない。

　騎士団、兵士、そしてシムルグ冒険者ギルド所属の冒険者たちが、人海戦術で森へと分け入って蚊の魔物を捜し、倒した。

　ウィンは直接戦うことは無かったが、討伐の際に襲われた兵士の死体を見ている。

　体液を吸われて、皮と骨だけになってしまった死体。

　襲われている所を目撃した別の兵士の話では、武器を搔い潜った蚊の魔物は、巨大な口こう吻ふんを憐れな兵士の首筋に挿し込むと、みるみるうちに中身を吸い取っていったらしい。

　身体の中身を吸われて、段々と弱々しくなっていく断末魔の叫びは、この世のものとは思えなかったそうだ。

「おい……噓だろ？　そんな魔物がいるのか？」

　ウィンの話を聞いて想像したのだろう、真っ青になったロックを見て、レティシアが微妙な表情を浮かべた。

　レティシアもまた、そうした光景を幾度と無く目にしたのだろう。

「私も……ちょっと虫系の魔物は勘弁して欲しいと思いました」

　涙目になったコーネリアが、肩をすくめてブルっと震える。

「定期巡回討伐任務の時に、そんな魔物と出会わなくてよかったよ～」

「ほんとほんと……」

「まあ、蚊の魔物には坑道内ではさすがに出会わないと思う。あいつら、瘴気に侵された沼の付近にしかいないから」

　コーネリア、ロック、リーノの三人が顔を見合わせ、頷き合っているのを見てウィンが苦笑する。
















「じゃあ、お兄ちゃん。冒険者ギルドに行く？」

「そうだね。エルツの冒険者ギルドはどこにあるのか聞いて行ってみよう」

　そう話し合うと、ウィンとレティシアは先に立って歩き出したのだった。




　エルツの町にある冒険者ギルドは二階建ての建物で、ここにも街の名物である鐘楼が中央部に建っていた。

　木材も豊富なエルツらしく建物は総木造りで、二階の高さに冒険者ギルドの看板が掲げられている。中に入ると、一階が冒険者ギルドの受付と奥に酒場。二階が個室と宿を兼ねているのだろう。

　当然のことながら、シムルグ冒険者ギルド東支部よりも小さかった。奥の酒場に置かれている卓も五つしか無く、卓を囲んでいる冒険者のパーティーも二組しかいない。どちらのパーティーもまだ歳若い、十代後半から二十歳そこそこの若者たちだった。

　ウィンが中に入って見回すと、酒や料理を食べていた冒険者たちが胡散臭げな視線を送ってよこした。ウィンたちの今の姿は、鎧等は身に付けず簡易なシャツとズボン。ただし、ウィン、ロック、リーノ、ウェッジの四人が揃いのものを身に着けている。冒険者ではなく、何らかの組織に所属していることがわかる格好だった。

　彼らはあからさまに嫌そうな表情を浮かべていたが、ウィンに続いてレティシアとコーネリアが入って来ると、一転して興味深そうな顔で見る。

　二人をひと目で一般人ではないと見抜いたのだろう。

　特にレティシアを見て、彼女の美しさに目を見張っていた。

　一同の先頭に立ち、ギルドの中を見回しているウィンを代表者と見たのか、前掛けを付けた老齢の男が声を掛けて来た。

「客かね？　それとも依頼かね？」

　シムルグでは受付と酒場で別の職員がいるのだが、このギルドではその両方を老人がこなしているようだった。彼も昔は冒険者として名を馳せていたのだろうか、まくったシャツから覗いている腕は、老いたとはいえまだまだ筋肉もついていて、ところどころに刃物による傷痕があった。

「依頼です。マジル鉱山の坑道内を案内できる冒険者を探しています」

　マジルの名を出すと老人は興味深げにウィンの後ろにいるレティシアとコーネリアに目を向ける。

「マジルの坑道の案内じゃと？　ほぉ、あんな場所に、貴族のお嬢ちゃんたちが何の用があって……。いや、愚問じゃったな。忘れてくれ」

　冒険者への依頼は内密のものがある。老人もその約束を知らないはずもなかったが、レティシアとコーネリアを見て思わず本音が漏れてしまったのだろう。すぐにウィンに詫びると、カウンターへ差し招いた。

「それで……マジルの坑道の道案内だったか」

「ええ、マジルの坑道を通ってリヨンに抜けたいのです」

　鉱山労働者ギルドで貰ってきた坑道の地図を見せると、老人は喉の奥で唸り声を上げた。

「廃坑じゃな……ふむ。おおい、お前たち！　マジルの廃坑道を通ってリヨンへと抜ける道、行けるか？」

「ああ？　リヨンへの坑道？　馬鹿言うなよ、爺さん。あそこが廃坑になったのは六十年以上昔だろう？　その頃の坑道といえば、かなり山の奥深いところだ。俺らじゃちょっとな……」

　貴族が持ち込む報酬の良い仕事かと期待して聞いていた冒険者たちだったが、リヨンへと抜ける坑道の道案内と聞いて尻込みしている。

　老人が奥の方にいたもう一つのパーティーにも目を向けたが、そちらのパーティーのリーダーと思われる男が両手を上げて首を振った。

「ふぅむ……じゃろうのぉ」

「えっと……そんなに危険な場所なのでしょうか？」

　ウィンが尋ねると、老人は半眼で見上げてきた。

「お前さん方は、何も知らずにあの山に入るつもりじゃったのか……」

「危険……なのですか？」

「それはどうかはわからん。鉱山街が広がる新坑道周辺はまあ良いが、旧坑道の辺りは今じゃあ人が近づかん。そういった場所にある坑道のような穴蔵には、魔物が住み着きやすい」

　老人は窓から見えるマジル山脈へと目を向けた。

「それにマジルは熊や狼といった獣、竜種のような幻獣種も住み着いておる。余程腕の立つ冒険者でもなければ、進んで足を踏み入れるような場所じゃないんじゃよ」

「鉱山労働者ギルドで、定期的に坑道周辺の魔物を討伐していると聞きました。そのため、冒険者のほうが廃坑道に関しては詳しいと」

　老人は頷いた。

「確かに、リヨンへの抜け道が記されている地図も儂わしらは持っている。通ったことがある者もおるが……経験を積んでいる者は皆出払っておるんじゃ。今、ここにおる者はまだ若く、ギルドとしてもマジルには行かせられんのぉ」

「隊長は、そんな道を俺たちに行かせようとしているのか？」

　ウィンと老人のやりとりを聞いていたロックが、小声で隣のリーノに言った。

「コーネリア殿下もいらっしゃるのに……」

「たいちょー、レティシア様がいらっしゃるから大丈夫と判断してるんじゃないかな～？」

　レティシアは、小さく肩をすくめた。

「確かに私、長老クラスのドラゴンでも勝てないことはないからね」

「魔物に関しては我々で何とか対応できるかと思います。道案内役だけでも難しいですか？　報酬は用意してありますが」

「お前さんらは騎士かな？」

　老人は会話をしているウィンの後ろにいるロック、リーノ、ウェッジの三人へ目を向けた。

「ええ」

「どうしたものかのぉ……」

　老人が渋い顔をする。

　貴族の娘が二名に騎士が四名。確かに騎士の戦闘力は、並の冒険者よりも遙かに勝る。

　だがウィンたちの若さを、老人は気にしているようだった。

　そのことを察して、ウィンが口を開こうとしたその時、

「おーい、爺さん。飯食わせてくれないか？」

　二階から一人の男が降りてきた。

　歳は五十を越えたくらいか。短く刈り込んだ赤い髪に、髭。寝起きなのか、寝癖のついた後頭部をボリボリと搔いて大欠伸をした。

「おお、そうじゃ！　お前さんがいたわい！」

　老人が大声を上げて男を見た。

「ああ？」

「お前さんならマジルの廃坑道にも潜ったことがあったじゃろう？」

「まあ、そりゃあ何度かあるが、それがどうした？」

　老人に突然話題をふられて、男が目を白黒させる。

「最近は何も仕事してないじゃろう？　ちょうど今、マジルの廃坑道を道案内して欲しいという仕事があるんじゃが、どうじゃな？　オールト」

　オールトと呼ばれた男が、仕事なぁ、と階段を降りたところで顎に手を当てて考えこむ。それから老人に目を向けようと視線を彷徨わせたところで、振り向いて自分を見ているウィンの顔を見た。

「あ？　あれ？　お前さん……どこかで？」

「……もしかして、オールトさん？　昔、シムルグの冒険者ギルドにいた……」

　七年前、小さな翼人の少女を守るために、強大な力を持つ魔族を相手に一緒に戦った斧使いの冒険者、オールトとの再会だった。
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　エルツ冒険者ギルドの面する通りから一つ裏の通りへと入ると、商家に奉公に出る者、工房に出入りする徒弟が住む集合住宅が多く建ち並んでいる。その家々の中で一軒、狭いながらも小さな庭を持ち、漆しつ喰くいを塗った壁の二階建ての家があった。

　共用井戸にも近い好立地で、窓には大きな硝子ガラスが嵌められている。家の中には暖炉と竈かまどとは別に、パイを焼くための石いし窯がまもあって、更には地下室まで造られている。

　数年前に流行はやり病やまいと農作物の不作を経験したエルツの町は、治安回復のための施策として衛士の巡回数を増やしたため、帝国の他の街と比較しても犯罪は少ない。

　それでも他人の懐を狙う輩やからを完全に討滅することは難しい。

　外観からして金持ちの住む家で、貴族や商家と違って警備兵もいないこの家は、そうした輩にとって格好の獲物のように思える。実際、新築間もない頃に、泥棒が入ったことが一度だけあったのだが──あっけなく捕まった。

　この家に住む夫婦は、シムルグ、クレナド、ペルルといった町を転々として、幾多の冒険を成功させた冒険者だった。そのことが知れ渡って以後、この家に忍びこむような無謀な泥棒はいない。

「おーい、ルイス！　イリザ！　いるか？」

　その家の扉をオールトが軽くノックすると、ゆっくりと十数えるほどの時間が過ぎた頃に、家の中から足音が聞こえて扉が開いた。

「珍しいわね、オールトがこんな時間に訪ねて来るなんて」

　濃い茶色の髪を後ろに束ねた、二十代後半くらいに見える女性、イリザが顔を出した。

「……って、あら？　お客様？」

「ああ、仕事の話だ」

「仕事の話ならギルドで聞けばいいのに。どうせ契約書を書くのにギルドへ行くことになるんだから」

　腰に両手を当てて自分の目線よりも高い位置にあるオールトの顔を見上げると、イリザは後ろに立つウィンたちへ目を移した。一人一人を見回していって、ウィンとレティシアのところで目を見張る。

「覚えているか？　懐かしいだろう？　ウィンとレティ……レティシア様だ。だからギルドじゃなくて、お前たちの家に連れてきたんだ。こっちの方がいいだろうと思ってな」

「うそ……。本当に？　本当に久し振りじゃない！」

「えっと、お久しぶりです。イリザさん」

　ウィンが前に出ると挨拶をし、レティシアも軽く頭を下げる。

「オールト！　連れて来てくれたことには感謝するけど、どうしてその前に連絡の一つもくれないの!?　ちょっと待ってて。今、お茶の用意をするから。オールト、中が散らかっているのを片付けるから、相手をしててもらえる？」

　そう言い残すと、イリザは身を翻ひるがえして家の中に戻って行った。

　少しばかり隙間が開いた扉の奥から、ルイスを叩き起こしているのだろうイリザの声が聞こえてきた。それからドタバタと物音がした。

「ああ、悪いな……待たせちまって」

　オールトがなんとも言えない表情を浮かべると、後ろに立ちすくんでいるウィンたちを振り向いてポリポリと頰を搔いた。




「おお！　お久しぶりっすね。ウィン君、レティシア様」

　しばらく待っていると、ルイスが出てきてウィンたちは家の中へと通された。

　案内された居間はルイスとイリザが慌てて片付けたものの未だ雑然としていて、窓の側にある机には読みかけの本が積み上げられ、棚の上には色々な小物が無秩序に置かれている。

　壁際には、槍を得意とするルイスのものだろう、何本もの槍が立て掛けられていた。

　部屋の中央にはもうひとつ丸い卓が置かれていて、四脚の椅子が置かれている。

「ちょっと、人数が多いっすね。床に座って話しましょうか」

　ルイスが卓を部屋の隅へと移動させて、イリザがクッションを持ってきた。

「女性は椅子に座ってもらって、男性の方は床に座ってもらってもいい？」

　レティシア、コーネリア、リーノ、そしてお茶を用意したイリザが椅子に腰を掛けて、男たちは床に車座となって座る。

「改めて自己紹介をしようか。俺の名前はオールトだ。よろしくな」

　オールトが先陣を切って自己紹介すると、ウィンたちも順々に自己紹介して、差し出された手を握り返す。

「イリザよ。よろしくね」

「ルイス・ユイムっす」

「申し訳ございません。家のしきたりで、異性の方と触れ合うことが許されていないのです」

「あ……そうっすか」

　イリザに続いてコーネリアと挨拶を交わそうと手を差し出したルイスが、その手をやんわりと拒絶されて、手を彷徨さまよわせる。それから戸惑ったように周囲を見回した。

　レティシアと同様、コーネリアも普通の庶民とは違った雰囲気を身に纏っている。

　成功した冒険者であるオールトたちは、貴族たちとも親交があった。その彼らに通じる雰囲気。それも上位の姫君が持つ雰囲気だ。

　オールトたちの間で、コーネリアもまたそうした家柄の出身で、自分たち平民層の人間を蔑視して交流を拒絶する類の人種かという考えが頭をよぎった。

　しかし、本当に申し訳なさそうな表情を浮かべているコーネリアを見て、帝国で最も有名な一族に伝わるしきたりを思い出す。

「異性と手を触れ合わせることができない習慣……騎士らしき護衛とレティシア様が同行。そしてお名前がコーネリアで、桔き梗きようを象かたどった徽き章しよう……」

　イリザは呟いてから、ウィンへ顔を向けた。

「これは言葉遣いも改めたほうがよろしいのかしら？」

「いえ、お構いなく。普段通りで結構ですよ」

　そのイリザに、コーネリアが微笑んでみせた。

「ウィンは、騎士になったんだな」

　互いの自己紹介を終えたところで、オールトが腕組みをして言った。

　ルイスとイリザも感慨深げな表情を浮かべる。

「はい、といってもまだまだ新人ですけど」

　気恥ずかしさを覚えてウィンは照れ笑いを浮かべる。

「レティちゃん……いえ、レティシア様の噂は私たちの耳にも届いていたわ。子どもの時に見せられた凄い魔法のおかげで、実はレティシア様が勇者で、その勇者が十歳程度の子どもだって聞いても、すぐに納得できたわよ。レティシア様は私たちのことを覚えているのかしら？」

「いえ、ごめんなさい。実はあんまり覚えていないんです」

　ちょっとすまなそうな表情をして、レティシアが謝る。

「でしょうね。あの頃のレティシア様、まだ幼かったせいもあるんでしょうけど、それ以上にウィン君のことばかり気にしていたものね。それ以外は眼中に無いっていうか……。それは今でも変わらないようだけど」

　後半、少しイタズラっぽい笑みを浮かべてイリザが言うと、レティシアが少し赤くなって俯うつむいた。

　レティシアが座っている椅子は、床に座るウィンのすぐ傍にある。まるでその場所にいるのがあたりまえだというように。そして、他の仲間たちもウィンの横にレティシアがいることは自然であるというように振る舞っていた。

　イリザは、時折ウィンへと視線を送っているコーネリアとの関係にも興味を覚えたが、ゆっくりと観察する間もなくオールトが一つ咳払いをすると本題を切り出した。

「積もる話は酒の肴さかなのために後に取っておくとして、仕事の話から先にしようか」

　車座となっている一同の中央に鉱山労働者ギルドから貰って来た地図と、冒険者ギルドで貰って来た地図を広げる。

　冒険者ギルドから貰った廃坑道の地図には、道に沿って赤い線が引かれてあった。これが廃坑道内の魔物を討伐した際に使用された地図だ。

「この地図を見ての通り、リヨンへと抜ける廃坑道を通るには、漁師町のあるミンガル湖や、今の鉱山街がある場所とは反対側を登る必要がある。もう聞いているとは思うが、一度廃坑になった場所へは鉱山夫たちは近づかない。そうすると、野生の獣や魔物、それから幻獣種が住み着いていてもおかしくないわけだ」

　地図に目を落としていたオールトが顔を上げて、ウィンたちの顔を見回した。

「マジルの山に住む危険な獣は狼と熊。後は猪や巨大な鹿や山羊なんかもいるが、こいつらはこちらから近づくか、余程のことでも起きない限り人を襲うことはない。だが、問題なのは魔物と幻獣種。こちらは平地や森で出会うものたちとはレベルが段違いと言っていい」

「例えば、どんな魔物が出るんです？」

「よく出会う魔物といえば、巨人族っすかね」

　ウィンが尋ねるとルイスが答えた。

「巨人族って言うと……オーガとか？」

「オーガが一番多いっすけど、たまにもっと大きな巨人族にも出会うっす。そこいらに生えている木よりも余程デカイ……ああ、そうっすね！　わかりやすい例だと、大きいやつならそこらの鐘楼くらいのデカさがあるっすよ」

「鐘楼くらいって……」

　ルイスの巨人族の説明を聞いてリーノが絶句した。

　軽い口調でルイスは言うが、大きいということは豊富な生命力と体力を誇るということだ。力だって凄まじい。鐘楼並みの大きさを持つ巨人族であれば、その拳を受ければ人間なんてひとたまりもないだろう。

「大丈夫よ。あいつら木の上から頭が出てるくらい大きいから、遠くからでもどこにいるかすぐにわかるし」

　青ざめているリーノにイリザが笑いかける。

「それに、あいつら大きいだけあって目は良いけど、嗅覚とかはそれほどでもないわ。たとえ近くに来ても、隠れていればいくらでもやり過ごせるのよ。それに山の中だから、隠れる場所はいくらでもあるしね」

「そんなにデカイ奴は……何を食って生きているんですかねぇ」

「俺が見た時は、大蛇を食っていたな。あ、それとちょうどこの家くらいの大きさの鳥を食らっているのも見たことがある。もっとも、その逆の場合もあったが。あのサイズの蛇や鳥にしたら、オーガですら食いもんなんじゃないか？」

　ロックが漏らした疑問に、オールトが家の中を見回して答えた。

　それを聞いて、思わずウィンたちは硝子が嵌まった窓から、壁のように迫って見えるマジル山脈へと目を向けた。

　雄大さを誇る自然の中では、魔物たちも豪快な活動をしているのか。

「竜種だっているっすよ。遠目に見たことがあるだけっすけどね」

「竜種……竜か」

　その言葉には、ウィンは畏おそれよりも憧れのこもった口調で呟いた。

　物語ではよく題材として扱われてきた竜。

　神霊にも魔族にも関わりを持とうとしない、地上最強の生物種であり、天空を舞い、神々の不滅の魂すらも焼き尽くす吐息を吐くという。

　竜は数が少ない上に霊峰や高峰といった深山に住むため、ごくごく希まれに天空を飛ぶ姿が目撃されることがある程度だ。

　冒険者を志す者であれば、竜を見ることは金にはならないが一つの夢だ。

　竜に関しての噂の一つに、小国ながら強大な力を持っていた旧セイン王国が、どうやって他国にも名を馳せる人物を輩出することができたのかというものがある。彼らは王家が出した学費で外国に留学し、大成したが、それには先々代『剣聖』メルヴィック四世の『竜殺し』の件が関係しているのではないかという説だ。

　竜は鱗の一枚から尻尾の先まで全てが強力な魔法の触媒、薬品、魔道具の材料となる。魔導師、薬師、魔法工学に携わる技師にとって、垂すい涎ぜんの品だ。それに竜はその巣に黄金を始めとした宝物を貯め込むという伝説もある。

　だが、実際に『竜殺し』に成功すれば歴史に名が残ると言われるように、それを為すのは難しい。竜の鱗は鍛えられた鋼も弾き返すほどに堅固で、その上に高温の吐息も吐く。

　その『竜殺し』に成功したメルヴィック四世は、莫大な黄金等も手中に収めただろう。

　しかし、メルヴィック四世が『竜殺し』に成功した後、その殺した竜をどう扱ったかについては文献が残っていない。

　メルヴィック四世が『竜殺し』に成功したことは、多くの立ち会った人間が存在していて証言したため、疑いの余地が無い。だがその後の竜の死体の行方は不明となっていた。その時に立ち会った者たちも、すでに存命していないためだ。

　竜の死体という宝に、欲望に目が眩んだ大国が手を伸ばしてくるのを危惧して隠したのだろう。そう結論づけられている。

　ともあれ竜には、様々な曰いわくつきの噂が囁かれているのだ。

　騎士物語、英雄物語を好むウィンだけでなく、コーネリア、ロック、リーノ、ウェッジまでもが、どこか憧れの入り混じった表情を浮かべたのは、至極当たり前かもしれない。

「まあ、いつもそんな化け物と会ってばかりじゃないから安心して。普通の動物のほうが多いから」

　巨人族や巨大な鳥、見たことのない魔物への恐れと、竜種に出会えるかもしれないという期待感。ころころと変わる表情を見せる若者たちにイリザが微笑む。

　イリザもそういったモノが見たくて、貴族の身分を捨てて家を飛び出して冒険者となった。

　見ればオールトとルイスもイリザと同様、ちょっと嬉しそうにニヤけた笑みを浮かべている。

　彼らもまたイリザと同じだ。

　未知のモノを見る感動と興奮。

　それに魅せられて、一生遊んで暮らせるだけの大金を稼いでも今なお、冒険者稼業を続けているのだ。オールトに至っては、もう引退を視野に入れてもおかしくない年齢だというのに。

「だが、まあ、外で出会う魔物に関しては問題ないだろう」

　オールトがレティシアを見て言った。

　オールトたちが見た鐘楼の高さにも匹敵する巨人族、そして一頭倒すだけで歴史に名を残せる竜種。

　戦いこそしないが、ひと目見ただけでもその強さは伝わってくる。

　人が戦おうと思うなら、軍隊でも引っ張ってくるしかない相手。

　分厚い城壁も拳だけでぶち破りそうな相手なのだが、オールトたちが噂で聞いている通りのレティシアの力が真実であれば問題は無い相手のはず。

　そしてレティシアはオールトたちの期待を違たがえることなく、何でもないことのようにコクンと頷いてみせた。

　それを見て、オールトは若干呆れ混じりの軽い笑みを漏らした。

（幼い頃の彼女が使った魔法を見た時にも思ったが、やっぱりとんでもない嬢ちゃんだな）

「後は、旅支度に掛かる金か。食糧、水、燃料。防寒具やザイル、薬品など結構な量を買い込む必要がある」

「それは大丈夫です」

　ウィンが頷いてみせた。

　アルフレッドから路銀として、多めに貰っている。

　最悪の場合、行った先で大きな街があれば金を借りることができるよう、一筆書いてもくれていた。

　もっとも、この一行には、帝国から当然のように金を引き出せる皇女コーネリア、公爵家令嬢でもあり、実家の公爵家どころか神殿、果ては大抵の国でも頼めば資金を融通して貰えそうなレティシア、各国に支店を構えているマリーン商会という大商会の次男坊ロックもいる。

「よし、じゃあとっとと必要な物を買い揃えて出発するとしようか。俺たち冒険者は、いつでも出発できるように最低限の準備は常にしてあるからな。時間が無いんだろう？」

　オールトがそう言って締め括ると、一同は立ち上がってそれぞれの準備に取り掛かるのだった。
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（そういえば、夜のエルツを見られなかったな）

　足を止めたウィンは、遙か彼方に小さく見えるエルツの鐘楼に目を向けた。

　リヨンに抜ける廃坑道の入口を目指して、ウィンたちは山道を登っている。ウィンが足を止めた場所は、ちょうど左手の斜面の木々が途切れて視界が開けた場所だった。

　空は雲一つない青空とは言わないが、好天に恵まれている。それでもマジルの山頂には薄うつすらと雲がかかっていて見えなかった。

　エルツの鐘楼からマジルの山頂がくっきりと見えたのは、鐘楼で出会った老人が言う通り運が良かったのだろう。

　ウィンは深呼吸を一つした。

　ルーム川の雄大な流れ。帝都からこのエルツまでを覆う、深い森。そしてエルツの町を特徴付けていた数多あまたの鐘楼。そして今登っているマジル山脈。

　生まれ育った帝都シムルグから、随分遠くまでやって来た。そして、これから廃坑道を抜けて初めての外国、リヨン王国を目指す。

　コーネリア皇女殿下を護衛して、六十年前に廃坑となって、人の寄り付かない危険な場所へ向かうというこの状況で、不謹慎かもしれないがウィンは内心ワクワクしていた。

「どうしたの、お兄ちゃん？」

　ウィンの後ろを歩いていたレティシアが、足を止めたウィンに不思議そうな顔を向けた。

「いや、何でもないよ。視界が開けてエルツが見えたから、ちょっと眺めてただけ」

　レティシアも足を止めてウィンと同じ方に目を向ける。

「ホントだ、よく見える。ロイズさんたち、大丈夫かな？」

「隊長たちのことだから心配ないんじゃないかな？　むしろ副長もエルツに残ったから、こっちのほうが心配だよ」

　リヨン王国へ到着すれば、当然のようにコーネリアとレティシアの歓迎式典が催されるだろう。通常、皇族クラスが国使として赴く際には、専門の文官や武官が同行するので、歓迎式典への準備等は彼らに任せておけば良い。実際、エルツに留まっているアルフレッドに随行してきた官吏たちは、その役目を担っていた。

　だが、今はその官吏たちもエルツに残っている。

　リヨン王国に向かうコーネリアには、新米の親衛隊従士が四人しか付いていない。そして先任であるウィンが一応の責任者となる。

「大丈夫だよ。ほら、ラウルだって単身帝国に来たけど、帝国にあるリヨンの公館に駐留している人たちが、ちゃんと衣装や小物なんかも見み繕つくろってくれたでしょ？　リヨンにも帝国の公館があるはずだから、そこにいる人たちにお願いしたらいいんじゃないかな？」

「公館か」

「ラウルだっているし、体裁を取り繕えるくらいの人も貸してもらえるよ」

「そうだね。それに今はまだ、先のことを考えていても仕方がない。まずは、無事に廃坑道を抜けてリヨンに着かないとだ」

「うん。それに急がないと遅れちゃうよ」

　頷くとウィンはレティシアと並んで、再び山道を歩き始めた。足を止めていたため、二人の前を歩くウェッジと間が開いてしまっていた。

　パーティーの先頭には、経験も豊富で道案内役も兼ねるルイスが立ち、その後ろをオールト、ロック、イリザ、リーノ、コーネリア、ウェッジ、そして冒険者としての経験を積んでいるウィン、最後尾をレティシアの順で歩く。

　最優先護衛対象であるコーネリアを中心にして、体力は少ないが豊富な魔導知識を持つイリザと、いざとなれば《身体強化魔法》を使えるリーノがその前に立つ。

　レティシアも本来は貴人として護衛対象なのだが、桁違いの力を持つ事と、体力的にもオールトたちに引けをとらないほど旅慣れているので、ウィンと一緒に後方だ。

　激しい勾こう配ばいが続く山道を登って行き、やがて朽ち果てた木材が転がる広場へと出た。

　今は誰も訪れることのない、旧鉱山街。

　転がる木材は家々の柱や壁だったものだ。

「よし、今日はここで一泊するぞ」

　オールトがそう言うと、イリザとルイスも荷物を降ろす。

「あれ？　まだ日も高いのに？」

　ロックもその指示に従って荷物を降ろしていたが、不思議そうにウィンに尋ねた。

　昼休憩を取ったのは二刻程前のこと。日は少しずつ傾きかけているとはいえ、まだまだ高い位置に存在していて夕刻と呼べる時間ですらない。

「今すぐに坑道内に入っても、どのみち中で野営することになるからね。それならここで一夜を明かして、朝になってから入ったほうがいいんだよ」

「ウィンの言うとおりだ。それと、こいつを回収しておきたいからな」

　ニヤリとオールトがウィンたちに笑ってみせると、手近な所にあった木材のところへ歩いて行く。手に持っているのは彼の得物である戦せん斧ぷ。それを柱だったと思われる角材に向けて勢い良く振り下ろした。

　小気味良い音を立てて、角材が砕け散る。

「俺も手伝います」

　オールトの意図を理解したウィンも荷物を降ろして、朽ち果てて地面に散らばった木切れを集めた。

　廃屋の木材は乾燥していて、燃料にはうってつけだ。

　エルツの町と山の麓にある鉱山街で旅の支度をしたのだが、そこで燃料を買わなかった理由がようやくわかった。ここで薪を調達できるなら、きつい山道を登るのに荷物をわざわざ増やす必要はない。

　集めた廃材を使って焚火をおこし、夕食の支度を終えた頃には日が暮れ始めていた。

　鍋に油を引いてベーコンと蕪かぶ、それから蕪の葉を炒めると水を注いで沸騰するまで煮込み、とうもろこしの粉末をたっぷりと加えて、塩と香辛料で味を整える。そうして出来たとろみのあるスープに、長期保存するために乾燥させて硬くなったパンを浸してふやかして食べた。

「そういえば、ウィンとレティシア様の二人と初めて出会った日の夜も、こうして焚火を囲んだな」

　水筒に入った葡萄酒を一口流し込んで、オールトはウィンとレティシアを見た。

　ウィンが九歳、レティシアが七歳。里が焼かれて孤児となった翼人の少女イフェリーナを救いだした時の話だ。

「ポウラットは足を痛めて冒険者を引退したと聞いたが、元気にしているのか？」

「帝都で、冒険者ギルドのシムルグ東支部の職員として働いていますよ。もう結婚もしていて、子どももいますよ」

「そうか。あいつにとっては夢を追う途中で、道を絶たれたことになるが……生き延びて、次の生活を始められる者はごく少数だ。嫁さんもできて子どももいるのなら、その生活を大切にしてもらいたいもんだ」

　オールトはもう一口葡萄酒を呷あおると、それから寂しげな笑いを浮かべてみせた。

　ウィンは息を吞む。

　よく見れば、五十を越えたオールトの髭に覆われた顔には、深いシワが刻まれている。冒険者、傭よう兵へいとしてはもうとっくに引退を考えていてもおかしくない年齢。

　オールトたちの専門は人跡未踏の地へと踏み入って、古代レントハイム王国時代の遺跡を見つけ出して探索をすることだ。

　レムルシル帝国だけではなく、多くの国々を旅して回っている。

　その彼らが、ルイスとイリザが夫婦となったことをきっかけにして、エルツに家を構えた。

　人が足を踏み入れないマジル山脈の奥地にも、レントハイム王国時代の遺跡があるのかも知れないが、そこを探索するつもりでエルツに拠点を構えたのではなく、この町で冒険者稼業を引退するつもりだったのかもしれない。

　何度となく大きな冒険を成功させている彼らはもう、働かなくても食べていけるだけの金は貯めているだろうし、その気になれば、冒険者として長年に渡って得た経験を活かし、冒険者ギルドの職員にも、もしくは領主の抱える騎士団の教官役として召し抱えられることも可能だ。

　ウィンは、顔を知っていたからといって安易にオールトを頼ったことに、少し後悔の念を覚えた。

　そのウィンの思いを見て取ったのか、オールトが明るい声を出して言った。

「気にすることは無いぞ、ウィン。お前が何を考えているのか何となくわかるがな、俺はこの依頼を持ってきてくれたお前に感謝しているんだ。俺には二つ夢があった。一つは、冒険者となって、この世界を見て回りたい。誰も見たことのない世界を見つけ出したい。その夢は大体叶ったんだがな、もう一つの夢は叶わぬまま引退するものとばかり思っていたんだ」

「もう一つの夢？」

　気がつけば、いつの間にか他の皆もオールトとウィン、レティシアの三人の会話に聞き入っていた。

　先程まで、山の麓ふもとの鉱山街で買い求めてきた一羽の金糸雀カナリアに餌をやっていたリーノとコーネリアも、こちらに注目している。

「それはな、お姫様を守って旅をすることさ！」

　そのコーネリアに目を向けて、オールトは嬉しそうに笑って言った。

「冒険者になろうとした奴の夢なんて、どいつも一緒だろう？」

「たしかにそうね」

「そうっすよ！　そうかぁ……そういえば、俺たち、お姫様を守って旅をしているんすよね」

　イリザとルイスもクスクスと笑い出す。

　その話をきっかけにして、ローラとイフェリーナの親子や、それにまつわる幼いころのウィンとレティシアの活躍など、一同は眠くなるまで語り合ったのだった。




　まだ日が昇る前。

　昨日の夕食の残り物を温め直して朝食とした一同は、目的地である廃坑道の入口へと向かった。

　周辺には丈の長い草が生い茂っていて、山の崖地にポッカリと口を開けている廃坑道は、上部しか見えなかったがとても大きなものだった。

　横の壁と天井は木材で補強されている。

　近くには、かつてこの坑道から鉱石を運搬するために使用されたのだろう、木製の台車が横倒しになって転がっていた。

　大人が五人は余裕で並べる横幅を持つ坑道の真ん中には、朽ち果ててはいたが木の板が敷かれている。この上を鉱石を満載した台車が往来していたのだろう。

　当時、この鉱山が隆盛を誇っていた頃、坑道の入口まで多くの奴隷を使って台車で鉱石を運ばせていたのだ。

　なお、現在ではレムルシル帝国を含めた大陸西部側の国々では、奴隷制度が無くなっている。奴隷の多くは戦争に敗れた国の民たちなのだが、魔物の大規模な侵攻で、人同士が戦争している場合ではない状況に陥ったからだ。

　エメルディア大神殿の下で人類種族全ての国々が同盟を結び戦った際に、奴隷制度が廃止された。亡国によって多大な戦争難民等を生んだが、奴隷制度が廃止されたことは魔物との戦いで人類が得た数少ない福ふく音いんと言える。

　その台車に興味を持ち、車輪の部分をしゃがみこんで調べていたウィンは、後ろから近づいてくる足音に気づいて立ち上がった。

　見ると、レティシアとイリザが連れ立ってやって来る。

「ウィン君を捜していたらレティシア様がここだって。しゃがみ込んでいたから見つからなかったのね」

　台車の周囲には坑道の入口と同様、背丈の高い草が生い茂っている。しゃがみ込んでしまえば、イリザの背丈では坑道前の広場からウィンを見つけることはできないだろう。

「どうしたんです？」

「聞いておきたいことがあってね」

　ウィンがそう切りだすと、イリザはウィンとレティシアの二人の顔を見てから口を開いた。

「ウィン君たちって騎士なのよね？　それなら、魔法が使えるのよね？」

「俺は大した魔法は使えません。せいぜいが騎士剣を強化できる程度で……」

　そのことを少し恥じ入るように言いよどむ。

「あ、でも、コーネリアさんやロック、リーノ、ウェッジたちは使えますよ」

「そう。それにあと、レティシア様もよね」

「ええ」

　レティシアが頷いてみせる。

「まあ、恐らくレティシア様は経験上知っていると思うけど、これから言うことを、ウィン君から他の人たちに伝えておいてくれる？　坑道内では高威力の攻撃魔法、特に爆発を伴うような魔法と、火炎の魔法は使わないようにね」

　狭い空間である坑道内での爆発は逃げ場がなく、爆心地から前後に爆圧が拡散していく。そうなれば、敵だけでなく仲間たちまで巻き込まれてしまう。それに、坑道そのものが崩落してしまいかねない。

　炎の魔法も同様で、狭い空間内で使用すれば、急激に周囲の空気が熱されて高温となり蒸し焼きとなってしまう。また、貴重な空気も大量に消費してしまうのだ。

「他の人たちはまだいいんだけど、皇女殿下には私からは伝えづらいのよねぇ。お願いできるかしら？」

「わかりました」

「それと……」

　イリザは眉み間けんにシワを寄せると、ウィンの顔に人差し指を突きつけて強い口調で言った。

「ウィン君？　どうやら魔法が使えないことで劣等感を抱いているようだけど、そんなに自分を卑ひ下げしないようにね。あなたが自分を低く見積もることは、あなたを信頼して認めている人たちもまた、見る目がないと言っているようなものなのよ？」

　ウィンがはっとしたような表情を浮かべて、横に立つレティシアを見た。彼女はじっとウィンの顔を見つめている。

　ウィンはイリザへと顔を向けると神妙な顔をして頷いた。

「じゃあ、もうそろそろ出発するみたいだから、二人共入口の方に来てね」

　そう言うとイリザは二人に背を向けて歩き出そうとして、こちらの様子を窺っていたコーネリアと目があった。すぐに彼女は目を逸らしたが、詳しく話を聞かなくても、彼女がウィンに対して淡い思いを抱いているのはすぐに分かる。

（勇者様、皇女殿下ね。それに独身の平民騎士を未婚の皇女の側仕えにしたということは、皇太子殿下もウィン君に期待しているのかしら。魔法は使えなくても、これだけの人たちから信頼を集める……）

　イリザは肩越しにウィンを振り向いた。

（これがウィン君の──魔法なんかよりもずっと大きな力。もっとも、本人は自覚していないようだけど……）

　そんなことを考えていると、笑みが溢れて来る。

　イリザもまたウィンの周囲にいる人々同様、彼に対して大きな期待を抱いているのだった。
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　カビと湿った土の臭いが混じりあった独特の空気も、やがて鼻が慣れてしまったのか気にならなくなった。

　廃坑道内は、背丈のあるオールトとウェッジの二人が立っても、十分余裕を持って歩ける程度の高さがあった。横幅も大人五～六人が並んで歩けるほどに広い。

　ただ、岩盤の弱い場所を支えている木材で作られた支保工が、長い年月を経たせいで腐食して亀裂が走っていたり、折れていたりしたので、一行は十分に注意して廃坑道内を進んでいた。

　ウィンはパーティーの最後尾を歩いている。山道では一列になって歩いていたが、今はレティシアが隣を歩いている。

　明かりは《光源魔法》を付与した棒切れだ。ウィンもレティシアに魔法の明かりを付与してもらっていた。《光源魔法》は初歩的な魔法の一つで、騎士であればほぼ誰でも使えるが、松明たいまつを使用しないのは、ごく希まれに燃える空気と反応して大爆発を起こすことがあるからだ。

　昨夜、野営をした時にもう判明していたことだったが、幸いな事にこの廃坑道は、ゴブリンやコボルトといった妖魔、熊などの獣の巣穴になってはいなかった。

《光源魔法》が照らしだす廃坑道内では、天井にぶら下がっているコウモリたちが、突然の闖ちん入にゆう者しやに迷惑そうに時折羽ばたくくらいで、動くものは見られない。

　だが、コウモリたちを餌え食じきにする毒蛇などはいるかもしれないし、廃坑道の出入り口はここだけではないため、別の場所に魔物が巣食っている可能性もある。

　ウィンは油断なく、足元を明かりで照らして歩いた。

「うう……気持ち悪いな～」

「そうですか？　コウモリって、よく見ると可愛らしい顔をしていますよ？」

　パーティーの真ん中を歩いているコーネリアとリーノがそんな会話をしている。

「なんでこいつら逆さまにぶら下がってんの～？　なんでこんなに固まってんのよ～」

　嫌そうに小声で呟いているリーノ。

「奥に行けばいなくなる。それまでの辛抱だ」

　ウィンたちの前を歩くウェッジが言うと、彼女は肩を落としてコーネリアが抱えている鳥籠に目を向けた。

「……はあ、あいつらに比べて、同じちっこさでもあんたは可愛らしいのにね～？」

　コーネリアだけは《光源魔法》が付与された棒切れを持たずに、金糸雀の入れられた鳥かごを持って歩いていた。

　常時さえずっている金糸雀は、異常を察すると鳴き止むことを、遺跡や人跡未踏地の探索を生業なりわいにしてきたオールトたちは知っていたので、エルツの冒険者ギルドで買い求めたのだ。

　コーネリアが金糸雀を抱えているのは、いざ魔物と遭遇した際にも、彼女が積極的に前に出ることは無いためだ。また、金糸雀の籠に《静寂》の魔法を掛けて鳴き声を消すこともできる。

　掘り跡も生々しい岩壁に八人の人影がゆらゆらと揺れる。染み出した地下水で濡れた岩壁が、てらてらと光っていた。

　台車のために敷ふ設せつされた板に沿って奥へ奥へと廃坑道を進んでいくと、やがて下り坂が続くようになり、枝道なども現れるようになった。

　ふと振り返ってみると、当然のことながらウィンの持つ《光源魔法》で照らしだされる範囲の外は暗闇に閉ざされていて、ウィンは深淵の中へ引きずり込まれそうな感覚を覚えた。

「前方にちょっと開けた場所があるみたいっすよ」

　先頭を歩くルイスの声が聞こえた。

「そうか。その辺りで軽く食事休憩でも取るか」

　オールトが言うと、全員が一斉に溜息を吐いた。

　ウィンとレティシアも、互いに溜息を吐いた後で顔を見合わせて笑い合う。

「思ってた以上に疲れるね」

「空や周囲の景色が見えないってことが、どれだけ精神的に疲れるかよくわかったよ」

　ウィンが首を回して言うと、レティシアは頷いた。

　それからレティシアが地図の写しを取り出した。

　ウィンが《光源魔法》でレティシアの手元を照らす。

「地図を見ると、開けた場所ってここかな？　此処から先はどんどん下ってるみたいだね」

「今のところ魔物とも出会わないし、このまま順調に抜けたいね」

　だが、そのウィンの願望はわずか数秒後に破られることになる。

　狭い廃坑道内に、先を歩くルイスとロックの注意を呼びかける鋭い声が反響し、ウィンとレティシアは急いで先を行く仲間たちの元へと駆けつけたのだった。先頭にいたルイスとロックの背中までは遠くない。地図では広い空間となっているはずの場所の手前で、二人は足を止めていた。

「この臭い……」

　レティシアの顔が少し険しいものとなる。

　彼女にとっては嗅ぎ慣れた臭い──死臭だ。

　振り向いたロックがよろよろとした足取りで、岩壁に手をついた。

　コーネリアとリーノが道をわずかに戻って来ると、顔を真っ青にして口元を押さえてうずくまっている。

　ウィンとレティシアは揃ってオールトたちの間から中を覗き込んだ。

「────っ」

　息を吞んだ。

　広場は部屋と呼んでも良いくらいの十分に広い空間だった。天井が道よりも高く削られていて、支保工でしっかり補強されている。

　この鉱山がまだ採掘されていた頃は、鉱夫たちの休憩所にしていたのかもしれない。元々は卓と椅子だったと思われる物の残骸と、掘削するために使用する道具類が無造作に放置されていた。

　もっとも、支保工もそれら道具も腐食が激しいのは同様だったが。

　天井の岩の隙間からにじみ出てきた地下水がポツンポツンと降っていて、雨後のように床を濡らしている。

　そして──。

「……人間のものじゃないな、この血と骨は……」

　顔をしかめて広場の中に入って行ったオールトが、地面に転がっている骨を足で転がした。

　散らばった骨とともに、赤黒い血のような液体が床一面に広がっていた。

　天井から落ちてくる水滴のためか、乾くこと無く生臭い臭いを部屋中に充満させている。風も吹かず淀んでしまった臭気のせいで涙すら滲んできたが、オールトたち三人は構わずに広場へと足を踏み入れた。

　ウィンとレティシアもその後に続く。

　レティシアは散らばる骨が比較的固まっている場所に近づくと、しゃがみ込んだ。ウィンからは表情が窺えなかったが、つぶさに骨の様子を観察している。

　やがて後ろに立って様子を眺めていたウィンを仰ぎ見た。

「……この骨、ゴブリンのものじゃないかな？」

　骨はかなり広範囲に散らばっていて、中には砕けてしまっているものもあったが、それらの骨の大きさから体格を想像すると、人間なら十歳程度の子どもか。矮わい軀くであることと頭骨などから、レティシアはそう推測した。

「レティ、わかるのか？」

「うん。何度も戦いがあった場所で野晒しになっているのを見たことがあったから」

　ゴブリンの死体ならウィンもオールトたちも見たことがあったが、骨になった状態まではじっくりと観察したことが無い。

　レティシアが常人では計り知れない濃密な時間を戦場で過ごしていたことがわかる。

「でも、これおかしくないお兄ちゃん？」

　広場の中に散らばっているのが、骨と血と思われる液体だけなのだ。

　この惨状からすれば、肉や臓腑が辺り一面に飛び散っていて不思議はない。そもそも、部屋の中に立ち込める死臭からして、こうなったのはごく最近と思われた。

「どうして骨だけなんだろう？」

　骨は全て綺麗になめ尽くされたかのように、肉が綺麗に削げ落ちていた。

　レティシアの疑問にはすぐに答えず、ウィンは広場全体を見回して見た。

　広場の岩壁には来た道以外にも、幾つかの枝道がある。

　とりあえず、ウィンたちの持つ《光源魔法》の明かりが照らす魔法の範囲内に、魔物らしき怪しい影は見当たらない。

　大型の魔獣にゴブリンなどの力の弱い妖魔が喰われることもあるが、それにしたって食い残しの肉片程度は残っていそうなものである。

「レティ、肉だけを溶かして食べるような魔物に心当たりある？」

「スライムのような不定形の魔物なら……でも、そういった魔物なら骨まで溶かし尽くすし」

　レティシアがそう答えた時、

「……何にしろ、何かがあったってことだな。おい、ウィン。それとレティシア様。一度通路に戻ろう。何はともあれ一度休憩したいが、ここじゃ食事もできやしない」

　いつの間にかウィンとレティシアの会話が聞こえる位置にまで来ていたオールトが、二人を手招きした。

　オールトの意見にウィンとレティシアも異存は無く、戻ることにした。

　来た道へと戻ってみると、コーネリアとリーノがまだ青褪めた顔で座り込んでいた。

　凄惨な死体がある現場は何度も見てきたが、覚悟を決めている時と不意打ちで遭遇するのでは衝撃が違う。

　ロックも精神的な衝撃を受けていたが、女性二人より目にした光景から立ち直るのが早かったのか、平静を保っていたウェッジと一緒に道の前後に立って警戒していた。

　ウィンが手に持った《光源魔法》の明かりを振ってみせると、ロックがホッとしたような表情を浮かべてやって来た。

「ウィン。どうだった？　その……もしかして魔物がいて、誰か犠牲者が出ていたとか？」

「いや、レティの見立てでは、あの散らばっていた骨はゴブリンのものじゃないかって」

「ゴブリン？　そうか……」

　ロックはウィンの肩越しに広場の方へ目を向けた。彼も気がついているのだろう。あの骨が人のものではないにしても、ゴブリンを蹂じゆう躙りんした何かがこの廃坑道に潜んでいることに。

　ウィンたちは来た道を少しだけ引き返すと、できるだけ地下水で濡れていない乾いた地面を見つけて、そこで休憩を取ることにした。

　通ってきた道なので火を点けても危険はないだろうと、薪に火を点ける。

《光源魔法》とは違う熱を伴った明かりが、廃坑道内を照らし出す。

　ウィンは腰に吊るした水筒から水を一口飲んだ。

　ほうっと大きく息を吐く。

　腰を下ろしてみてウィンも、自分で考えていた以上に疲れていた事に気づいた。

　食事を作る際の匂いに魔物が寄って来る事を恐れて、お湯だけを沸かして木杯に注ぐ。干し肉と木の実、そして硬くなったパンだけの食事だ。

　それでも焚火で身体が暖まってきて、腹の中に食べ物を入れると、緊張していた心が解きほぐされてくるのがわかった。

　炎の揺らぎと熱は、《光源魔法》の明かりと違って緊張した精神を落ち着けてくれる。

　レティシアが降ろしていた荷物から、干し葡萄の詰まった袋を取り出して、ウィンの隣に腰掛けた。

「食べる？　お兄ちゃん」

「ありがとう」

　差し出してくれたレティシアにお礼を言って、数粒程口の中に放り込んだ。

　甘い味が広がる。

　味気ない食事だったので、甘い物がより一層美味しく感じられた。

　レティシアの持つ袋から干し葡萄を更に幾粒か貰うと、コーネリアとリーノにも食べさせる。彼女たちもようやく人心地がついたようで、青褪めていた顔に血の気が戻ってきたようだった。

「さて、殿下もようやく落ち着かれたようで？」

「はい、大丈夫です」

　声を掛けたオールトにコーネリアは微笑みを浮かべてみせた。

「さてと……ゴブリンやコボルトといった妖魔がいなくて幸運だと思っていたが、どうやらそうは問屋が卸さないらしい」

　オールトは肩をすくめて、少しだけおどけた口調で言った。

　多少弛緩したとはいえ、未だこの場に漂い続ける重い空気を変えようとしたのだろう。

「ただ、まあ、元々何らかの魔物か獣はいるかもしれないと予想していたわけだから、想定内の出来事だ」

「あの骨がゴブリンのものだとして、襲われたのはここ最近のことだと思うわ。それと、あのゴブリンたちが襲われてくれたおかげで、私たちは何かがこの廃坑道内に潜んでいることを知ることができた。これは大きな収穫よ」

「何も潜んでいないと思って油断しているところを襲われずにすみますね」

　イリザの言葉にウィンが頷く。

「そのゴブリンを襲った魔物って何かわかったの～？」

「肉だけが綺麗に欠片も残らずだからなあ……」

　リーノの質問にオールトが腕組みをして考えこむ。

「俺にも心当たりが無いな。死体が似たような状態になる魔物といえば、スライム系の魔物なんだが……」

「スライム系の魔物ならレティが骨まで溶かしてしまうと」

　ウィンが言うと、レティシアが頷いてみせた。

「魔物には様々な種類がいて、私も出会ったことがない魔物もいますから。とにかく警戒をしていくべきでしょう」

「魔物の正体はともかく、思っていた以上にこの廃坑道の傷いたみ方かたが酷ひどいっすね……。全力を出して戦うのは難しそうっす」

　食事を摂る間、地面に置いていた槍を手に取ったルイスが、天井に槍の穂先を向けて見せた。

「どうしてです？」

「支保工──天井を支えている木材。大体これがある場所は落盤の危険があるところなんだけど、さっき広場の天井でも見てきたけどその腐食が凄いんだよ」

　ウィンは、ルイスの槍の穂先を追うようにして天井を見上げたコーネリアの横顔へ向けた。

「危険、なのですか？」

「腐ってるからね。補強の意味を成していない。ちょっとした衝撃で崩れそうだった」

　廃坑道の入口で、イリザから、坑道内では高威力の攻撃魔法、特に爆発を伴うような魔法を使用しないようにと注意されていたが、あの腐食が激しい支保工の状態を見ると、魔法どころか振り回した武器があたった衝撃だけでも崩れてきそうに見えた。

「それに関してなんだけど、お兄ちゃん。私にちょっと考えがあるの」

「考え？」

「うん。後で試してみるつもり。うまく行けばそれは気にしないでいいかも」

　レティシアがそう言うのならそうなのだろう。

　ウィンは頷いた。

「魔物の正体もわからないけど、とにかく今まで以上に気をつけるよ」

　ウィンがコーネリアに向き直ってそう言うと、コーネリアだけでなく他の者たちも頷いたのだった。




『我は命ずる理ことわりを為す力。在りし日の姿へ回めぐりて戻せ』

　廃坑道内にレティシアの呪文が反響する。

　レティシアの身体から零こぼれた黄金の輝きが、彼女の指先を伝って腐り果てた支保工の木材へと伝わり──。

「うわあ……」

　誰からとも無く感嘆の溜息が漏れた。

　黄金の輝きが触れた支保工の木材が、まるでたった今組み立てたばかりのように、新品同様になっている。

「あり得ない……何てことなの……信じられない」

　イリザがわなわなと震えている。

「…………ん」

　やがて小さく息を吐くと、レティシアは閉じていた目を開いた。

「これで、この坑道の支保工は、採掘が行われていた時代と同程度の強度を取り戻せたはずです。ちょっとくらいの衝撃なら、落盤することはないと思いますよ」

「あ、ああ……」

　オールトもルイスも目を見開いてレティシアを見ている。

「なるほど。大丈夫って言ってたのは、この魔法か。これ、以前にティアラ様がセリの住む小屋に使ってくれた魔法だよね」

「そうだよ、お兄ちゃん。あの時、ティアラが使ってるのを見てたからね」

「本当に新品同様ですね……」

　コーネリアが支保工の木材の表面を触って言う。

「廃坑道内の全部にこの魔法を掛けたのですか？」

　鉱山全体の坑道の総延長がどのくらいあるのかはわからないが、その全体に行き渡らせる魔力。それだけではない、六十年前──いや、それは廃坑になった年月なので、その更に数十年から数百年単位の旧い木材もあっただろう。

　その全てが新品になるまでの時間を巻き戻した。

（子どもの頃に、魔力を垂れ流すことで空を飛んでいたけれど……）

　畏怖の目でイリザはレティシアを見る。

（魔力の制御を覚えた彼女には、本当に限界なんてものがないのかもしれない）

「ねえ、その魔法を使えば若返ることもできるんじゃないの～？」

「それは無理かなぁ。この魔法は生物には作用しないみたい」

　リーノの質問にはそう答えておく。

　もっとも試したことがないだけで、できるかもしれない。

（それよりも……）

　レティシアは自分の手のひらを見つめた。

（何だろう？　さっきの魔法を使った時、何か妙な感じだった……）

　水面に水滴を落とした時に生まれた波紋のように広がっていく魔力が、途中でうまく伝わらなかったような気がした。

　廃坑道の奥深くで、ポッカリと何か障害にぶつかったように──。

「どうかしたの、レティ？」

　広場の先にあった枝道を少し先に行ったところで、ウィンが振り返ってレティシアの方を見ていた。すでにウィンとレティシアを除いた面々は進み始めていたようだ。

「ごめん。何でもないよ」

　そう言ってレティシアはウィンに駆け寄る。

（気のせい？　ううん、後でもう一度調べてみて、それから皆に話したほうが良さそうね）

　そんな考えを顔には出さず、レティシアはウィンと並んで先を行く仲間たちの後を追いかけたのだった。
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　光の届かない地底にも、様々な生物が存在する。

　誕生から生涯を通じて地底で暮らす生物もいれば、冬でも温かい為にわざわざここにやってきて住み着く種も存在する。

　広場に集落を作っていたゴブリンがそうだ。ネズミやトカゲ、蛇に蠍さそり、蜘蛛くも、ミミズ。地下水が溜まった場所には、エビや魚だって存在する。

　そして、それらが瘴しよう気きに冒されて魔物化したものもいる。

　地底は地上と比較して食べ物が少なく、互いが互いを獲物として捕食する。大抵の場合、大きな物が小さき物を食する弱肉強食の世界。

　ソレらもまた、この光届かぬ世界で補食し捕食される関係の中にあった。ソレらは元々廃坑道に住む生物の中では弱い存在で、生存競争という争いで死んだ生物や魔物の腐肉を食らうだけの生物だった。

　その状況が一変したのは、つい先日のこと。

　廃坑道の奥深くから強烈な瘴気が湧き上がり、偶然にもその場所近くにソレらの巣が存在した。

　強烈な瘴気を浴びたソレらは、身体の組成を変化させて魔物と化した。魔物となったソレらは、あっという間に増殖すると廃坑道内にいた様々な生物を食い散らかした。

　地底奥深くから徐々に入口まで勢力を伸ばす。

　広場にいたゴブリン共は非常に食いでのある獲物だった。

　そうして瞬またたく間に廃坑道内で勢力を拡大したソレらが、これ以上勢力を拡大するためには、更なる獲物を求める必要があった。

　廃坑道から日の当たる世界へと出て、より栄養価の高い獲物を探す。

　だがその前に、そんなソレらの前に、ゴブリンとは違う二足歩行の獲物が姿を現した。

　数はわずかに九つ。

　ソレら全体が腹を満たすには数が少ないが、ゴブリンよりも大きな獲物。

　襲うには絶好の獲物だった。




　町の中でなら教会の鐘が、外でなら昇っている太陽と月と星とが時間を教えてくれる。しかし、地底奥深くの廃坑道内では、正確な時間を知る術はない。

　案内役であるオールトが、パーティー全体の体力を推し量りながら、休息と睡眠の時間を判断して進む。

　そうして廃坑道に入って、おおよそ二日の時が過ぎた。

　ゴブリンの軀が転がっていた広場から随分進んできた。

　崩れそうだった支保工は、レティシアの魔法によって新品同様なまでに時間が戻されていて、落盤の危険性も少ない。

　気になるのはレティシアの言った、魔力が遮られていたように感じた場所なのだが、地図で見る限り、ウィンたちが進む道とは違う道の先にあるようだった。

「気になるようならリヨンに着いた後で、冒険者ギルドに調査依頼を出せばいい」

　レティシアの話を聞いて、オールトたちはそう言った。

　廃坑道の奥深くに、勇者の魔力を阻害した何かがある。

　ここまでの道のりで、魔物とも出会うことが無く、幸いにして荷物の中に紛れ込もうとする毒蠍や毒蛇にも出会っていない。

　鉱物の混じった粘性の高い地下水のせいで、縦坑がわかりにくく、気付かずに吸い込まれでもしたら命を落とすが、十分に注意をして進めば大丈夫だろう。

　若い冒険者にとって、良い仕事になるのではないか。そんな事を話しながら、慎重に下っていく。

　やがて歪いびつな形になった十字路へと出た。

　道が交差している場所が円形に広くなっていて、まっすぐに進めば勾配が下っていて、左右にある道は逆に勾配が上がっている。

「この道を右側に折れるみたいっす」

　地図を見ていたルイスが振り返って言う。リーノが焚火で出来た炭を利用して目印を刻んだ。

「ふぅ……今度は登りか」

　手拭いで汗を拭ってロックが水を一口飲む。

　坑道は上がったり下ったりと、勾配が激しい。

　地図の確認のため立ち止まったついでに、ウィンは腰に吊るしている革袋から胡桃くるみの実を取り出して口に入れた。

「レティも食べる？」

　そう言ってウィンは横に佇むレティシアに差し出したのだが、彼女はそれには答えず、ウィンのその腕をきつく摑んで止めた。

　レティシアは周囲をやけに感情を殺した目で見回している。

「何か来る！」

　レティシアが腰の剣を抜いた。

　レティシアの警告の声と剣が鞘走る音に、一同がそれぞれの武器に手を掛けた。

　付与魔法を得意とするコーネリアと魔導師のイリザが《光源魔法》で広場全体を探るように照らし、彼女たちを中心にして他の七人が武器を持って構える。

　交差路で広くなっているおかげで、オールトの斧もルイスの槍もうまく振るえそうだ。

　ウィンもレティシアと同様に剣を抜くと、魔力を剣に通しつつ周囲の気配を探った。

（……気配は何も感じない？）

　ウィンだけでなく、オールトたち、ロック、ウェッジ、リーノも、敵の姿を探して視線を彷徨わせている。

　気配を感じているのはレティシアだけらしい。

　だが、それだけに必ず何かが潜んでいる。

「──リーノさん！　上！」

　レティシアの鋭い警告。

「上!?」

　上を向いたリーノにシッと何かが発射され──。

「──っがああ！」

　咄嗟に左腕を差し出してリーノを庇かばったウェッジが苦痛の悲鳴を上げた。

「ウェッジ！」

「このやろうっす！」

　リーノの悲鳴と同時に、ルイスが天井に向かって槍を突き出す。

　何かがグシャッと潰れるような音と、穂先が貫いて岩壁を削るような音が響く。

「蟻!?」

　ルイスの槍に突き刺されてボトリと落ちてきたのは、体長五十センチにもなろうかという巨大な蟻。

「ウェッジさん、こっちに！」

　苦痛に顔を歪めたウェッジが、腕を押さえてコーネリアのいる場所まで下がった。

　蟻酸がウェッジの革製の籠こ手てを侵食し、その下の肌が重度の火傷を負ったように爛ただれていた。

（ひどい……）

　コーネリアはすぐに水で蟻酸を洗い落とすと、治癒魔法の詠唱を始める。急いで治癒魔法を使わなければ腕の肉が溶け落ちて、骨にまで達してしまう。

「このっ！」

　ウェッジが抜けた穴から、パーティーの背後へ回り込もうとした蟻に、リーノが大きく剣を振るった。蟻の外殻に剣の先が当たるが、斬り裂くところまでは行かず、表面に傷がついただけだった。

「こいつらかなり硬いっすよ！」

　矢継ぎ早に槍を繰り出しているルイスが叫ぶ。

　彼の攻撃は、前進してくる蟻の頭部や胴体を何度も捉えているが、突き出した穂先の角度が悪いと外殻で弾かれてしまって、有効な攻撃となっていないようだった。

「イリザ、魔法が欲しいっす！」

『刃よ、我に従え！　我、剣の理を識りて、刃に現す！』

　イリザの付与魔法。

　ルイスの槍の穂先に魔力が付与されて、淡い輝きを灯す。魔力で切れ味が強化されたルイスの槍は、今度は多少狙いがずれていても、硬い蟻の外殻で弾かれること無く傷をつけることに成功した。

「はっ！」

　こうなると間合いの長いルイスの槍は、蟻に対して有効な武器となる。攻撃が届きにくい天井から迫ってくる蟻を貫き落としていく。

　一方でルイスよりも苦戦しているのがオールトだ。オールトの武器は戦斧。重量のあるこの武器は間合いが短い。もっとも重量があるため、いかに硬い蟻の頭部や腹部でも、振り下ろされた斧は易々と外殻を砕き叩き潰した。しかし、その分取り回しが遅いため、腕や足を刃物のように鋭い蟻の歯で嚙み千切られて流血している。それでも蟻の腹部から発射される危険な蟻酸は、斧を盾のように使って直接体に浴びるのを防いでいるのは、培ってきた経験故だろう。

『我、風の理を識りて、悪しき剣を阻はばむ盾と成せ！』

　ルイスの剣に魔力を付与した後、イリザは、二人を狙って浴びせられる蟻酸を、風の障壁の魔法を次々と詠唱して巧みに防ぐ。そのイリザのすぐ傍で、リーノが蟻を彼女に近づけないように牽けん制せいしていた。

　一方で、ウィンとレティシアもまた並んで剣を振るっていた。

　彼らの傍では負傷したウェッジがコーネリアの治療を受けている。

　レティシアがウィンよりも突出して、剣を振るう。

　魔王を滅ぼした『聖霊剣』ではなく騎士剣と同じ剣だが、レティシアが身に纏う黄金の輝きが剣を包み込み、硬いはずの蟻の外殻を紙のように切り裂いていく。

　足場の悪い廃坑道内で機敏な動きをする蟻を全く苦にせず斬り裂くレティシアだったが、それでも討ち漏らした蟻がウィンへと迫る。

「くっ、きりがない！」

　その一匹の頭部を刎はね、足で蹴り飛ばしたウィンは突破口を探して広場の中を見回した。

　蟻が雲うん霞かの如く湧いて出てきているのは、十字路の奥、下っている道からだった。

　恐らくその先に蟻共の巣があるのだろう。

　道の天井、左右の壁、地面と、隙間が見つからないくらいに蟻共がみっちりといて、まるで無限に湧き出てくるかのようだった。

　レティシアの手が届かない天井から回り込んだ蟻が、腹部から蟻酸を発射する。

　溢れ出てくる蟻によって徐々に押し込まれていたウィンには、浴びせられる蟻酸を躱せる程の足場が無く、咄とつ嗟さに剣で蟻酸を叩き落とした。

　奥の下り道から蟻が湧いて来るため、徐々にパーティーは中央から左右の道へと二つに分断されつつあった。

　リヨンへと続いているという右の道側に、オールト、ルイス、イリザ、リーノが、左の道側へウィン、レティシア、コーネリア、ロック、そして負傷しているウェッジの五人が押し込まれて行く。

「お兄ちゃん！　ここだと、狭すぎて押し切られちゃう。この道の奥に逃げたほうがいいかも!?」

　レティシアが天井から飛び掛かってきた三体の蟻を、一振りで斬り伏せながら提案した。

「このままじゃ身動き取れなくなる！　こっちも先の道へ引くぞ！」

　オールトの叫ぶ声。

「そっちの道からでもリヨンに繫がっている道があるっす！　遠回りにはなるっすけど！」

「分かりました！　レティ！　ロック！　後ろを頼む！　コーネリアさんは明かりをお願いしていい？」

「任せて！」

「分かった！　早く行け！」

　ウィンはウェッジに肩を貸すと抱え上げた。

「すまん、ウィン」

《光源魔法》を持つコーネリアが先頭で左の道へと飛び込み、続いてウェッジを抱えたウィンが飛び込む。

「ロックさん、先に行って！」

　レティシアが剣を振りながら、殿しんがりについて蟻を薙ぎ払った。

　レティシアは少しでも自分たちの方へ蟻が来るように、大きく動いた。

　ロックが左の道に飛び込んだのを確認してから、レティシアもジリジリとそちらへと下がって行く。

（魔法を使えば一掃できるのに！）

　しかし、狭い通路内で高威力の魔法を使用すれば、全員を巻き込んでしまう。

　天井からも左右の壁からも、そしてもちろん地面からも蟻が津波のように押し寄せてきて、レティシアの視界は蟻で埋め尽くされてしまった。

　右側の道へと行ったオールトたちの姿が見えない。

「レティ！」

　道の先からウィンの声。

「大丈夫。先に行って！」

　雨の如く降ってくる蟻酸、咬み合わせられる鋭い歯。

　天井から頭上へと落ちてきた蟻を縦一文字に切り裂いてから、後ろへと飛び退いた。外れた蟻酸が、レティシアの足元に水溜まりを作る。

『我、彼の者を縛いましめる鎖を放つ！』

　更に後ろ向きに飛び退きざま、呪文を詠唱する。

　レティシアの左手から伸びた光の鎖が、蟻たちへと絡みついた。

　押し寄せてきたことが仇あだとなって、光の鎖が絡まった蟻たちが道に栓をするように詰まった。

　それを見て、レティシアは身を翻して道を登って行く。

　自身の身体から溢れ出る魔力の輝きが、道を照らしてくれる。

　足場の悪い道を登って行くと、先をゆくウィンたちの姿が見えた。

　先頭をコーネリアと入れ替わったらしく、ロックが《光源魔法》の付与された棒を持って走っていた。

「上がった先に広い場所があるぞ！」

　ロックの叫び声。

　レティシアは後ろを振り向く。

　魔力の輝きで照らしだされた背後の道にはまだ蟻の姿は見えない。しかし、レティシアの鋭敏な感覚が背後から迫り来る蟻の大群の気配を感じ取っていた。

「後ろからまだ蟻が来てるよ！　その広場へ急いで！」

　コーネリアが広場にまで辿り着く。

　腕を負傷したウェッジの足が遅い。

　ウィンが支えて走っているが、蟻が来るまでに広場に辿り着くことはできないか。

　レティシアはもう一度後ろを振り返る。

　黒く蠢うごめく大量の影。

　暗く足場の悪い廃坑道では、人よりも虫の魔物である蟻のほうが機動力が高い。

　ようやくウィンとウェッジが広場にまで辿り着いた。

　レティシアは再び足を止めると、口早に呪文を詠唱した。

『土の理を識りて、万物を穿うがつ槍を放たん！』

《牙礫槍》の魔法。

　天井から、左右の壁から、地面から、幾本もの岩槍が生み出され、先頭の蟻共を貫き、体液を地面へと撒き散らした。その様子を確認すること無く、レティシアは一目散にウィンたちが待つ広場を目指して駆け登る。

　そして、背後から轟音が轟いた。

　レティシアの《牙礫槍》の魔法のせいで、廃坑道の天井が落盤したのだ。

　落盤で何トンもある岩が蟻たちに向かって転がり落ちていく。

　レティシアを、小さな石の破片や砂埃が追いかけてきたが、勾配が登りとなっているため、大きな岩は転がってこない。

「レティ！」

「お兄ちゃん！」

　道から広場へと飛び出すと、ウィンがレティシアを待っていた。

　レティシアはウィンの腕の中へと飛び込む。

　ウィンはレティシアを庇うようにして、彼女の身体を抱え込んだ。

　空気を震わせる轟音が更に断続的に響き渡り、ウィンの背中の革鎧にビシビシと小さな岩の破片が当たる。

　やがて、破片が飛んでこなくなり音が収まった。

「何て無茶を……」

　ウィンはレティシアを抱きすくめたまま、呟いた。

　ウィンたちが登ってきた道の奥の方が、完全に岩で塞がっている。

「お兄ちゃん……痛い……」

「ごめん」

　ちょっと力を入れすぎてしまったようだ。

　ウィンはレティシアの身体を離すと、彼女はすぐに身体を離さずそのままの姿勢でふぅっと小さく息を吐いた。

「ウェッジ、大丈夫か？」

　広場の真ん中で蟻酸を浴びてしまった左腕を押さえてうずくまっているウェッジ。短時間では傷を癒しきれなかったらしい。

「すぐに治癒魔法をかけ直します」

　コーネリアが駆け寄った。

「これなら、さすがに追ってはこれないな」

　恐る恐る落盤で埋まってしまった道へと近づき、一抱え以上もある大きな岩を手で触ってみる。

「リーノやオールトさんたちは大丈夫かな？」

　無事でも、今の落盤の音は聞こえたはずだ。

　心配していなければいいが、とウィンが考えていた時、

「そんな……」

　ウェッジに治癒魔法を掛けようとしたコーネリアの、小さく、そして焦ったような声が聞こえた。

「魔法が……魔力が感じられません……」
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「駄目。私も魔法が使えなくなってる」

「明かりはロックが持っている物だけか」

　広場へ飛び込む前に使っていた《光源魔法》は、まだ持続しているのが幸いだった。ウィンを除いた四人が唱えていた《肉体強化魔法》もまだ、効果が切れていない。ただ、《肉体強化魔法》はせいぜいが数十分程度しか持たないし、持続時間の長い《光源魔法》も持って数時間程度。

「この先……どうするのですか？」

　走ったためか、言葉の途中で咳き込みながらコーネリアが言う。

　パーティーが分断されたことに対する不安からか、コーネリアの表情は固い。

　無理もない。

　地底奥深くにいて、常に圧迫感と緊張感を感じているのだ。

　この状況で仲間と別れ別れになって不安を覚えないほうがどうかしている。

　ロックも突き出た岩の上に腰掛けて、不安そうな顔でウィンとレティシアの方を見ていた。

「今のうちに火を点けよう」

　火を使えば貴重な空気を消費することになるが、それ以上に地底深く暗闇に閉ざされた場所で感じる、精神的な不安を少しでも和らげるほうを優先することにした。

　ウィンは腰に吊るしていた鉄製の小さな物入れを取り出した。物入れの中には乾いた苔を粉末にした物が入れてあって種火が燻くすぶっている。

　廃坑道外にあった家屋の廃材を砕いて手に入れた薪に火を点ける。

　火の明かりが大きくなると、先ほどの蟻の襲撃と走った際の籠への衝撃による緊張からか、身体をすっかり細くして固まっていた金糸雀カナリアが、再び元気よく囀さえずりだした。

　坑道内に金糸雀の美しい囀りが反響する。

　空気に異常は無いようだった。

　乾いた廃材はよく燃えて、明々と周囲を照らしだした。

　ウィンは焚火でお湯を沸かすと、粉末状にしたお茶の葉を溶かして蜂蜜を入れてかき混ぜる。温かくて甘いお茶は、この状況では一ひと際きわ美味しく感じられた。

　ウィンたちの飛び込んだ広場は天井も高く、広さもこれまで見た中で最も大きなものだった。

　壁には低いところ高いところ問わず、数十もの縦に細長い横穴、鉱脈に沿って掘り進まれた跡が見られる。

「魔法が使えないか……」

　お茶を飲んで一息ついたウィンは、騎士剣に魔力を通そうと試みてみたが、魔力が通った際の淡い燐りん光こうが剣身を包むことはなかった。

「というよりも、精霊が私たちの呼びかけに応えてくれないみたい。この辺り一帯が魔疎と呼ばれる地になってるよ」

　地図の写しを広げたレティシアが、今いると思われる場所から先に進んだ部分一帯を差すと、指でグルッと円を描いてみせた。

「私が魔法を使った時、多分だけどこの辺りで魔力が伝わらなかった気がするから」

「レティ、魔疎って何だい？」

「何らかの理由で精霊が存在していない場所の事だよ」

「精霊はこんな地底深くにもいるのか」

「世界樹は大陸に根を張っているから、そこからも精霊は生まれるんだよ。もちろん、地上よりも精霊は少ないから生物には厳しい環境になるんだけどね」

　精霊たちは世界樹とその若木から生まれてくる。

　それは幹や葉にかぎらずその根からも。

　魔法は、その世界樹から生まれて大気にたゆとう精霊たちへ、魔力を対価として捧げることで様々な現象を生み出す方法だ。当然、その精霊たちが存在しなければ、そうした現象は発生しなくなる。

　それに精霊のいない魔疎の地となったことで発生する問題は、魔法が使えなくなることだけではない。

　生物が命を失う時、恐怖を始めとした様々なストレスを感じた時、負のエネルギーである瘴しよう気きも発生する。瘴気は生命を冒し、生態系を狂わせてしまう。

　精霊たちはその瘴気を浄化する役割も持っていた。

　魔疎の状態が続けば、狂った生命──すなわち魔物が生まれてきてしまうのだ。

　先ほど遭遇した蟻も、この辺り一帯が何らかの原因で魔疎となってしまい、浄化されずに滞ってしまった瘴気に冒されて魔物化してしまったのだろう。

「でも、魔疎となってる場所がまだそんなに広くない。精霊がいなくなったのはここ最近なのかも」

「じゃあこの先に、急激に瘴気が大量に発生した原因があることになるのかな？」

「うん多分……さっきの通路の中はまだ魔法が使えたから」

　ウィンが尋ねると、レティシアは落盤で塞がってしまった道を振り向いた。

「……では、違う通路だと魔法が使えたりするのでしょうか？」

　治癒魔法を使えないので手持ちの薬でウェッジの手当てをしつつ、ウィンとレティシアの会話を聞いていたコーネリアが言った。

「そうだね」

　レティシアは何枚もある廃坑道の地図をめくると、コーネリアに幾つかの道を示してみせる。

「ここと……あと、こっちの道を少し行けば魔法が使えるかも」

「ではそちらで治癒魔法を試みてみますね」

　レティシアが指差した坑道に目を向けて、コーネリアは立ち上がった。

「待って、俺も行くよ」

　ウィンも剣を握った。

　ウィンたちの来た道は、レティシアの魔法による落盤で完全に塞がっていたため、蟻が這い出てくる隙間は無いと思われたが、別の道にもまだ蟻がいるかもしれない。

　そう考えてウィンも同行しようと立ち上がろうとしたのだが、

「こっちは任せておけ」

　同様に剣を握って立ち上がったロックが、ウィンを手で制した。

「こっちにいたって安全とは限らないしな。ウィンはレティシア様と一緒に、皆と合流できる道か、リヨンに続く道を見つけてくれよ」

　地図の写しこそあるものの、それこそ蟻の巣のように張り巡らされた坑道だ。

　この広場の下から上まで数十もある横穴から、正しい坑道を見つけ出さなければならない。

　そしてたとえ正しい坑道を見つけたとしても、その坑道が途中、落盤や浸水といった障害で行き止まりとなっている可能性もあるのだ。

　それも頭に入れた上で、別の迂回路も探しておく必要があった。

　ウィンはロックの言葉に従って、レティシアと一緒にこの場に残ることにした。

　確かにまだ皆の体力と精神に余裕があるうちに、幾つかの道を見つけておくべきだった。

　レティシアの示した横穴へと進んでいく三人を見送ったウィンは、レティシアが地図を広げている所へと戻ると、彼女と同じように地図を覗き込んだ。

　静寂の中、二人の息遣いと金糸雀の囀りだけが聞こえる。

　しばらく二人とも、もつれた糸のように複雑に絡み合った坑道を目で追っていたのだが、やがて同時に地図に描かれた一箇所で目を留めた。

「何だろう、ここ」

「随分と広い場所だよね、お兄ちゃん」

　この広場から進んだ先に、今いる部屋よりも更なる広さと天井の高さを持つ空間があるようだった。

　こうした広場は、鉱脈を掘り進んで行った鉱夫が広げて作られたのだが、その空間が描かれている地図には、鉱夫たちが書き記したと思われる書き込みが、他の場所よりも多くあった。

　また、天井にかなり大きな割れ目があるようで、外に繫がっているのではないかと思われる描き方もされている。

　書き込みはお世辞にも綺麗とは言えない字である事と、古い地図ゆえに汚れ等もひどいため、詳細は分からなかったが、どうやらその空間が他の坑道や広場と違って特別な場所らしいことだけは確かなようだった。

「この場所が、ちょうど魔疎になってる地帯の中心じゃないかなと思う」

　地図から顔を上げたレティシアが言った。

「じゃあ、そこで瘴気が発生しているわけかな」

「そうだと思うんだけど……どうやら、どの坑道を辿ってもその広場を通らないとリヨンに向かう道に合流できないみたいなの」

　そう言って、「どうするの？」と、ウィンにもの問いたげな顔をするレティシア。

「どのみち、先に進むしか無いからね。でも、みんなかなり疲れてる。ロックとウェッジ、コーネリアさんが帰って来たらここで一休みして、それから奥に進もう」




　火にかけた鍋にバターを溶かして四つに切り分けた玉たま葱ねぎを放り込み、きつね色になるまで炒めた後で、干し肉を入れ、水と葡萄酒を注ぎ込んでグツグツと煮込む。

　灰汁あくをこまめにすくいつつ、しっかりと煮立ったら、調味料に香辛料、そして塩を使って味を調ととのえた後に、茸きのこを放り込んで作ったスープ。

　気力、体力を取り戻すためには温かくて旨い食事が一番だ。

　ウィンの作っていたスープが完成する頃に、治癒魔法を使うために離れていたコーネリア、ロック、ウェッジの三人が戻ってきた。

「おいおい、随分と離れた場所にまでいい匂いが漂ってたぞ」

　戻ってきたロックの顔が緩んでいる。

「ウェッジ、怪我は大丈夫？」

「ああ、問題ない。コーネリア様のおかげで大分楽になったよ」

「怪我を治すには食べるのが一番。スープ作ったから食べてくれ」

　スープには干し肉の脂と旨味、そして茸の出汁だしがよく溶け出していた。

　玉葱もトロトロになっている。

　スープに硬いパンを浸して食べれば、程よく利いた塩と香辛料が食欲を更にそそった。

「こんなところで、こんなに美味しいものが食べられるとは思いませんでした」

　コーネリアの感想に、ロックとウェッジがコクコクと頷き、感心したような視線をウィンに向けた。

「こういった料理は得意なんだよ。ランデルさんに仕込まれてるし、それから冒険者やってた時もよく作ってたしね」

　ウィンは笑って、次々と差し出されるお代わりの器にスープをよそうのだった。

　やがて鍋が空になって食事を終えると、交代で一眠りしてからウィンたちは奥に向かって歩き出した。

　先頭にウィンとレティシアの二人が立つ。

　鉱脈沿いに掘られた坑道は狭く、明かりを持つウィンのすぐ後ろに地図を広げたレティシアが歩く格好だ。

　同じような岩肌がずっと続いているため、同じ場所をさまよっているような気分になってくる。

　また、レティシアの《時間回帰》の魔法が効いていないため、岩盤を支えている支保工が朽ちたままなのが不安を誘う。

　いつ、何かの拍子に落盤しないとも限らないため、ウィンたちはより一層慎重に歩を進めていく。

　坑道は緩やかな傾斜をした、登り道となっていた。

　足元に注意をして先頭を歩いていたウィンは、やがて遙か前方の曲がり角が薄うつすらと明るくなっていることに気がついた。

「光だ……」

「地図だと、その辺りであの広場に出るよ」

　ウィンの呟きを聞きつけたレティシアが、地図と見比べて言った。

「日の光が差し込んでいるってことは、外につながってるのか？」

　最後尾を歩いているロックが少し弾んだ声を上げるが、

「多分、天井に岩盤の裂け目があるんだと思う。地図で見たら、とても登れる高さとは思えなかったな」

　ウィンは首を振って答えた。

　それでも久しぶりに見る日の光だ。

　たとえ登れないにしても、日の光に緊張が緩んで、どことなくホッとした空気が漂う。

　それに、その場所には天井から吹き込む新鮮な空気があることだけは間違いない。

　しかし、そこでウィンは腰に帯びている剣の感触を確かめた。

　レティシアの感覚では、そこが瘴気の発生源である可能性が高いのだ。

　魔法も使えない今、油断をする訳にはいかない。

「みんな、大丈夫か？　この先はレティの言ってた瘴気の発生源があるかも知れない場所だから、また蟻か別の魔物がいるかもしれない」

　ウィンは足を止めて振り返った。

　皆の顔を窺うと、疲労の色は隠せていないが、それでも力強い頷きが返って来た。

（よし、何とかなりそうだ）

　気力が衰えてなければ大丈夫。

「とりあえず、俺とレティが先行するよ。ロックとウェッジでコーネリアさんの護衛についてくれ」

（私も戦えます）

　ウィンの指示に思わずそう言いかけたコーネリアだったが、口には出さなかった。立場もあるし、ただでさえ魔法が使えない。

　足手まといになるのが関の山なのはコーネリアにも分かる。

（前に出て戦えないなら、せめて自分の身が守れるくらいには──）

「レティ、行ける？」

「大丈夫。魔法は使えないけど、お兄ちゃんだって私の剣の腕は知っているでしょう？」

「頼もしいな」

　ウィンはレティシアに笑って頷いていた。

（レティシアさんにそんな事を尋ねられるのは、ウィン君ぐらいだろうな）

『剣の神姫』の異名を持つレティシアを心配しているウィンを見て、コーネリアはそう思った。

　ウィンにとってレティシアは、最強の『勇者』だとしても、幼馴染の女の子であるという思いが強いのだろう。

　そのことを少し羨ましく思いながら、コーネリアは自分の剣に手を添えた。

　コーネリアと本調子ではないウェッジを後ろに下げて、ウィンとレティシア、続いてロックの三人が小走りに先行した。

　緩やかに登っている道から、光が差し込む部屋へと足を踏み出して──。

　先頭の三人は目の前に広がる光景に息を吞んだ。

　地下に広がっているとは思えない、これまで通ってきたどの広場よりも広大な円形状の部屋。

　高い天井は、数十メートルの高さがありそうだ。その天井を見上げてみれば、青空が確認できるほどの大きな裂け目が確認できる。

　そしてその真下には──。

「あれは世界樹の若木……」

　レティシアが呟く。

「でも……どうして枯れているの？」

　光が最も強く差し込む広場の中央部に、一本の巨木があった。

　ウィンとロックもエルフの里で見たことがある世界樹の若木だった。しかし、エルフの里で見た世界樹の若木は、生まれ落ちた精霊たちが虹色にきらきらと輝いていて、この世のものとは思えない幻想的な光景を生み出していたが、この地底に生えている世界樹の若木は、その枝に葉を茂らせることも無く、また生まれ落ちた精霊たちもおらず、寒々とした枝だけが広がっている。

　太い幹には大きな裂け目も見える。

　だが、ウィンとレティシア、そしてロックの三人には、どうして世界樹の若木が枯れてしまったのかなどと悠長に考えていられる時間は与えて貰えそうになかった。

　枯れ果てた世界樹の根本。

　そこにビッシリと群がって蠢めく黒い影。

　蟻酸の酸っぱい臭いが、ウィンたちの元にまで漂ってきたのだ。

　幸いな事に、蟻たちはまだこちらには気づいていない。

「悪い予想はよく当たるって言うけれど……」

　落盤の後なのか、広場にはゴロゴロと大きな岩が転がっていたので、その岩陰に身を隠して観察する。

「リーノたちと合流するためには、この広場を抜ける必要があるんだよね？」

「うん。この広場さえ抜けることができたら、その先には別の道があるみたいだったけど……」

　ウィンの横から頭を出したレティシアが声を潜めて言う。

「数、多いね」

「あれを正面から突っ切って行くのは難しいなぁ」

　魔法が使えるなら、この空間は天井も高く結構な広さがあるので、蟻がどれだけいようとも力押しで突破できそうなのだが、魔法が使えない状況であれだけの数の蟻に群がられると苦しいだろう。

（俺とレティだけなら、何とかなりそうだけど……）

「おい、ウィン。やべぇよ……あの木の陰の所。とんでもなく大きな蟻が見えるぞ」

　ウィンとレティシアの会話に加わらず、別の岩陰から角度を変えて覗き見ていたロックが指差して見せた。

「ほんとだ……でっかいなぁ」

　巨大な世界樹の若木に隠れていて全貌は見えないが、体長五十センチくらいの他の蟻たちを遙かに上回る、家くらいの大きさの蟻が一匹だけ見える。

「女王蟻かな？」

　レティシアがウィンの耳元に聞こえる程度の小さな声で言った。

「昆虫の蟻と、生態が一緒ならそうなんだろうね」

「じゃあ、卵とか幼虫もいるのかしら」

「多分」

　見える範囲には無いが、恐らくたくさんある通路を利用しているのだろう。サナギになっている蟻もいるはずだ。

「捕まったら肉団子にでもされて、幼虫の餌になるのか？」

　想像してしまったのか、青褪めた顔をするロック。

「レティ。ここから見て、どの横穴が正しい道なのか分かる？」

「ちょっと待って……えっとね、あそこの道だと思うよ」

　レティシアが指差した道は、ウィンたちから見て反対側とまではいかないが、右手側奥にあった。

「結構、距離があるね……突っ切って行くのは無理そうだぞ」

「確かに。でも、いつまでここにいても、状況は好転しないよ」

　ウィンはそう言うと、ロックに見張りを頼んで、出来るだけ姿勢を低く保ったまま、コーネリアとウェッジが待っている道へと戻った。

　二人は、広場に何かがいた時に見つからないようにするためだろう、道を少し戻った場所で待っていた。

　コーネリアは、ロックだけが戻って来ていないことを訝しく思ったようだが、ウィンとレティシアの表情を見ると、不意に顔つきが変わった。

　予あらかじめ、魔疎の発生源がこの場所かもしれないと、レティシアが説明しておいたからだろう。何がしかの魔物がいる事を悟ったようだ。

　だから、ウィンがこの先の広場が蟻の巣窟だったことを告げても、冷静な顔をして頷いた。

「それで、これからどうすればいいのでしょう？」

　ウィンは道の地面を石で引っ搔いて簡単な広場の地図を描くと、ぐるりと右回りに線を描く。

「こうして右の壁沿いに移動して行こうと思うんだ」

「壁沿いに……でも、蟻に見つかったりはしないのでしょうか？」

「全部の蟻をやり過ごすことは無理だと思う」

　広場にいる蟻の数は夥おびただしいといっていい数だった。

　ただ、ウィンたちにとって幸運だったのは、広場に女王と思われる蟻がいたことだ。

　大半の蟻は女王蟻の所に群がっていて、広場の端の方をウロウロしている蟻の数はそれほどの数ではない。

「落盤で岩がいっぱい転がっていて、隠れる場所は幾らでもあったから、身を隠して移動すれば何とかなるんじゃないかと思う」

　コーネリアはまだ不安そうな表情のままだ。

「うろついている全部の蟻から隠れることは難しいけど、一匹二匹でうろついている蟻くらいなら、俺とレティで何とか出来るよ。それに──」

　ウィンは両手を広げて肩をすくめてみせた。

「何にしても、いつまでもここにいるわけにはいかない。リーノやオールトさんたちの事も心配だから」

「そうだね、お兄ちゃん」

「はい」

「ウェッジ、怪我の方は大丈夫？」

「問題ない。武器を振るうことは難しいが、コーネリア様の治癒魔法のおかげで、走る分には問題ない……が」

　そこでウェッジが言葉を切って、自分の頭を一つポンと軽く叩いて撫でた。

「身長で足手まといになったらすまん」

　岩陰に身体を隠し切れないと言いたいらしい。

　真面目で無口なウェッジなりの場を和ますための冗句だと気付き、三人は緊張していた顔に柔らかい笑みを浮かべたのだった。

「お兄ちゃん、私が先頭を行くからね。後をついて来て」

「うん。頼んだよ、レティ」

「任せて！」

　広場の中心、枯れた世界樹の若木周辺で蠢く蟻たちを横目に、レティシアが姿勢を低くしたまま道を飛び出していく。

　広場の中は相変わらず静寂に包まれていて、時折不気味なギチギチという音が聞こえてきた。




　落盤によって足場が非常に悪い。

　触れば切れてしまいそうな程尖った岩が大小転がっていて、光が差し込んでいるとはいえ壁際は薄暗く、足元はよく見えない。

　ちょっと足を踏み外して転んだだけで大怪我をしてしまいそうなのだが、レティシアは事も無げに疾走して行く。彼女は時折、大きな岩陰に立ち止まっては周囲の気配を読んでいた。

　そのレティシアを追いかけて、ロック、コーネリア、ウェッジ、最後尾をウィンが小走りになって追いかけていた。

　気付かれないよう、気配を殺しつつも出来るだけ急ぎ足で。

　先頭を行くレティシアが不意に足を止める。

　ウィンの位置から、レティシアが身を隠している岩の少し先を蟻が一匹、触角を動かしつつ近づいてきているのが見えた。

　蟻の足音はほとんど聞こえず、またレティシアの位置からは岩が邪魔になっていて見えないので、彼女は気配だけで察知したのだろう。

　腰の剣に手を当てたレティシアは、蟻が彼女の隠れている岩に回り込もうとした瞬間に、剣を一閃した。

　あっさりとその場に蟻の頭部が転がり落ちる。

　レティシアは倒した蟻には構わず、更に先へと進んでいく。その後を追ってウィンが戦闘のあった場所に辿り着くと、蟻の頭はまだ顎をギチギチと言わせていた。

　恐ろしい生命力だった。

（頭部を落としても、嚙まれないように気をつけよう）

　注意するべき点として心に強く刻み込んだ。

　ここまでは予想以上に順調に進んでいて一度の戦闘だけで済んでいるが、さらに先へ進んでいけばどうしてもある程度は蟻と戦う必要があった。

　再び、レティシアが足を止めた。

　目的の道まで残り二十メートルくらいといったところか。そこに九匹の蟻がうろついていて、戦闘は避けられそうになかった。

　全員がレティシアの隠れている岩場の陰に辿り着いた所で、蟻たちがこちらに気づいた。

　身体を細かく震わせて、ヴヴヴヴという低い警告音を発して迫ってくる。いや、

「はっ！」

　短く鋭く息を吐いて、振り向きざまに剣を一閃。

　背後から忍び寄っていた十匹目の蟻を、ウィンの剣が捉える。

　狙いすましての一撃でなかったため、ウィンの剣は真っ向から蟻の頭頂部に当たった。

　リーノの魔力を通した剣も弾いた硬い外殻。

　しかし、鋭くそして速く振り抜いたウィンの剣は、蟻の硬い外殻に守られた頭を二つに割っていた。

　そのウィンの一撃を合図にして、五人は蟻たちと激突した。

　コーネリアとウェッジを追い抜いて、ウィンはレティシアとロックに並ぶと剣を振るった。

　正面から二匹、両脇からも二匹の蟻がウィンに迫る。

　四肢を挟まれたら、骨ごと簡単に切断されてしまいそうな強きよう靭じんな顎。

　鋸のこぎりのような前足。

　そして腹部から撃ち出される蟻酸。

　それらを次々と躱し、逸らし、剣の腹で弾く。

　顔の付近に飛んできた蟻酸を、鼻先三寸で躱すと、足元に嚙み付こうとした蟻の胸部に刺突を放つ。

　体重を乗せた切っ先は、硬い物を割るような音を立てて蟻の胸部を貫いた。

「レティ、ロック！　進行方向にいる蟻を優先的に倒すんだ！」

　後ろ足二本で身体を持ち上げて襲い掛かってきた蟻を剣で払いながら、ウィンは叫ぶ。

　横に払われて隙を作った蟻の胸部と胴部の継ぎ目を、ウィンは切断した。

（これで二匹！）

　すぐ近くではロックが蟻を二匹相手取り、一番先頭を行くレティシアもすでに二匹の蟻の頭部を斬り落として、残る一匹を相手取って──いや、近くにいた蟻がさらに二匹、猛スピードで迫ってきている。

　広場の外周部をうろついていたのだろう。

（きりがない）

　ウィンは焦りを覚える。

　気づかれてはいないが、戦っている場所の近くにもまだまだ蟻がいる。

　ウィンたちのように、岩場の陰に潜んでいた蟻もいるに違いないので、この調子では目指す道に辿り着くまでにどれほどの蟻を相手にしなければならないかわからない。

　蟻が増えれば増える程、中央で群れている蟻たちがこちらに気づく可能性が高くなる。

　そうなると、黒い津波のように押し寄せる蟻に押し切られてしまうのは間違いない。

　後方ではロックも剣を振っていたが、攻撃を防ぐので手一杯のようだった。

　ロックも駆け出しの騎士としてなら剣の技量は合格点と言えるが、あくまでも駆け出しの騎士としての腕前だ。

　魔法で剣の切れ味を強化できない今、並の使い手が振るう剣なら弾き返してしまう蟻の硬い外殻に手こずっているようだった。

　ただ、ロック本人もその事をよく自覚しているらしく、無謀な攻撃は試みずに防御と牽制によく徹している。

　ウィンはレティシアの隣に並んで、二人で突破口を開こうとする──が、更に五匹増えた。

　徐々にこちらに気づく蟻が増えて、集まってきているようだ。

　僅かずつでも道に向かって進んでいたのだが、なかなか前へと進めなくなって来た。

　また四匹増える。




（このままじゃマズイ）

　誰もがそう思い始めた時──。

「おい、ちょっとスマンが派手なのが行くぞ！」

　太い声がウィンたちの行く手から聞こえたと思うと、一瞬視界を炎が迸はしり、続いてドンッという腹に響く音が広場内に響き渡った。

　爆発が蟻たちを巻き上げ、ウィンたちにも熱気と爆風が押し寄せてくる。

　キーンッと耳鳴りがする中で、

「生きてるなら今のうちにこっちに来な！」

　爆発の前に聞こえた声がした。

　巻き上がった土埃の向こう側に、小柄でずんぐりとした身体つきの人影が見えた。

　何にしろ蟻たちの挙動が止まった今が好機だ。

　ウィンたちは蟻たちの間をすり抜けるようにして、道の中へ飛び込んだのだった。
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「た、助かった……」

　道に飛び込むと同時にロックがそう漏らしたが、それは早計というものだろう。

　広場から来る蟻を警戒しつつも、レティシアは鋭い目つきで道の奥を睨みつけている。

　爆風の影響はこの道にも及んでいて、ようやく土煙が収まってきて、視界が開けてきた。

「恐ろしいほどの気を放っておるな、そっちの娘さんは。無理もないが、ワッシらは敵ではない。武器を収めてはくれんかな？」

　そう言ってゾロゾロと道の奥から姿を見せたのは、金属鎧を身に着けた三十～六十代くらいの小柄な者たちだった。彼らの誰もが赤しやく銅どう色いろに焼けた肌をして、一切の無駄なく鍛え上げられた筋肉が、鎧と衣服の間から見て取れる。

　そして何よりの特徴は、エルフ族と同様耳が尖っているが、身長が百四十に満たない小柄な体軀──ドワーフ族だ。

「何じゃ、まだ子どもじゃないか」

「人間たちは、こんな子どもを蟻どもの討伐に送り込んで来よったのか？」

「違う違う。恐らくは冒険者っちゅう奴らじゃろ。人間どもの中には、少人数で好き好んで危険な場所に足を踏み入れる者がおるらしい」

「先にやってくれたかと思うたが、まあ、結局、ワシらの出番になりそうかのぅ」




　人数は二十人ほど。

　どうやら敵ではなさそうだ。

　背後の蟻たちを警戒はしつつも、ウィンは前に出て武器を収めつつ頭を下げた。

「おかげで助かりました。あのそれで皆様は……」

「ワッシらはこの近くに住んでおる者だ」

　ウィンの問いかけに答えたのは、最初に声を掛けてきた先頭の年老いたドワーフだった。

　髪と髭は真っ白で顔のシワも深く、相当な高齢だと思われた。また、彼一人だけが鎧を身に着けておらず、身軽な麻織りの服を着込み、背丈よりも大きなハルバードを手に持っている。

　彼は背後にいた仲間たちに虫除けの香を焚くように言うと、ウィンたちに向き直った。

「魔物とはいえ、所詮奴らは虫だからな。こんな物でも大量に焚けば効果がある。それで、お前さんらはここに何をしに来た？　ワッシらのように、蟻退治か？」

「私たちはこの廃坑道を抜けてリヨンに向かおうとしているところでした」

「ほう……リヨン王国とな？」

　代表して答えたウィンに、冷ややかな視線を老ドワーフが向ける。

「正道ではなくこんな裏道を使う、か……どうも不審に思えるが……いや、余計な詮索はすまい。どちらにせよ、ここで引き返したほうがよろしかろう」

「なぜです？」

「お前さんらは恐らく、ここの坑道が現役だった頃の地図を見て、ここまで来たのだろう？　だが、ここから先のリヨンへの道は、地下水で水没しておって、通ることができんようになっている」

「水没……」

「マジかよ……」

　老ドワーフの言葉にウィンはロックと顔を見合わせた。

　やっとの思いで蟻の群れを無事に突破したというのに、先に進むことが出来ない。落胆の思いが、疲労感を大きくさせる。

「あの、皆さんがここにいらっしゃるということは、違う道には通じているということですよね？」

　ウィンに代わってドワーフたちに話しかけたのは、コーネリアだ。彼女はウィンたちの前に出ると、彼らに向かって深々と一礼する。

「助けて頂いたお礼が遅くなりまして、申し訳ありません。私の名前はコーネリアと申します。訳あって素性を明かせぬ無礼をお許し下さい」

「ほう……こいつはご丁寧に。ワッシはミトと呼んでくれ」

　丁寧に礼を述べて名乗ったコーネリアを見て、ミトと名乗った老ドワーフの表情が和らいだ。

「なるほど。その黒い髪のお嬢さんがお前さんらの主だったか。確かにこの道からリヨンへの道は水没しておるが、別の抜け道がある。ワッシらはマジルの坑道は熟知しているからな」

「助けてもらった上に図々しいのですが、お願いがあります。私たちにリヨンへと続いている道を教えて頂けないでしょうか？」

「ふむ……物腰からして、お前さんは人間の貴族かな？　何やら事情があるようだ。こんな時でなければ、道を教えることはやぶさかではないのだが、生あい憎にく、今はそんな暇が無いのだ」

「それは……蟻のせいでしょうか？」

　ミトは忌々しげな表情で、広場の方へと目を向ける。

「ちょうど一週間前だったか、ワッシらの村に蟻が出てきてな。子どもが二人犠牲になった。その時にすぐにでも、討伐隊を送れば良かったのだが……天気が優れんでな」

　雨がひどい日の坑道内では、地下に染みこんだ雨水が鉄砲水となって、坑道内にある全てのものを押し流すことがよくあるのだという。

　ようやく晴れた日に坑道内に潜り込んだのだが、魔物と化した蟻の繁殖力は想像以上に強く、夥しい数の蟻が群れていた。

　ドワーフたちは、鉱山で使用する火薬で蟻たちを倒しつつ、こうして巣があると思われる広場までやって来た。

　これ以上の繁殖を防ぐべく、女王蟻を倒すために──。

「この炸裂玉を使って、蟻たちにパニックを起こさせるつもりだったのだ。ほれ、お前さんらも子どもの頃に覚えがあるだろう？　小便を蟻の巣に掛けて、洪水じゃあ！　とやった事が。あんな感じで蟻どもが慌てる」

「ああ、なるほど」

　ウィンとロック、ウェッジの三人が大いに納得したように頷いた。

　レティシアとコーネリアの二人は、何を碌でもない事をしているのかとでも言うように、少し呆れた顔をする。

　とにかく火薬を使った炸裂玉の爆発で、蟻がパニックになったその隙に女王蟻を倒すつもりだったのだが、ここに至るまでの道中で、想像以上の蟻に出くわしてしまい、ほとんどの炸裂玉を使い果たしてしまったのだ。

「女王蟻を見たか？」

「見ました。木の陰に隠れていたので、全体は見えませんでしたが……多分、あの大きな蟻がそうかと」

　ウィンが言うとミトが頷く。

「この広場には世界樹の若木があって、実はそれを守るように一匹の竜が住んでおったはずなんだ。ところがその竜の姿が見当たらず、世界樹の若木が枯れておる。そして、そこに異常なまでの繁殖力を持った巨大な女王蟻がおる」

「竜……」

　その単語に、こんな状況だというのにウィンは思わず身を乗り出してしまった。

　英雄物語の中に出てくる定番の一つに、竜の存在がある。

　生きとし生ける者最強の存在。鋼鉄よりも硬い鱗を持ち、その咆哮は弱者の魂を砕き、吐く火炎は神々の魂をも灼き尽くすと伝えられる。

「ここに竜がいたのか……」

　ウィンの口調で、彼が竜に対して持つ憧しよう憬けいの想いに気づいたのだろう。ミトが笑みを浮かべて頷いた。だが、すぐに重苦しい表情に変わる。

　ウィンも、ミトの表情を見て軽く首を振ると気持ちを切り替えた。

　その竜の姿が無くなっていて、巨大な蟻の魔物がいる。

　無関係とは思えない。

「残念だが、炸裂玉はあまり残ってはおらん。まだ蟻どもの動きを止める程度にはあるが、女王蟻を仕留めるほど数は無い。だからワッシらは一度村に戻ろうとしておったのだが──」

「ねえ、ミトさん。ここにいるドワーフの皆さんの中で、多分ミトさんが一番強いと思うんだけど、もしもミトさん程の使い手がもう二人加わったとしたら女王蟻に勝てると思う？」

　ミトの言葉を途中で遮り、意味深な笑みを浮かべたレティシアが言った。

「ほう？　面白い事を聞く娘さんだ。さっき大きな気を放っておった者だな？　貴族のお嬢さんといい、不思議な連中だ。名は何と言う？」

「私の名前はレティシア」

「なるほど、レティシアさんか……」

　レティシアの名を聞いて、何度か深く頷いたミトは小さく口元を緩ませた。

「察するところ、ワッシと同等の使い手と言うのは、お前さんとそっちの小僧かな？」

　ミトが興味深そうにウィンを見た。

「レティ、何を？」

「周囲の蟻を炸裂玉でパニックにすることができるなら、私とお兄ちゃん、それからミトさんとで、あの女王蟻も倒せると思う。だから私たちが蟻の討伐に協力するその代わりに、リヨンへ抜ける道を案内して欲しいの」

　レティシアの提案にミトは頷いた。

「今この場所は魔法が使えんようになっていることには気づいているか？」

　ミトの言葉に全員が頷いてみせた。

「人間は魔法で身体を強化しなければ、碌に戦いも出来んと思っておったが、なるほど、確かにレティシアさんとそっちの小僧はなかなかやるようじゃ」

　炸裂玉を投げ込んで助ける前、群がって襲ってくる複数の蟻を、無傷であしらうだけでなく、攻撃へと転じて見せて次々と屠ほふるウィンとレティシアの様子を窺っていたのだ。

（まあ、名前を聞けば納得は出来たがな。だが、それだけに惜しい……いや、待てよ？　それなら……）

「ワッシらとしても、ここで女王蟻を倒せるなら異存はない。むしろありがたいくらいだ。一度戻ることになれば、その間にまた蟻が数を増やしてしまう。そうなったら、マジルの各地にある同胞の村が襲われんとも限らん」




「交渉成立ね。いい、お兄ちゃん？」

「うん。問題ないよ」

　ウィンがレティシアに頷いてみせる。

　そのウィンを、ミトは値踏みするような目つきで見ていた。




　逃げ込んでいた通路から出て、再び広場の中へと戻ってみると、右往左往していた蟻たちはすでに秩序を取り戻していた。

　ウィン、レティシア、ミトの三人は、岩陰を利用して、慎重に女王蟻の側へと近づいていく。

　そのとき、一匹の蟻が近づいてきた。

　キチキチと強靭な顎を鳴らし、ピクピクと頻繁に触角を動かしながら、三人が潜んでいる岩へとせまってくる。

（見つかる）

　ウィンが剣を強く握りしめた時だ。

　ヒュッという鋭い風切り音がして、一本の矢が蟻の片側の複眼に突き刺さった。

　蟻はわずかに上半身を持ち上げると、危害を加えた輩やからを探るように頭を巡らす。

　矢を射ったのは通路から身を乗り出した一人のドワーフだ。

　彼は、蟻をおびき寄せることに成功したことを見て取ると、通路へと素早く引き返す。その後を追ってウィンたちが潜む岩の横を、蟻が凄まじい速度で通り過ぎて行った。危害を加えられた怒りで、周囲が見えていないのだ。そのまま通路へと飛び込んで行く。

「ふぅ……」

　ウィンは肩を大きく動かして息を吐いた。

　女王蟻への進路を妨げる蟻を、通路に残っているドワーフたちが一匹ずつ矢を使っておびき寄せているのだ。

　弓を射ている彼らは、目標としている蟻を観察し、その動きを予測。そして矢を射ち込む。わずかでも見誤れば、蟻を集団でおびき寄せてしまう、大変な神経を使う作業だった。

　ロックとコーネリアも彼らを手伝って、蟻と通路で戦っているはずだった。

（凄いな……）

　先行するミトの低い背を見ながら、ウィンは感心していた。

　ドワーフたちのうち炸裂弾を仕掛ける者たちも、広場の中に展開していた。

　蟻たちをおびき寄せる役目の者たちは、彼らの行く先にも目を配って、近づく蟻という危険を排除し続けていた。

　ドワーフ族は人間と違って軍を持たない。

　戦いの必要があれば、集落で成年に達した者が戦士となるらしい。そのため普段から集団での戦闘訓練など積んでいないはずだ。

　しかし、今の彼らは練達した騎士団にも匹敵する、連動した働きを見せていた。

　やがて、それぞれが予定した場所へと辿り着いた。

　岩陰から気付かれないよう盗み見れば、体長がどのくらいあるのか計り知れない、巨大な女王蟻がすぐ近くに見える。

　はちきれんばかりに膨れ上がった腹部には、大量の卵が詰め込まれているのか。

　その女王蟻の周囲には、まだまだ夥しい量の蟻がウロウロしている。

　炸裂弾を仕掛け終わったドワーフたちが、慎重に元来た道を辿って通路へと戻って行く。

　仕掛けられた炸裂弾から延びる黒い線は、導火線となる黒色火薬。

　準備は整った。

　奥の通路で松明たいまつがグルグルと回された。

　合図を見て、ウィンとレティシアは互いに顔を見合わせると頷いた。

　通路に身を隠しているドワーフの一人が、幾筋も伸びている黒色火薬の導火線に点火。

　岩盤が崩落しないよう、鉱山を知り尽くしたドワーフたちが仕掛けた炸裂弾に、同時に点火するよう火種が走って行く。

　そして、轟く轟音。

　モウモウと湧き上がる煙。そして火薬の匂いと、わずかに酸味を帯びたような匂い。炸裂弾に練り込まれている虫除けの薬品の匂いがウィンたちの鼻に辿り着き──。

「────っ！」

　恐らくは「行くぞっ！」と叫んだのだろう。

　爆音で耳がおかしくなっていたウィンには聞こえなかったが、ミトの口が動くのを見てウィンは潜んでいた岩陰から飛び出した。
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　近づいて女王蟻を見上げれば、その大きさはもう小さな山にも思えるほどだった。

　この場所にいたという竜も、この女王蟻のように大きかったのだろうか。

　ウィンの握る剣が頼りなく感じられる。

　女王蟻の巨大さから見たら、ウィンが握っている剣など、針のように頼りない物にしか思えない。

　女王蟻を囲んでいた蟻は、炸裂弾に驚いて、それぞれが人の頭くらいもの大きさがある白い玉を顎で持ち上げて右往左往している。

　きっとあれが卵なのだろう。

　中には卵を見つけることが出来ず、ただ右往左往している蟻たちもいて、それらがウィンたちの障害となる可能性もあったが、後方のドワーフたちがそうした蟻を見つけては奥の通路へと引っ張ってくれていた。

　ウィンたちと女王蟻を隔てるものは何もない。

「うおっしゃあ！」

　ミトが雄お叫たけびを上げて、ハルバードをガンッと女王蟻の横っ面に叩きつけた。

　身長こそ低いがミトのウィンを上回る太さの腕と脚の筋肉がパンパンに膨れ上がって、腰の回転を利かせてハルバードを振るう。

　重武器であるハルバードの一撃は、さしもの巨大な女王蟻にも無視できない打撃となった。

　衝撃で女王蟻の頭部がブレたように見えた。

「きいたのか？」

「でも、まだまだ全然元気みたい」

　ウィンの呟きにレティシアが応じる。

　人間の大人の背丈もあろうかという巨大な触角を震わせて、女王蟻が頭部をもたげた。

　伝わる怒りの波動が、周囲の空気をビリビリと振動させているように感じられた。

　頭部を持ち上げた女王蟻との距離は、ウィンとレティシアの位置からは、徒歩で数十歩。

　しかし、その巨体ゆえにすぐ傍にいるような錯覚を覚えてしまう。

　ウィンも動き出す。

（腹部を攻撃する？）

　上体を持ち上げているため、女王蟻の頭部や胸部には剣が届かない。

　接地している腹部に斬りつけるべきか。

　ウィンが思考を巡らせたその刹せつ那な、女王蟻の腹部が持ち上げられて蟻酸が射出された。

　とっさに左側に身をかわす。

　巨体故に他の蟻たちとは比較にならない程の蟻酸の量が、地面に撒き散らされて、ウィンの目に、鼻に、強い刺激を与えた。

　今の蟻酸は女王蟻の横面を叩いたミトに向けてのものだった。だが、彼もすでにその射線上からは退いていて、女王蟻の巨体を支えている足に思い切りハルバードを叩きつける。

　巨木をまさかりで打ち倒すかのように振るうハルバードの刃が、女王蟻の太い足をへし折らんとばかりにぶち当たる。

　衝撃。

　女王蟻の巨体が傾かしぐ。

　バランスを崩したため、女王蟻の胸部が剣の届く位置にまで下がった。

「はっ！」

　鋭い呼気とともにウィンは剣を振るう。

　固い岩を叩いたような手応え。

　女王蟻の甲殻はその巨体に見合うもので、他の蟻を遙かに上回る分厚さのようだ。

　魔法で強化されていないウィンの剣は、わずかに女王蟻の胸部を傷つけただけだった。

　体勢を立て直した女王蟻は、己に刃を突き立てようとする小さな生き物たちに、猛然と襲いかかった。

　再び上体を高く持ち上げて、自由になった鋭い鉤爪を思わせる前足を振るう。

　まともに喰らえば、ウィンの身体はズタズタに斬り裂かれるだろう。

　足場が悪く、身を屈めたり飛び退いたりと、何とかその攻撃を躱すが、その度に地面のくぼみや瓦が礫れきに足を取られて体勢を崩してしまう。

　そこに女王蟻の前足が振り下ろされる。とっさにウィンは剣を頭上に掲げて盾とし、防ぐ。

　固い物がぶつかり合う音。ウィンの剣を握る両腕に衝撃が伝わる。

「くぅあっ……」

　ウィンの口から思わずうめき声が漏れた。

　剣身の腹を左手で支えて、全力で衝撃に耐えた。

　女王蟻の足と剣がぶつかったのは一瞬のことだったが、ウィンの全身は、巨大な鉄塊に殴りつけられたような衝撃を覚えていた。

　剣を持つ腕が、踏ん張っていた足が、ビリビリと強烈に痺しびれている。

　しかし、いつまでもその場所にとどまり続けるわけにもいかない。

　痺れた身体に鞭打って、女王蟻が振り回す前足を搔い潜る。

（レティ!?）

　その時、視界の端に、後ろへ回り込もうとするレティシアの姿が映った。

　レティシアは軽やかに腹部から一気に胸部、そして頭部まで駆け登ると、その頭部に斬りつけた。

　レティシアの持つ『勇者』の武器、『聖霊剣』は固い女王蟻の甲殻もやすやすと切り裂いて、黄色い体液が噴き出した。

　だが、『聖霊剣』で斬り裂かれた痛みで、女王蟻が激しく身悶えをし──。

「レティ！」

　レティシアの軽い身体が大きく宙へと投げ出される。

　普段であれば魔法で空を飛べるのだろうが、今この広場は魔疎と化しているため魔法が使えない。

　しかし、レティシアは身軽に空中で身体を翻すと、足場の悪い場所で身体を転がし、衝撃を殺して立ち上がる。

　そのレティシアの動きを追っていたウィンの目に、不規則に振り回していた女王蟻の前足が彼女へと迫っているのが目に止まった。

　とっさにウィンは走りだすと、剣を放り出してレティシアの身体を抱きしめて横に飛ぶ。

　間一髪。

　二人を掠めるようにして、女王蟻の前足が空を切り裂いていった。

「あ、ありがと。お兄ちゃん」

　腕の中で礼を言うレティシアに返事をすること無く、ウィンはすぐさま立ち上がると剣を拾った。

　先程ウィンとレティシアを掠めた前足が、振り子のように戻ってきて、二人へと振り下ろされようとしていた。

　放り出した剣は──。

　視界の端に鈍にび色いろに光る剣を見つけて、ウィンは剣に向かって飛びついた。その身体のすぐ上を再び女王蟻の鉤爪のような前足が空を切り裂いていった。

　素早く剣を拾って立ち上がると、次の攻撃に備える。

（レティは!?）

　レティシアは大きく後方に飛び退いて、女王蟻の前足を躱していた。

　剣を下段に構えたまま、再び後方に回り込もうと走りだしている。

　速い。

　魔法による《身体強化》も無く、足場も悪いこの広場を、レティシアはそうとは感じさせない見事な動きで女王蟻の死角死角へと回り込もうとしている。

　再び、背後から女王蟻の身体を登ろうというのだろう。

　身軽なレティシアだからこそできる、離れ技。

（なら、俺が女王蟻の気を引く！）

　ウィンは駆け出すと、再び胸部に斬りつけた。

　やはりかすかに傷は付く。が、浅い。

　女王蟻が身体を大きく揺り動かしたので、ウィンはその巨体で押し潰されないよう、一度下がって距離を取る。

「……硬いな」

　その時、ウィンの視界内にミトの姿が映った。

　ミトは女王蟻の巨体を支えている後ろ足の一本を狙って横合いに回り込もうとしていたのだが、ウィンとレティシアより動きが鈍重な彼は攻めあぐねていたらしい。

　そのミトに向かって、唸りを上げて振り下ろされた女王蟻の前足。避けられる距離ではない。

「──っ！」

　声にならない叫びを上げて、ウィンが目を見張る。

　ハルバードを構えているミトの、吹き飛ばされる姿が脳裏に描かれ──。

　その刹那。

　ミトが野太い声で雄叫び、いやそれはもう咆哮と言っても良いかもしれない程の声を張り上げて、強く前に踏み込む。そして、大地をも打ち砕かんといわんばかりに頭上高くに振り上げていたハルバードを振り下ろした。

　女王蟻の前足とハルバードの刃が激突。

　岩塊が砕けるような破砕音と共に飛んで行ったのは女王蟻の前足。

　砕き折られたところから、黄色い液体が噴出している。

　しかし、その代償にミトも、衝撃で背後へと飛ばされて岩に叩きつけられていた。

　前足をへし折られた女王蟻の巨体が、大きく傾いだ。しかし、横転するまでには至らず踏みとどまると、前足を折ってくれた小こ癪しやくなドワーフ目掛けて突進した。

　女王蟻の武器は何も鉤爪のような鋭い足だけではない。

　人間の胴体など軽く千切れそうな強靭な顎。

　まだ岩に叩きつけられた衝撃で動きが取れないミトを、その強靭な顎で嚙み千切ろうというのか。

　大きな不気味な複眼からは女王蟻の感情は読み取れないが、ウィンはその複眼に憤怒と憎悪を感じた。

　その女王蟻に向かって、ウィンは走りだす。

　地面にうずくまっているミトを嚙み千切ろうとするのならば、女王蟻の頭部はウィンの剣が届く所にまで下がる。

　千載一遇の好機。

　その時、ウィンは僅かに自分が笑っているのに気づいた。

　動けないミトに迫ろうとしている女王蟻の強靭な顎。

　絶体絶命の危機。

　だが、刺突の構えを取って走るウィンの脳裏には、先程見たミトの一撃が浮かび上がっていた。




　ウィンは魔法が使えない。

　騎士学校に入学したばかりの頃、《身体強化魔法》を使った騎士候補生たちとの模擬戦闘で、力任せに押し切ってくる彼らの剣の前に、いつも敗北を喫していた。

　魔法で強化され、身体能力で優る騎士候補生たちに対向するために、ウィンは徹底して剣を打ち合わず躱す技術を高めていった。

　相手の攻撃を誘い出してから躱し、反撃の一撃を加える。ウィンの剣技の基本。

（躱すだけじゃない。俺よりも強い相手の力を、逆に利用した攻撃）

　剣を強く握りしめる。

　女王蟻は巨体だが、その巨軀に見合わない速さで動いている。

　しかし、集中力を高めているウィンの目には、ミトへと突っ込んでいく女王蟻の動きが、ゆっくりと流れているように見えた。

　大顎を搔い潜り、左側の複眼に向かって剣を突き出す。

　女王蟻自身の突進力と巨体の重量が、ウィンの突き出した剣の刃先一点に集中し──その結果、複眼に剣が深く根本まで突き刺さった。

　複眼に突き刺された剣の痛みに、女王蟻が頭部を大きく振り上げる。

　剣を強く握りしめていたため、後方へと吹き飛ばされなかったウィンも、その女王蟻の動きに従って、宙を激しく振り回されることになった。

　しかし、それでも剣を離さない。

　離したら宙高く投げ出されて、岩盤に叩きつけられてしまう。

　と、急に女王蟻の身体が、横に流れるよう倒れこんだ。

　背後に回り込もうとしていたレティシアが、女王蟻の身体を支えていた後ろ足の一本を斬り落としたのだ。

　その僅かに動きが止まった隙に、ウィンは両足で女王蟻の複眼の上に立ち、力任せに剣を引き抜く。

　黄色い液体がウィンの身体に飛び散るが、構わずそのまま女王蟻の頭部の上を走る。

　激しい痛みを感じているのか、女王蟻が牙と触角を震わせて大きく身み動じろぎした。

　立ち上がろうとしている。

「小僧、頭と胸の継ぎ目を狙え！」

　衝撃から立ち直ったミトがウィンに向かって叫ぶ。

　他の蟻と同じく、そこだけは硬い外殻に守られておらず、筋肉の繊維が剝き出しとなっている。

　再び女王蟻が頭をもたげようとする前に、ウィンは頭部と胸部の継ぎ目に剣を突き出し、ぶちぶちっと繊維を引き千切るような手応えを感じながら、剣を大きく横に振るった。

　ウィンの剣が切断できたのは、筋肉の繊維の約半分強。

　しかし、それだけで十分。

　女王蟻の頭部は、その重量が手伝って、大地へと転がり落ちたのだった。
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　切り離された女王蟻の頭は、その後もしばらくの間、ガチガチと不気味に顎を鳴らし続けた。頭部を失った女王蟻の巨体が、体液をまき散らしては、枯れた世界樹の若木や岩へとぶつかっている。

　その巨体の足元を這いまわっていた蟻が、次々と踏み潰されている。

　炸裂弾が爆発した時以上の狂乱状態と化していた。

　暴れ回る女王蟻に踏みつけられないよう、とりあえずウィンたちは通路へと逃げ込んだ。

　通路の奥では蟻の嫌う香が焚かれていて、その奥で、コーネリアたちとドワーフたちが、歓呼の声を上げてウィンたちを出迎えた。

「おい、ウィン！　やったな！」

　ロックがウィンに駆け寄ってくると、バシバシと頭や背中を叩いて興奮気味に叫ぶ。

「レティや、ミトさんのおかげだよ。二人が女王蟻の足を斬ってくれたから、俺が頭を落とすことができたんだ」

「いや、それにしたって凄かったぜ？　よく動けるよな、あの女王蟻の顎とか足を間近で見ていて。突進を躱しているお前を見ていて、背筋が凍りそうだったぞ」

「レティといえば……レティ、怪我はなかったのか？　思いっきり投げ出されていたけど？」

　女王蟻の身体を駆け登っていたレティシアは、宙高くに放り出されていた。

　きちんと着地はしていたし、その後の女王蟻の攻撃を躱すことで精一杯で怪我などの具合は聞いていなかったが、大丈夫だったのだろうか。

「怪我はないよ。あの時は助けてくれてありがとう」

　確かにどこにも怪我はしているように見えない。

「そうか、良かった」

　ウィンはほっと安堵の息を吐いた。

「それにしてもウィン、ほんとにやったな！」

「何が？」

　ロックはウィンの肩に手を回して、それからウィンと並んで立っているレティシアに交互へ目を向けた。

「お前、ついにレティシア様と並んで戦ったんじゃないか！」

（ああ、そういえば──）

　ロックに言われて、ウィンはレティシアと顔を合わせた。

（そうだ。俺は今日、レティと並んで剣を振るって戦ったんだ……）

　それはウィンが心の中で新たな目標としていたこと。

　勇者の旅を終えた後、ウィンとレティシアが並んで剣を振るったことはなかった。

　ザウナス校長との決戦も、盗賊団に扮したペテルシアの騎士との戦いでも、そして皇宮に出現した魔族とも、最も強敵と思われる相手は常にレティシアが戦ってきたのだ。

　それが今日、女王蟻という敵に対してウィンはレティシアと並んで戦った。

　もちろん、魔疎という条件下、『聖霊剣』こそ振るっていたものの、魔法が使えないレティシアの実力はほとんど出せていなかったに違いない。

　それでも、今日ウィンはようやくレティシアと一緒に戦うことができたのだ。

　いつか、コーネリアに「なぜ、騎士を目指すのか」と問われた時、レティシアと自分との間にある差についても考えたことがあった。

　遠い地で一人頑張っていたレティシアは、自分の予想をはるかに超えた、魔王を倒すという、誰にも成し得なかった偉業を成し遂げて帰って来た。

　レティシアの立っている地点は、ウィンにとって果てしなく遠く険しい道の先にあり、並大抵の努力で辿り着ける場所ではない。だが、レティシアは、ウィンなら必ずそこへ到達するだろうと信じ続けてくれている。

　ウィンはドワーフたちと喜び合っているコーネリアを見た。

　幸運にも恵まれて、ウィンはコーネリアの従士として、目標の騎士となれた。

　そして今日、もう一つの目標であったレティシアとも、ついに肩を並べて戦えた。それがたとえ、特殊な条件下だったとしても、ウィンには大きな前進のように感じられた。

（俺もレティの立つ場所に向かって階段を昇って行けている。少しずつ、一歩ずつだけど──）

「お兄ちゃん」

　レティシアがウィンの顔を見上げて、嬉しそうに笑っていた。その頰は、虫除けの香を焚く火の明かり程度でもわかるくらい、興奮で紅潮しているようだった。

　レティシアは本当に嬉しそうに笑顔を浮かべている。

　きっと、レティシアもウィンと肩を並べて戦えたことを喜んでいるのだろう。

　レティシアがウィンへ右手のひらを上げる。

「やったね！」

　ウィンもその手に、自分の右手を軽くパシッと合わせたのだった。



















　その後、まだ坑道内で狂乱状態となっている蟻たちを避けるようにして、ウィンたちはリヨン王国へと抜ける道へと案内してもらった。

　案内役を買って出てくれたのはミト。

「女王蟻を倒せばもう増えることはないじゃろう。どれ、ワッシが案内してやろう」

　重量のあるハルバードを軽々と背負い、ミトはさっさと前を歩く。

「気ぃつけぇよ？　天井が脆もろくなっておるところが多いからのぉ」

　ミトは廃坑道であるこの道ですら知り尽くしているらしく、地図すら見ずに進み、更には道を曲がる度に危険箇所を前もって知らせてくれた。

「どういうわけか、支保工が頑丈になっておる。これも世界樹の若木が枯れたこと、竜が姿を消したことと関係があるかもしれんとワッシらは考えておるんじゃが……」

「ごめんなさい。支保工は私の魔法です」

「なんじゃと!?」

　不思議そうな顔で岩盤を支えている支保工を叩いて言うのに、レティシアがそう答えて、ミトが目を剝いて驚く一幕などあったが、歩きながらそうした事を話しているうちに、リヨン側へと抜ける道へと辿り着いた。

　そこにはすでにオールトたちが辿り着いていた。

　坑道の外は夜を迎えていて、オールトたちは焚火を囲んでいたようだった。

「誰だ！」

　武器を構えて立ち上がる彼らに向けて、ウィンたちは大きく手に持つ明かりを振ってみせた。

　その明かりを見て、坑道から出て来る人影を警戒しつつ立ち上がっていたオールトたちは、その人影がウィンたちのものだと気付き、躍り上がって喜び、駆け寄ってきた。

「無事だったか！」

　特にリーノの反応は凄まじく、彼女はガタイの大きなウェッジの姿を目にすると、人目も憚はばからずその身体に抱きついて激しく泣きじゃくった。

　いつも一緒にいるウェッジと離れ離れになって、不安でたまらなかったのだろう。

　ウェッジがそんなリーノの頭を、困ったように撫でる。

　その様子を見て、イリザも涙を浮かべていた。

「はあ……坑道内で分断された時には、いくらレティシア様がいらっしゃってもダメかと思ったぜ。いや、本当に無事で良かった！」

　そう言ってとりあえず焚火の傍へと誘うオールトに、ウィンは後についてくるミトを手で指し示した。

「こちらのミトさんたちがいなければ、本当に地底で全滅するところでしたよ」

「ドワーフか？」

　それから互いに自己紹介を交わす。

　オールトはミトに酒を勧め、ミトは嬉しそうに顔を綻ほころばせた。

　そして別れてからの互いの行動を話し合った。

　オールトたちの方は、追いかけてくる蟻たちを何とか撃退した後は、大した障害は無かったらしい。

　途中、幾度か蟻と遭遇することはあったが、大した数でもなく、ほとんど無傷で切り抜けることができた。

　ウィンたちが迷い込んだような魔力の枯渇する地帯、魔疎には行き当たらなかったらしく、魔疎の事を聞いたイリザは、そんな所で戦闘することにならなくて良かったと、青褪めた顔で言った。

　一方で、ロックがウィンとレティシア、そしてミトの戦いぶりについて、興奮したように語った。

　ロックの脳裏には、よっぽど強く女王蟻との戦いが焼き付けられたのかもしれない。

　身振り手振りを交えて熱く語っていた。

「まあ、俺たちはウィンやレティシア様が子どもの頃の事も知っているからな。あの二人なら、それぐらいやれそうだって思えるが……」

　オールトがそう言うと、ルイスとイリザも頷いた。

　そんな一同の様子を面白そうに眺めていたミトだったが、酒を飲み干してから一息つくと、口を開いた。

「お前さんら、リヨンの王都へ向かうということじゃが、ワッシも同行して良いかの？」

「それは構いませんが……」

　一同の視線が、帝国の皇女であるコーネリアに集まり、彼女が代表してミトに答えた。

「前にも言うたが、そっちのお嬢さんは帝国の貴族か何かじゃろ？　そんな人物がリヨンの王都へ向かうということは、王宮に用事があるんじゃろ。蟻が鉱山に湧いたことは、人の国にも伝える必要があるじゃろう。女王蟻を倒したとはいえ、新しい女王蟻が誕生しないとも限らん。あの蟻が山から溢れることがあれば、人の里とて他人事ではあるまい？　騎士でも軍でも出してもらったほうが良かろう」

「確かにそうですね。ですが、私たちはレムルシル帝国の人間です。リヨン王国に軍隊の派遣をお願いはできますが、確約することは出来ませんよ？」

「なに、構わん。軍の派遣に関してはワッシが直接頼んでみるつもりじゃ。彼の国には『剣聖』の小僧がおるんじゃろ？　いや、小僧はマズイか？　確か王太子じゃったな。まあ良い。とにかく、『剣聖』の小僧であればワッシと会おうという気にもなるじゃろう」

　そう言って酒を呷るミト。

　一国の王太子が会うことを拒むことは無いだろうと、簡単に言ってのけるミトに、ウィンたちは思わず顔を見合わせた。

　そんな一同の反応を見て、ミトは大きく口を開けて笑った。

「ワッシにどうしてリヨンの『剣聖』が会いたがるか不思議かの？　そちらのレティシア殿──『勇者』殿程のものじゃないが、ワッシにも称号があってな」

　そして、ミトは傍らに置いてあったハルバードを持ち上げて見せて言った。

「『剣匠』ミト。一応、ワッシはそう呼ばれておる」
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「本当にすみません！　せっかく良くしていただいたのに」

「まあまあ、もういいから。それよりも、本当に行くつもりなのかい？　エルフの国へ？」

　何度も何度も頭を下げるセリに、『渡り鳥の宿木亭』の主人ランデルは人の良さそうな顔に不安げな表情を浮かべた。

　エルフの都──世界樹の麓ふもとエルナーサ。

　セリはそこへ行きたいという。

　理由を聞くと、重傷を負ったエルフをセリの知人がたまたま助けたことで、セリはそのエルフと知り合うことになった。そしてそのエルフは亡くなったセリの父親とも知り合いだったという。

　彼が言う事には、エルフの里が守ってきた世界樹の若木が、魔物によって滅ぼされてしまい、そのままにしていては大変な事態になる。一刻も早くエルフの都へと行き、エルフたちの王族に当たるハイエルフや大賢者様に伝えねばならないらしい。

　セリはその旅路の手伝いをしたいと言うのだ。

　ランデルは最初、セリがそのエルフの男に一時の気の迷いでも起こしたのかと考えたのだが、セリは横に首を振った。

「その人の話では、私の父が生前、祖父と祖母がそこに住んでいると言っていたそうです。父が亡くなったことを伝えに行こうと思います」

　そう答えたセリの目には、ほんの少しだけまだ見ぬ自分の親族に対する期待感のようなものが浮かんでいた。

　無理もない。

　ある日突然、父親と母親を失って天涯孤独の身になったのだ。

　それが遠い地に祖父母がいると聞いては、会いたいと思っても仕方ないのかもしれない。

「でもな……その大丈夫なのかい？　うちは冒険者を相手にしている商売だからあれだけど、その……セリちゃんがエルフの都に入っても……」

　ランデルが心配しているのは、セリの耳が人とは違うことにある。

　ハーフエルフ。

　人とエルフの間に生まれた存在。

　人でもなくエルフでもない彼らは、そのどちらの存在からも忌避されている。

　人にもエルフにも馴染めないハーフエルフの多くが、冒険者や傭よう兵へい、行商人といった、定住することのない渡り鳥の一生を送る。

『渡り鳥の宿木亭』の人々は冒険者を相手にする事が多いため、ハーフエルフへの忌避感が無い。当然、セリが接している客たちもだ。

　故郷であるドリアの村では幸いな事に、エルフである父の魔法と知識が村の発展に貢献したため、セリは追い出されるようなことは無かった。

　しかし、エルフたちは違う。

　実際にドリアの村が焼かれた際、ただ一人逃げ延びたセリは森の中へと逃げこんでエルフたちに捕まった。

　そして石牢に入れられてしまった。

　あの時ウィンたちが訪れなければ、ずっと石牢に囚われたままになるか、最悪命を落としていたかもしれない。

　エルフがそうまでしてハーフエルフを憎むのは、彼らの多くが、人間の男がエルフの女を襲った結果生まれてくる忌み子だからだ。

　そんな種族感情に満ちた場所へハーフエルフのセリが赴おもむくと言う。

　ランデルが心配するのも無理は無い。

　だが、セリはそんなランデルに笑顔を見せた。

「大丈夫ですよ。リーズベルトさんというエルフの方がご一緒してくださいます。それにアベルさんも同行してくれますから」

「ああ、親父。俺がいるから、心配いらないさ！　任せておいてくれ！」

　セリの隣で、革かわ鎧よろいに身を包み、まだほとんど使用されていない新品同様の剣を腰に引っさげたアベルが、胸をドンと叩いてみせた。

　魔法と剣を操る歴戦のエルフの戦士リーズベルトと一緒だが、道中の護衛として冒険者も探そうと思っていたセリに、アベルが同行を申し出てくれたのだ。

　セリとしても、ハーフエルフに偏見を持たない『渡り鳥の宿木亭』の次男坊であるアベルなら特に異論はなく、その申し出を喜んで受けた。

　しかし──。

「お前、この間ボロボロになって帰って来たじゃないか……」

「そうだよ、あんたが冒険者だなんて……母さんは信じられないね。ねえ、今からでも遅くないからさ。やめちゃどうだい？」

　ランデルにはアベルが頼りなく映って仕方ないようだ。

　アベルに甘いハンナも、ただ単純に息子が道中危険な目に遭いやしないかと心配でならない。

「大丈夫だって！　親父、おふくろ。俺はあの経験で更にレベルアップしたんだ。冒険者ギルドでも一人前として扱ってもらってる」

「そうか？　それならいいんだがなぁ……」

　ランデルは自信に満ちた息子の顔を見て言葉を濁す。

　アベルが出入りしているシムルグ冒険者ギルド東支部は、現在腕利きの者たちがギルドからの特別任務で出払っていると客から聞いた。

　つまり、アベルがその任務に選ばれずにこの町に残っている時点で、色々と察することができるのだが、その事を口に出せないのは親心か。

（親の俺が言うのも何だが、こいつが冒険者として大成することは無いと思うんだが）

　エルフの都エルナーサは、リヨン王国からカシナート王国、エメルディア神殿領を抜けた先にある大森林の中だ。

　長い旅路となる。風土の違う外国を旅することは想像以上に過酷なもの。

　ただ、アベルが冒険者となることに反対していたランデルが、なぜアベルがこの旅に同行することには反対しなかったのか。実はこれにはランデルなりの思おも惑わくがあった。

　それは旅の目的が魔物退治といった荒事ではなく、セリを護衛してエルナーサまで送り届けることだからだ。

　道中に野盗や獣、魔物といった危険はあるが、エルフの戦士が同行するようだし、この旅でアベルが冒険者の現実を知って諦めてくれることを期待しているのだ。

「いいかい、セリちゃん。気をつけて行ってくるんだぞ？　いつ戻ってきてもいいように、中庭の小屋はちゃんと空けておくから」

「はい、ありがとうございます。ランデルさん」

「まあ、小屋はともかく仕事は無いかもしれないけどね」

　そう言って腕組みをするハンナ。

「まったく、せっかく一人前に働けるようになったっていうのに、また誰か人を雇わなくちゃならないよ……」

　溜息を吐ついてハンナはセリの手に小さな袋を握らせた。

「餞せん別べつだよ」

　ランデルはちょっと意外そうな顔をしていたが、袋を開けて中身を見たセリは顔をほころばせた。

　中には銀貨と金貨も数枚。

「勘違いするんじゃないよ？　あんた、最初から思ったよりも仕事ができたからね。見習い期間の時の仕事ぶりを見なおして再計算したら、支払う給料の金額が違っていただけだよ」

「ありがとうございます。ハンナさん」

　セリが頭を下げる。

　ランデルが自分を見たことに気がついたらしいハンナは、バツが悪そうに顔を背けた。

「おい、アベル」

　ハンナに替わって前に出てきたのはマークだ。

　子どもたちのリーダーだった頃とは異なり、父親のランデルのもとで、料理人として、宿の経営者としてみっちり仕込まれているマークは、兄の顔つきで弟のアベルを見下ろす。

「な、何だよ……」

　見下ろされてアベルが一歩後退する。

　実は冒険者をやっているアベルよりも、マークのほうが体格が良い。ランデルに似て背丈も高く、また毎日重い鍋を片手で振っているため、二の腕も驚くほどに太かった。

　そして子ども時代から喧嘩では兄に勝てたことがないアベルは、弟に生まれた悲しさで、マークに対してはどうしても譲ってしまうところがあった。

「お前はすぐに調子に乗って無鉄砲なことをするからな。いいか、お前の仕事はセリさんをエルフの国まで送って連れて帰って来ることだ。わかったな？」

「わかってるよ……。あ、兄貴も親父とおふくろの事……頼むな」

　そんな兄弟のやりとりを最後に、もう一度別れの挨拶を済ませると、セリとアベルは『渡り鳥の宿木亭』の人々に見送られてシムルグを後にしたのだった。




　同行者のリーズベルトは、街の中にエルフがいると目立つからという理由でシムルグの門外で待ってもらっていた。

　ここ数日、シムルグのあちらこちらの街角に、衛士たちではなく騎士たちが立っているのを見かける。

　セリとアベルがシムルグを出ようとする際にも、普段以上に厳重に身元を調べられた。

　ハーフエルフであるセリは、特に厳しく身元を調べられたが、セリはきちんと市民税を払ってシムルグの市民権を得ている。

　もちろんアベルに至っては生まれも育ちもシムルグで、更にはシムルグ冒険者ギルドの証明書も持っているため、二人は門の外へと出ることができた。

　外壁の外へと出てみれば、貧民街の粗末な小屋と人々に混じって、旅装に身を包んだ商人や冒険者、傭兵といった連中が天幕を張って煮炊きをしていた。

　長旅の埃と垢あかにまみれた彼らの顔からは、濃い疲労だけでなく苛立ちも見て取れる。何台もの馬車を従えた商隊の代表者が、検問している騎士に食って掛かっている姿も見られた。

「こんなに厳重に調べられたのは、魔物と戦争をしていた頃以来だぜ？　何があったんだろうな？」

「噂じゃ、辺境で反乱が起きたって聞いたぜ？」

　どうやら外で天幕を張っている者たちは、検問待ちの者たちのようだ。

　物乞いする貧民街の住民を追い払いながら、旅人同士、それぞれの持つ情報を交換しあっていた。




　そんな彼らの間を縫うようにして、セリとアベルは急いで歩いた。

　やっと到着したにも関わらず、通してもらえない街の門から出てきた若くて綺麗な娘。街に入れず女日照りの続く冒険者や傭兵といった荒くれ者たちが、セリに舐めるような視線を送ってきた。

　ぎらつく彼らの視線にさらされ続けたため、ようやくリーズベルトと合流した時には、セリもアベルも心底ほっとしたものだ。

　リーズベルトはフードでエルフ族の特徴である長い耳を隠し、旅装用の外がい套とうで身を包んでいたが、身に纏っている気配は只者ではない。

　セリがリーズベルトと合流したことで、彼女に下卑た視線を送っていた者たちは舌打ちをして諦めた。

　まだ街に入れないとはいえ、いずれは中に入れる時が来る。

　ここで明らかに腕が立つと思われる者と喧嘩をしたところで、彼らに益はない。

　三人はシムルグに背を向けて歩き出した。

『本当に良かったのか？』

　歩き出してすぐにリーズベルトのエルフ族特有の薄い水色の目が、セリの目を真っ直ぐに見て言った。

『はい。私も一度、お父さんの生まれた街を見てみたいと思っていましたから』

『そうか』

『リーズベルトさんこそ、怪我の方は大丈夫なんですか？』

『もうほとんど問題ない。心配するな──と言いたいが、戦闘の方はそちらの彼にも頑張って貰う必要があるだろうな』

　リーズベルトが負った背中と右腕の裂傷はもう塞がっているが、筋肉を動かせばまだ引ひき攣つるような違和感を覚える。

　折れた左腕は添え木で固定したままだ。

　骨がくっついたとしても、衰えた左腕の筋肉が元に戻るまでは更に時間が掛かる。それまでは右腕一本で戦わねばならない。

　もっとも、卓越した剣士で魔導師でもあるリーズベルトには、並の野盗やゴブリン程度の妖魔ならいくらでも蹴散らす自信はあったが。

　リーズベルトは自由の利かない左腕に視線を落として顔をしかめると、先程からエルフ語で会話しているため話についていけずに何とも困ったような顔をしているアベルに目を向けた。

　セリが人の言葉でリーズベルトの言葉を伝えると、彼はぱっと顔を輝かせた。そして張り切って腰に帯びている剣に手を当てた。

　何とも感情が読みやすい青年だった。

　そんな無邪気な人の若者を見ていて、リーズベルトは部下だった里の若者たちを思い出す。

　瘴しよう気きを身に纏まとった骸骨の魔族。

　圧倒的な力の前に蹂じゆう躙りんされ、無念にも殺されてしまった。

　リーズベルトは一度目をきつく閉じてまた開くと、力強い足取りでセリとアベルの前を先行して歩いた。

（急がねばならない）

　里が守ってきた世界樹の若木は、半死半生となったリーズベルトの目の前で爆はぜるように枯れ砕け散った。

　大地に張り巡らされた世界樹の根から生えた世界樹の若木は、この世界に新しい精霊と魔力を供給している。

　魔族が何を企図して世界樹を枯死させたのかは分からないが、世界樹の若木を失ったまま放っておけば、周辺の森と生命がやがて狂いだし、瘴気に冒された植物と魔物の住む森となってしまう。

　そうなる前にエルフの都に行って、エルフ族の貴種であるハイエルフ、そして『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファに伝える必要があった。

　セリの聞いてきた情報では、勇者メイヴィスも通り道であるリヨン王国に向かっているという。

　勇者にもこの事態を伝えておきたい。

　魔族が絡んでいるのならば、勇者の力もまた必要となる可能性が高い。

『まったく……《門》が使えれば楽なのにな……』

『え？』

『何でもない。独り言だよ……』

《門》とは世界樹の若木に施されている転移魔法の一種だ。世界樹と世界樹の若木が互いに根で繫がっているのを利用して、一瞬で《門》から《門》へと転移することが出来る。

　同朋の他の里とも《門》を利用して往来していたため、里の若木が無くなった今、他の里の位置がわからず人の道を行かねばならないことも痛恨の極みだった。

　エルフ語しか出来ないリーズベルトは、人の里で宿や食糧を求めることにも不自由してしまう。だから、後ろからついてくるセリと出会えて本当に幸運だった。

　人の言葉とエルフの言葉を操るセリがいたおかげで、里と同胞だけでなく、所有していた物全てを失ったリーズベルトは、人の街で旅に必要な物などを買い揃えることができた。

　情けない話だが、エルナーサかもしくは同胞の里を見つけるまでは、恐らく路銀等もセリに頼ることになる。

（ならば、私も彼女の事を全力で守らなければならないな）

　エルフ族はハーフエルフを忌み嫌う。

　エルフの都エルナーサに着いた時、セリはその現実を目の当たりにするかもしれない。

　だが、そういった悪意からリーズベルトはセリのことを必ず守ってみせると心に誓うのだった。
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『リヨン王国親善訪問団が襲撃される！　皇太子殿下の生死不明！』

　一国の皇太子が襲撃されるなど、真実が確認されるまで秘ひ匿とくされるのが普通だというのに、その報せは奇妙なほど早く人々の間を駆け巡った。

　平民たちは普段、皇族や貴族に関してのことになど、納税の季節か節目の祭りの時でもなければ関心はなかったが、さすがに自国の皇太子が生死不明ともなれば関心を寄せ、不安な空気が広がる。そのため、次に民たちの間にもたらされた、アルフレッドの無事が確認され、予定通りにエルステッド伯爵領へ入ったという報せに安堵の声が聞かれた。

　だがその報せには、不吉な噂がつきまとっていた。

　あの悪名高いエルステッド伯爵が、皇太子殿下を弑しいし奉たてまつり、偽者の皇太子を立てて皇位を狙っていると──。

　あまりにも荒唐無稽な噂だったが、この噂をあっさりと否定出来ないのは、実際に騎士団の動きが活発化しているからだ。

　帝都内の重要な役所や施設では、大勢の騎士や兵士たちが厳戒態勢を敷いている。帝都の門前の広場では市の休止の触れが出され、大量の軍需物資が山と積まれていた。

　行動の目的は正式には発表されていない。皇帝アレクセイからの発表も無い。

　だが、この軍事行動が先のリヨン王国親善訪問団の襲撃に関係していることは、タイミング的にも明らかだった。

　広場で待機する中央騎士団には、第二皇子ノイマンを示す紋章が刻まれた軍旗が翻ひるがえっていて、この軍の総指揮官がノイマンであると周囲に知らしめている。そしてその脇には、中央騎士団団長のクライフドルフ侯の紋章旗。

　皇族とともに、帝国の騎士団を統括する将軍が動くとなれば、これから始まろうとしている戦は、大規模なものとなるに違いない。ザウナス元将軍のクーデターの記憶がさめやらぬうちに再び、帝国内で大規模な内乱が起こるのではないか。そんな予感に、帝都の空気は徐々に張り詰めたものになっていったのだ。

　帝都シムルグ、城壁にほど近い街角の一角。

　城壁周辺は、帝都の住民の最も貧しい階層が住んでいる地区。帝都の外壁の外に広がる貧民街に比べれば、多少はマシといった程度の街並み。

　皇族や貴族といった雲の上の世界の事などとは縁遠いこんな場所でも、大規模な戦が始まるかもしれないという不穏な噂は広がっていた。

（いよいよか……）

　もうすぐ日が昇るという朝方──。

　まだ毛布に包くるまって眠る娘の寝顔を見守りながら、男は出来る限り音を立てないようにして武具を身に着けていた。

　使い込まれて少々古びてはいるが、丁寧に手入れされた鎧。その胸元には、何かが剝ぎ取られたような傷痕が残されている。

　男はその傷痕をそっと右手の平で押さえた。

（二年……二年か…‥…）

　元々、男の住んでいたのは帝都でもそこそこ裕福な階層が住んでいる地区だった。その家を出て、父娘が煮炊きをし寝ることが出来るだけの小さな家に引っ越してきてから、およそ二年近くの歳月が過ぎていた。

（よく我慢してくれたな）

　妻はすでに亡く、娘との二人暮らし。

　引っ越してからも、日中は帝都外に出て森の中で鍛錬に明け暮れ、支給される僅かばかりの金で糊こ口こうを凌しのぐ毎日。

　それまでとは全然違った貧しい暮らしに、娘は文句の一つも言うこと無く耐え忍んでくれた。

（そういえば、こんなに一緒にいることは無かったな）

　確かに日中は鍛錬のため家を空けていることが多かったが、それ以外の時間は父娘で過ごすことが多い。これは男が騎士団に勤めていた頃には、できなかったことだ。

（本当に苦労をかけた。だが、どんな形になるにしても、この生活ももうすぐ終わりになる）

　表の扉が微かに叩かれる音がして、男は娘の寝顔から扉へと視線を向けた。

　決められた符丁通り、一回、二回、一回と。

　男は剣を手にとって立ち上がる。

　丁寧に磨きこまれた騎士剣。

　この時のために、男は可愛い娘にも貧しい思いをさせながら、じっと耐え忍んできたのだ。

「準備はできているか？」

　戸を開けると、いつも多少の金銭とたまに差し入れを持って来てくれる、連絡役の男が立っていた。

　ただ、いつもと違うのは、男もまた音を立てないよう革鎧に身を包み、腰に剣を帯びていることだろう。

「準備など、閣下がお亡くなりになられて以来、ずっとしてきたつもりだ」

　男の返答に連絡役は頷くと、男の肩越しに家の奥を見た。

「……娘さんは？」

「昨日のうちに別れは済ませてある」

「そうか……」

　連絡役はそれ以上何も言わない。

　男が戻れなかった場合、娘はかつての同僚の妻に面倒を見てもらうことになっていた。

　男はもう一度、胸元に残された傷痕へ手を当てる。

　その仕草に、連絡役もまた同様に己の胸元に手を当てた。彼の革鎧にも、男と同様の何かが剝がされた傷痕が残されていた。

「我らに再起の可能性を残してくださったアルフレッド殿下のためにも……そして、志半ばで倒れたザウナス閣下の無念を晴らすためにも」












































































あとがき







　この本が出る頃は、野球ファンにとって寂しくもあり、また来年への期待に胸おどらせる季節。

　我らが阪神タイガースは、シーズン三位という不本意な結果に終わり、和田監督を始めとして首脳陣の多くが引退。そして長年生え抜きの選手としてチームを支えた関本選手が現役引退を決め、活躍してくれたマートン選手も退団濃厚。

　ファンには辛いニュースが次々と飛び込んできます。

　その一方で、新監督が大スター金本氏、二軍にはミスタータイガース掛布氏が就任し、来年への期待は膨らむばかり。これは来年も甲子園に行かなくっちゃ！




　とまあ、野球の話はここまでにして。

　書籍版を読んでくださっている方はお久しぶりです。いつもＷＥＢ版を読んでくださっている方はこんにちは。三丘洋です。

　この巻ではついに、ウィンとレティシアがシムルグから離れて、遠くリヨン王国へと旅立ちました。

　これまでにもシムルグの外壁の外にある村などへは何度か出ていたのですが、本格的な旅に出たのはこれが初めて。

　ウィンたちの目を通してエルツの町、マジル山脈、ルーム川といった様々な地方の描写ができて、私自身もとても楽しく書けました。読者の皆様にも、レムルシル帝国という国をウィンたちと一緒に旅しているように感じてもらえたら幸いです。

　マジル山脈の廃坑道の描写は世界遺産の石見銀山、エルツの物見塔は、塔とは違いますが日ひの御み碕さき灯台に登った際の経験を参考にして書いています。

　ちなみに作中でのロックの感想は、日御碕灯台に登った私の感想だったり……。スカイツリーなんかは平気なんですが、灯台のような現実感のある高さはちょっと苦手だということに気付かされました。




　それではそろそろ謝辞を。

　まずは毎巻、素敵なイラストを描いてくださっている、こずみっく先生。

　水彩画のように透明感のあるイラストを描かれる先生に、今巻では虫の魔物というとんでもない物体を描いていただきました。

　ＷＥＢ版の感想でも、「想像しただけで、不気味です」と好評（？）をいただいた魔物ですが、迫力ある絵で彩っていただきました。きっと、デザインを起こすのに際して写真や資料を参照したり、色々な意味で大変だったのではないかと、頭がさがる思いでいっぱいです。

　また、素敵なレティシア、コーネリアのヒロイン陣。相変わらず可愛らしく、見ながらついニマニマしてしまいました。本当にありがとうございました。

　それから担当編集の清水様。デザイナーのプリグラフィックス川名様。校正の大迫様。今回もたくさんお力添えをいただきました。

　そしてもちろん、ＷＥＢ版や書籍を読んでいただき、応援してくださっている皆様。

　本当にありがとうございました。

　それではまた、六巻でお会いできることを祈って──。

三丘 洋
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